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は し が き

ミッションの達成行程表の策定

平井新知事の方針に基づき、昨年度より各職場が取り組んだミッションの達成行程を作成。当場

は、この行程に従って試験研究を一層進めることになった。

組織改正の検討

農林関係試験場の独立行政法人化について検討が行われたが、独法化は実施せず、平成20年度よ

り組織の統合を行い効率化をめざすこととなった。

気象の概要と園芸作物の作柄・販売状況

本年の気象は１月から３月の暖冬、６月下旬から７月にかけて長雨、寡日照、８月から９月にか

けて、35℃以上の最高気温が続くなど記録的な気象経過となった。

春先は若干低温が続いたが、ナシやスイカは比較的順調に生育し、ナシは安定した単価となった。

スイカは梅雨期後半の連続降雨が影響し、販売価格は低迷した。

カキは７月の曇天により生理落果が多発し、販売数量は前年比75％と大きく減少したが、単価は

堅調に推移し、前年比で110％となった。また、西条柿ではカキサビダニによる汚損果の発生が多

かったが、あんぽ柿への加工等、販売形態の多様化による所得確保が定着してきた。

ラッキョウは、かつてない暖冬の影響を受け、前年比170％の大増収であったが単価は318円/kg

と前年比56％の大暴落となった。最終的な販売額は12億１千万円と前年を６千万円下回った。

ナガイモでは、「ねばりっ娘」の作付け面積は前年の5.5倍、77.5aとなった。なお、契約販売の

単価は364円/kgでナガイモの220円を大きく上回った。

花きでは、ストックが播種後の高温の影響を受け、開花が遅れたが、価格は好調に推移した。

病害虫の発生では、３種の病害虫が県内で初めて確認された。

ラッキョウでは暖冬の影響を受け、赤枯病が発生した。また、プリムラでINSV（インパチェンス

えそ斑紋ウイルス）の発生も確認された。さらに、新規品目として導入されたニンニクの種球に、

イモグサレセンチュウが確認された。なお、ブドウ（デラウエアやハニービーナス）では26年ぶり

に白腐病が大発生し、本来発生のしにくい巨峰でも発病果が見みられた。

特筆すべき成果と課題の取り組み

「普及に移す新しい技術」として４課題、「参考となる情報・成果」として、18課題を公表した。

知財関係では、「新甘泉（しんかんせん）」をはじめとするナシ５品種が２月22日に種苗登録され、

約13,000本の苗木が現地に定植された。また、赤ナシで９月上旬に収穫できる「I系統」を新たに

登録申請した。さらに、シバでも根量の多いノシバ１系統を登録申請した（いずれも３月）。また、

野生スイカを元に育成した、つる割れ病に強い台木「どんなもん台」も８月３日に出願公表され、

平成20年作から実用化されることとなった。

集中豪雨や暖冬など気象変動が激しく、不安定な生産状況が続いている。また、農産物の輸入攻

勢も続いた。しかし、本年は高騰を続ける石油の代替エネルギーとしてバイオエタノールが海外で

脚光を浴び、穀物等の農産物価格の高騰が始まった。さらに、食品の偽装表示や、昨年末に判明し

た中国製餃子の農薬混入問題など、「食の安全」に対する意識を喚起する事件が相次いで発生し、

近年になく食料に対する関心が高まった。その結果、白ネギなど国産品の価格にも安定の兆しが見

られ、国産品の重要性をアピールできる年となった。現在のこの波を更に発展させ、「もうける農

業」推進のための武器となる、本県独自の品種や技術の開発に邁進します。

平成20年３月31日

鳥取県園芸試験場長

齊藤 哲
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Ⅰ 試 験 研 究 課 題 一 覧

研 究 課 題 名
掲 載

ページ

予算

区分
研究期間 分 類

《果 樹 関 係》

１．系統適応性検定試験

（１）ナシ第７回系統適応性検定試験

（２）ブドウ第 11 回系統適応性試験

（３）カキ第６回系統適応性検定試験

（４）ウメ第２回系統適応性検定試験

２．病害虫発生予察調査事業

（１）果樹主要病害虫の発生予察調査

３．果樹・野菜・花きの新農薬の実用化促進

（１）収穫前の各種殺菌剤の散布薬液による青ナシ果実の汚れ

（２）果樹類に発生するダニ類の防除対策

ア ナシ品種別のニセナシサビダニの被害状況

イ カキのカキサビダニに対する防除対策

（３）果樹カメムシ類の防除対策

（４）果樹類に発生するアオマツムシの防除対策

（５）果樹類に発生するシンクイムシ類の防除対策

ア ナシのナシヒメシンクイ生活環の解明

イ ナシのナシヒメシンクイに対する防除薬剤及び体系の

検討

（６）ナシ園で発生する害虫相の変化とその把握

ア フェロモントラップによる各種害虫の発生消長

イ 殺虫剤削減ナシ園で発生する害虫種

（７）クビアカスカシバの防除対策

（８）カキ‘西条’‘富有’‘花御所’の収穫前の防除と薬害

試験

（９）果樹主要病害虫に対する新農薬の実用化試験

（10）植物生育調節剤関係試験

ア ‘ゴールド二十世紀’における鮮度保持剤（1-MCP）の

利用に関する試験

（ア）剤形の違いによる日持ちへの影響

イ ニホンナシに対するジベレリンペースト新梢伸長促進

ウ 果樹関係除草剤試験

(11）摘花剤に関する試験

ア 新規摘花剤の散布方法の検討

イ 新規摘花剤の最適散布量の検討

ウ 新規摘花剤の現地試験

19

19

20

国補

自主

自主

自主

国補

受託

S36～

S40～

H10～

果樹研究室

砂丘農研セ

河原試験地

果樹研究室

環境研究室

環境研究室

河原試験地

環境研究室

果樹研究室
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研 究 課 題 名
掲 載

ページ

予算

区分
研究期間 分 類

４．高品質国産果実・花きの輸出に対応した生産・流通に関す

る基盤的技術の開発

（１）海外需要に即した大玉生産技樹の確立

ア 着果管理方法と GA 処理による果実肥大促進

（２）１-MCP による鮮度保持技術の確立

ア 青ナシ新品種の貯蔵技術の確立

イ‘ゴールド二十世紀’の貯蔵技術の確立

ウ １－MCP と機能性段ボールを用いた貯蔵技術の確立

(３)果実の生理障害抑制技術の確立

ア 植物生長調節剤利用による‘二十世紀’のアンコ果発

生防止対策の検討

５．高濃度炭酸ガスを利用した害虫防除技術の確立

（１）カンガワハダニに対する高濃度炭酸ガスの効果検証

（２）高温・高濃度炭酸ガス処理の果実品質への影響

６．ナシ、リンゴ火傷病侵入警戒に関わる緊急調査研究事業

（１）リンゴ及びナシ主要生産県における火傷病の類似症状の

発生調査と原因究明

７．生物機能を活用した園芸作物の環境にやさしい防除技術の

開発

８．市場競争力のある鳥取オンリーワン園芸品種の育成

（１）ナシ新品種、新系統の評価試験

ア ナシ新品種、新系統適応性検定試験

（２）二十世紀ナシ後継品種の育成

ア 選抜系統の適応性試験

（３）カキの有望品種の収集及び選定

ア 優良甘カキ品種の選定

９．「おさゴールド」等青ナシ品種の高度栽培技術の確立

（１）青ナシ品種のリレー出荷体系の確立

ア 青ナシ新系統、新品種の袋掛けに関する試験

イ 青ナシ新系統の GA 剤利用に関する試験

ウ 新品種、系統のハウス栽培試験

エ‘なつひめ’および‘涼月’幼木の特性調査

（２）青ナシの生産安定と品質向上に関する試験

ア 枝管理方法による品質向上試験

イ ‘おさゴールド’の大玉生産技術確立

ウ 果樹園の排水条件の改善による果実品質向上

エ 完熟ナシの生産技術の確立

25

27

27

27

28

28

受託

受託

受託

受託

県単

県単

H17～19

H18～19

H18～20

H18～20

H18～22

H16～20

果樹研究室

環境研究室

果樹研究室

環境研究室

環境研究室

果樹研究室

河原試験地

果樹研究室
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研 究 課 題 名
掲 載

ページ

予算

区分
研究期間 分 類

オ 名和門前団地試験園の収量追跡

カ 琴浦大成団地の収量追跡とアザ果の発生原因調査

（３）慢性的生理障害の原因究明と対策技術確立

ア 果面保護剤による黒点果発生防止技術の確立

イ 小袋掛け前防除の遮断による黒点果発生時期の特定

（４）ナシ栽培における省力・軽労化技術の確立

ア 液体受粉による結実確認試験

イ 液体受粉による省力・軽労化の検討

（５）低コストで環境に優しい施肥法の確立

ア 施肥量を半減した根域集中管理の果実品質および樹体

生育

イ 施肥量の違いが樹体生長と果実品質に及ぼす影響

ウ 土壌改良時期が果実品質および根の伸長に及ぼす影響

（６）水田転換果樹園における高品質ナシ栽培技術の確立

ア 畝立ておよび多収型整枝法の効果確認（樹体生長、果

実品質、収量）

イ 畝立てが根群の分布に及ぼす影響

（７）気象に左右されないナシ作り技術の確立

ア 果実に関する調査

（ア）果樹の作況調査

イ 栄養診断

（ア）葉および土壌中の無機分析（ナシ）

（イ）果実調査（ナシ）

（８）ドリフト低減ノズルのスピードスプレーヤを用いた薬剤

散布に関する試験

ア ナシ病害虫に対する防除効果

イ 散布薬液がナシ幼果に及ぼす影響

（９）青ナシ品種別の病害の発生程度の調査

10．赤ナシ新品種の高品質安定生産技術の確立

（１）王秋の果肉崩壊症対策試験

ア 深耕による土壌改良が果肉崩壊症の発生抑制に及ぼす

影響（その１）

イ 多深耕による土壌改良が果肉崩壊症の発生抑制に及ぼ

す影響（その２）

ウ 土壌の乾燥が果肉崩壊症発生に及ぼす影響

エ 多施肥が果肉崩壊症発生に及ぼす影響

オ 王秋の枝処理による果肉崩壊症発生低減効果試験（環

状剥皮処理）

カ 王秋の枝処理による果肉崩壊症発生低減効果試験（誘

引・摘心処理）

キ 王秋の花芽制限が果肉崩壊症発生に及ぼす影響

31

36

県単

県単

H16～20

H16～20

果樹研究室

環境研究室

果樹研究室
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研 究 課 題 名
掲 載

ページ

予算

区分
研究期間 分 類

（２）秋栄・あきづきの栽培技術確立に関する試験

ア 秋栄の整枝せん定によるみつ症軽減効果の試験

イ あきづきの接ぎ木更新試験

（３）晩生ナシの落果防止対策試験

ア ‘愛宕’における各種落果防止資材の効果確認

（４）特産果樹栽培技術の確立

ア ウメ‘紅サシ’の摘心処理による花芽確保技術の検討

イ ‘紅サシ’の早期多収整枝法の検討

ウ ウメ‘紅サシ’の生育ステージおよび収量の調査

エ ‘紅サシ’の摘果の効果

オ オウトウのわい化栽培による高品質果実生産技術の確

立

カ CX-10 によるオウトウの開花時期の早期安定化

キ オウトウの鳥害防止およびポット栽培

11． 青ブドウブランド化に向けた実用化技術の確立

（１）新しい青ブドウ品種の選抜

（２） ‘ハニービーナス’種なし栽培の技術確立

ア ジベレリン処理時期と種子数の関係

イ 花穂整形時期と果粒肥大の関係

ウ 早期花穂整形処理下でのフルメット濃度と果粒肥大の

関係

（３）‘ピオーネ’種なし栽培の技術確立

ア 植物成長調整剤の 1回処理時のフルメット濃度の検討

イ 摘心処理が果実品質に及ぼす影響

（４）‘デラウエア’種なし栽培の技術確立

ア 花穂生育時期別のジベレリン処理による種なし効果に

ついて

イ 開花前ジベレリン処理後の温度が果実品質に与える影

響

ウ 満開３週間前のジベレリン散布が果実に及ぼす影響

12． 高級ワイン用品種の選定と省力安定栽培法の開発

（１）高級ワイン用品種の果実品質とワイン品質

（２）高級ワイン用品種の収益性

13. カキの革新的新栽培法の確立

（１）早期成園化と多収穫を実現する根域制限栽培の確立

ア 畝立て方法の検討

イ ポット栽培における果実肥大調査

ウ ポット栽培に適した品種の選定

エ ポット栽培‘花御所’における施肥および着果量の検討

（２）水田転換園での生産安定技術の確立

ア ‘西条’の樹上軟化落果の実態調査

37

39

42

43

県単

県単

県単

県単

H16～20

H15～19

H16～19

H16～20

果樹研究室

砂丘農研セ

砂丘農研セ

河原試験地
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研 究 課 題 名
掲 載

ページ

予算

区分
研究期間 分 類

イ ‘西条’の樹上軟化落果対策に係わるポット栽培試験

（３）‘西条’の画期的な日持ち向上技術の確立

ア 新剤型による処理方法の簡素化検討

（４）‘西条’の画期的な日持ち向上技術の確立

ア 新剤型による処理方法の簡素化検討

イ 新剤型による処理方法の実用化検討

（ア）有孔ポリエチレン袋の処理効果確認について

イ 新剤型による処理方法の実用化検討

（イ）有孔ポリエチレン袋の処理効果確認と脱渋開始までの

経過時間について

44 県単 H16～20 河原試験地
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研 究 課 題 名
掲 載

ページ

予算

区分
研究期間 分 類

《 野 菜・花 き・特 産 関 係 》

14．系適適応性検定試験

（１）イチゴ‘久留米 59 号’、‘久留米 60 号’の系統適応性検

定試験

（２）スイカ‘安濃交１号’、‘同２号’、‘同４号’の系統

適応性検定試験

（３）ネギ安濃１号・同２号の系統適応性検定試験（夏まき冬

どり栽培）

15．病害虫発生予察調査事業

（１）主要野菜・花きの病害虫発生状況

（２）病害虫発生状況と防除対策の情報提供

（３）病害虫の診断依頼

16．農薬安全対策事業

（１）マイナー作物の農薬登録促進

17．有機物資源施用基準設定調査試験事業

18．土壌病害虫の効率的防除による園芸作物生産安定技術の確

立

（１）スイカ急性萎凋症の発生原因の解析と克服技術確立

ア スイカ急性萎凋症関連菌の接種による症状再現

イ 現地で発生したスイカ急性萎凋症の原因調査

ウ ハウス栽培におけるクロピクフロー畦内処理による防除

効果

エ 露地トンネル栽培におけるクロルピクリン剤畦内処理に

よる防除効果

（２）耐病性台木及び耐病性品種によるメロンえそ斑点病の発

病抑制効果

（３）ホウレンソウ萎凋病の防除に関する試験

ア ホウレンソウ萎凋病に対する主要品種の耐病性検定

イ カラシナを利用したバイオフューミゲーションによるホ

ウレンソウ萎凋病の防除

（４）転炉スラグ資材処理によるブロッコリー根こぶ病の発病

抑制効果

（５）本県で新発生したラッキョウ赤枯病の病原菌の同定

（６）ウリ科（メロン、スイカ）におけるセンチュウ類の防除

ア 施設栽培における土壌消毒時期の検討

（７）萎凋病耐病性品種の検索（ホウレンソウ）

46

46

47

47

47

国補

国補

国補

国補

国補

S36～

S40～

H６～18

H15～18

H17～21

野菜研究室

弓浜砂丘地

環境研究室

環境研究室

野菜研究室

環境研究室

野菜研究室
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研 究 課 題 名
掲 載

ページ

予算

区分
研究期間 分 類

19．果樹・野菜・花きの新農薬の実用化促進

（１）野菜関係除草剤試験

（２）中山間地域初夏穫りキャベツほ場におけるコナガの発生

消長調査

（３）初夏穫りキャベツにおける定植時処理農薬の防除効果試

験

（４）白ネギに寄生するネギアザミウマの薬剤感受性試験

（５）ミニトマト生産ほ場におけるコナジラミ類の発生調査

（６）野菜・花き病害虫に対する新農薬の実用化試験

（７）平成 18 年度秋冬作野菜・花き関係生育調整剤試験

ア ダミノジット水溶剤（ダミノジット 80％）

（８）平成 19 年度春夏作野菜・花き関係試験除草剤試験

ア 花き関係除草剤試験

（９）平成 19 年度春夏作芝関係試験除草剤試験

ア Ｂ-3015 乳剤 （ベンチオカーブ 90％）

20．ブロッコリー原種審査会(H19)

21．畑地への汚泥施用技術の確立

（１）スイカ・ブロッコリーの生育と土壌化学性及び作物体無

機成分

22．市場競争力のある鳥取オンリーワン園芸品種の育成

（１)スイカ新品種の育成と実用化

ア 耐病性優良台木の育成と実用化

（ア）選抜系統の再選抜による耐病性形質の固定

（イ）選抜系統の接木特性検定

ａ 育苗期の生育特性

ｂ 本畑での実用性検定

（ウ）選抜系統の実用性検定試験

（エ）選抜系統の現地実用性検定試験

ａ 砂丘畑ハウス栽培（大栄地区）

ｂ 砂丘畑トンネル栽培（大栄地区）

ｃ 遅出しトンネル栽培

イ 新キャラクタースイカの育成と実用化

（ア）新キャラクタースイカの育成

（イ）新キャラクタースイカ優良系統の特性解明

ウ 機能性スイカの育成と実用化

（ア）果実中のアミノ酸含有量（予備試験）

（２）イチゴ新品種の育成と実用化

ア 人工交配による交雑実生の育成

イ 出蕾期による交雑実生の一次選抜

50

52

52

53

受託

受託

県単

県単

H10～

H19

H19

H18～22

環境研究室

野菜研究室

花き研究室

野菜研究室

野菜研究室

野菜研究室
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研 究 課 題 名
掲 載

ページ

予算

区分
研究期間 分 類

ウ 特性検定による交雑実生の二次選抜

エ 特性検定による交雑実生の三次選抜

オ 特性検定による交雑実生の四次選抜

カ 特性検定による交雑実生の高次選抜

(３) シバの優良固定品種の育成

ア Ｊ18-１の特性調査

23．スイカの生育障害克服等による高位生産技術の確立

（１）生産安定技術の確立

ア 急性萎凋症総合対策技術確立

（ア）急性萎凋発生ほ場の発生要因解析と対策

（イ）ストレス診断技術の開発

ウ）急性萎凋症に強い台木の検索

イ 雌花、雄花の着生安定と着果安定技術の確立

（ア）主づる非破壊での雌花分化診断技術開発

（２）消費者ニーズに応えるスイカ生産

ア 空洞果発生軽減技術確立

イ 空洞果発生予測技術の開発

ウ 消費者の喜ぶ「美味しいスイカ」新品種の検索

（ア）ハウス早出し品種の検索

（イ）トンネル遅出し品種の検索

エ 抑制小玉スイカ裂皮対策試験

（ア）裂皮の発生メカニズムの解明

ａ 果実および細胞の肥大特性

ｂ 裂皮の形態観察

（イ）現地発生実態調査

（３）次世代型省力栽培技術の確立

ア １条植栽培法の検討

24．メロンの生育障害克服と整枝技術開発による高位生産技術

の確立

（１）生理障害防止対策技術の確立

ア アムスメロンの裂果克服技術の確立

イ クレオパトラメロンの裂皮防止技術の確立

（２）現地有望品種の栽培技術の確立

ア ルピアレッド抑制栽培における整枝方法の検討

（３）将来の鳥取県の顔となる優良品種の選定

ア 適品種選定試験（秋作）

（４）鳥取県に適したアムスメロン栽培技術の検討

ア 株間および仕立て方法が収量、果実品質に及ぼす影響

25．「美味しいトマト」生産のための総合管理技術の確立

56

58

61

63

県単

県単

県単

県単

H18～22

H16～22

H17～19

H19～22

野菜研究室

花き研究室

野菜研究室

野菜研究室

野菜研究室
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研 究 課 題 名
掲 載

ページ

予算

区分
研究期間 分 類

（１）鳥取県土壌管理（土作り）基準の確立

ア 土壌水分管理技術の確立

（ア）根群域と土壌水分状況の把握

（２）苗質（葉の大きさ・厚さ）の違いと糖度との関係解明

ア トマト

イ ミニトマト

（３）抑制ミニトマトの糖度向上対策

ア 整枝方法が収量および糖度に及ぼす影響

イ 高糖度品種の検索

26．イチゴ新品種の特性比較と高設栽培法の確立

（１）イチゴ高設栽培方法の検討

ア 暖房が生育・収量・品質に及ぼす影響

（２）イチゴ主要品種の特性比較

（３）イチゴ高設栽培におけるクラウン直接加温法の検討

27．消費者ニーズに応えるブロッコリーの高品質栽培技術の確

立

（１）小花黄花克服技術の確立

ア 実態調査

イ 防止対策技術の確立

（ア）発生要因の解明

（イ）根の活力向上と維持

（ウ）発生の少ない有望品種の検索

（エ）時期別の発生推移と気温の関係

（２）低温障害（アントシアン発生）が少なく品質良好な品種

の検索

28．鳥取白ネギの産地強化と環境保全型農業の確立

（１）白ネギ安定生産技術の確立

ア ５月どり一本ネギ（さつきねぎ）の開発

（ア）適品種の選定

（イ）セル成型育苗における播種日および移植日が抽苔およ

び調製収量に及ぼす影響

（ウ）栽植密度が抽苔および調製収量に及ぼす影響

（エ）トンネルの被覆資材とマルチが生育、抽苔率および収

量に及ぼす影響

（オ）トンネル被覆期間中の潅水量の違いが生育、調製収量

および抽苔率に及ぼす影響

（カ）電熱線によるネギの側条地中加温による生育および抽

苔の制御

ａ 電熱線の設定温度と設置方法が生育および抽苔率に及

63

64

65

66

県単

県単

県単

県単

H19～22

H16～18

H19～22

H16～19

野菜研究室

野菜研究室

野菜研究室

弓浜砂丘地
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研 究 課 題 名
掲 載

ページ

予算

区分
研究期間 分 類

ぼす影響

ｂ 電熱線の設定温度と設置方法が‘羽緑一本太’、‘春扇’、

‘長悦’の生育および抽苔率に及ぼす影響

ｃ 地中加温の処理時間が生育および抽苔率に及ぼす影響

イ ７月どり作型におけるトンネル被覆代替技術

ウ 坊主不知ネギ‘分場選抜 No.３’の定植日が抽苔および分

げつに及ぼす影響

エ チェーンポット栽培における生育促進法（予備試験）

（２）白ネギ適品種の選定

ア 春どり作型

イ ７月どり作型（無トンネル）

ウ ８月どり作型

エ 12 月どり作型

（３）砂畑白ネギの環境にやさしい施肥改善

ア セル内施肥技術の確立

（ア）７月どり作型における肥料タイプと窒素施肥量の検討

（イ）８月どり作型における窒素施肥量の検討

（ウ）培養土との混和時に生じる肥料コーティング材の破損

イ 坊主不知ネギにおける緩効性肥料を用いた施肥改善

（４）ネギアザミウマの生殖型及びハプロタイプ判別

ア PCR-RFLP によるネギアザミウマ生殖型判別法の開発

イ 生殖型判別による産雄型単為生殖個体群の分布

ウ COⅠ塩基配列のダイレクトシーケンスによるハプロタイ

プ判別

29．砂丘ラッキョウ高位生産技術の確立

（１）優良系統の選抜と保存

ア 新系統の生育特性の解明（福部砂丘）

イ 現地優良系統の選抜（福部砂丘）

ウ 優良系統の選抜（北条砂丘）

（２）多収栽培技術の確立

ア 多収ほ場の多収要因の解明

（ア）砂質および潅水の影響

ａ 福部砂丘および北条砂丘の砂質の影響

ｂ 潅水の影響

イ 植付け時期および栽植密度の検討

（ア）栽植密度と種球重の検討

ウ 施肥法の検討

（ア）施肥時期、施肥量の検討

（３）労力軽減技術の確立

ア 施肥の省力化の検討

イ 植付け機の実用化の検討

68

73

県単

県単

H16～19

H16～20

弓浜砂丘地

環境研究室

砂丘農研セ
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研 究 課 題 名
掲 載

ページ

予算

区分
研究期間 分 類

30．特産砂丘ナガイモ産地存亡に係る生産安定技術の確立
（１） 新品種‘ねばりっ娘’の種芋増殖法の開発

ア 優良ムカゴの着生法の検討
（ア） 栽植密度の検討
（イ）施肥法の検討

（ウ）露地栽培における種芋重別ムカゴの生産量

イ ムカゴの栽植方法の検討
（ア）ムカゴの施肥について
（イ）ムカゴの保存方法の検討
（ウ）植付け密度について

（２）新品種‘ねばりっ娘’の好適栽培法の確立
ア 芋重別適正栽植密度について
イ 頂芽の保存状態が青カビの発生と発芽に及ぼす影響

(３）障害芋発生要因の解明
ア 黒陥没発生ほ場実態調査
イ 品種と黒陥没発生の関係について

（４）ナガイモ機械利用の実用化
ア 形状が良くなる施肥法の開発

（５）ナガイモ黒陥没症の発生原因の解析と防除対策の確立

ア 黒陥没症ナガイモからの菌の分離

イ ナガイモ黒陥没症から分離された糸状菌の病原性の確認

ウ 定期的な掘り取り調査による初発生時期の確認と伝染源

の解明

エ 罹病種イモに対する薬剤浸漬処理による防除効果

オ 発生ほ場における種イモの薬剤浸漬処理による防除効果

カ 発生ほ場におけるクロルピクリン剤による土壌くん蒸の

防除効果

（６）ナガイモとねばりっこでのネコブセンチュウによる被害

の比較

31．弓浜砂丘地野菜の栽培技術の改善と特産品

（１）ニンジンの高品質・安定多収栽培技術の確立

ア 初夏どり栽培における新しい不織布資材が生育に及ぼす

影響

イ 肥効調節型肥料を用いた省力施肥（初夏どり栽培）

ウ 肥効調節型肥料を用いた省力施肥（秋冬どり栽培）

（２）サツマイモ品種の適応性検定と病害虫防除技術の確立

ア 良食味品種の選定

イ コガネムシの防除技術

（ア）サツマイモ圃場におけるコガネムシ成虫の誘殺消長

（イ）マルチ、堆肥および防除薬剤がコガネムシの防除に及

ぼす影響

（ウ）マルチおよび防除薬剤がコガネムシの防除に及ぼす影

響

32．砂丘地環境保全技術の確立

76

81

83

県単

県単

県単

H18～22

H18～22

H16～20

砂丘農研セ

環境研究室

弓浜砂丘地

砂丘農研セ
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研 究 課 題 名
掲 載

ページ

予算

区分
研究期間 分 類

（１）環境負荷低減技術の確立

ア ラッキョウ畑からの窒素溶脱

イ ナガイモ畑からの窒素溶脱

33．中山間地特産野菜の省力化と生産性向上技術の確

立

（１）夏秋トマトの安定多収技術の確立

ア 省力化技術の確立

（ア）液肥栽培基準の検討

イ 多収技術の確立

（ア）新品種・台木の特性比較

（イ）摘果による９月増収技術の検討

（ウ）摘葉による増収技術の検討

（エ）植物成長調整剤による増収効果の検討

（オ）遮熱資材を使った商品果率向上技術の検討

（２）白ネギの安定多収技術の確立

ア 多収技術の確立

（ア）夏どり作型における白ネギの適品種選定

（イ）秋冬どり作型における白ネギの適品種選定

イ 夏ネギ前進化技術の確立

（ア）セルトレイ直置き育苗の検討

（イ）品種の検討

（ウ）初期生育促進方法の検討（保温処理）

ウ 低コスト技術の確立

（ア）チェーンポット内施肥技術の確立（夏どり作型）

ａ 肥料のタイプの検討

ｂ 追肥の検討

（イ）チェーンポット内施肥技術の確立（秋冬どり作型）

ａ 肥料のタイプの検討

ｂ 追肥の検討

（ウ）プラグ苗機械移植栽培の実証（生育比較）

（エ）プラグ苗機械移植栽培の実証（秋冬どり作型）

（３）葉物野菜の安定多収技術の確立

ア 10月まきホウレンソウの適品種選定

イ 12月まきホウレンソウの適品種選定

ウ 寒締めホウレンソウのは種時期と保温処理の検討

エ 寒締めホウレンソウにおける品種比較

（４）夏秋ピーマンの安定多収技術の確立

ア 緩効性肥料による省力施肥基準の検討

（５）ブロッコリーの作型開発

ア ９月どり作型における適品種の検討

イ 秋冬どり作型における適品種の検討

83

84

県単

県単

H16～20

H16～20

砂丘農研セ

日南試験地
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研 究 課 題 名
掲 載

ページ

予算

区分
研究期間 分 類

（６）夏どりダイコンの安定多収技術の確立

ア ５月下旬は種作型における適品種の選定

イ ７月上旬は種作型における適品種の選定

ウ ７月下旬は種作型における適品種の選定

（７）初秋どりストックの作型確立

ア 保温処理が切り花品質と開花時期に及ぼす影響

イ 保温処理とPCa処理が切り花品質と開花時期に及ぼす影

響

34．花卉品種審査会

（１）第 53 回全日本花卉品種審査会 ユーストマ（季咲き）

35．鳥取県に適応した切り花の低コスト生産安定技術の開発

（１）ユリ類切り花の長期出荷体系の確立

ア 環境要因がシンテッポウユリの生育・開花に及ぼす影響

（ア）品種比較試験

（イ）短日処理が生育、開花に及ぼす影響

（ウ）チェーンポットの種類が切り花品質に及ぼす影響

（エ）露地栽培による抑制作型の検討

（オ）抑制栽培における花芽分化期調査

（カ）抑制栽培における育苗法が生育、開花に及ぼす影響

（キ）抑制栽培における抽台・採花率に及ぼす育苗中の短日、

低温の影響

（ク）育苗期の亜リン酸資材施用が生育に及ぼす影響（予備

試験）

（ケ）定植後の短日処理の影響（予備試験）

（コ）定植後の地温低下が抽台、採花率に及ぼす影響（予備

試験）

イ 切り下球利用による低コスト栽培技術の確立

（ア）切り下球を利用した栽培の検討

（イ）球根据え置き栽培における施肥の検討（予備試験）

（２）ストックの高品質切り花生産技術の確立

ア 八重率向上技術の開発

（ア）ストックの粒径と八重率との関係調査

（１）キクの低コスト生産安定栽培法の確立

ア 寡日照・低温下での開花調節法の開発と実証

（ア）無側枝性ギクの盆、彼岸出荷における GA 散布が開花に

及ぼす影響（予備試験）

イ 低温で生育・開花する輪ギクおよび小ギク品種の選抜

（ア）低温・寡日照下で開花するスプレーギク品種の選抜と

春彼岸出荷法の開発

（イ）低温・寡日照下で開花する寒小ギクおよび輪ギク品種

90

91

92

県単

受託

県単

H16～20

H19

H16～20

日南試験地

花き研究室

花き研究室



- 14 -

研 究 課 題 名
掲 載

ページ

予算

区分
研究期間 分 類

の選抜と春彼岸出荷法の開発

36．鳥取県に適応した花壇苗鉢物および枝物類の生産 安定技

術の開発

（１）環境にやさしい新わい化法の開発

ア 長期トレー育苗等によるわい化

（ア）アゲラタムの長期トレイ育苗と日長によるわい化法の

検討

（イ）キンギョソウの長期トレイ育苗と日長によるわい化法

の検討

37．鳥取県の花ブランド化のための切り花および苗もの類の品

質保持技術の開発

（１）栽培条件が品質と日持ち性に及ぼす影響

ア 切り花及び苗物類の品質と日持ちに及ぼす栽培環境の影

響

（ア）潅水条件がトルコギキョウの日持ち性に及ぼす影響

（２）収穫後の鮮度保持技術の確立

ア 鮮度保持剤等を利用した切り花および枝物花木類の日持

ち性と品質向上技術の確立

（ア）バラの蕾切り開花における葉の状態と補光が開花に及

ぼす影響

（イ）アスターの日持ちに及ぼす鮮度保持剤の影響

（ウ）トルコギキョウの日持ちに及ぼす鮮度保持剤の影響

（３）出荷前処理による品質保持技術開発

ア STS、1-MCP および生長調節物質処理による品質保持技術

の開発

（ア）シンテッポウユリの品質と日持ちに及ぼす GA3および切

り花保存剤の検討（予備試験）

イ 促成枝物花木の日持ち性と品質向上技術の開発

（ア）コデマリの切り枝促成技術の開発（予備試験）

38．EOD 反応を活用した花き類の効率的生産技術の開発

（１）明期終了後の短時間昇温(EOD-Heating)活用による省エネ

型栽培技術の開発

ア 効率的 EOD-Heating 処理技術の開発

（ア）トルコギキョウ促成作型における EOD-Heating が定植

後の生育に及ぼす影響

（２）明期終了後の短時間光照射(EOD-Lighting)活用による施

設回転率向上技術の開発

ア 短日性/長日性花き類への EOD-FR 適用法の検討

（ア）トルコギキョウの超促成作型における光照射およびEOD

処理が開花に及ぼす影響

96

97

99

県単

県単

県単

県単

H16～20

H16～20

H17～21

H19～22

花き研究室

花き研究室

花き研究室

花き研究室
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研 究 課 題 名
掲 載

ページ

予算

区分
研究期間 分 類

（イ）トルコギキョウの超促成作型における光照射およびEOD

処理が形質に及ぼす影響

（ウ）トルコギキョウの超促成作型における光照射およびEOD

処理が乾物重に及ぼす影響

（エ）トルコギキョウの促成作型における光照射および EOD

処理が定植後の生育に及ぼす影響

（オ）光照射および EOD 処理がパンジーの生育に及ぼす影響

（カ）光照射および EOD 処理が各種花壇苗の生育に及ぼす影

響

39．花ふれ愛事業

（１）ミニフラワーガーデン設置事業

ア 県中部施設への花壇苗配布

100

102

県単

事業

H19～22

H19

花き研究室

花き研究室
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研 究 課 題 名
掲 載

ページ

予算

区分
研究期間 分 類

《 生 物 工 学 関 係 》

40．ジーンバンク事業・ヤマノイモ属植物の遺伝資源の特性調

査

（１）ヤマノイモ属植物の遺伝資源の特性調査

41．バイテクによるナシ新品種シリーズの育成

（１）高品質黒斑病抵抗性自家和合性ニホンナシの育成

（２）白紋羽病耐病性ナシ優良台木の選抜・育成

ア ３次選抜系統の白紋羽病菌ポット接種試験

イ 選抜台木の現地栽培試験

ウ ３次選抜系統の屋外圃場での病原菌接種試験

（３）ナシ自殖系統の育成と遺伝子鑑定

42．バイテクによるナガイモ及びラッキョウ新品種の育成

（１）ナガイモ新品種の育成

ア ヤマノイモ属植物間の人工交配

イ ヤマノイモ属雑種の栽培特性

ウ ヤマノイモ属雑種の品質特性

エ ヤマノイモ属雑種の食味試験

オ ‘ねばりっ娘’現地圃場におけるヤマノイモ属の遺伝子

診断

カ ナガイモのヤマノイモえそモザイクウイルス病の弱毒系

統の選抜

キ ‘ねばりっ娘’の特性調査

（ア）‘ねばりっ娘’の切り芋の萌芽条件の検討

（イ）‘ねばりっ娘’の芋の大きさによる粘りの比較検討

（２）ラッキョウ新品種の育成

ア 乾腐病耐病性品種の育成

（ア）平成 16 年交配Ｆ１交雑種の乾腐病菌接種試験

（イ）組織培養による耐病性優良系統の増殖

（ウ）選抜系統の甘酢漬けによる官能評価

（エ）耐病性優良系統等における含硫成分の定量

（オ）抗酸化力の測定法の開発

イ 赤いラッキョウの育成

43．バイテクによる花きニューアイテムの開発

（１）日持ちのよいオリジナルリンドウの開発

ア リンドウ四倍体の育成

（２）小球開花性を有するユリ新品種の開発

ア 胚珠培養による種間雑種の獲得

イ 雑種の選抜

103

103

104

108

受託

県単

県単

県単

H19

H19～23

H17～21

H19～23

生工研

生工研

生工研

生工研
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研 究 課 題 名
掲 載

ページ

予算

区分
研究期間 分 類

（３）観賞用ラッキョウの開発

ア 交雑種の形質調査

（ア）黒ボク圃場における生育特性の調査

（４）リンドウ新品種の開発

ア 天咲き性で花色の優れる盆咲き～晩生品種の育成

（ア）交配用母本の収集と系統分離

（イ）人工交配による盆咲き～晩生品種の育成

108 県単 H19～23 花き研究室
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研 究 課 題 名
掲 載

ページ

予算

区分
研究期間 分 類

《 経 常 研 究 》

44. 新規植物調節剤を利用した大玉果実生産技術の確立

45．低硝酸ブロッコリー生産技術の確立

（１）肥料の違いが土壌中硝酸濃度と作物体硝酸含量に及ぼす

影響

46．バンカープランツにおけるネギアザミウマ補食天敵（ヒメ

ハナカメムシ類）の発生調査

47．ナシヒメシンクイ等の果実袋における被害回避効果の実証

48．試作果実袋のナシヒメシンクイムシに対する殺卵・殺幼虫

効果に関する調査（受託試験）

49．試作果実袋のナシ害虫に対する効果に関する調査及び残留

農薬試験に供する試料の調整（受託試験）

50．ラッキョウ赤枯病の防除技術の確立

（１）ラッキョウ赤枯病菌の薬剤感受性検定

51．遺伝子診断による鳥取県内のトマト・ミニトマト生産ほ場

における TYLCV の発生調査

52．フタモンマダラメイガの発生予察手法の確立

110

110

110

111

111

111

111

111

111

経常

経常

経常

経常

経常

経常

経常

経常

経常

H19

H19

H19

H19

H19

H19

H19

H19

H19

果樹研究室

野菜研究室

環境研究室

環境研究室

環境研究室

環境研究室

環境研究室

環境研究室

環境研究室
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Ⅱ 試 験 研 究 成 果

《 果 樹 関 係 》

１．系統適応性検定試験

（１）ナシ第７回系統適応性検定試験

担当者：高濱俊一・池田隆政・角脇利彦

協力分担：なし

独立行政法人農業・食品産業技術研究機構果樹研究所

で育成されたナシ新系統について地域適応性を検討する。

① 供試系統‘筑波51号’について、ナシ系統適応性検

定調査基準に基づき調査を行った。

② 果実は円形の中間～赤ナシ。収穫時期は９月上旬で

果重は338ｇ、糖度は12.2％、自家和合性である。

③ 試食調査では対照品種‘豊水’と比べ糖度が低く、

より食味が劣った。

④ 以上の結果、‘筑波51号’は命名登録希望しないこ

とにした。

〈本試験成績登載印刷物：５〉

（２）ブドウ第11回系統適応性検定試験

担当者：椿越夫

協力分担：なし

農林水産省で育成されたブドウ系統について地域適応

性を検定する。

① ‘安芸津25号’ ‘安芸津26号’‘安芸津27号’

‘福岡12号’を供試した。

② ‘安芸津25号’は、糖度、裂果等の問題で、‘安

芸津26号’は食味の問題で、‘安芸津27号’は着色の

問題で、登録とはいかず継続試験となった。‘福岡12

号’は試験中止。

〈本試験成績登載印刷物：なし〉

（３）カキ第６回系統適応性検定試験

担当者：北川健一

協力分担：なし

独立行政法人農業・食品産業技術研究機構果樹研究所

で育成されたカキ系統について地域適応性を検定する。

① ‘安芸津17号’ 収穫時期が10月上中旬、果重222

ｇ、糖度17.2％、多汁でサクサクとした食感で食味良好

であった。ヘタスキは見られなかったが汚損・条紋の発

生が多く見られた(継続判定)。

② ‘安芸津19号’は、収穫時期が11月上旬、果重26

7ｇ、糖度16.1％、汚損果も少なく食感はよいが、‘松

本早生富有’より小玉傾向であった(中止判定)。

③ ‘安芸津20号’は、‘太月’と命名された。収穫時

期は10月下旬、果重400ｇ、糖度16.5％、ヘタスキは見

られないが汚損果の発生が多かった。

④ ‘安芸津21号’は、‘太天’と命名された。収穫時

期は11月上中旬、果重437ｇ、糖度16.2％、ヘタスキは

見られなかったが。汚損果の発生は‘太月’より少なく、

日持ちも良かった。

⑤ 以上の結果、平成19年度落葉果樹系統適応性検定試

験の検討会において‘安芸津19号’は調査中止。‘安芸

津17号’は継続調査となった。

〈本試験成績登載印刷物：５〉

（４）ウメ第２回系統適応性検定試験

担当者：高濱俊一・井戸亮史・角脇利彦

協力分担：なし

独立行政法人農業・食品産業技術研究機構果樹研究所

で育成されたウメ系統について地域適応性を検討する。

① 供試系統‘筑波７号’、‘筑波8号’の２系統につい

て、ウメ系統適応性検定調査基準に基づき調査を行った。

② ‘筑波７号’は果重29.4ｇで、‘南高’より小さい。

収量は１樹当たり40.9kg（南高39.1kg）であった。

かいよう病が多発(57%)した。

③ ‘筑波８号’は果重36.8gで、‘南高’より大きい。

結実率が悪低く、収量が13.1kgであった。

④ 以上の結果、‘筑波８号’はかいよう病に弱いため、

また‘筑波９号’は収量が少ないため命名登録希望しな

いことにした。

〈本試験成績登載印刷物：５〉 
２．病害虫発生予察調査事業

（１）果樹主要病害虫の発生予察調査

担当者：中田健・矢部謙一・北川健一・椿越夫・

岡山裕志

協力分担：ＪＡ全農とっとり、病害虫防除所

ナシ、カキ、ブドウなど果樹病害虫の発生状況を調査

し、発生予察情報を提供する。

① ナシの病害では、黒斑病は７月24日に病害虫発生予

察注意報第３号を発表した。防除の徹底などから、果実

被害は平年並となった。その他、黒星病、赤星病及びう

どんこ病などの病害は、平年並以下の発生であった。

虫害では、ハダニ類は前年に引き続き多発となった。

ナシヒメシンクイは、７月11日に病害虫発生予察注意報

第１号を発表した。防除を徹底したが、やや多い発生と

なった。

② カキでは、炭そ病、ハマキムシ類、フジコナカイガ

ラムシ、カキサビダニなどの発生が多かった。

③ ブドウでは、白腐病の発生が特異的に多くなった。

害虫の発生は全般的に平年並以下であった。

④ イチジクでは、イチジクヒトリモドキが初確認され、
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11月７日に病害虫発生予察特殊報第２号を発表した。

⑤ これらの内容と防除対策は、病害虫防除所から４～

10月まで合計８回発表した。また、発生予察指導情報は

４月から翌年の３月まで合計46回発表した。

〈本試験成績登載印刷物：24〉

３．果樹・野菜・花きの新農薬の実用化促進

（１）収穫前の各種殺菌剤の散布薬液による青ナシ果実

の汚れ

担当者：矢部謙一・岡山裕志

協力分担：なし

収穫前日～７日前まで使用可能な、主な殺菌剤の散布

薬液が青ナシ収穫果実の汚れに及ぼす影響を調査する。

① 殺菌剤は、アミスター10フロアブル、ストロビード

ライフロアブル、トップジンＭ水和剤、ナリア WDG、ド

キリンフロアブル、アンビルフロアブル、オキシラン水

和剤、キャプレート水和剤、ベンレート水和剤を供試し

た。

② アンビルフロアブル以外の散布薬液では、収穫前日、

３日前、７日前の散布薬液でいずれも果面の一部～全体

に薬斑が残った。

③ ストロビードライフロアブル、ナリアWDGは果面の

一部に、また、アミスター10フロアブルは果面全体に残

った薬斑を軽く拭き取ると消失する場合が多かったが、

ドキリンフロアブル、トップジンＭ水和剤、キャプレー

ト水和剤、ベンレート水和剤は消失しない場合があった。

また、オキシラン水和剤の薬斑はアザ果となった。

④ 以上の結果、収穫前の殺菌剤単用散布は、収穫前使

用日数を守っても果実に薬斑が残る可能性がある。

〈本試験成績登載印刷物：なし〉

（２）果樹類に発生するダニ類の防除対策

ア ナシ品種別のニセナシサビダニの被害状況

担当者：中田健・岡山裕志

協力分担：なし

ニホンナシに発生するニセナシサビダニについて、品

種別の被害程度を明らかにし、防除対策の参考資料とす

る。 
① 品種別のニセナシサビダニの補正被害度は高い順に、

‘おさゴールド’、‘新甘泉’、‘なつひめ’、‘八里’、‘秀

玉’、‘夏そよか’、‘Ｉ系統’、‘涼月’、‘王秋’、‘幸水’、

‘秋麗’、‘夏さやか’、‘あきづき’、‘筑水’、‘なつしず

く’、‘豊水’であった。

② 以上の結果、‘なつひめ’、‘おさゴールド’、‘Ｈ系統’

はニセナシサビダニの防除が‘ゴールド二十世紀’と同

程度必要と判断された。一方、‘筑水’、‘なつしずく’、

‘豊水’はニセナシサビダニの防除が不要と判断された。

その他の品種は、継続検討を要すると考えられた。 
〈本試験成績登載印刷物：なし〉

イ カキのカキサビダニに対する防除対策

担当者：中田健・北川健一・岡山裕志

協力分担：（株）日本曹達

カキ‘西条’に被害が多いカキサビダニについて、そ

の防除対策を検討する。

① クロルフェナピル水和剤を使用し、４月下旬～５月

下旬までの概ね旬間隔散布の組合せで、カキサビダニに

対する防除効果を検討した。

② いずれの散布区でも被害軽減効果は認められ、なか

でも全期間散布区が最も防除効果が高かった。防除効果

は高い方から、全期間散布区＞５月中・下旬散布区≧５

月上・中旬散布区、４月下旬。５月下旬散布区＞４月下

旬・５月中旬散布区＝４月下旬・５月上旬散布区の順と

考えられた。

③ 以上の結果、カキサビダニに対する防除時期は、実

用場面を考慮すると、５月中・下旬が望ましいものと考

えられた。

〈本試験成績登載印刷物：なし〉

（３）果樹カメムシ類の防除対策

担当者：中田健・岡山裕志

協力分担：なし

果樹カメムシ類の防除対策に資するため、その被害発

生時期を明らかにすることを目的とする。

① ５月上旬～８月中旬の約 15 日間隔でクサギカメム

シ（以下、クサギ）及びチャバネアオカメムシ（以下、

チャバネ）を果実に接種し、接種時期別の被害程度を調

査した。

② チャバネ接種果実の被害度は、６月中旬、７月中旬

が高かった。一方、５月上・中旬、８月中旬は低かった。

③ クサギ接種果実の被害度は、５月下旬が最も高く、

次いで５月上旬が高かった。一方、８月中旬の被害度は

低かった。

③ チャバネとクサギ接種果実を比較すると、５月上・

中・下旬、８月上・中旬の被害度に有意に差がみられた。

また、クサギ接種果実は、果実肥大初期の変形が著しか

ったが、チャバネのそれは軽かった。

④ 以上の結果、カメムシによる果実被害は、加害種・

時期によって被害程度が異なるものと考えられた。

チャバネの場合、５月の被害程度は低く、果実の変形

は少ないが、６～８月の被害程度は高く、この時期の加

害を中心に果実の品質低下を招くものと考えられた。一

方、クサギの場合、５～８月のいずれの期間においても

被害程度は高く、全期間を通じて果実品質の低下を招き、
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特に、5 月の加害は果実の著しい変形を引き起こすもの

と考えられた。

〈本試験成績登載印刷物：３〉 
（４）果樹類に発生するアオマツムシの防除対策

担当者：中田健・岡山裕志・北川健一

協力分担：なし

近年、ナシ、カキなどでアオマツムシの被害が増加傾

向にある。そこで、主にナシにおけるアオマツムシ防除

に関する知見集積を目的とする。

① ナシ１年枝産卵痕の癒合程度を木工用ボンド（以下、

処理区Ⅰ）及び黄色ビニルテープ（以下、処理区Ⅱ）で

産卵痕を塞いで検討した結果、いずれの処理も無処理区

よりゆ合程度は高いものと考えられたが、なかでも処理

区Ⅰが綺麗にゆ合している様子が観察された。処理区Ⅱ

では、テープと産卵痕の隙間にコナカイガラムシが寄生

している様子が観察された。

② 供試薬剤（ダイアジノン水和剤、ジノテフラン水溶

剤、シペルメトリン水和剤及びアラニカルブ水和剤）の

虫体浸漬処理ではアオマツムシ成虫に対する効果はいず

れも高く、全て死亡した。

③ カキ果実に対する被害抑制効果は、シペルメトリン

水和剤で散布18日後まで持続した。ジノテフラン水溶剤

は散布１日後から果実被害がみられ、効果の持続性は低

いものと考えられた。

また、雌雄間での被害果実発現に差は認められなかっ

た。 
④ 以上の結果、ふ化抑制効果面に対する処理方法は再

検討が必要であるが、ゆ合状況を考慮すると木工用ボン

ドが良いと考えられた。また、ビニルテープは簡便で作

業性は良いが、コナカイガラムシ類の隠れ場所になる可

能性が示唆された。

薬剤試験の結果から、本種成虫は薬剤に弱い種と考え

られた。カキでは、シペルメトリン水和剤の散布により

果実の被害軽減効果が期待できるものと推察された。

〈本試験成績登載印刷物：３〉 
（５）果樹類に発生するシンクイムシ類の防除対策

ア ナシのナシヒメシンクイ生活環の解明

担当者：中田健・岡山裕志

協力分担：（株）信越化学

ナシヒメシンクイは、桃、ウメなどで増殖し、ナシ園

に飛来すると考えられているが、詳細は不明である。そ

こで、本種の生活環を解明するため、ナシ園に隣接した

ウメ園で調査を実施し、その関係を考察する。

① 薬剤無散布区のウメ新梢の芯折れ被害は、５月第２

半旬に初確認し、６月第４半旬以降増加した。フェロモ

ントラップの誘殺数は少なかったものの、５回誘殺数が

増加した。ナシ果実の被害は、６月11日～７月中に１果

みられた。その後、８月10日に被害果率5.8％、８月31

日に同15.0％、９月12日に同42.0％となった。また、

シンクイムシ類によるナシ被害果率は58.0％であった。

② 慣行防除区Ⅰ（ウメ園）のウメ新梢の芯折れ被害は、

６月第５半旬に初確認した。その後、８月第１半旬に被

害が急激に増加し、調査終了時には芯折れ率34.0％とな

った。フェロモントラップの誘殺数は、ウメ園では７月

第２半旬に急激に誘殺数が増加し、以後、９月第４半旬

まで連続的に誘殺された。隣接したナシ園では、９月第

１～４半旬に連続的に誘殺されたが、それ以外はほとん

ど誘殺されなかった。

③ 慣行防除区Ⅱ（ウメ園）のウメ新梢の芯折れ被害は、

５月第２半旬に初確認した。その後、８月第１半旬に被

害が急激に増加し、調査終了時には芯折れ率45.1％とな

った。隣接したナシ園におけるフェロモントラップの誘

殺数は、９月第２半旬に増加したが、それ以外はほとん

ど誘殺されなかった。

④ 以上の結果、ウメでは新梢停止するまで本種の好適

な寄主植物となり、被害が増加する７月以降、月１回の

防除では新梢の被害軽減は期待できないと考えられた。

８月まではフェロモントラップ誘殺ピークの 10～15

日後に芯折れ被害が増加したが、それ以降は判然としな

かった。芯折れ被害からナシ果実被害の予測は困難と考

えられた。

ウメ園とナシ園が隣接している場合でも、防風樹等に

より果樹園が隔てられている場合は、成虫の積極的な移

動はないものと考えられた。

また、同一ほ場にウメとナシが植栽してある場合は、

ナシ果実被害を助長する可能性が示唆された。

〈本試験成績登載印刷物：なし〉

イ ナシのナシヒメシンクイに対する防除薬剤及び

体系の検討

担当者：中田健・岡山裕志

協力分担：（株）デュポン、（株）日本農薬

シンクイムシ類に対する防除時期を確認し、防除対策

の参考とする。

① ナシヒメシンクイの被害は、８月上旬、８月下旬～

収穫期に増加した。フェロモントラップの誘殺数は、８

月中旬に増加した。これらから、本ほ場では、７月下旬

頃、８月下旬～９月上旬頃の産卵が多かったものと推察

された。

② モモシンクイガの被害は、７月下旬、８月下旬～収

穫期に増加した。フェロモントラップへの誘殺は認めら
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れなかった。その被害果は、被害様相から７月上中旬頃

の産卵が多かったものと推察された。

③ 無散布区の被害果率は 8.8％で、少発生となった。

全試験区もナシヒメシンクイの被害だけが認められた。

④ 以上の結果、

〔シンクイムシ類に対する防除体系〕県基準防除暦では、

８月上中旬にDDVP乳剤を記載しているが、少発生地域で

は、それに替えて、フルベンジアミド水和剤の８月上旬

１回散布で対応できると考えられた。

〔シンクイムシ類の防除薬剤〕供試薬剤の中でペルメト

リン水和剤及びフルベンジアミド水和剤の効果は高かっ

た。それらと比較するとDKIフロアブルは、被害軽減効

果の持続性がやや劣る可能性が示唆された。一方、DDVP

乳剤は防除効果がやや劣るものと考えられた。

〈本試験成績登載印刷物：なし〉

（６）ナシ園で発生する害虫相の変化とその把握

ア フェロモントラップによる各種害虫の発生消長

担当者：中田健・岡山裕志

協力分担：（株）信越化学

殺虫剤削減により、人為的に環境要因を変化させたナ

シ園における害虫相を調査し、今後、問題となりうる害

虫の選択とその防除対策のための基礎知見集積を目的と

する。

ここでは、特にフェロモントラップによりハマキムシ

類、シンクイムシ類などの発生状況を調査する。

① 殺虫剤削減区の殺虫剤散布実績は、成分回数８回（散

布回数７回）であった。

② 交信攪乱剤を使用した殺虫剤削減区ではチャハマキ

及びチャノコカクモンハマキの総誘殺数は０頭で誘引阻

害効果は高いものと考えられた。殺虫剤無散布区では、

チャハマキは５月上中旬、７月上旬及び８月中旬～９月

上旬に発生し、10月中旬以降誘殺数が増加した。チャノ

コカクモンハマキは、５月上旬、７月上旬及び10月上旬

に発生ピークがみられ、特に５月上旬の誘殺数が多く、

前年の越冬世代成虫の多発に起因すると考えられた。

③ 交信攪乱剤を使用した殺虫剤削減区ではナシヒメシ

ンクイ及びモモシンクイガの総誘殺数は０頭で誘引阻害

効果は高いものと考えられた。殺虫剤無散布区ではナシ

ヒメシンクイは３月下旬、５月上旬、６月上旬、７月上

旬、８月中旬及び９月中旬に誘殺数が増加した。一方、

モモシンクイガは誘殺されなかった。また、モモノゴマ

ダラメイガは６月下旬、９月上旬に誘殺数が増加した。

本種に対しては、今年度から、岡山型の誘引剤を用いた

が、発生時期はこれまでの結果とほぼ一致した。

〈本試験成績登載印刷物：なし〉

イ 殺虫剤削減ナシ園で発生する害虫種

担当者：中田健・岡山裕志

協力分担：（株）信越化学

殺虫剤削減により、人為的に環境要因を変化させたナ

シ園における害虫相を調査し、今後、問題となりうる害

虫の選択とその防除対策のための基礎知見集積を目的と

する。

① 殺虫剤無散布区ではナシチビガが、平成17年、平成

18年は甚発生であったものの、本年の越冬世代の発生は

大きく減少した。また、昨年から、殺虫剤削減区でリン

ゴハマキクロバの被害が増加傾向にある。

今年は、殺虫剤無散布区でコナジラミ類（未同定）の

寄生が初確認され、定着するか見極める必要がある。

② 今年の越冬期調査では、平年比、ツノロウムシの寄

生が増加した。

③ 殺虫剤無散布区において、無袋果実の被害推移を調

査した結果、前年比でナシマルカイガラムシの被害が増

加した。

④ 殺虫剤削減区における収穫期調査では、わずかに害

虫被害が認められた。

⑤ ナシホソガの羽化時期は、越冬世代、第１世代とも

に平年よりやや早くなった。天敵の寄生率は、35.8％で

あった。

⑥ アブラゼミは、調査開始後、最も発生が多くなった。

土中からの幼虫脱出は、７月第６半旬～８月第２半旬が

ピークとなり、成虫の発生は８月第２及び３半旬がピー

クとなった。

⑦ 以上の結果、今後、リンゴハマキクロバ、ナシマル

カイガラムシ、コナジラミ類の発生動向を注意する必要

があると考えられた。

最近、ナシホソガの被害が増加傾向にある。これまで

の調査結果から、露地では、越冬世代成虫の発生ピーク

は７月１日、第１世代成虫は９月１日である。第１世代

成虫の発生時期は、‘二十世紀’の収穫期にあたるため、

越冬世代成虫の発生時期を重点的に防除する必要がある

と考えられた。

〈本試験成績登載印刷物：なし〉

（７）クビアカスカシバの防除対策

担当者：中田健・岡山裕志・椿越夫

協力分担：信越化学（株）、住友化学（株）、

明和化学工業（株）、東伯普及所

近年、環状剥皮を行うブドウ栽培おいてクビアカスカ

シバの被害が増加している。ここでは、本種の発生消長

等の基礎データ蓄積と防除対策の検討を行う。

① フェロモントラップによる本種雄成虫の誘殺は、Ｙ
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園は６月第２半旬、８月第１半旬に、一方、Ｍ園では６

月第４半旬～８月第５半旬まで誘殺が認められ、７月第

６半旬～８月第３半旬が誘殺ピークとなった。

② 被害部位から、本種、カミキリムシ類及びコウモリ

ガの各幼虫が確認され、本種幼虫が最も多かった。

③ 本種被害は、Ｙ園では７月５日に初確認し、９月４

日が最も多かった。一方、Ｍ園では９月４日に初確認し、

10月４日が最も多かった。

④ ガットサイドＳ1.0 倍液塗布処理は６月中旬（処理

Ⅰ）、下旬（処理Ⅱ）及び７月上旬（処理Ⅲ）、メイカコ

ート塗布処理（処理Ⅳ）は６月中旬に行い防除効果を検

討した。

⑤ Ｙ園では処理Ⅱと処理Ⅳで本種の被害のみ認められ

た。一方、Ｍ園では、処理Ⅱで本種及びカミキリムシ類、

処理Ⅲでコウモリガ、処理Ⅳで本種、カミキリムシ類及

びコウモリガの被害がみられた。

⑥ ガットサイドS処理は、地際から棚面までの塗布で、

１樹あたり平均20～30分要し、労力が多大であった。

⑦ 以上の結果、現地ほ場では本種以外の樹幹害虫のカ

ミキリムシ類及びコウモリガの被害が認められた。

本種成虫は、６月下旬～８月下旬までの約２か月間発

生がみられ、７月下旬～８月中旬がピークと考えられた。

本種幼虫による被害は７月以降認められ、８月の成虫発

生ピーク後に急増するものと考えられた。

ガットサイドＳの処理時期は６月中旬或いは７月上旬

の効果が高かった。作業体系等を考慮すると、塗布処理

は環状剥皮後の７月上旬処理が望ましいと考えられた。

ただし、カミキリムシ類及びコウモリガの被害は６月に

確認できるため、塗布作業前に、必ず虫ふん噴出の有無

を確認し、樹皮下の加害種を捕殺する作業が必要である。

一方、メイカコート処理の効果は低く、実用性は低い

と判断した。

被害樹は、ほ場内で偏る傾向がみられるため、ほ場内

の被害状況把握を十分に行う必要があると考えられた。

〈本試験成績登載印刷物：なし〉

（８）カキ‘西条’‘富有’‘花御所’の収穫前の防除

と薬害試験

担当者：北川健一

協力分担：なし

近年、定期防除終了後の９月に各種虫害が継続的に発

生し、果実に被害を及ぼすようになった。収穫前防除に

利用でき、かつ薬害等の心配がない殺虫剤や殺菌剤を調

べる。

① 薬害か雨等による汚損なのか明確な分類が出来ない

障害果が多くあるが、検討した３品種の中で‘花御所’

は最も汚れや薬害が出やすく、‘西条’は薬害が少なか

った。

② ９月12日の追加防除で薬害が見られた品種として

は‘太秋’‘早秋’‘富有’(重複してかかるところ)、

‘花御所’であった。この中で強く薬害が生じた品種は

‘太秋’と‘早秋’であった。

③ 今回検討した薬剤の組み合わせの中で、殺虫剤と殺

菌剤の混用散布が可能な薬剤はなかった。

④ 殺虫剤の単用散布であれば10月５日まで利用可能

な剤もあった。

⑤ 以上の結果、９月以降の防除としては殺菌剤と殺虫

剤の混用散布は薬害の発生があり、単用散布が基本と考

えられた。なお、本年は台風被害がなかったためか、過

去の事例のような強い薬害の発生は見られなかったが、

利用可能な薬剤の確認には継続が必要であると考えられ

た。

〈本試験成績登載印刷物：なし〉

（９）果樹主要病害虫に対する新農薬の実用化試験

担当者：中田健・矢部謙一・岡山裕志

協力分担：なし

ナシ、カキ、ブドウなどの果樹病害虫に対する防除効

果及び散布時の薬害などを調査して実用性を判定する。

① 殺菌剤では、ナシの黒斑病及び黒星病、ウメの黒星

病の防除薬剤について実用性を評価した。

② 殺虫剤では、ナシのアブラムシ類、クワコナカイガ

ラムシ、ケムシ類、ハダニ類、ニセナシサビダニの防除

薬剤について実用性を評価した。

〈本試験成績登載印刷物：14〉

（10）植物生育調節剤関係試験

ア ‘ゴールド二十世紀’における鮮度保持剤（1-MCP）

の利用に関する試験

（ア）剤形の違いによる日持ちへの影響

担当者：西村宗一・池田隆政・角脇利彦

協力分担：鳥取県植物防疫協会

新剤の少量処理に向く帯状製剤（スマートフレッシュ

ストリップ）、既存剤の大量処理に向く粉状製剤（スマー

トフレッシュ）について検討する

① スマートフレッシュストリップ区、スマートフレッ

シュ区、無処理区を設けた。果色３の‘おさゴールド’

果実に対してスマートフレッシュストリップ区はポリエ

チレンコンテナ内で、スマートフレッシュ区はポリエチ

レンテント内で、1-MCP処理濃度1000ppbで24時間曝露

処理した。

② 果色について、14 日目から 24 日目にかけて 1-MCP

処理区の果色が顕著に低かった。
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③ 硬度については、スマートフレッシュストリップ区

が17日目および24日目に無処理区に比べ有意に硬かっ

た。一方スマートフレッシュ区は14日目から17日目に

無処理区に比べ有意に硬かった。21日目においては各処

理区の有意差が見られなかった。

④ 以上の結果、‘おさゴールド’の日持ち性向上、特に

果色の保持に対してスマートフレッシュストリップ処理、

スマートフレッシュ処理とも有効であり、剤形の差は見

られなかった。なお、本試験の果色４を基準にすると、

‘おさゴールド’の日持ち性は1-MCP処理により３～

５日程度延長されると考えられる。

〈本試験成績登載印刷物：19〉

イ ニホンナシに対するジベレリンペースト新梢伸

長促進

担当者：西村宗一・池田隆政・角脇利彦

協力分担：なし

新梢が伸長して欲しい部位（葉芽）に対するジベレリ

ンペースト処理の効果を検討する。

① ジベレリン塗布区と無処理区を設けた。‘あきづき’

高接、‘新甘泉’、‘おさゴールド’、多品種の苗木につい

てジベレリン塗布区は展葉後の葉芽基部にジベレリンペ

ースト100mgを塗布した。

② ‘あきづき’高接の新梢はジベレリン塗布により有

意に伸長が促進された。無処理区は５cm以下の新梢（短

果枝）が 37.5%と多かったが、ジベレリン塗布区では未

発生であった。

③ ‘新甘泉’、‘おさゴールド’、多品種の苗木は処理に

よる新梢伸長の差は見られなかった。

④ 以上の結果、‘あきづき’高接はジベレリンにより伸

長促進されたと考えられる。一方、その他は無処理と比

較してジベレリンの効果は見られなかった。

〈本試験成績登載印刷物：なし〉

ウ 果樹関係除草剤試験

担当者：西村宗一

新規除草剤についての果樹への実用性を検討する。

① NC-622はモモ‘白秋’３年生樹に対して薬害が認め

られず、処理当年についてスギナに対する高い除草効果

を示した。平成20年春の翌年の抑草効果を確認予定。

② ZK-122 の水量の違い（100Ｌ、50Ｌ）について、ナ

シ‘新興’８年生および‘瑞秋’９年生樹への薬害は認

められず、ほぼ同等の除草効果を示した。

③ NC-622について、ナシ‘瑞秋’８～９年生樹への薬

害が認められず、処理翌年のスギナの再生が著しく少な

く、実用性が認められた。

④ ZK-122について、ナシ‘かおり’８～９年生樹への

薬害が認められず、処理翌年のスギナの再生が対照薬剤

より若干多かったが、実用できる程度と判断した。

〈本試験成績登載印刷物：19〉

(11）摘花剤に関する試験

ア 新規摘花剤の散布方法の検討

担当者：池田隆政・西村宗一・角脇利彦

協力分担：（株）丸尾カルシウム

‘おさゴールド’に対する MAE30β（リン酸カルシウ

ムとレシチンの混合剤）の摘花効果についてSS散布処理

の効果について検討する。

① ‘おさゴールド’７年生樹を供試した。SS散布の試

験は、MAE30β処理区３樹、無処理区３樹に反復した。

MAE30β100 倍液（散布量：300L/10a）を４月 14 日（開

花率38％）および４月15日（開花率64％）に処理した。

各区30果そう/樹について結実率および果実品質を調査

した。

② MAE30βのSS散布処理により、結実率は無処理区よ

り約 10％（結実数では１果減）低くなった。MAE30β区

における平均開花率（1回目、2回目の開花率の平均値）

と結実率とは正の相関関係が高く、平均開花率が50％以

下の樹における結実率は対照区と同程度であった。

③ 果実品質は、の処理区においてやや小玉傾向であっ

たが、統計的な有意差は認められなかった。

④ 以上の結果、MAE30βはSSを利用した処理でも摘花

効果が得られると考えられた。ただし、開花率が低い場

合は十分な効果が得られないことから２回目の散布時期

は出来るだけ満開期に近い時期に処理する必要があると

考えられた。

〈本試験成績登載印刷物：なし〉

イ 新規摘花剤の最適散布量の検討

担当者：池田隆政・西村宗一・角脇利彦

協力分担：（株）丸尾カルシウム

新規摘花剤 MAE30β（リン酸カルシウムとレシチンの

混合剤）の‘おさゴールド’に対する最適散布量につい

て検討する。

① ‘おさゴールド’７年生樹を供試した。1 樹内に結

果枝単位で２L/10m2区、３L/10m2区、４L/10m2区、無処

理を設け、これを3樹に反復した。ハンドスプレーを用

いてMAE30β100倍液を４月14日（開花率30％）および

４月19日（開花率85％）に処理した。各区20果そう/

樹について結実率および果実品質を調査した。

② ２L/10m2区の結実率は、無処理区より約20％の低下

(結実数は無処理区に対して２果減)、３L/10m2 および４

L/10m2L区は両区とも、無処理区より約30％の低下(同3

果減)が認められた。
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③ 果実品質は、MAE30βを処理した全区において小玉と

なり変形果率が高くなった。変形の種類では、傾き果が

多い傾向であった。

④ 以上の結果、MAE30βの処理量は３L/10m2以上で安定

すると考えられた。ただし、変形果が多い傾向が認めら

れるため、さらに検討を要する。

〈本試験成績登載印刷物：なし〉

ウ 新規摘花剤の現地試験

担当者：池田隆政・西村宗一・角脇利彦

協力分担：（株）丸尾カルシウム、大山普及所

‘おさゴールド’に対する MAE30β（リン酸カルシウ

ムとレシチンの混合剤）の摘花効果について現地の‘お

さゴールド’に対する処理効果を検討する。

① 大山町門前の‘おさゴールド’７年生樹を供試した。

MAE 30β区、摘らい区、無処理区を1樹内に主枝単位で

設け5樹に反復した。MAE 30βの処理は、4月12日およ

び4月15日にハンドスプレーを用いて行った。摘らい区

は4月６日に1果そう４花にした。各区20果そう/樹に

ついて結実率および果実品質を調査した。

② MAE 30β処理により、結実率は無処理区より26％(結

実数では無処理区に対し２果減)低くなった。摘らい処理

区の結実率は無処理区と同程度であった。

③ 果実品質は、MAE30β処理区において小玉傾向で変形

果も多かった。MAE30β処理区の結実率と果重および変形

果率の関係を見たところ、結実率が低いほど小玉となり、

変形果率は増加する傾向であった。変形果の種類は、傾

き、果形のゆがみが多かった。また完全種子数が無処理

区より少なかった。摘らい処理区も無処理区に比べ、や

や小玉で完全種子数が少ない傾向であった。

④ 以上の結果、MAE30βは、摘花剤として効果は高いが、

果実品質を低下させる（小玉、変形）場合があることが

認められた。摘らい区も程度は軽いものの同様の傾向が

認められたことから、剤の影響以外の要因も考えられた。

今後の検討を要するが、本剤の使用時や摘花処理を積極

的に行う場合は、残った果実が確実に着果するような工

夫（枝たたきや空筆授粉等）が必要と考えられた。

〈本試験成績登載印刷物：なし〉

４．高品質国産果実・花きの輸出に対応した生産・流通

に関する基盤的技術の開発

（１）海外需要に即した大玉生産技樹の確立

ア 着果管理方法とGA処理による果実肥大促進

担当者：角脇利彦・池田隆政・高濱俊一

協力分担：農研機構果樹研、鳥取大学、クミアイ化学

鳥取県の主要産品である‘二十世紀’系青ナシの大玉

を安定的に生産できる技術を明らかにする。果実の大き

さには、細胞数と個々の細胞径が関わることが知られて

おり、摘らい・早期摘果とGA処理およびGA処理効果を

高めるといわれるプロヘキサジオンカルシウム処理（以

下PCa処理とする）が、細胞数や細胞径にどのように関

与するかを明らかにする。

① 20 年生‘ゴールド二十世紀’に対して、摘らい区、

摘らい＋GA処理、摘らい＋GA処理＋PCa処理、対照区を

設置し、摘らいは４月６日に、GA処理、PCa処理は５月

22日に行った。GA及びPCa処理は１果の果梗にそれぞれ

20～30mgを処理した。

② ５月14日、６月13日、９月３日（収穫時）に、果

実を採取し、果重、果実横径、果心部（中果皮）径を測

定した。また、デジタルマイクロスコープ（ キーエンス

VH-8000）で、赤道部の皮層（可食部）を観察し、細胞数

と細胞径を測定した。

③ 果重は、GA処理した区で対照区に比べ増加した。こ

れらの果実では、CSSI（細胞数及び細胞間隙の数を、そ

れを横切る線分長で除した値）が増加しており、細胞層

数も多い傾向であった。本年は、摘らい区は差が見られ

なかった。PCa処理による差は判然としなかった。

③ GA処理による差は６月13日の調査から見られ、こ

の時期から果重、細胞の大きさに違いが認められた。

④ 以上の結果、GA 処理による果重の増加は、細胞径、

細胞層数がともに関与していた。PCa 処理の効果は判然

としなかった。摘らい区で差がみられなかったのは、本

年調査園の実止まりが悪く（平均結実率 3.04）、対照区

と結実数があまり変わらなかったためと考えられた。

〈本試験成績登載印刷物：６〉

（２）１-MCPによる鮮度保持技術の確立

ア 青ナシ新品種の貯蔵技術の確立

担当者：池田隆政・角脇利彦・高濱俊一

協力分担：農研機構果樹研

輸出品目を拡大するため、贈答用として高値販売が期

待できる性質（高糖度、大玉）を持つ新品種について、

貯蔵性を向上する技術を確立する。本年度は、‘涼月’に

対し、冷蔵庫から出庫した後の食味や青みの維持に対す

る1-MCP処理の効果を検討する。

① ‘涼月’を８月27日に収穫し、1-methylcyclopropene

（以下１-MCPと表記）貯蔵前処理（１ppmを収穫当日か

ら24時間処理）、１-MCP貯蔵後処理（１ppmを氷温庫か

ら出庫後に24時間処理）、１-MCP 貯蔵前後処理（１ppm

で収穫当日および氷温庫から出庫後に24時間処理）、無

処理（氷温貯蔵のみ）の各処理を行った。氷温庫からは、

全区を10月26日および12月11日の２回に分けて出庫

し、21℃の恒温室に置き、出庫後７日目および12日目に



- 26 -

果重、果色（カラーチャート値）、糖度、硬度を調査した。

② 10月、12月両調査時期とも処理効果の傾向は同様で

あった。

③ 果重の減少程度および糖度に差は認められなかった。

④ 無処理区および貯蔵後処理区の果色は、出庫時にす

でに４になっており、７日後には両区ともほとんど青み

のない状態になった。貯蔵前処理区および貯蔵前後処理

区の果色は、12日目まで比較的青みを残した状態が維持

されていた。

⑤ １-MCP処理を行った各区の果肉硬度は処理時期、回

数に関係なく12日目まで低下が抑えられており、食感も

無処理区に比べ、しゃり感が保たれて、良好であった。

⑥ 以上の結果、‘涼月’は、収穫直後に1-MCP処理を行

うことにより長期貯蔵後も出庫後12日間程度、しゃり感

と青みを維持出来ることが明らかになった。

〈本試験成績登載印刷物：６〉

イ‘ゴールド二十世紀’の貯蔵技術の確立

担当者：池田隆政・角脇利彦・高濱俊一

協力分担：農研機構果樹研

輸出用‘二十世紀’ナシは、２月上旬の旧正月まで、

高品質な果実を貯蔵しておく必要がある。また、気温の

高い台湾における鮮度保持も重要である。本年度は、ジ

ベレリンペースト処理果実と植調剤無処理果実を用いて、

貯蔵庫から出庫後に、温度の高い条件に置いた場合の鮮

度保持に対する１-MCP処理効果を検討する。

① ‘ゴールド二十世紀’を供試し、ジベレリンペース

ト処理（以下 GA 処理）果を８月 27 日、植調剤無処理

果を9月6日に収穫し、１-MCP貯蔵前処理（１ppmを収

穫当日から24時間処理）、１-MCP貯蔵後処理（１ppmを

氷温庫から出庫後に24時間処理）、無処理（氷温貯蔵の

み）の各処理を行った。氷温庫からは、全区12月11日

に出庫し、出庫後７日目および12日目に果重、果色（カ

ラーチャート値）、糖度、硬度を調査した。

② 貯蔵中の果重および糖度の変化に差は認められなか

った。

③ GA処理果では、各処理区で芯ぐされが認められた。

④ 硬度は、植調剤無処理の果実では、１-MCP処理の両

区において低下が抑制される傾向が認められた。GA処理

果では、明らかな差は認められなかった。

⑤ 出庫時における果色は、１-MCP前処理区が青みがわ

ずかに強かった。その後の調査でも１-MCP処理を行った

区は無処理区よりやや青みが強いものの、商品価値は無

処理区と差がない程度であった。

⑥ 以上の結果、１-MCPは、ゴールド二十世紀の氷温貯

蔵果実の出庫後の鮮度保持に対し、品質向上につながる

効果は期待できないと考えられた。また、GA 処理果は、

芯ぐされが認められたことから、輸出用大玉の生産手段

としてGAを用いることになれば、この点について今後検

討が必要と考えられた。

〈本試験成績登載印刷物：６〉

ウ １－MCP と機能性段ボールを用いた貯蔵技術の確

立

担当者：池田隆政・角脇利彦・高濱俊一

協力分担：農研機構果樹研、(株)トーカンパッケージ

１-MCP の処理と長期貯蔵が簡単安価に出来る方法と

して、気密性の高い機能性段ボールを梱包資材として用

いて、段ボール内で1-MCPを処理し、通常の冷蔵庫で貯

蔵する方法について検討する。

① ９月10日に収穫した‘ゴールド二十世紀’を供試し、

機能性段ボール、慣行段ボールそれぞれに鮮度保持剤と

して１-MCP（AF-２）同封区、エチレン除去剤同封区を設

け、４℃の冷蔵庫で貯蔵した。慣行段ボールの鮮度保持

剤無処理区の一部は氷温貯蔵した。12月11日に出庫し、

果実品質を調査した。

② 貯蔵中の果重、糖度の変化に処理による影響は認め

られなかった

③ 硬度の低下は、機能性段ボールを用いた区において

早かった。

④ 機能性段ボールを用いた区においては、果肉がやや

水浸状になる果実や芯腐れが認められた。

⑤ 出庫時の果色は、氷温区において最も青みが保持さ

れていた。機能性段ボール＋1-MCP区は氷温区ほどでは

なかったが、４℃貯蔵した区の中では最も青みが保持さ

れていた。機能性段ボールのみでは果色の維持効果はな

く、エチレン吸収剤を加えても大きな効果は認められな

かった。慣行段ボール内での１-MCP処理も効果は認めら

れなかった。

⑥ 以上の結果、機能性段ボールを使用した１-MCP処理

は、果色の維持に効果が認められるものの、炭酸ガス障

害と思われる果肉障害が発生し、硬度の低下も著しいこ

とから、テープの張り方等を検討する必要があると考え

られた。

〈本試験成績登載印刷物：なし〉

(３)果実の生理障害抑制技術の確立

ア 植物生長調節剤利用による‘二十世紀’のアンコ

果発生防止対策の検討

担当者：池田隆政・角脇利彦・西村宗一

協力分担：なし

近年、‘二十世紀（ゴールド二十世紀）’の果肉に水浸

状の褐変症状が発生するという事例（通称：アンコナシ）
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が多発している。この症状の防止対策を検討する。

① ８月7日に琴浦町のアンコナシ多発園の‘二十世紀’

４樹の亜主枝１～２本に、ジクロルプロップ（以下スト

ッポール）1,500 倍液を処理した。同一樹内の他の部分

は無処理区とした。９月１日に各区１樹40果を収穫し、

果実品質を調査した。

② アンコナシの発生は、無処理区では２樹において10

～20％程度の発生が認められた。これに対し、ストッポ

ール処理区における発生は全樹で認められなかった。

③ 果重、糖度、果色に差は認められなかった。

④ 以上の結果、アンコナシは少発傾向であったが、昨

年と同様、ストッポールの処理区においてアンコナシの

発生が認められなかったことから、ストッポールはアン

コナシの発生抑制効果があると考えられた。

〈本試験成績登載印刷物：６〉

５．高濃度炭酸ガスを利用した害虫防除技術の確立

（１）カンガワハダニに対する高濃度炭酸ガスの効果検

証

担当者：中田健・池田隆政・岡山裕志

協力分担：(独)果樹研、宇都宮大学、（株）朝日熱学、

（社）日本くん蒸技術協会、全農とっとり、

ローム・アンド・ハース・ジャパン（株）

本課題では、検疫対象害虫種に対する収穫後果実を対

象とした新しい防除技術の確立を行う。ここでは、カン

ザワハダニに対する炭酸ガス濃度、処理温度及び時間別

の殺虫効果を検討する。

① 炭酸ガス濃度（40、60、80％）、処理温度（25、30、

35℃）及び処理時間（６、12、18、24hr）の組合せによ

るカンザワハダニ成虫、卵及び越冬態成虫（越冬態成虫

の炭酸ガス濃度80％は未検討）の殺虫効果を検討した。

② 以上の結果、カンザワハダニ成虫、卵及び越冬態成

虫に対する殺虫条件を明らかとした。

〈本試験成績登載印刷物：なし〉

（２）高温・高濃度炭酸ガス処理の果実品質への影響

担当者：池田隆政・中田健・岡山裕志

協力分担：(独)果樹研、宇都宮大学、（株）朝日熱学、

（社）日本くん蒸技術協会、全農とっとり、

ローム・アンド・ハース・ジャパン（株）

高温・高濃度炭酸ガス処理の果実品質への影響を検討

する。

① 高濃度炭酸ガス処理により、全試験区で果肉障害(果

肉褐変)が認められ、処理濃度が高く、処理時間が長くな

るほど、果肉障害が増加した。

② 1-MCP 剤の処理が高濃度炭酸ガス処理果実の品質に

及ぼす影響を検討した結果、ジベレリンペースト（（株）

協和発酵、以下GAと略）処理果実に対しては、1-MCPの

処理区により果肉障害(果肉褐変)の発生程度がやや低く、

発生率が少なくなる傾向が認められた。一方、GA無処理

果実に対しては、1-MCP 処理による果肉障害の軽減効果

は認められなかった。

③ 以上の結果、‘二十世紀’に高濃度炭酸ガス・高温

処理をすると果肉障害が生じることが明らかとなった。

また、1-MCP 剤処理による果肉障害（高濃度炭酸ガス処

理に起因する）の軽減は、実用場面では期待できないこ

とが明らかとなった。

〈本試験成績登載印刷物：なし〉

６．ナシ、リンゴ火傷病侵入警戒に関わる緊急調査研究

事業

（１）リンゴ及びナシ主要生産県における火傷病の類似

症状の発生調査と原因究明

担当者：矢部謙一・安田文俊・岡山裕志

協力分担：（独）果樹研究所、青森県農林総合研究セ

ンターりんご試験場、長野県果樹試験場、

長野県南信農業試験場

火傷病は、リンゴ、ナシ等の生産に甚大な被害を生じ

る細菌病であるが、我が国では未発生の病害である。今

後、火傷病の国内侵入時に備え、その早期発見とまん延

防止に向けた緊急体制の構築に必要な知見、情報を集積

するため、本県内のナシ樹を対象に火傷病類似症状の発

生調査を行い、症状の記録と原因を明らかにする。

① 本県内２市５町のナシ園 18 園地で調査を行った結

果、火傷病の類似症状は27樹で確認された。

② 詳細な病徴観察及び組織分離等の結果、ナシ胴枯病

（９樹）、ナシ枝枯病（10 樹）、ナシ疫病（２樹）、ナシ

えそ斑点病（２樹）が原因と考えられた。

③ 害虫による折損（３樹）、害虫による葉枯れ（１樹）

が確認された。

〈本試験成績登載印刷物：２〉 
７．生物機能を活用した園芸作物の環境にやさしい防除

技術の開発

担当者：中田健・岡山裕志

協力分担：岡山大学資生研、果樹研究所、プロジェク

ト課題・果樹チーム、信越化学工業（株） 
果実吸蛾類に対して忌避効果のある物質を活用し、ナ

シにおける果実吸蛾類の被害防止技術確立を検討する。

① トラップ調査の結果、調査期間中（７月 19 日～10

月１日）に果実吸蛾類（一次加害種）は９頭（主はヒメ

エグリバ）捕獲され、その他、アツバ類、クチバ類が捕

獲された。また、捕獲数が少なく果実吸蛾類の捕獲消長

は判然としなかった。
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② 夜間の巡回調査の結果、果実吸蛾類（一次加害種）

は12頭捕獲され、なかでもヒメエグリバが最も多く、そ

の他、ナシケンモンが捕獲された。

③ 忌避剤のポイントあたりの処理量を検討した結果、

20mg/day/ポイント以上が必要と推察された。

④ 以上の結果、試験ほ場では、果実吸蛾類（一次加害

種）はアケビコノハ、アカエグリバ、ヒメエグリバの３

種が認められ、主はヒメエグリバであった。また、忌避

剤の処理量は 20mg/day/ポイントが必要なものと考えら

れた。

〈本試験成績登載印刷物：３〉

８．市場競争力のある鳥取オンリーワン園芸品種の育成

（１）ナシ新品種、新系統の評価試験

ア ナシ新品種、新系統適応性検定試験

担当者：高濱俊一・池田隆政・角脇利彦

協力分担：なし

ナシ新品種、新系統について鳥取県における適応性を

調査する。

① 園芸試験場育成系統（‘I 系統’、‘Ｊ系統’）および

育成品種（‘なつひめ’、‘夏さやか’、‘夏そよか’、‘えみ

り’、‘涼月’、‘新甘泉’）について系統適応性検定試験に

基づき調査した。

② 独立行政法人農業・食品産業技術研究機構果樹研究

所育成品種（‘秋麗’、‘あきづき’、‘農１号’、‘筑水’、

‘秀玉’、‘八里’、‘王秋’、‘あきあかり’、‘なつしずく’）

について系統適応性検定試験に基づき調査した。

③ 他県育成品種（‘陽水’:愛知、‘にっこり’：栃木、

‘歓月’：愛知、‘彩玉’：埼玉）について系統適応性検定

試験に基づき調査した。

④ 鳥取大学育成系統（‘TH－９’）、育成品種（‘瑞秋’、

‘真寿’、‘秋栄’）について系統適応性検定試験に基づき

調査した。

⑤ その他（‘愛甘水’、‘かおり’）について系統適応性

検定試験に基づき調査した。

〈本試験成績登載印刷物：なし〉

（２）二十世紀ナシ後継品種の育成

ア 選抜系統の適応性試験

担当者：高濱俊一・池田隆政・角脇利彦

協力分担：なし

園芸試験場育成の‘I系統’、‘J系統’について消費者

を対象とした試食アンケートを実施し登録申請の資料と

する。

① ９月３日に大阪市梅田シティーで‘I系統’、‘J系統’

について‘豊水’を対照品種として試食アンケートを実

施した。（回答215名）

② 美味しいと感じた割合は‘I 系統’50%、‘Ｊ系統’

27％、‘豊水’23%であった。

④ 以上の結果を技術協議会で報告した。‘I系統’を本

年度品種登録申請することになった。

〈本試験成績登載印刷物：なし〉

（３）カキの有望品種の収集及び選定

ア 優良甘カキ品種の選定

担当者：北川健一

協力分担：なし

９月下旬から10月下旬に収穫できる完全甘カキで、本

県に適する優良甘カキ品種を選定する。

① ‘早秋’ は昨年より着色が遅く、10月11日が収穫

最盛期であった。果重265ｇ、糖度14.5％であった。

② ‘新秋’は果重276ｇ、糖度18.6％で食味は良好で

あった。収穫前の好天に恵まれ、例年発生が多い汚損果

の発生はやや少なかった。

③ ‘貴秋’は条紋、汚損果も少なく玉ぞろい外観とも

に良好。果重278ｇ、糖度が15.7％。外観は良いがこの

時期の他品種に比べ糖度は低かった。

④ ‘甘秋’は果重218ｇ、糖度17.0％。甘みは強いが

小玉であった。

⑤ ‘太秋’は果重334ｇ、糖度16.3％で肉質、食味と

もに優れていた。しかし、条紋の発生が他の新品種より

多く発生した。

⑥ ‘宗田早生’は、果重356ｇ、糖度17.9％と安定し

て大玉かつ糖度が高かった。

⑦ ‘陽豊’は果重288ｇ、糖度16.3％と‘富有’と同

時期で同程度の品質であるが、玉そろいは良く、果肉は

やや堅めで日持ちは良い。

⑧ 以上の結果、‘富有’より早生の甘カキ品種として

優れていたのは‘新秋’、‘宗田早生’ 、‘太秋’であっ

た。‘早秋’は例年に比べ着色が遅れたが、10月上旬に

収穫できる早生品種としては有望であった。‘甘秋’は小

玉、‘貴秋’は外観良好であるがこの時期としては糖度が

低く食味もあまり良くなかった。

〈本試験成績登載印刷物：なし〉

９．「おさゴールド」等青ナシ品種の高度栽培技術の確

立

（１）青ナシ品種のリレー出荷体系の確立

ア 青ナシ新系統、新品種の袋掛けに関する試験

担当者：高濱俊一・池田隆政・角脇利彦

協力分担：なし

‘ゴールド二十世紀’では小袋掛け1回の半無袋栽培

が行われている。園芸試験場育成系統、品種について、

半無袋栽培でどの程度外観に影響するか調査する。
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① 青ナシ新品種（‘なつひめ’、‘なつしずく’、‘夏さや

か’、‘夏そよか’、‘えみり’、‘涼月’）を無袋、赤中袋１

回掛け、褐色大袋１回掛け、慣行２回掛けの４区設置し

果実調査を行った。

② ‘夏さやか’、‘なつしずく’は特に袋1回掛けで

果面の仕上がりが良好であった。

③ 半無袋栽培の果面の仕上がりは‘夏さやか’、‘な

つしずく’＞‘夏そよか’＞‘なつひめ’、‘えみり’

＞‘涼月’の順に良好であった。

④ 以上の結果、いずれの新品種も半無袋栽培で‘ゴー

ルド二十世紀’と同等かそれ以上の果面の仕上がりが期

待できると考えられた。

〈本試験成績登載印刷物：なし〉

イ 青ナシ新系統のGA剤利用に関する試験

担当者：高濱俊一・西村宗一・池田隆政

協力分担：なし

園芸試験場育成品種のGA処理が収穫時期、果実品質に

及ぼす影響を調査する。

① ‘夏さやか’、‘夏そよか’、‘えみり’、‘涼月’、‘新

甘泉’、‘なつひめ’に５月23日GA剤を塗布した。収穫

摘期に５日程度間隔を開け１～３回に分けて果実を調査

した。

② いずれの品種でも GA 処理した果実は無処理に比べ

果重が高かった。

③ 果色は‘涼月’、‘夏そよか’、‘えみり’はGA処理が

進んだが、その他の品種は差がなかった。

④ 糖度は‘新甘泉’で無処理が高くなった。その他の

系統は処理と無処理に差はなかった。

⑤ ‘夏そよか’、‘えみり’はGA処理区にみつ症が多

発した。

⑤ 以上の結果、各系統ともにGA処理による果重肥大効

果が認められるが、‘涼月’、‘夏そよか’、‘えみり’

以外は熟期促進の効果は期待できなかった。

〈本試験成績登載印刷物：なし〉

ウ 新品種、系統のハウス栽培試験

担当者：池田隆政・高濱俊一・角脇利彦

協力分担：なし

新品種、新系統のハウス栽培に対する適性を明らかに

する。

① ハウス栽培‘二十世紀’３樹に平成16年３月に高接

ぎした、‘夏さやか’、‘なつひめ’、‘夏そよか’、‘涼月’、

‘なつしずく’を供試した。受粉日は３月31日，４月２

日であった。各品種について結果枝単位でジベレリン処

理（５月14日）、エスレル処理（12.5ppm 、６月６日）

を行う区と行わない区を設けた。

② ‘夏さやか’および‘なつしずく’は、７月に収穫

時期となったが、糖度が低く変形果も多かった。

③ ‘なつひめ’は数字の上では‘おさゴールド’より

優れていたが、酸味が少ないため、食味は‘おさゴール

ド’より劣った。

④ ‘夏そよか’は、盆前では青みが抜けず、肉質も硬

いものが多かった。

⑤ ‘えみり’は、大玉となり、同時期に収穫した品種

の中では最も色抜けが早いが、変形果が著しく多かった。

⑥ ‘涼月’は大玉で、変形果も少ないが、GA＋エスレ

ル処理区でミツ症の発生が約２割認められた。GA単独処

理および無処理では、ミツ症は認められなかった。

⑦ エスレルは、‘なつひめ’を除き収穫時期を前進させ

る効果は低かった。GA処理は、各品種に対し肥大促進効

果が認められた。

⑧ 以上の結果、供試した新品種は、果重は大きくなる

が食味、変形果、生理障害の発生等の問題があり、ハウ

ス栽培のメリットは少ないと考えられた。

〈本試験成績登載印刷物：なし〉

エ‘なつひめ’および‘涼月’幼木の特性調査

担当者：池田隆政・高濱俊一・角脇利彦

協力分担：なし

‘なつひめ’および‘涼月’の幼木期の果実品質や結

実特性について明らかにし、栽培技術確立のための知見

を得る。

① ‘なつひめ’、‘涼月’５年生 (３年生苗を2005年

春植え付け)樹を供試した。４月13日および15日に人工

受粉を行った。その際、一部の樹を無受粉とした。５月

14日に全樹について各樹20果そうの結実数を調査した。

９月３日に全樹について全果を収穫し、各樹の果数およ

び果重を調査した。収穫した果実の中から無作為に 30

果を選び、糖度、果色および生理障害の有無について調

査した。

② 人工受粉をした樹の結実数は、両品種とも同程度で、

同じほ場の成木‘ゴールド二十世紀’の値（2.8 個）よ

り多かった。無受粉樹では、変形果が多く認められた（摘

果作業中の達観調査による）。

③ 果実品質は、‘なつひめ’、‘涼月’とも大玉で高糖度

であった。しかし、‘涼月’はミツ症の発生が認められた。

‘なつひめ’は果色のそろいが良かったが、‘涼月’の果

色は、バラツキが大きかった。

④ 以上の結果、‘なつひめ’と‘涼月’は幼木時期から

大玉で高品質の果実が生産できることが明らかになった。

混植による受粉の省力化については、幼木では難しいよ

うだが、今後、樹体が大きくなり、花数が増えることで
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改善される可能性もあり、継続して調査を行う。 
〈本試験成績登載印刷物：なし〉

（２）青ナシの生産安定と品質向上に関する試験

ア 枝管理方法による品質向上試験

担当者：池田隆政・井戸亮史・角脇利彦

協力分担：なし

夏期の新梢管理（夏期せん定、新梢誘引）の効果を検

討する。

① 18年生‘ゴールド二十世紀’８樹を供試し、1樹内

に主枝単位で夏期せん定区、誘引区、無処理区の３区を

設定した。誘引処理は、８月５日、夏季せん定は７月31

日に行った。1 区あたり２本の４ｍ前後の結果枝２本を

選択し、８月17日～23日に日射積算フィルム（オプト

リーフY-1W：（株)大成イーアンドエル）を用いて調査枝

の先端部、中央部、基部の相対日射量を測定した。９月

11日に調査枝の全果を収穫し、果実品質を調査した。10

月９日～11日に着果位置と、新梢長、葉枚数を調査した。

② 処理が、明らかに果実品質に影響したのは、夏期せ

ん定区の結果枝基部側の糖度のみであった。

③ 処理に関係なく、糖度は先端側で高く、果重は先端

側で小さくなる傾向であったが、夏期せん定や誘引処理

は、その差を小さくする傾向が伺えた。

④ 果色は、無処理では、先端側ほど進む傾向が認めら

れたが、剪定、誘引処理区は、差がほとんど見られなか

った。

⑤ 糖度に処理による差が認められた基部側（０～２ｍ）

部分の糖度と新梢本数の関係を見ると、10本/m以上の新

梢の発生がある枝で、低糖度となっている傾向が認めら

れた。

⑥ 相対日射量と基部側（０～２ｍ）の果実の糖度の関

係を見ると、40％以下で、平均糖度が急激に低下した。

⑦ 以上の結果、新梢が結果枝から10本／ｍ以上発生し

ている状態の場合、夏期せん定を行うことにより、果実

の糖度向上が図れるものと考えられた。新梢の長さによ

ってこの条件は異なることが考えられるが、相対日射量

が 40％以上になることを目指す管理を行うと良いもの

と考えられた。

〈本試験成績登載印刷物：なし〉

イ ‘おさゴールド’の大玉生産技術確立

担当者：角脇利彦・池田隆政・高濱俊一

協力分担：ＪＡ全農とっとり

‘おさゴールド’は、自家和合性のため結実が安定す

る反面、摘果作業が遅くなりがちである。平成18年は小

玉年であったが、特に‘おさゴールド’苗木に小玉が指

摘されたため、適正な着果管理と袋掛け時期を検討し、

高品質で大玉生産可能な栽培管理方法を検討する。

① ５月１日、11 日、21 日に摘果を行い、さらに各樹

について亜主枝単位で５月８日、14日、21日、28日に

小袋掛けを行った。５月21日に基準着果数より約２割着

果数を削減した区を設け、同日に小袋掛けを行った。

② 果重は、小袋掛け時期に関係なく、摘果日が早いほ

ど大きい傾向がみられた。果色も摘果日が早い区で進む

傾向がみられ、小袋掛け時期には関係無かった。糖度は

摘果日が早い区で安定して高かった。

③ 果点指数は小袋掛けが遅いほど高く、果点間コルク

も５月28日小袋掛け区で低かったが、ほぼ果点指数と同

様の傾向であった。

④ 着果数の削減区は、同日処理の基準着果数の区に比

べれば果重が増えたが、収量を補うほどの増加はみられ

なかった。

⑤ 以上の結果、５月１日に摘果した区の果重が大きく

熟度が進み、糖度が高かった。小袋掛けが遅いほど、果

面の汚れが増える傾向がみられた。着果数の削減による

果実肥大促進効果は低く、早期摘果が最も大玉、高糖度

果実生産の結びつくと考えられた。

〈本試験成績登載印刷物：なし〉

ウ 果樹園の排水条件の改善による果実品質向上

担当者：池田隆政・井戸亮史・角脇利彦

協力分担：なし

トレンチャーを用いて施工した半明きょによる排水能

力改善効果を検討する。ここでは、半明きょ処理が果実

品質に及ぼす影響について調査する

① 2002 年 11 月に琴浦町内の２園でトレンチャーを用

いて樹列間に幅15～20cm、深さ90～100cm の溝を掘り、

モミガラで埋め戻した。Ａ園は10樹（５樹）、Ｂ園は８

樹（４樹）の両側にこの処理を行った。本年度は、処理

後５年目の調査であった．果実調査は、Ａ園は８月 15

日に各樹から40果、Ｂ園は９月12日に各樹から30果を

収穫して行った。

② Ａ園、Ｂ園とも果重は半明きょ区の方がやや大きい

が、統計処理による有意差は認められなかった。他の形

質についても差は認められなかった。

③ 処理後5年間の経過を見ると、Ａ園については干ば

つ年（2005年）を除き果重は半明きょ区で大きくなる傾

向が認められた。Ｂ園は，昨年から半明きょ区において

果重が大きくなる傾向が認められた。その他の形質に差

は認められなかった。

④ 以上の結果、半明きょ処理は、果重の増加に効果が

大きいことが認められた。両園とも溝部分の陥没が激し

い。もみ殻の補給で対処しているが、今後は、目減りの
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少ない資材の検討が必要である。

〈本試験成績登載印刷物：なし〉

エ 完熟ナシの生産技術の確立

担当者：池田隆政、角脇利彦

協力分担：なし

高糖度で、遅くまで青みが残り「虎熟れ」となる樹の

樹相を明らかにすることにより、高品質果実の生産技術

の確立と完熟ナシの生産技術の確立を目指す。本年は、

低糖度の園と高糖度の園について、成熟期の果実の生育

状況について比較し、その特徴を明らかにする。

① 園芸試験場の高糖度傾向ほ場（以下、園試高糖ほ場

と表記）と低糖度傾向（以下、園試低糖ほ場と表記）の

２ほ場と琴浦町の低糖度傾向の１園（以下、琴浦低糖ほ

場と表記）の‘ゴールド二十世紀’を供試した。非破壊

糖度センサーを用いて、園芸試験場の２ほ場の果実の糖

度を８月10、21 日、９月４日、12日に追跡調査した。

収穫調査は、9月4日（人工受粉後142 日）、12日（同

150 日）、18 日（同 156 日）に行った。各園の供試樹か

ら30果 / 樹を収穫し、果実品質（果重、糖度、果色）

を調査した。

② 非破壊糖度センサーによる糖度調査の結果、園試高

糖度ほ場は８月 10 日時点で園試低糖度ほ場より高い糖

度であり、その差が９月12日まで維持された。

③ 収穫時期の各ほ場の糖度は、園試高糖度ほ場では収

穫始め（９月4日）から高く、収穫終期（18日）まで次

第に平均糖度は高くなった。園試低糖度ほ場は4日～12

日にかけて高くなったが、12日と18日の差は小さかっ

た。琴浦低糖度園は、収穫始めから収穫終期まで糖度は

低く、上昇程度はわずかであった。

④ 以上の結果、低糖度傾向の園は、収穫前から糖度が

低い上、収穫時期の糖度の上昇程度も少なかった。この

ような果樹園では、収穫時期を遅らせても「うまい完熟

ナシ」にはならないと考えられる。収穫始めの時点で、

低糖度傾向という果樹園は、完熟ナシ栽培には不適と考

えられる。次年度から、樹相解析や根量調査を行い、低

糖度園の品質向上対策試験を行う。

〈本試験成績登載印刷物：なし〉

オ 名和門前団地試験園の収量追跡

担当者：高濱俊一・西村宗一・井戸亮史・角脇利彦

協力分担：大山普及所

ナシの新植、改植を行う場合、植え付け初期の低収量

が問題となる。そこで、間伐樹に多収型整枝法導入し、

早期増収効果を調査する。

① 平成13年秋に‘おさゴールド’を植え付けた。（永

久樹：列間5.5ｍ、樹間5.5ｍ 間伐樹：永久樹の樹間に

1 樹植栽）永久樹は慣行の３本主枝肋骨形整枝、間伐樹

を多収型整枝（６本主枝改良二分形整枝）に仕立てた。

間伐樹は平成18年度冬のせん定から縮伐を始めた。

② 毎年、永久樹と間伐樹の収量と果実品質を調査した。

本年度は９月10日に調査した（結実４年目）。

③ 果重は永久樹345.7g、間伐樹334.3ｇであった。糖

度は永久樹11.9％、間伐樹10.8％で永久樹が高かった。

④ １樹あたり着果量は永久樹214果、間伐樹134果で

あった。10ａあたり収量は3,923.8kgであった。

⑤ 以上の結果、結実４年目には多主枝型整枝を取り入

れた場合は4,000kg近い収量が見込まれ、早期増収効果

が高いと考えられた。

〈本試験成績登載印刷物：なし〉

カ 琴浦大成団地の収量追跡とアザ果の発生原因調

査

担当者：西村宗一・高濱俊一・角脇利彦

協力分担：東伯普及所、ＪＡ鳥取中央

ナシの新植、改植を行う場合、植付初期の低収量が問

題となる。そこで、多収型の間伐樹による早期増収効果

を検討する。また昨年はこのほ場で尻アザが大発生して

おりほ場の位置関係を考慮して土壌化学性を検討する。

① 平成13年秋に‘おさゴールド’１年生苗木を植えつ

けた。60樹/10ａ植栽として永久樹（列間５ｍ、樹間10

ｍ）を慣行の３本主枝肋骨形整枝とし、間伐樹（永久樹

の間に２樹植栽）を多収型整枝（２本苗利用改良二分形

整枝）に仕立てた。９月９日に収穫調査を行った。

② 整枝法については果重で有意差が見られ、３本主枝

肋骨形整枝が２本苗利用改良二分形整枝より大きかった。

斜面上は若干ながらアザの発生程度が高かった。

③ 着果数ならびに収量は、多収型整枝の樹が多い傾向

があったが、有意差はなかった。

④ 土壌化学性については斜面下においてT-N、NO3-Nが

斜面上より高かった。窒素の多施肥は尻アザの原因と言

われるが、土壌中の窒素量は去年の果実品質結果と符合

するものの本年の結果とは一致しなかった。全体的に

T-N、P2O5、K2O、CaO、ＭgOの値が高く、pH（H2O）は中性

に近くなっていた。

⑤ 本年のアザ発生率は高いものの、アザ程度は去年よ

り低く、達観で尻アザの発生は前年に比べて少なかった。

⑥ 以上の結果、結実５年目で多収型整枝は３本主枝樹

より収量が多かったが、期待した収量に達しなかった。

アザと土壌の関係について、傾向はつかめなかった。

〈本試験成績登載印刷物：なし〉

（３）慢性的生理障害の原因究明と対策技術確立

ア 果面保護剤による黒点果発生防止技術の確立
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担当者：西村宗一・池田隆政・角脇利彦

協力分担：なし

‘ゴールド二十世紀’の黒点果が近年発生し、防止対

策の確立が急がれている。防除の薬害から守る果面保護

剤として前年の試験で比較的効果の高かった薬剤と同一

成分の薬剤を使用し検討する。

① 処理区と無処理区を設け、処理区にはクレフノン（炭

酸カルシウム95％）を４月20日、５月７日、５月11日

の３回の防除に100倍液となるように混用した。７月12

日に幼果の黒点調査、９月６日に収穫調査を行った。

② 幼果期の黒点果発生率および発生程度は処理による

差が見られなかった。

③ 収穫期の黒点果発生率および発生程度は処理による

差が見られなかった。

④ 以上の結果、黒点果発生に対する果面保護剤散布の

効果は本年は認められなかった。黒点果の発生が少なか

ったため差が見られない可能性があった。

〈本試験成績登載印刷物：なし〉

イ 小袋掛け前防除の遮断による黒点果発生時期の

特定

担当者：西村宗一・池田隆政・角脇利彦

協力分担：なし

‘ゴールド二十世紀’の黒点果について原因解明が急

がれており、薬害の可能性も否定できない。防除に際し

て果実に袋を掛けて、防除の遮断時期による黒点発生程

度の差を検討する。

① 処理区と無処理区を設け、４月20日、５月７日、５

月11日にスピードスプレーヤで防除を行った。処理区に

はこの防除の前日に果そう全体に大袋を掛けて当日の防

除を遮断し、それぞれ４月20日遮断区、５月７日遮断区、

５月11日遮断区とした。７月５日に幼果の黒点調査、９

月６日に収穫調査を行った。

② 幼果期の黒点果発生については、無処理区はいずれ

の遮断区より発生率が高く、発生程度も有意に高かった。

しかし各防除遮断区間に顕著な差は見られず、黒点発生

を助長する防除時期は分からなかった。

③ 収穫期の発生程度について処理による明確な差は見

られなかった。

④ 以上の結果、小袋掛け前防除の遮断の影響は幼果で

は若干認められ、いずれの防除遮断区も無処理区より黒

点発生が少なくなった。しかし成熟果では差が無かった。

またどの防除時期が黒点の発生を助長するかは不明であ

った。

〈本試験成績登載印刷物：なし〉

（４）ナシ栽培における省力・軽労化技術の確立

ア 液体受粉による結実確認試験

担当者：西村宗一・池田隆政・角脇利彦

協力分担：なし

‘ゴールド二十世紀’では粉末受粉が一般的であるが、

液体受粉による交配が可能であるかどうか検討する。

① 寒天 0.1％ショ糖５％液に対して精製花粉を‘ゴー

ルド二十世紀’は50～500 倍、‘豊水’‘幸水’は100～

500倍に希釈し、満開時ハンドスプレーで1区25花そう

に散布した。対照区は筆受粉とし、無受粉区も設けた。

② 幼果の結実率について、‘ゴールド二十世紀’は筆受

粉区と50倍区と同等程度、‘豊水’では筆受粉区がいず

れの液体受粉区よりも高く、‘幸水’では250倍区および

50 倍区筆受粉区より高かった。‘幸水’については、受

粉時が雨天であり、液体受粉区が筆受粉区より柱頭に花

粉が多く残った可能性があった。

③ 果実品質について‘ゴールド二十世紀’の花粉 50

倍区と‘豊水’の100倍区は筆受粉と同等の果重だった。

‘幸水’については筆受粉区より液体受粉区の果重が高

大きかった。またどの品種についても液体受粉区の果実

は筆受粉区より変形果が多い傾向が見られた。

④ 以上の結果、果重を大きくし変形果を少なくするた

めには花粉量が多いほうがよい。しかし希釈倍率の小さ

い液体受粉は筆受粉以上に花粉量が必要とされるので普

及性の面で難しいと思われる。

〈本試験成績登載印刷物：なし〉

イ 液体受粉による省力・軽労化の検討

担当者：西村宗一・池田隆政・角脇利彦

協力分担：なし

‘ゴールド二十世紀’に関して粉末受粉が一般的であ

るが、液体受粉が省力的であるかどうか検討する。

① 液体受粉区は寒天 0.1％ショ糖 5％液に対して精製

花粉で 250 倍希釈し、満開時ハンドスプレーで 1 区 25

花そうに散布した。対照区は筆受粉処理とし、無受粉区

も設けた。

② 10短果枝あたりの作業時間については、液体受粉は

14.1 秒、筆受粉は35.7 秒となった。液体受粉は筆受粉

の半分以下の時間となった。

③ 幼果について着果果そう率は筆受粉、液体受粉とも

に100％だったが、1果そう当たり着果数は筆受粉区より

液体受粉区は低かった。液体受粉区および無処理区はイ

チジク果の割合が多かった。

④ 収穫果実について筆受粉の果重が液体受粉より大き

かった。液体受粉区の果実は筆受粉区より変形果が多い

傾向が見られた。

⑤ 以上の結果、液体受粉は筆受粉に比べて省力化が可
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能だったが、250 倍の液体受粉では筆受粉より果実品質

が劣った。

〈本試験成績登載印刷物：なし〉

（５）低コストで環境に優しい施肥法の確立

ア 施肥量を半減した根域集中管理の果実品質およ

び樹体生育

担当者：井戸亮史・西村宗一・角脇利彦

協力分担：なし

根域集中による土壌管理の省力化および施肥量の削減

技術の確立を行う。

① 肥料全面に散布する慣行区（チッソで10kg/10a）と、

主幹周りに根を集中させる部分（樹冠面積の８％）を作

り、パーライト（ネニサンソ、三井金属）、バーク堆肥を

用いて土壌改良（平成10、11年秋）を行った改良部分だ

けに施用する根域集中区（同５kg）を設定した。（平成

19年時点で20年樹）。

② 本年は、樹体生育、果重、果色および糖度について

両区で大きな差がなかった。

③ 以上の結果、土壌改良処理後８年間、樹体および果

実調査をおこなったが、年によっては慣行区と比較して

品質がやや劣ることがあったが、施肥の省力化、施肥量

削減は十分可能であると考えられた。

〈本試験成績登載印刷物：なし〉

イ 施肥量の違いが樹体生長と果実品質に及ぼす影

響

担当者：井戸亮史・西村宗一・角脇利彦

協力分担：なし

ナシ栽培に必要な施肥量を明らかにするための基礎資

料を得る。

① ７年生‘おさゴールド’を供試し、慣行区の年間窒

素量を７㎏/10a、その他に無施肥区（同０kg）、半量区（同

3.5kg）、２倍区（同14kg）を設定した。平成16 年より

処理を開始、今年度で４年目となった。

② 果重は、２倍区が 381ｇで最も大きくなり、無施肥

区および半量区は有意に小さくなった。

③ 果色、糖度については処理間で大きな差はなかった

が、変形果率は施肥量が多くなるほど高くなった。

④ 土壌中の全窒素は無処理区で有意に高く、その他の

処理区には大きな差は見られなかった。

⑤ 葉中無機含有率（N、P、K、Ca、Mg）は処理間で有意

な差は無かった。

⑥ 樹体生育において、２倍区では強勢となり短果枝が

他の処理区と比較して少なくなる傾向がみられた。

⑦ 以上の結果、果重は施肥量に応じて大きくなるが、

２倍区では短果枝の維持が困難なほどに強勢になる傾向

が見られたことから、慣行量で十分であると考えられた。

〈本試験成績登載印刷物：なし〉

ウ 土壌改良時期が果実品質および根の伸長に及ぼ

す影響

担当者：井戸亮史・西村宗一・角脇利彦

協力分担：なし

土壌改良は時期が早いと早期落葉につながる。一方で、

遅くなると気温（地温）の低下で、断根部分の治癒が進

まず、春のスタートが遅れることが懸念される。そこで、

改良に適した時期を検討する。

① 平成17、18、19年の３年間、10月中旬（慣行）、11

月中旬、12月中旬に改良時期を変えて土壌改良をおこな

った。

② 果重は、10 月改良が最も大きく、12 月改良が有意

に小さくなった。

③ 10月に改良した部分を11月末に掘り、根の観察を

行なったところ、カルスの形成がみられた。

④ 以上の結果、果重は土壌改良が早いほど大きくなる

傾向が見られ、10 月（慣行）改良では、11 月末にはす

でに断根部の治癒が出来ていた。これらのことから、土

壌改良は、10月区が最適と考えられた。

〈本試験成績登載印刷物：なし〉

（６）水田転換果樹園における高品質ナシ栽培技術の確立

ア 畝立ておよび多収型整枝法の効果確認（樹体生長、

果実品質、収量）

担当者：西村宗一・井戸亮史・池田隆政・高濱俊一・

角脇利彦

協力分担：ＪＡ鳥取いなば、鳥取普及所、八頭普及所、

鳥取大学

水田の不良条件に対応した根域管理技術と早期増収技

術を確立するため、高畝の施工とパーライトの混和の効

果について検討する。

① 平成12年秋に‘おさゴールド’１年生苗木を60樹

/10ａ植栽として定植した。畝立て処理は畝幅を 1.2ｍ、

2.4ｍとし、同時にパーライトを混和した。混和量は０％、

10％、20％とした。対照区は畝無しとした。また、永久

樹は慣行の３本主枝肋骨形（以下、肋骨形）とした。多

収型整枝法として、間伐樹を２本苗利用改良二分形（以

下、２本苗二分形）に整枝した。

以下、19年度の結果について報告する。

② 果実品質および着果数については、畝幅および整枝

法による差は見られなかった。郡家一帯で６月に降雹が

あり、果重を大きく落とす原因になった。

③ １樹当たりの収量は整枝法による有意差がみられ、

永久樹の肋骨形が間伐樹の２本苗二分形より高くなった。
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縮伐により本年度で収量が逆転した。

④ 樹体成長は、畝幅の違いによる有意差が見られた。

昨年度より縮伐が進んでいる状況において、畝幅 1.2ｍ

区は畝無し区より多く旧枝が残っていた。反面、畝幅1.2

ｍ区は畝幅 2.4ｍ区や畝無し区より新梢の発生が少なく、

新梢長も短くなる傾向が見られた。

⑤ 整枝法の違いでは、２本苗二分形において旧枝長が

短く、新梢の発生が多かった。間伐樹に対する縮伐の反

動による新梢の発生と考えられた。

⑥ パーライトを混和した区は総新梢長が長く、新梢数、

旧枝１ｍ当たりの新梢数が多い傾向が見られた。

⑦ 土壌水分張力について、７月上旬の梅雨により畝無

しパーライト無し区において最も低い値を示しpF1.3と

なったが、畝立てパーライト処理区でpF1.6程度となり

排水条件が良いことが示唆された。

⑧ 地下水位は水路に囲まれた上手で高く推移し、下手

に向かって地下水位は低くなる傾向が明らかだった。

⑨ 10ａ当たり収量について畝幅1.2ｍ区4.5t/10a、畝

幅2.4ｍ区3.9ｔ/10a、畝無し区3.6t/10a程度であった。

⑩ 以上の結果、畝立て処理について、少雨年の平成16

年以外畝無し区より収量が高いか同等であり、水田での

安定した収量が期待できる。水田条件では排水対策によ

り樹体を健全に保つことが重要だと思われた。

〈本試験成績登載印刷物：なし〉

イ 畝立てが根群の分布に及ぼす影響

担当者：井戸亮史・西村宗一・角脇利彦

協力分担：水田果樹研究会、倉吉普及所、東伯普及所、

大山普及所

排水の悪い水田転換畑で畝立てをすることにより、排

水良好な根域を確保することが根群にどのような影響を

及ぼすのか調査する。

① 平成12 年秋に畝立て（高さ40cm）をしてパーライ

ト20％混入した区（以下、畝立て＋パーライト20％混入

区）、畝立てをしてパーライトを混入しない区（以下、畝

立て区）、畝立てをしない（以下、対照区）を設定した。

② 主幹から１ｍ離れた所を幅2.4ｍ、深さ1ｍの範囲で

20cm角の立方体ブロックに区切り、それぞれのブロック

内に含まれる根量（太さ２mm 以下）、根群の分布を調査

した。

③ 地下水位は調査した３地点で大きく異なった。畝立

て区が最も地下水位が高く、深さ約40cm以下では土色が

灰色をした還元状態であった。一方、畝立て＋パーライ

ト20％混入区および対照区は深さ60cm まで褐色であっ

た。

④ 根群分布は畝立てがある場合は、畝立て部分に根が

集中し、この傾向は地下水位が高いほど顕著であった。

⑤ 以上の結果、根群分布は畝立てがあれば、畝立て部

分に集中し、地下水位が高いほど顕著であった。このた

め地下水位が高いほ場では、根域確保に重要な役割を果

たすと考えられた。

〈本試験成績登載印刷物：なし〉

（７）気象に左右されないナシ作り技術の確立

ア 果実に関する調査

（ア）果樹の作況調査

担当者：西村宗一・井戸亮史・角脇利彦・北川健一

協力分担：ＪＡ全農とっとり、生産振興課

本年度果樹の作況を把握する。

① 各調査樹の50果そうにラベルを付け（カキは30果）、

10日ごとに縦径、横径の追跡調査を行った。また、果径

調査に用いた果実を収穫時、ナシについては縦横径、縦

横比、果重、糖度、果色、秀率、変形果率、種子数、カ

キについては長径、短径、高さ、果重、糖度、果色を調

査した。特有の項目を調査調査対象は、‘二十世紀’（露

地 35 年生）、‘ゴールド二十世紀’（露地 35 年生、高接

17年目、GA処理）、‘ゴールド二十世紀’（露地20年生）、

ゴールド二十世紀’（加温ハウス35年生、高接19年目）、

‘おさゴールド’（露地15年生）、‘おさゴールド’（簡易

加温ハウス35年生、高接10年目）、‘幸水’（露地35年

生）、‘豊水’（露地35年生）、‘あきづき’（露地16年生）、

‘王秋’（露地16年生）、‘富有’（露地54年生）、‘西条’

№２系統（21年生）の計12樹とした。

② ‘二十世紀’の満開日は４月15日で、前年より２日

速かった。生育ステージの移行は前年・平年の生育より

早く、収穫果実は４Ｌ寄りの３Ｌ中心となり、大玉であ

った。

③ 露地‘ゴールド二十世紀’の果実肥大も平年より良

好であった。収穫果は３L 中心であったが、低糖度であ

った。

④ ‘幸水’の果実肥大は平年よりはやい肥大で生育は

良好であった。収穫果は２Ｌ中心であり、糖度も良好で

あった。

⑤ ‘豊水’の果実肥大は生育期間を通じて平年・前年

より早かった。４Ｌ中心で、糖度は前年より高糖度であ

った。

⑥ 以上の結果、本年の生育経過は各品種とも平年より

早い生育ステージの推移を示した。

〈本試験成績登載印刷物：なし〉

イ 栄養診断

（ア）葉および土壌中の無機分析（ナシ）

担当者：井戸亮史・西村宗一・角脇利彦
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協力分担：ＪＡ全農とっとり

ナシの生育状況を把握し，適正な施肥基準を設定する

ために栄養診断園を設置し、葉の無機分析を行なう。

① ‘ゴールド二十世紀’10園を調査園として、６月お

よび８月に葉を、10月に土壌を採取し無機分析を行なっ

た。 
② 葉では、すべての要素で大きな変動はなく、カリウ

ムが基準値をやや上回る地区があったが、それ以外の要

素はほぼ基準値内であった。

③ 土壌では、リン酸および加里でやや過剰になってい

る園が多く、石灰は全体的に不足していることがわかっ

た。 
④ 葉と土壌間で各要素の含有率に相関関係は見られな

かった。

〈本試験成績登載印刷物：なし〉

（イ）果実調査（ナシ）

担当者：井戸亮史・西村宗一・角脇利彦

協力分担：ＪＡ全農とっとり

「旨いナシ」とはどのようなナシであるのか食味調査

を行ない、無機成分との関係を調査する。

① 前出の栄養診断園から、９月11日に50果ずつ収穫

し、平均糖度で３グループ（低糖度、中糖度、高糖度）

に分け、グループ内で試食、順位付けを行なった。

② 試食で使用した果実は凍結乾燥し、無機分析に供試

した。

③ グループ内で、被験者（23名）の約半数が１位とす

る園がある一方で、「不味い」と判定する被験者が半数い

る園もあった。

④ 「旨い」理由については、「コクがある」「食感が良

い」とあり、「不味い」理由は、「酸っぱい」との回答が

あった。

⑤ 無機分析は、各園で大きな差はなかった。

⑥ 以上の結果からグループ内で「旨い」「不味い」があ

ることがわかった。しかし、無機成分との関係は明ら か

ではなかった。今後、有機酸、糖組成等の検討も必要で

ある。

〈本試験成績登載印刷物：なし〉

（８）ドリフト低減ノズルのスピードスプレーヤを用い

た薬剤散布に関する試験

ア ナシ病害虫に対する防除効果

担当者：矢部謙一・中田健・岡山裕志・伊澤宏毅

協力分担：（株）共立

スピードスプレーヤ（ヤンマー製）を防除機としてド

リフト低減法（ドリフト低減ノズル（共立製）、スピード

スプレーヤの送風量は下限とする）と慣行法（慣行ノズ

ル（共立製）、スピードスプレーヤの送風量は通常とする）

により散布した場合のナシ病害虫防除効果及びナシ葉へ

の付着を調査する。

① 生育期間を通じて問題となる病害虫の発生は認めら

れず、発生状況は低減区と慣行区で差は認められなかっ

た。

② 収穫果実で、病害虫による被害果は低減区と慣行区

で差は認められなかった。

③ 低減区は、慣行区と比べて葉表の付着が劣る傾向が

認められた。

④ 低減区は、上位葉の葉表の付着が不十分と思われた。

⑤ 以上の結果、今回使用したドリフト低減ノズルでは、

葉表の付着が劣る傾向が認められたが、病害虫防除効果

に差は認められなかった。

〈本試験成績登載印刷物：なし〉

イ 散布薬液がナシ幼果に及ぼす影響

担当者：矢部謙一・中田健・岡山裕志・伊澤宏毅

協力分担：（株）共立

‘二十世紀’生育初期（りんぽう脱落期から小袋掛け

まで）の５回薬剤散布における、ドリフト低減ノズル（共

立製）のスピードスプレーヤ（ヤンマー製）を用いた場

合、散布薬液がナシ幼果に及ぼす影響を調査する。

① ドリフト低減ノズルを用いて薬剤散布した場合、摘

果期及び小袋掛け前の薬剤散布のみアザ果の発生が認め

られた。一方で、５回ともドリフト低減ノズル及び慣行

ノズル（共立製）を用いた場合もアザ果の発生が認めら

れ、ノズルで差は認められなかった。

② 以上の結果、今回使用したドリフト低減ノズルによ

る散布薬液が、ナシ生育初期の幼果にアザの発生を助長

する可能性は低いと考えられた。

〈本試験成績登載印刷物：なし〉

（９）青ナシ品種別の病害の発生程度の調査

担当者：矢部謙一・岡山裕志

協力分担：なし

ナシ黒斑病に耐病性である青ナシ新品種、新系統に対

する主要病害の発生状況を把握し、今後の防除対策の参

考資料とする。

① 防除は、ゴールド二十世紀系の防除体系で実施した。

② 対照品種を‘おさゴールド’とし、‘なつひめ’、‘な

つしずく’、‘夏さやか’、‘夏そよか’、‘えみり’ 、‘涼

月’を供試した。

③ 黒星病の発病葉率は、‘おさゴールド’と比較して、

‘涼月’はほぼ同等で、それ以外は低かった。

④ うどんこ病の発病葉率は、全供試品種とも対照品種

とほぼ同等となった。
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⑤ 黒星病、輪紋病による果実被害は認められなかった。

⑥ 以上の結果、今回の供試品種では、ゴールド二十世

紀系の防除体系で病害防除が可能である。

〈本試験成績登載印刷物：なし〉

10．赤ナシ新品種の高品質安定生産技術の確立

（１）王秋の果肉崩壊症対策試験

ア 深耕による土壌改良が果肉崩壊症の発生抑制に

及ぼす影響（その１）

担当者：井戸亮史・高濱俊一・角脇利彦

協力分担：東伯普及所

‘王秋は’、食味の良い晩生の赤ナシであり、本県でも

栽培面積が増加している。しかし果肉にコルク化した褐

変症状が発生し、問題となっている。これまでに土壌硬

度と発生についての関係を明らかにした。そこで現地発

生ほ場で土壌改良をし発生抑制への効果を調査する。

① 現地４園を平成18年11月に主幹両側にパーライト

を50Lずつ敷き、深耕ロータリーで混合、深さ50cmまで

改良した。

② 果実を横に 10 等分した際に断面に目視で確認でき

る褐変したスポットの大きさ、数によって０～５のスコ

アを付けた。

０：発生なし

１：鉛筆芯太１～４個

２：米粒大１～４個または鉛筆の芯太５～９個

３：小豆大１個または米粒大５～９個または鉛筆の芯太

10個以上

４：小豆大２～４個または米粒大10～19個

５：小豆大５個以上または米粒大20個以上

② 発生度については、次式で計算した。

発生度＝{（５×スコア５の果数）＋（４×スコア４の

果数＋（３×スコア３の果数）＋（２×スコア２の果数）

＋（１×スコア１の果数））}/（５×調査果数）

③ 果肉崩壊症の発生程度について、４園ともスコア４、

５が減り、スコア０が増えたことで発生率、発生度が低

下した。

④ 改良した樹では果重が小さくなる園が２園あった。

⑤ 以上の結果、土壌改良は果肉崩壊症の発生抑制に有

効であると考えられ、抑制効果も早い段階で出ることが

わかった。

〈本試験成績登載印刷物：なし〉

イ 多深耕による土壌改良が果肉崩壊症の発生抑制

に及ぼす影響（その２）

担当者：井戸亮史・高濱俊一・角脇利彦

協力分担：東伯普及所、大山普及所

① MA 園は、平成16 年より果肉崩壊症の発生があり、

オーガによる部分改良を行なってきたが、十分な効果が

見られなかったため、平成 18 年 11 月に主幹両側に縦

100cm、横60cm、深さ50cmの穴を掘り、ソルゴー、刈り

草を入れた土壌改良を行なった。

② 改良の効果は判然とせず、いずれの区の発生程度も

前年までと比較して低くなった。

③ YA 園は、平成17 年に果肉崩壊症の発生があり、収

穫後にバックホーによる土壌改良を行なった。

④ 平成18年産には発生抑制効果が見られ、土壌の膨軟

化、細根の発生効果も確認した。

⑤ 平成19年産については、改良の効果は判然とせず、

いずれの区の発生程度も前年までと比較して低くなった。

⑥ 以上の結果、２園とも本年は改良の効果は判然とし

なかった。いずれの園も施肥や枝管理などを徹底したこ

とで無処理区でも発生程度が低くなったものと考えられ

た。

〈本試験成績登載印刷物：なし〉

ウ 土壌の乾燥が果肉崩壊症発生に及ぼす影響

担当者：井戸亮史・高濱俊一・角脇利彦

協力分担：なし

平成17年は、７月を除いて降水量が平年を大きく下回

る干ばつ年であった。そこで、土壌乾燥処理を行ない果

肉崩壊症発生への影響を調査する。

① マルチ区として４月 20 日から降雨を遮断するため

にタイベックを敷設し、慣行区はpFメータで2.5を超え

ないようかん水を行なった。

② マルチ区は６月にはpFで3.0程度まで上昇し乾燥し、

葉が垂れた状態であった。

③ 果肉崩壊症の発生については、両区で差がなかった。

また、果重についても差がなかった。

④ 以上の結果、土壌乾燥が直接的な原因ではないと考

えられた。

〈本試験成績登載印刷物：なし〉

エ 多施肥が果肉崩壊症発生に及ぼす影響

担当者：井戸亮史・高濱俊一・角脇利彦

協力分担：なし

現地巡回、園主への聞き取りから多施肥、徒長枝が林

立した強勢樹に多く果肉崩壊症の発生があった。そこで、

多施肥と果肉崩壊症発生との関係を調査する。

① 同一ほ場内に植栽された８年生樹（新雪に高接ぎ）

を供試した。施肥量は慣行区（N-8.0kg/10a）、２倍区（同

16.0kg）、４倍区（同 32.0kg）とし３月初旬～６月中旬

の間、半月～１月おきに燐硝安加里（S604）を施用した。

② 果重、果肉崩壊症の発生程度について、処理間で差

がなかった。
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③ 以上の結果、施肥量の多少と果肉崩壊症の発生との

関係は判然としなかった。処理期間が短く施肥量を増量

しても達観で樹勢の強化が認められないため、継続し調

査を行なう。

〈本試験成績登載印刷物：なし〉

オ 王秋の枝処理による果肉崩壊症発生低減効果試

験（環状剥皮処理）

担当者：高濱俊一・井戸亮史・角脇利彦

協力分担：なし

‘王秋’の果肉障害は強樹勢で発生が多いと指摘され

ている。そこで、環状剥皮処理を行い果肉崩壊症の発生

に影響するか調査する。

① ６月６日に環状剥皮処理を行い、癒合部分を６月15､

29日の剥皮処理を行った。11月５日に一斉収穫し果実調

査を行った。

② 両区に果肉崩壊症の発生には差が見られなかった。

③ 環状剥皮区は果重、糖度、果色が高く熟期促進の効

果が見られた。

④ 以上の結果、環状促進は熟期が促進すると考えられ

るが果肉崩壊症の低減効果はないと考えられた。

〈本試験成績登載印刷物：なし〉

カ 王秋の枝処理による果肉崩壊症発生低減効果試

験（誘引・摘心処理）

担当者：高濱俊一・井戸亮史・角脇利彦

協力分担：なし

‘王秋’の果肉崩壊症は徒長枝の乱立するような強樹勢

樹で発生が多いと指摘されている。そこで、誘引、摘心

により果肉崩壊症の低減効果があるか調査する。

① 摘心区は６月５日、７月５日、８月７日に長さ15cm

に摘心をした。誘引区は７月５日に45°に誘引した。

11月１日に収穫し果実調査した。

② 摘心、誘引による果肉崩壊症の発生率、発生度は無

処理と差が見られなかった。

③ 以上の結果、摘心による７月に１回摘心または誘引

では果肉崩壊症の軽減効果はないと考えられた。

〈本試験成績登載印刷物：なし〉

キ 王秋の花芽制限が果肉崩壊症発生に及ぼす影響

担当者：高濱俊一・井戸亮史・角脇利彦

協力分担：なし

‘王秋’の果肉崩壊症は徒長枝の乱立するような強樹

勢樹で発生が多いと指摘されている。そこで、せん定時

に短果枝を制限することで、果肉崩壊症の発生に影響が

あるか確認する。

① せん定時に花芽制限区は１ｍあたり５短果、慣行区

は結果枝上下の短果枝を剪除する程度とした。花芽は１

短果枝１花芽とした。11月５日に果実調査を行った。

② 花芽制限区は結果枝上からの徒長枝、短果枝からの

徒長枝ともに発生が多かった。

③ 果肉崩壊症は花芽制限区、慣行区で差が見られなか

った。

④ 以上の結果、花芽制限の強弱と果肉崩壊症の発生と

の関係は認められなかった。

〈本試験成績登載印刷物：なし〉

（２）秋栄・あきづきの栽培技術確立に関する試験

ア 秋栄の整枝せん定によるみつ症軽減効果の試験

担当者：高濱俊一・池田隆政・角脇利彦

協力分担：なし

‘秋栄’は収穫時期が遅れるとみつ症の発生が多くな

る。そのため短果枝に比べ熟期の遅れる長果枝を利用し、

短果枝と長果枝の果実を区分収穫することで、熟期拡大

が可能か検討する。

① 短果枝区、長果枝区、短・長果枝混合区を決めてせ

ん定した。８月21､29日、９月10日の３回に分け収穫し

果実調査を行った。

② 果重はいずれの収穫日も長果枝区が小さかった。糖

度は９月10日収穫では短果枝区が高かったが８月21、

29日は差が見られなかった。

③ みつ症の発生は短果枝区と長果枝区で差が見られな

かった。

④ 以上の結果、熟期拡大を目的に長果枝せん定を取り

入れる効果は低いと考えられた。

〈本試験成績登載印刷物：なし〉

イ あきづきの接ぎ木更新試験

担当者：高濱俊一・池田隆政・角脇利彦

協力分担：なし

‘あきづき’は‘豊水’に変わる新品種として現地で

導入が進んでいるが老木への高接ぎ更新が中心となって

いる。本品種は短果枝の維持が困難で、結果枝を早期に

更新しなくてはならない。接ぎ木更新と新植で収量の違

いを検討する。

① 新植区は試験場内ほ場の８、11、16年生、接ぎ木更

新区は平成 16 年３月に試験場内といなば新水園の成木

の豊水に高接ぎした樹とした。平成19年春に高接ぎ更新

区は古い側枝を更新するため新梢に接ぎ木を行った。

② 果重は新植区が接ぎ木区を上回った。推定収量は新

植12年目以降４ｔ以上であった。接ぎ木は４年目の収量

は３ｔ以上となった。

③ 以上の結果、接ぎ木更新により４年目で収穫量３ｔ

程度維持できた。しかし、接ぎ木更新は結果枝の更新の

ため、毎年接ぎ木を行う必要があると考えられた。
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〈本試験成績登載印刷物：なし〉

（３）晩生ナシの落果防止対策試験

ア ‘愛宕’における各種落果防止資材の効果確認

担当者：西村宗一・高濱俊一・角脇利彦

協力分担：なし

落果防止資材としてミカンネットを晩生ナシに装着す

る方法が県内農家でも行われてきた。本試験でミカンネ

ットより作業性が高いと思われる自作ネット、ガムテー

プも加えた３資材の落果防止効果を検討する。

① ‘愛宕’11年生を供試した。８月31日に、ガムテー

プ、自作ネット、ミカンネットの各処理区について200果

ずつ装着し、装着時間を測定した。収穫11月14日までの落

果率を調査した。収穫時、収穫時間を調査した。

② 落果率は、強風害がなく処理区の差が見られなかっ

た。 
③ 装着時間について、ガムテープ区が経験者・未経験

者とも圧倒的に早く、次に経験者では自作ネット区が早

く、未経験者ではミカンネット区が早かった。収穫時間

に関しては無処理区が早いが、落果防止資材の中ではガ

ムテープ区と自作ネット区が早かった。

④ 以上の結果、ガムテープ区は装着・収穫ともに作業

性がよかった。強風に対する落下防止効果は本年は確認

できなかった。

〈本試験成績登載印刷物：なし〉

（４）特産果樹栽培技術の確立

ア ウメ‘紅サシ’の摘心処理による花芽確保技術の

検討

担当者：高濱俊一・井戸亮史・角脇利彦

協力分担：なし

‘紅サシ’は短果枝の維持が難しい品種であるため、

更新枝の確保ができない場合には３、４年生の枝を使用

せざるを得ない。そこで、側枝から伸長した発育枝を摘

心処理することにより、発育枝の短果枝化が可能である

かを検討する。

① 結果枝上の徒長枝を５月下旬５cm、７月上旬５cmお

よび７月上旬20cmに摘心した。

12月に処理枝の摘心枝、摘心枝からの２次伸び枝、短果

枝、中果枝の花芽数を調査した。収穫時に各着果部位別

に収穫果数、果重を調査した。

② ３年枝部分の１ｍあたり花芽着生数は７月上旬

20cm、５月下旬５cm、無処理、7月上旬５cmの順に多か

った。

③ 収穫果数は7月上旬20cm、5月上旬５cm、無処理、

７月上旬５cmの順に多かった。

④ 以上の結果、花芽数確保のためには7月上旬に20cm

程度の長さに摘心するのがよいと考えられた。

〈本試験成績登載印刷物：なし〉

イ ‘紅サシ’の早期多収整枝法の検討

担当者：高濱俊一・井戸亮史・角脇利彦

協力分担：なし

‘紅サシ’の早期多収整枝法について検討する。

① 整枝法を平棚２本主枝、平棚暫定４本主枝、平棚３

本主枝、平棚密植栽培、開心自然形２本主枝とした。結

実８年目の９年生樹の収量を調査した。

② 10aあたりの収量は平棚２本主枝1.1t、暫定４本主

枝３本主枝1.3t、３本主枝2.0t、密植栽培0.9t、開心

自然形２本主枝1.2tであった。

③ 整枝法の違いによるヤニフキ果の発生程度に明確な

差は認められなかった

④ 以上の結果、整枝方法は３本主枝が良いと考えられ

た。また、これまでの年次別収量推移から密植栽培は早

期の大幅な収穫量の増加効果があるとはいえなかった。

〈本試験成績登載印刷物：なし〉

ウ ウメ‘紅サシ’の生育ステージおよび収量の調査

担当者：高濱俊一・井戸亮史・角脇利彦

協力分担：なし

ウメの開花および結実状況を調査し、開花期、収穫期

および収穫量の予測における基礎資料とする。

① ２月８日に、20側枝について着蕾数を調査した。以

降５～７日おきに開花数および落弁花数を調査した。４

月16日より６月22日まで約10日おきに着果数を調査し

た。

② ‘紅サシ’の開花始は２月23日（前年３月18日）、

開花盛期は３月３日（前年３月24日）、開花終は３月５

日頃（前年４月１日頃）であった。

③ 着果率は全開花数の19.5％（前年29.0％）であった。

④ 収穫始は６月13日（前年６月19日）であった。

⑤ 平均果重は22.5ｇ（前年22.4ｇ）であった。

〈本試験成績登載印刷物：なし〉

エ ‘紅サシ’の摘果の効果

担当者：高濱俊一・井戸亮史・角脇利彦

協力分担：なし

本年は、‘紅サシ’の開花時期が好天に恵まれ、結実

が良好であった。そのため、着果形による小玉が心配さ

れたため摘果を行い、効果を検討する。

① ５月1日に1樹５側枝を選び、年枝ごとの着果数を

調べ５月2日に摘果後の各側枝の着果数を調べた。６月

19日に果数と果実品質を調査した。

② 摘果後から収穫まで生理落果率は摘果区 15.6%、無

処理区では74.9％であった。



- 39 -

③ 摘果区は無処理区に比べ果実は４g 程度大きくなっ

た。ヤニ果は発生率に差が無かった。

④ 摘果区は 2１～25ｇの範囲の果実が多かった。無処

理区は16～20gが多かった。摘果区では15g以下が少な

く、バラツキが少ない傾向となった。

⑤ 以上の結果、５月上旬に不良果、小玉果の摘果を行

うことで生理落果を抑え、果重の肥大効果と果実揃いも

良くなると考えられた。平年でも着果量の多い枝につい

ては摘果が有効だと考えられた。

〈本試験成績登載印刷物：なし〉

オ オウトウのわい化栽培による高品質果実生産技

術の確立

担当者：西村宗一・高濱俊一・角脇利彦

協力分担:なし

わい性台木の利用等によるオウトウの低樹高栽培法を検

討する。

① 平成12年秋に‘さおり’２年生苗木を植え付けた。

台木はアオバザクラ台、ミドリザクラ台を用いた。整枝

は一文字整枝斜立仕立て、１本主枝斜立仕立てとした。

② 収量に関しては、ミドリザクラ台はアオバザクラ台

より収量が多く、1098kg/10aとなった。整枝法による差

はみられなかった。

③ 以上の結果、ミドリザクラ台を利用することにより、

本県においても収量確保ができると考えられた。

〈本試験成績登載印刷物：なし〉

カ CX-10によるオウトウの開花時期の早期安定化

担当者：西村宗一・高濱俊一・角脇利彦

協力分担：なし

西南暖地では開花時に高温に遭わないようにするため

には早期被覆を行うなどの対策をするべきである。しかし、

積算低温遭遇時間が不足しがちで開花不揃いの懸念が残

る。そこで発芽促進剤CX-10を利用して少ない積算低温遭

遇時間での早期開花・結実率向上を検討する。

① ‘さおり’８年生を供試した。２月15日にCX-10

20倍液を樹の半分に対して２Ｌ散布し、処理区と無処

理区とした。この時点で 7.2℃以下積算低温時間は

1085 時間であった。２月19日より無加温ビニール被

覆とした。

② 結実率に関しては、CX-10 処理により若干結実率

が下がった。ただし本年度の結実率はいずれの処理区

も良好であった。

③ 葉芽の展葉、花芽の開花、収穫時期については、

CX-10処理により早まった。

④ 以上の結果、CX-10 処理により開花期を前進化で

きた。しかし、本年は結実率向上については効果が見

られなかった。

〈本試験成績登載印刷物：なし〉

キ オウトウの鳥害防止およびポット栽培

担当者：西村宗一・高濱俊一・角脇利彦

協力分担：なし

本年、オウトウが鳥害に遭ったので、ほ場間の鳥害対

策の有無（防鳥ネット）による被害の程度を比較した。

また、ポットによる低樹高栽培を検討する。

① 防鳥ネットのないポット栽培樹と、防鳥ネットのあ

る地植えの樹の被害果率を比較した。また100Lポット植

えの‘香夏錦’、‘佐藤錦’、‘天香錦’10年生の収量

を品種比較した。

② 鳥害果率は防鳥ネットのないポット樹は‘香夏錦’、

‘佐藤錦’、‘天香錦’について12.4％、17.8％、12.3％、

防鳥ネットのある地植えの樹は‘さおり’について0.4％

となった。防鳥ネットのないポット樹は鳥害が減収の大

きな要因となった。

③ ポット樹の収量は‘香夏錦’が最も収量が高く

489kg/10aとなった。

④ 以上の結果よりオウトウ栽培において減収を防ぐた

めには防鳥ネットなどの鳥よけが必要である。ポット栽

培のオウトウでは‘香夏錦’の収量が高く、本県に適し

た品種といえる。

〈本試験成績登載印刷物：なし〉

11．青ブドウブランド化のための実用化技術の開発

（１） 新しい青ブドウ品種の選抜

担当者：椿越夫

協力分担：なし

新しい青ブドウ有望品種の特性を把握し、適応性を判

定する。

① 無加温ハウスにおいて、WH 型短梢栽培で管理した

‘シャインマスカット’を供試した。

② ‘シャインマスカット’の種なし栽培を行い、樹中

で長梢部（１年生結果母枝から発生した新梢に結実した

果房で結果母枝の元の３芽は除外）とそれ以外の短梢部

（結果母枝の元３芽）から発生した新梢に結実した果房

をそれぞれ10果房ずつ、果実調査した。

③ ‘シャインマスカット’の短梢部種なし果の果粒重

は16.4ｇと果房重は595ｇ、 糖度は15.0％であった。

④ シャインマスカットの長梢部では、短梢部に比べ果

房重は軽く果粒重が重くなり糖はも低下し、花震い性が

見られた。

⑤ ‘シャインマスカット’の種なし果は、食感にパリ

ッとした感があり皮ごと食べられるが、スパイラルとな

り、出荷の箱詰め時に無理な力が加わると脱粒すること
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が見られた。

⑥ ‘シャインマスカット’の短梢部と長梢部では、短

梢部の方が果房重は軽いが粒重が重くなり糖度も低下し

花震い性が見られた。

⑦ 以上の結果、‘シャインマスカット’は種なし果に

すると果粒が大きくなり、皮が薄く食感にパリッとした

感があり有望であるが、出荷時に脱粒するので今後は房

作りの検討が必要である。

〈本試験成績登載印刷物：なし〉

（２） ‘ハニービーナス’種なし栽培の技術確立

ア ジベレリン処理時期と種子数の関係

担当者：椿越夫

協力分担：なし

ブドウ品種‘ハニービーナス’の種なし化技術確立の

ため、開花直前に行うジベレリン処理時期と種子数の関

係を調査する。

① ‘ハニービーナス’の花穂満開時に当たる４月 30

日にジベレリン25ppmを果房浸漬処理した。このとき、

小花開花程度を未開花を０とし満開を10とした10段階

に分けて印をつけた。

② 小花開花程度４、６、８、10、と満開直後の５区に

ついて、７月24日に果実調査を行った。

③ 完全種子数とシイナ数は、小花開花程度が多くなる

ほど増加する傾向が見られ、特に小花開花程度と種子数

に相関関係があった。

④ １粒重は、小花開花程度がすすむほど、重くなる傾

向が見られた。これは、種子数が多くなることによるも

のと思われた。

⑤ 糖度は、小花開花程度がすすみ、１粒重が重くなる

ほど低くなる傾向が見られた。

⑥ 酸含量については、明らかな差は見られなかった。

⑦ 以上の結果、開花前のジベレリン処理は、小花開花

程度がすすむにしたがい増加することが認められた。こ

のことから、開花の早い時期のジベレリン処理が種なし

化には有効であると思われた。

〈本試験成績登載印刷物：なし〉

イ 花穂整形時期と果粒肥大の関係

担当者：椿越夫

協力分担：なし

ブドウ品種‘ハニービーナス’の種なし化技術確立の

ため、花穂整形時期を早めることによる果粒肥大効果を

検討する。

① ‘ハニービーナス’の満開４週間前の４月19日に、

早期花穂整形区として中庸な新梢の 20 花穂を花穂下部

から20mmに整形した。また、対照区として満開直前のジ

ベレリン処理直前の５月 14 日に同様な花穂整形を行っ

た。なお、種なし化処理は、満開14日前にストマイ液剤

20の1,000倍液を樹上散布。満開時ジベレリン25ppmを

花房浸漬処理し、満開後14日にジベレリン25ppmとフル

メット５ppmの混用液を花房浸漬処理した。

② 果粒重は、早期整形区が開花期整形区より 1.2ｇ大

きくなった。

③ 糖度は、早期整形区が開花期整形区より 0.2％高か

った。

④ 縦径は、早期整形区の方が開花期整形区より２mm大

きくなった。横径は差異がなかった。

⑤ 房重や酸含量、種子数では、両区に差はなかった。

⑥ 以上の結果、早期の花穂整形は、果粒肥大効果があ

ると思われる。

〈本試験成績登載印刷物：なし〉

ウ 早期花穂整形処理下でのフルメット濃度と果粒

肥大の関係

担当者：椿越夫

協力分担：なし

ブドウ品種‘ハニービーナス’の種なし化技術確立の

ため花穂整形時期を早め果粒肥大を促進させることで、

フルメットの濃度を軽減できるかどうか検討をする。

① ‘ハニービーナス’の満開４週間前の４月19日に、

早期花穂整形区として中庸な新梢の 40 花穂を花穂下部

から20mmに整形し、満開後14日にジベレリン25ppmと

混用するフルメット濃度を10ppm（Ｆ10区）、５ppm（Ｆ

５区）、2.5ppm（Ｆ2.5区）、０ppm（Ｆ０区）と変えて、

それぞれ10房ずつ浸漬処理した。

なお、種なし化処理として、その他に、満開前14日に

ストマイ液剤20の1,000倍液を樹上散布、満開時にジベ

レリン25ppmを花房浸漬処理した。

② 果実調査を８月７日に各区10房ずつ行った。

③ 果粒重は、GA25＋Ｆ10区及びGA25＋Ｆ５区が11.6

ｇ、その他はフルメット濃度が低下するに従い果粒重も

軽くなった。

④ 糖度は、フルメット濃度が低下するに従い増加した。

また、酸含量は増加する傾向が見られた。

⑤ 果房重は、フルメット濃度が低下するに従い、小さ

くなる傾向が見られた。

⑥ 種子数は、差が見られなかった。

⑦ 以上の結果、早期花穂整形下でのジベレリン 25ppm

と混用するフルメット処理濃度は、10ppmと５ppmは、同

等の効果があると認められた。

〈本試験成績登載印刷物：なし〉

（３）‘ピオーネ’種なし栽培の技術確立
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ア 植物成長調整剤の1回処理時のフルメット濃度の

検討

担当者：椿越夫

協力分担：なし

‘ピオーネ’の種なし栽培技術の確立のため、植物成

長調整剤1回処理時の種なし栽培に適したフルメットの

濃度について検討をする。

① ‘ピオーネ’２樹に対し、満開５日後に、慣行区と

してＦ10区（ジベレリン25ppm＋フルメット10ppm）、

Ｆ５区（ジベレリン25ppm＋フルメット５ppm）、Ｆ３区

（ジベレリン25ppm＋フルメット３ppm）、Ｆ０区（ジベ

レリン 25ppm）の浸漬処理を行い、果実品質について比

較検討を行った。

② 果房重は、Ｆ10 区が最も大きくＦ０区が最も小さ

く、フルメット濃度が減少すると軽くなった。

③ 果粒重は、Ｆ10区が最も重く、フルメット濃度が低

下すると軽くなる傾向が見られた。

④ 果粒数は、Ｆ10区が23.5粒/房と最も少ないが、そ

の他の区はほぼ同じであった。

⑤ 果色は、果実の中央部では差はないがＦ10区の果粒

において果軸もとの着色が遅れ、青味の残るところがみ

られた。

⑥ 糖度は、大きな差はなかったが、酸含量はフルメッ

ト濃度が低くなるに従い、高くなる傾向が見られた。

⑦ 以上の結果、フルメット処理を行わずジベレリン単

用でも果粒重が 15ｇ以上で果実品質も慣行区と同等で

あった。

〈本試験成績登載印刷物：なし〉

イ 摘心処理が果実品質に及ぼす影響

担当者：椿越夫

協力分担：なし

短梢整枝‘ピオーネ’の種なし栽培における摘心効果

について検証する。

① 短梢栽培の‘ピオーネ’に対し、萌芽期の３月下旬

から収穫期の８月中旬まで、新梢を摘心（先端をつみ取

る）し、新梢の勢いを揃える区と放任する区を設けた。

種なし化は、４月２日にストマイ液剤20の1,000倍液

を樹上散布し、満開５日後の５月 24 日にジベレリン

25ppmとフルメット５ppmの混用液を果房浸漬処理した。

② 果房重は、摘心区が無摘心区より約 100ｇ大きくな

った。

③ 果粒重は、摘心区が無摘心区より約４ｇ大きくなっ

た。

④ 糖度は、無摘心区が0.5％高くなった。

⑤ 果色と酸含量については、両区で差異が見られなか

った。

⑥ 房の大きさや果粒の大きさの点で、無摘心区は摘心

区よりバラツキが大きく感じられた。

⑦ 以上の結果、‘ピオーネ’種なし栽培における摘心

栽培は、果粒肥大効果と房をそろえる効果があると思わ

れた。

〈本試験成績登載印刷物：なし〉

（４）‘デラウエア’種なし栽培の技術確立

ア 花穂生育時期別のジベレリン処理による種なし

効果について

担当者：椿越夫

協力分担：なし

有核果の混入の原因を調べるため、花穂生育時期と有

核果の混入の関係について検討する。

① 満開17日前に花穂の生育時期を、早いもの（穂ばら

み区）、遅いもの（果粒密着区）と中間（中間区）の３

区を設定し、ジベレリン 100ppm＋ストマイ液剤 20 の

1,000 倍液を花房浸漬処理し、ジベレリンの種なし効果

について検討した。

② 満開の４月 20 日から約２週間後の５月２日にジベ

レリン100ppmを果房浸漬処理した。

③ 果房重は、穂ばらみ区が 132.6ｇと最も重く、果粒

密着区が79.1ｇと最も軽かった。

④ 果粒重は、穂ばらみ区が最も軽く 2.7ｇで、その他

は2.9ｇとなった。

⑤ 糖度は、穂ばらみ区が18.4％と最も高く、果粒密着

区が17.6％と低くなった。

⑥ 酸含量は、穂ばらみ区が0.58％と最も低く、果粒密

着区が0.67％と高くなった。

⑦ 種子数は、果粒密着区で10.5個/房と最も多く、穂

ばらみ区では、0.5個/房と低くなった。

⑧ 以上の結果、満開17日前の種無し化のジベレリン処

理において、果粒密着区である生育の遅れた花穂では、

種子の混入が多くなり、低糖度と高酸含量となりやすい

ことが認められた。

〈本試験成績登載印刷物：なし〉

イ 開花前ジベレリン処理後の温度が果実品質に与

える影響

担当者：椿越夫

協力分担：なし

‘デラウエア’のジベレリン処理後の温度管理と房伸

長の関係を調査するため、開花前ジベレリン処理後の温

度が果実品質に与える影響を検討する。

① ‘デラウエア’の満開17日前に、ジベレリン100ppm

＋ストマイ液剤20の1,000倍液を花房浸漬処理した後、
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加温区は夜温を15℃以上に保つように設定し、無加温区

はサイドビニールを夜開放し低温管理を行った。

② 加温区は無加温区より、満開期が１週間早くなり、

それぞれの満開２週間後にジベレリン 100ppm の果房浸

漬を行った。

③ 果房重は、無加温区が124ｇと重く、加温区より44

ｇ重くなった。果粒重は、無加温区が 2.9ｇと重く、加

温区より0.6ｇ重かった。

④ 糖度は、加温区が19.5％と高く、酸含量も0.53％と

無加温区より低かった。

⑤ 収穫期の房長は、無加温区は127.6mmと加温区より

25mm長くなった。

⑥ 温度変化は、ジベレリン処理後３月27日から開花前

の４月12日までの最低気温の平均は加温区で13.1℃、

夜開放区で8.8℃であった。

⑦ 以上の結果、‘デラウエア’の種なし栽培において、

満開 17 日前の種なし化のためのジベレリン処理後の高

温管理は開花を早めるが、房長が短くなり果粒と房重が

小さくなり、低温管理は、開花期を遅らせ房長を長くす

ることが認められた。

〈本試験成績登載印刷物：なし〉

ウ 満開3週間前のジベレリン散布が果実に及ぼす影

響

担当者：椿越夫

協力分担：なし

‘デラウエア’種なし栽培における有核混入や開花期

の遅れ等の問題を解決するため、満開３週間前ジベレリ

ン処理の果房伸長効果について検討する。

① ‘デラウエア’の満開３週間前にストマイ液剤 20

の1,000倍液を混用したGA100区（ジベレリン100ppm）、

GA50区（ジベレリン50ppm）、GA10区（ジベレリン10ppm）、

ストマイ区（ジベレリンなし）の処理区を設けハンドス

プレーで花穂に散布処理を行った。

② それぞれの区の満開 1 週間前にジベレリン 100ppm

を混用したフルメット10ppm（Ｆ10区）、フルメット５

ppm（Ｆ５区）、フルメット０ppm（GA区）の区を設けた。

③ 果房重が120ｇ以上、果粒重が2.0ｇ以上となったの

は、GA区以外の開花1週間前にフルメットを混用した区

であった。

④ 種子数は、どの区ともほとんど見られなかった。

⑤ 収穫時の果房長は、３週間前のジベレリン散布濃度

が高いほど果房伸長効果が認められ、GA100 区では、ス

トマイ区に比べて20％以上の効果があった。

⑥ 摘粒は、開花3週間前のストマイ区、GA10区が必要

であったが、それ以外の区では行う必要がなかった。

⑦ 開花３週間前にジベレリン散布した全ての区で葉が

黄白色となる薬害が発生した。

⑧ 以上の結果、開花３週間前のジべレリン散布による

‘デラウエア’の果房伸長効果が20％以上あることが認

められた。また、果房伸長により開花前ジベレリン処理

による種なし化効果が高くなったと思われる。しかし、

ジベレリン散布による薬害も見られたので、散布には注

意が必要である。

〈本試験成績登載印刷物：なし〉

12．高級ワイン用品種の選定と省力安定栽培法の開発

（１） 高級ワイン用品種の果実品質とワイン品質

担当者：椿越夫

協力分担：北条ワイン醸造所

本県に適した高級ワイン用品種及び雨除け施設を選定

する。

① ‘甲斐ノワール’、‘メルロー’、‘カベルネソー

ビニヨン’、‘甲斐ブラン’、‘サンセミヨン’、‘ミ

ューラトルガウ’の７品種を３方式の雨よけ施設（２ｍ

トンネル、傘トンネル、棚トンネル）と露地で栽培した。

② 露地栽培は、強風被害による落葉から樹勢の低下、

裂果・病害・日焼け等の発生により収穫皆無であり、他

の３栽培方式は、被害は少なかった。

③ 果実品質は、２ｍトンネル区が、果粒肥大・房型・

果粒の汚れ等の点で優れていた。

④ 総収量は、‘メルロー’、‘甲斐ノワール’が高く

‘ミューラトルガウ’と‘甲斐ブラン’は低かった。

昨年まで高収量であった‘サンセミヨン’は、レイン

カット区で病害発生により低収量にとどまった。

⑤ ワイン品質は、ソムリエなど37名の試飲評価結果に

よると、‘甲斐ノワール’と‘サンセミヨン’‘メルロ

ー’の評価が高かった。しかし、‘カベルネソービニヨ

ン’や‘甲斐ブラン’は評価が低かった。

⑥ 以上の結果、赤ワイン用品種は、収量性とワイン品

質から‘甲斐ノワール’が優れており、白ワイン用は、

‘サンセミヨン’が有望と思われた。

また、２ｍトンネルでの果実品質は、他の区より優れ、

生食用品種の栽培にも適していると考えられた。

〈本試験成績登載印刷物：なし〉

（２） 高級ワイン用品種の収益性

担当者：椿越夫

協力分担：北条ワイン醸造所

本県に適した高級ワイン用品種及び雨除け施設を選定

するため、過去３年間の収量性及び生産費計算を行い収

益性の検討をする。

① ‘甲斐ノワール’、‘メルロー’、‘カベルネソー
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ビニヨン’、‘甲斐ブラン’、‘サンセミヨン’、‘ミ

ューラトルガウ’を３方式の雨よけ施設（２ｍトンネル、

傘トンネル、棚トンネル）と露地で栽培した３年間の平

均収量を計算した。

② 生産費計算は、JA北条ブドウ生産部の「平成19年

度加工用ブドウ栽培暦」や、「平成15年度版鳥取県農業

経営指導の手引き」を参考に、直接費のみ計算した。

③ 品種別の平均収量は、‘甲斐ノワール’が最も高く、

‘サンセミヨン’が次に高く、‘メルロー’、‘ミュー

ラートルガウ’、‘甲斐ブラン’は収量が少なかった。

④ 品種別の粗収益は、‘甲斐ノワール’が最も高く、

‘ミューラートルガウ’が最も低かった。対照区の‘ベ

リーＡ’より高いのは、‘サンセミヨン’と‘甲斐ノワ

ール’で、収量性の高い品種ほど高くなった。

⑤ 所得は、ほとんどの品種と作型でマイナスとなり、

経営的に成り立たないことが認められた。所得がプラス

となったのは、棚トンネル区の‘サンセミヨン’、‘甲

斐ブラン’と‘甲斐ノワール’で、その所得金額は、6,376

円/10aと61,754円/10a、107,621円/10aであった。

⑥ 対照区の‘ベリーＡ’は、全作型でマイナスとなり、

所得が上がらないことが認められた。

⑦ 以上の結果、新しいワイン用の品種は、棚トンネル

栽培による‘サンセミヨン’、‘甲斐ブラン’か‘甲斐

ノワール’が良いということが認められた。

〈本試験成績登載印刷物：なし〉

13. カキの革新的新栽培法の確立

（１）早期成園化と多収穫を実現する根域制限栽培の確

立

ア 畝立て方法の検討

担当者：北川健一

協力分担：なし

畝立て方法の違いがカキ試験樹の生育及び収量に及ぼ

す影響を検討する。

① 平成12年秋に‘西条’１年生苗を定植した。定植後、

１ｍ及び２ｍ幅の畝立てを行い、それぞれの畝にパーラ

イト（ネニサンソ 三井金属）20％を混合する区を設け、

果実調査を行った。

② 収量はパーライト混用の畝幅２ｍ区が最も多かった。

③ 果重はパーライト混用の畝幅１ｍ区で最も大きかっ

た。

④ 通常の脱渋処理では脱渋後の日持ちに顕著な差はみ

られなかったが、1-MCP を併用処理すると、いずれの区

も開封後７日以上の日持ちがみられた。

⑤ しかし、８～９日目の軟化状況をみるとパーライト

混和区に比べ、パーライトが混和されていない処理区の

日持ちが短い傾向と観察された。

⑥ 樹の生育はパーライト混用の畝幅２ｍ区が最も良好

であった。

⑦ 以上の結果、水田転換園での高品質・多収さらに軽

労働を兼ね備えた栽培方法として、畝たて時にパーライ

トを混和する、「畝たて栽培」が有効であると考えられた。

本年までの結果では、畝幅２ｍパーライト混和区が最も

適していると考えられた。

〈本試験成績登載印刷物：なし〉

イ ポット栽培における果実肥大調査

担当者：北川健一

協力分担：なし

カキのポット栽培における果実肥大と品質を立木栽培

と比較し、ポット栽培の特性を検討する。

① ポット栽培した５年生‘西条’と‘花御所’につい

て、肥大調査と果実調査を作況調査に準じて行い、立木

栽培と比較した。

② 昨年に続き、本年も、‘西条’‘花御所’ともにポッ

ト栽培より立木栽培で果実肥大が良好であった。

③ 昨年同様、ポット栽培は果実の色づきが早く、‘西条’

‘花御所’ともに２週間程度熟期が前進した。

④ 年次別の果実品質や肥大状況を比較すると、ポット

栽培では果実の肥大が経年的に劣っていく傾向が見られ

た。

⑤ 以上の結果、ポット栽培は立木栽培に比べ、果実の

色づきを早め、収穫期を前進する効果が高いが、ポット

内環境の経年劣化や水分不足による弊害を非常に受けや

すいと考えられた。

〈本試験成績登載印刷物：なし〉

ウ ポット栽培に適した品種の選定

担当者：北川健一

協力分担：なし

カキのポット栽培にかかわる諸条件を確立するため、

現在までの知見にもとづく共通管理下で、ポット栽培に

適した品種の選定を行う。

① ポット栽培の傾向として、着色を早め、収穫期が前

進した(10日から２週間程度前進)。

② 樹齢が若いポット栽培樹は立木栽培に比べ、果実肥

大が良好であった。

③ ポット栽培している各品種の収量性を比較すると、

‘早秋’‘新秋’が高く、‘甘秋’が低かった。

④ 以上の結果、いずれの品種もポット栽培することに

より、収穫期を前進する効果が高いことがわかった。ま

た、収量は品種により多少があり、栽培の適不適がある

ことがわかった。各品種ごとの栽培管理の最適管理条件
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の確立や、経年管理後の問題点などについてはさらに検

討が必要である。

〈本試験成績登載印刷物：なし〉

エ ポット栽培‘花御所’における施肥および着果量

の検討

担当者：北川健一

協力分担：なし

ポット栽培‘花御所’における適正な着果量や施肥方

法を検討する。

① 慣行の施肥方法は3月～6月までに毎月2回、計8

回実施している(平成17年度までは4月～8月まで毎月2

回、計10回：大玉になるが低糖度が指摘された)。

② 施肥回数の軽減と果実の高品質化を目的に緩効性肥

料（エコロング424-40 チッソ旭肥料）を５月に利用し、

年間のチッソ量を変えずに施肥回数を軽減した結果、慣

行区とかわらない果実品質が得られた。

③ 着果量が多くなると果重や糖度の低下がみられる。

１ポット当たりの着果数に換算すると20以上35果未満

が品質・収量の面で有望と考えられた。

④ 以上の結果、省力、高品質多収穫を目指した施肥や

着果量については継続検討が必要である。施肥方法につ

いては省力化のためロング肥料の活用も可能と考えられ

た。また、着果量については１ポット当たり20～35果の

範囲での検討が必要と考えられた。

〈本試験成績登載印刷物：なし〉

（２）水田転換園での生産安定技術の確立

ア ‘西条’の樹上軟化落果の実態調査

担当者：北川健一

協力分担：西条柿軟化対策検討会

‘西条’の樹上軟化落果の実態調査を行い、落果原因

を分析し、対策を検討する。

① 平成 13 年からの７年間の場内調査結果から本年の

樹上軟化落果の発生状況を判断すると、平均で 0.2％と

は非常に少ない年であった。

② 場内試験樹では樹上軟化落果はほとんど見られなか

ったが、多発園では例年とほぼ同時期の９月18日頃より

発生した。

③ 本年は干ばつ傾向にあっため、水田転換園の有機物

マルチ施用区は土壌水分状況を観測しながら積極的にか

ん水を行った。対照区および山畑、郡家ほ場の試験樹に

はかん水を行わなかったが、各試験区で、樹上軟化落果

の発生状況に違いは無かった。

④ 山畑ほ場は水田ほ場に比べて土壌水分状態は安定し

ていた。水田ほ場ではおおむね20mm程度の降水で湛水状

態となった。

⑤ 現地調査園の土壌水分状態(40 ㎝)は常に湿った状

態で、テンシオメーターの数値はほとんど変動しなかっ

た。

⑥ 以上の結果、樹上軟化の少発生年でも多発園では例

年通り樹上軟化落果が発生した。樹上軟化の発生程度の

違いが系統特性なのか、土壌水分等のストレスによるも

のなのかを明確にする試験が必要と考えられた。次年度

以降は現地の栽培系統と有望系統との比較検討が必要と

考えられた。

〈本試験成績登載印刷物：なし〉

イ ‘西条’の樹上軟化落果対策に係わるポット栽培

試験

担当者：北川健一

協力分担：西条柿軟化対策検討会

ポット栽培している試験樹を用いて、収穫前に土壌水

分条件を変え、樹上軟化落果の発生や日持ち性への影響

を検討する。

① 昨年は収穫前の8月25日からかん水始めの設定をｐ

F2.2で管理し、9月19日には葉のしおれが観察されるま

で1次的にかん水を止め、次に湛水を行う処理を行った。

その結果、樹上軟化落果や早期落葉が観察された。また、

脱渋後の日持ちも悪かった(開封直後の軟化多かった)。

② 本年は収穫前の8月22日からかん水条件を3段階

(慣行区：かん水始めの設定ｐF2.0、乾燥区：かん水始め

の設定ｐF2.2、湿潤区：かん水始めの設定ｐF2.2)に変え

て管理した。

③ 本年の試験設定は昨年にほどの極端な設定でなかっ

ため、樹上軟化落果や早期落葉の発生は見られなかった。

④ しかし、慣行管理区に比べ乾燥区は脱渋後の日持ち

が短く、ヘタ部の黒変が多い傾向であった。

⑤ 以上の結果、樹の状況に違いが観察されない程度で

も収穫前の土壌水分状態が脱渋後の果実軟化に影響があ

ることがわかった。今回の試験の中では湿潤区より乾燥

区で果実の軟化が多い傾向であった。軽減対策として、

収穫前の土壌水分の安定が必要と考えられた。

〈本試験成績登載印刷物：なし〉

（３）‘西条’の画期的な日持ち向上技術の確立

ア 新剤型による処理方法の簡素化検討

担当者：北川健一

協力分担：鳥取県植物防疫協会

1-MCP 処理の簡素化が可能な新剤形（AF-２L）の実用

性を検討する。

① 果実を0.06mm ポリエチレン袋に入れ、10kg 箱に詰

めた後、ドライアイス200ｇ/10kgを入れ脱渋するのと同

時に 1-MCP 剤を入れ密封し、室温で静置した（1000ppb
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相当量）。1-MCP発生剤として、ローム・アンド・ハース

社のスマートストリップ(以下 AF-２L と表記)を使用し

た。

② AF-2L 処理を行った区は、７日程度の日持ち性を示

した。

③ 開封直後の果実品質は処理、無処理区とも差は見ら

れなかった。

④ 以上の結果、AF-２L 処理は慣行の脱渋方法に難しい

操作や施設を利用することなく、‘西条’の日持ち性向上

を図ることが出来る有望な新剤と考えられた。しかし、

平成19年度落葉果樹生育調節剤成績検討の結果、登録に

至らず、継続判定となった。

〈本試験成績登載印刷物：19〉

イ 新剤型による処理方法の実用化検討

（ア）有孔ポリエチレン袋の処理効果確認について

担当者：北川健一

協力分担：鳥取県植物防疫協会

軟化しやすい‘刀根早生’の軟化軽減対策で実用化し

ている「有孔ポリエチレン袋」の効果を1-MCP処理を用

いて検討する。

① ‘平核無’の未熟果をコンテナに入れ、無処理、有

孔ポリエチレン、シルバーマルチ(サニーワイド有孔タイ

プ)、ブルーシートで被覆し、保管中の温度、湿度を調査

した結果、有孔ポリエチレン袋の保湿効果が最も高かっ

た。 
② 保管中の保湿効果が最も高かった有孔ポリエチレン

袋を用いて、収穫から脱渋開始までの経過時間（24、30、
45時間後）をかえて有孔ポリエチレン袋の処理と無処理

の比較試験を行った。

③ 45時間まで範囲内では、より経過時間が短いほど日

持ち性は良く、有孔ポリエチレン袋の日持ち向上効果は

判然としなかった。

④ 同様の試験区に1-MCP処理を併用した場合も、経過

時間が短いほど日持ち性は良かった。

⑤ 有孔ポリエチレン袋と1-MCP処理を併用した場合で、

収穫の翌々日処理となる 45 時間区では有孔ポリエチレ

ン袋を利用した区の日持ちが良い傾向であった。

⑥ 脱渋後の果実品質は有孔ポリエチレン袋、1-MCP 処

理とも大差はなかった。

⑦ 以上の結果、有孔ポリエチレン袋の軟化軽減や日持

ち向上効果は1-MCP処理やより経過時間を短く管理する

区よりも少ないが、1-MCP 処理を併用して調査すると、

収穫から脱渋処理を行うまでの経過時間が長く、収穫の

翌々日（45時間）を超えるような場合には有孔ポリエチ

レン袋の日持ち向上効果がみられると考えられた。 

〈本試験成績登載印刷物：なし〉

（イ）有孔ポリエチレン袋の処理効果確認と脱渋開始

までの経過時間について

担当者：北川健一

協力分担：鳥取県植物防疫協会

収穫から脱渋までの管理方法や経過時間が脱渋後の日

持ちに及ぼす影響を調査し、現場で利用する場合の限界

時間を検討する。

① 収穫から脱渋開始までの経過時間（21～54時間まで

の範囲）をかえて、有孔ポリエチレン袋の有無と 1-MCP

処理の有無を組み合わせて脱渋後の日持ちを調査した。

② 収穫から脱渋開始までの経過時間がより短い処理区

の日持ち性が良かった。

③ 1-MCP処理を併用しない場合、経過時間が30時間ま

で範囲内では、有孔ポリエチレン袋の日持ち向上効果は

判然としなかった。しかし、45時間以上では有孔ポリエ

チレン袋の処理の有無にかかわらず日持ちが短くなる傾

向がみられた。

④ 1-MCP 処理と有孔ポリエチレン袋を併用した場合、

収穫の翌々日となる 45 時間経過した区でも収穫翌日～

当日(24～30時間後)処理並の日持ち性を示した。

⑤ 脱渋後の果実品質は有孔ポリ処理や1-MCP処理を有

無にかかわらず大差はなかった。

⑥ 以上の結果、脱渋後の軟化を軽減するためには可能

な限り収穫から脱渋前の経過時間を短くすることが基本

であることがわかった。本試験からは収穫の翌日に選

果・脱渋完了(30時間以内)する作業体系であれば有孔ポ

リ袋を利用しなくても軟化の軽減が可能と考えられた。

また、有孔ポリエチレン袋の軟化軽減効果は1-MCP処理

の効果より少ないが、収穫から脱渋までの経過時間が翌

日以降となる場合(45 時間以上) であれば日持ち向上効

果があると考えられた。

〈本試験成績登載印刷物：なし〉
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《 野菜・花き・特産関係 》

14．系適適応性検定試験

（１）イチゴ‘久留米59号’、‘久留米60号’の系統適

応性検定試験

担当者：小西実・前田英博

協力分担：九州沖縄農研センター

独立行政法人農業・食品産業技術総合研究機構九州沖

縄農業研究センター育成のイチゴ２系統について、本県

の促成栽培における地域適応性を検討する。

① ‘久留米59号’、‘久留米60号’を供試し、‘とよの

か’を標準品種、‘章姫’を参考品種とし、平成18年９

月14日定植した。

② 収穫開始は‘章姫’と‘久留米 60 号’が最も早く

11月２日で、‘とよのか’は18日遅れ、‘久留米59号’

は約１か月遅れであった。

③ 年内収量は‘章姫’が最も多く、次いで‘久留米60

号’が多かった。早期収量は‘章姫’、総収量は‘久留米

60号’が最も多収であった。

④ 糖度は‘久留米60号’が最も高かった。

⑤ アスコルビン酸含量は‘久留米60号’が高く、‘章

姫’、‘とよのか’の約1.4倍であった。

⑥ 以上の結果、‘久留米59号’は収穫開始が遅く収量

も少ないため本県における適応性は不適、‘久留米60号’

は年内、早期収量は‘章姫’に比べやや劣るものの総収

量は多く、果実品質も良いため再検討と判断した。

〈本試験成績登載印刷物：８〉

（２）スイカ‘安濃交１号’、‘同２号’、‘同４号’

の系統適応性検定試験

担当者：前田英博・竺原宏人

協力分担：なし

野菜茶業研究所野菜育種研究室で新しく育成された多

雌花性スイカ３系統について、本県での適応性を検討す

る。

① 供試系統は、‘安濃交１号’、‘同２号’、‘同４

号’で、対照品種は‘竜宝’、参考品種は‘祭りばやし

777’、‘姫甘泉５号’とした。は種は６月27日、接木

育苗し、定植は７月26日、抑制ハウス栽培で検討した。

なお、整枝は子づる５本仕立て３果穫り（‘祭りばやし

777’は４本仕立て２果穫り）の地這い栽培とした。

② 雌花着生は、何れの検定系統とも、着生数は多く、

１番花から３番花までの着生節位もやや低く、開花期も

やや早かった。しかし、‘安濃交１号’については、両

性花で下向きに開花しやすいため、受粉作業がやりにく

く、着果率も低く、劣った。

③ 収量は、‘祭ばやし777’が最も多く、検定系統は

何れも‘竜宝’と大差なく同程度であった。

④ ほ場裂果の発生は、‘安濃交２号’で多く、次いで

‘竜宝’、‘安濃交１号’の順で多かった。空洞果の発

生は、‘安濃交１号’、‘竜宝’で多発生し、次いで‘祭

ばやし777’、‘安濃交２号’も多かった。

⑤ 糖度は、‘安濃交４号’が最も高く、他の検定２系

統は何れも‘竜宝’と同程度で低く、食味も劣った。

⑥ 以上の結果、‘安濃交１号’、‘同２号’は見込み

なし、‘安濃交４号’は再検討と判定した。

〈本試験成績登載印刷物：８〉

（３）ネギ安濃１号・同２号の系統適応性検定試験（夏

まき冬どり栽培）

担当者：伊垢離孝明・白岩裕隆・福本明彦

協力分担：野菜茶業研究所 野菜育種研究チーム

野菜茶業研究所で育成されたネギ新系統‘安濃１号’、

‘同２号’について、夏まき冬どり栽培における地域適

性について検討する。

① 標準品種‘元蔵’、対照品種‘なべちゃん’とし、平

成19年６月27日に播種、８月27日に定植、平成20年

１月８日に収穫した。

② 定植後の生育は何れの品種も順調であった。10月15

日、11月１日に土寄せを行い、12月３日に最終土寄せを

行った。

③ ‘安濃１号’、‘同２号’の草姿は標準品種よりやや

立性であり、葉色、ろう質は同程度、葉折れ程度はやや

少なかった。系統間に大きな差は認められなかった。

④ 葉鞘中央部径は両系統とも標準品種と同等以上であ

ったが、最大葉身長と葉鞘長が短く、短葉性ネギの特徴

が認められた。短葉性ネギとしての規格内割合は、対照

品種が18.3％であるのに対し、‘安濃１号’55.0％、‘同

２号’57.5％と高かった。

⑤ 分げつ発生率は、両系統とも標準品種よりやや高く、

襟部のしまり、収穫物の揃いは標準品種よりやや劣った。

⑥ 以上の結果、‘安濃１号’、‘同２号’ともに標準品種

‘元蔵’、対照品種‘なべちゃん’に対して短葉性ネギと

して「優れる」と判定した。

〈本試験成績登載印刷物：８〉

15．病害虫発生予察調査事業

（１）主要野菜・花きの病害虫発生状況

担当者：竹内亮一・安田文俊

協力分担：病害虫防除所

スイカ、ネギ、イチゴ、ブロッコリー、ラッキョウ、

ナガイモ等11品目の野菜、花きについて病害虫の発生状
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況を調査し、発生情報を提供した。

〈本試験成績登載印刷物：24〉

（２）病害虫発生状況と防除対策の情報提供

担当者：竹内亮一・安田文俊

協力分担：病害虫防除所

スイカ、ネギ、イチゴ、ブロッコリー、ラッキョウ、

ナガイモ等の病害虫の発生状況と防除対策についての情

報を、病害虫防除所を通じて提供した。

① 発生予察情報を４月から翌年３月まで合計 12 回発

表した。

② 指導情報を、野菜類のネキリムシ類について、５月

29日に発表した。

③ 特殊報を、ニンニクのイモグサレセンチュウについ

て10月19日に、プリムラのインパチェンスネクロティ

ックスポットウイルス(INSV）について12月19日にそれ

ぞれ発表した。

〈本試験成績登載印刷物：24〉

（３）病害虫の診断依頼

担当者：竹内亮一・安田文俊

協力分担：病害虫防除所

本県特産野菜及び花きについて普及所、ＪＡ、生産者

から持ち込みのあった病害虫について診断を行い、防除

対策を指導する。

① スイカ、メロン、ネギ、ナガイモ、イチゴ、ラッキ

ョウ、トマト、ブロッコリー、キャベツなどの野菜類の

病害虫診断依頼が250件以上あった。

② そのほかに、ウイルス診断依頼が90件、花き類の病

害虫診断依頼が10件あった。

〈本試験成績登載印刷物：24〉

16．農薬安全対策事業

（１）マイナー作物の農薬登録促進

担当者：安田文俊

協力分担：なし

ラッキョウなどの本県特産野菜のマイナー作物におい

て、農薬登録拡大を行うため、薬剤を処理した作物を農

薬残留分析用に試料調整し、農業試験場で農薬残留分析

を行う。

① ラッキョウの乾腐病防除の候補剤であるストロビー

フロアブルについて、慣行収穫期に試料調整を行い、農

業試験場に送付した。

〈本試験成績登載印刷物：なし〉

17．有機物資源施用基準設定調査試験事業

平成19年度より「21．畑地への汚泥施用技術の確立」

に移行した。

18．土壌病害虫の効率的防除による園芸作物生産安定技

術の確立

（１）スイカ急性萎凋症の発生原因の解析と克服技術確

立

ア スイカ急性萎凋症関連菌の接種による症状再現

担当者：安田文俊・岡山裕志

協力分担：なし

スイカ急性萎凋症の根部から分離された土壌病原菌を

スイカ苗に接種し、急性萎凋症状の再現を試みる。

① ユウガオ台スイカつる割病菌接種区では、定植直後

から萎れがみられ、枯死する株も多かった。病徴は主に

下葉からの萎れ、下葉の黄化及び枯れ上がりなどが認め

られ、晴天日にはつる先近くまで青枯れ状の日中萎れが

観察された。根の褐変は比較的少ない傾向であったが、

台木の維管束褐変や導管内菌糸などが確認された。

② スイカホモプシス根腐病菌接種区では、はじめわず

かに下葉の黄化が認められ、交配30日目頃から下葉の萎

れが観察された。根は地上部に萎れがみられる以前から

褐変が進んでおり、疑似菌糸塊や疑似微小菌核などが高

頻度に観察された。

③ 黒点根腐病菌接種区では、収穫期まで明確な萎凋症

状は再現されず、根の褐変や子のう殻の形成も認められ

なかった。黒点根腐病は、過去の接種試験でほとんど病

原性が確認されていないことから、病徴発現には何らか

の助長要因が関与しているものと思われた。

④ 以上の結果、これまで急性萎凋症状が再現されてい

るユウガオ台スイカつる割病菌及びスイカホモプシス根

腐病菌では病原性が確認されたが、スイカ黒点根腐病菌

では、症状が再現されなかった。

〈本試験成績登載印刷物：なし〉

イ 現地で発生したスイカ急性萎凋症の原因調査

担当者名：安田文俊・岡山裕志

協力分担：ＪＡ鳥取中央、東伯普及所、倉吉普及所

現地圃場において発生した急性萎凋症株について病徴

観察及び菌の分離などを行い、病理学的に発生原因を調

査する。

① 本年度は全般的にスイカ急性萎凋症の発生が多い傾

向であり、北栄町大栄地区を中心にのべ50圃場の急性萎

凋症株を調査した。急性萎凋症は５月中旬頃（交配 20

日後頃）から発生が認められ、５～６月が高温乾燥傾向

で推移したため、ハウス栽培を中心に６月中旬頃まで萎

凋症状が多く認められた。

② 根部は、主根が部分的に褐変した症状が多く認めら

れ、全体的に褐変したものは少なかった。また、ネコブ

センチュウの被害根は一部で認められた。外観上根が健

全で生理的原因のみで萎れたと考えられる株はほとんど
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認められなかった。

③ 根の褐変部位及び導管褐変部位から菌を分離した結

果、フザリウム属菌、黒点根腐病菌、ホモプシス根腐病

菌、リゾクトニア属菌などが分離されたが、同一圃場か

ら複数の病原菌が分離されることが多く、これらの土壌

病原菌が複合的に影響を及ぼしていると考えられた。

④ 以上の結果から、スイカ急性萎凋には複数の土壌病

原菌が関与しているものと考えられ、急性萎凋症発生圃

場では各圃場ごとに優占的な病原菌を診断する必要があ

ると考えられた。

〈本試験成績登載印刷物：なし〉

ウ ハウス栽培におけるクロピクフロー畦内処理に

よる防除効果

担当者：安田文俊・岡山裕志

協力分担：なし

クロピクフロー畦内土壌消毒法について防除効果の確

認及び薬害発生の危険性などについて検討する。

① クロールピクリン区は薬剤処理 28 日後まで比較的

高い濃度でガスが残存していたのに対し、クロピクフロ

ー区では薬剤処理 14 日後でもほとんど検出されなかっ

た。

② 土壌消毒終了後にスイカを栽培した結果、全処理区

で収穫終了まで萎凋症状は認められず、クロピクフロー

畦内処理による効果は判然としなかったが、他の処理区

に比べて根の褐変や黒点根腐病菌の子のう殻形成程度

が少ない傾向を示した。

③ 以上のことから、本処理方法は、スイカ急性萎凋症

対策として有望な土壌消毒技術であると考えられた。ま

た、全処理区で薬害の発生等は見られなかったことから、

土壌中のガス残量に注意を要するが、クロピクフロー畦

内処理はハウス栽培で導入可能な技術と考えられた。

〈本試験成績登載印刷物：なし〉

エ 露地トンネル栽培におけるクロルピクリン剤畦

内処理による防除効果

担当者：安田文俊・岡山裕志

協力分担：ヤンマー農機㈱

露地トンネル栽培で導入可能な幅広平高整形ロータリ

によるクロールピクリン畦内処理について、防除効果の

確認及び薬害発生の危険性などについて検討する。

① 幅広平高整形ロータリによるクロールピクリン処理

区では、処理18日後に薬剤の有効成分が100ppm以上の

高濃度で検出されたため、４月３日にトンネル被覆を行

い、地温の上昇を促進して有効成分ガスの拡散を図った

が、一部で薬害が発生し、定植直後に葉の黄化が認めら

れ、症状の激しいものはやがて枯死した。

② スイカの萎れの発生は、無処理区でわずかに認めら

れたのみであったため、各土壌消毒処理による防除効果

は判然としなかった。しかし、クロールピクリン及びク

ロピクフローの畦内処理区では、根の発根量が多い傾向

が認められたため、急性萎凋症対策に有効な手段である

可能性が示唆された。

③ 以上の結果、幅広平高整形ロータリは大型の装置で

あるため、ハウス内の使用は困難で露地栽培のみに利用

可能であると考えられた。また、操作がやや煩雑で処理

時期によっては薬害の発生の危険性もあるため、実用化

に当たってはさらに詳細に処理条件等の検討を行う必要

があると考えられた。

〈本試験成績登載印刷物：なし〉

（２）耐病性台木及び耐病性品種によるメロンえそ斑点

病の発病抑制効果

担当者：安田文俊・岡山裕志

協力分担：なし

臭化メチル代替技術として、メロンえそ斑点病に対す

る耐病性台木及び耐病性品種の防除効果を検討する。

① メロンえそ斑点病発生ほ場の汚染土を混和して、耐

病性台木及び耐病性品種の発病抑制効果を調査した。試

験圃場ではメロン黒点根腐病の発生が多く、交配35日頃

から萎凋する株が増加したため、萎凋枯死した株は除外

して、えそ斑点病の発病調査を行った。

② 各種苗メーカーから市販されているメロンえそ斑点

病耐病性のアールス系品種では、本病の発生は少なかっ

た。また、果実品質については、‘夏のソナタ’を含む

UA系統の品質が高い傾向であった。KMV系統は果実品質

のばらつきが大きく、黒点根腐病による萎凋枯死が多い

傾向であった。

③ 各種苗メーカーから市販されているメロンえそ斑点

病耐病性台木は、いずれも本病の発生が少なく、高い発

病抑制効果を示した。また、果実品質も自根品種及び慣

行のメロン台木に劣らなかった。

④ 以上の結果から、臭化メチル代替技術として、メロ

ンえそ斑点病耐病性台木は、実用性の高い技術であると

考えられた。

〈本試験成績登載印刷物：なし〉

（３）ホウレンソウ萎凋病の防除に関する試験

ア ホウレンソウ萎凋病に対する主要品種の耐病性

検定

担当者：安田文俊・岡山裕志

協力分担：なし

ホウレンソウ萎凋病に対する耐病性程度には品種間差

異が認められるため、本病の発病が問題となる高温期の
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作型に導入可能な品種の耐病性検定を行い、品種選抜の

ための参考資料とする。

① 本病発生が問題となる作型に適していると考えられ

るホウレンソウの24品種を供試して、本病に対する耐病

性程度を接種試験によって評価した。耐病性程度の目安

として、岩手県農業研究センターが設定した‘ソロモン’

（やや強）、‘アクティブ’（中）、‘おかめ’（やや弱）を

比較基準品種とした。

② 今回の試験では、‘アクティブ’及び‘春夏の輝き’

等の耐病性程度が高く、夏季作型の有望品種の候補と考

えられた。なお、‘アクティブ’は耐病性程度の基準は‘中’

とされており、耐病性程度の基準が‘やや強’とされる

‘ソロモン’と結果が逆転した。

③ 以上の結果から、耐病性程度‘やや強’～‘中’と

評価された各品種の耐病性の差はほとんどなく、接種菌

株の違いなどによって試験の結果は変動するとされてい

るため、有望と考えられる品種については、数品種から

ほ場選抜する必要があると考えられた。

〈本試験成績登載印刷物：なし〉

イ カラシナを利用したバイオフューミゲーション

によるホウレンソウ萎凋病の防除

担当者：安田文俊・岡山裕志

協力分担：近中四農研センター

本試験では、ホウレンソウ萎凋病に対するカラシナ鋤

込み処理によるバイオフューミゲーション（生物くん蒸）

の実用性について検討する。

① 地中の酸化還元電位を測定した結果、カラシナ鋤込

み湛水処理区と土壌還元消毒区では、地中20cmまで還元

状態を保ったが、カラシナ鋤込み処理（湛水処理なし）

では地中10cmまでが還元状態となった。

② 播種14日目頃から萎凋症状が散見され、主根表面や

導管に黒褐変が認められた。播種17日目では萎凋病の発

病が認められたのは、土壌還元消毒区と無処理区のみで

あったが、播種28日後では、いずれの処理区でも萎凋病

の発病が認められた。カラシナ鋤込み湛水処理区では高

い防除効果が認められ、バスアミド湛水処理とほぼ同等

の防除効果であった。土壌還元消毒区ではハウスサイド

部分で発病が認められ、防除効果はやや劣る結果であっ

た。

③ 以上の結果から、カラシナ鋤込み湛水処理は、実用

性の高い土壌消毒技術になりうると考えられた。

〈本試験成績登載印刷物：なし〉

（４）転炉スラグ資材処理によるブロッコリー根こぶ病

の発病抑制効果

担当者：安田文俊、岡山裕志

協力分担：東京農業大学、㈱ＪＦＥミネラル

転炉スラグ資材施用による土壌 pH を矯正のブロッコ

リー根こぶ病の発病抑制効果について検討し、実用性に

ついて評価する。

① 10t/10a 処理区では４作（２年）目となる秋冬作が

終了した時点で、pH(H2O)が7.6を維持しており、ほとん

ど本病の発病が認められなかった。また、５ｔ/10a処理

区では２作（１年）目となる秋冬作が終了した時点で、

pH(H2O)が7.3であり、部分的に根こぶの着生が認められ

たものの、収量や花蕾の品質には問題なかった。さらに、

2.5t/10a及び１ｔ/10a処理区では２作（１年）目となる

秋冬作が終了した時点で、pH(H2O)が7.0及び6.9であり、

5-10t/10a 処理区に比べて発病度がやや高くなり、秋冬

作では収量が減少した。

② 以上の結果、転炉スラグ10t/10a処理によるブロッ

コリー根こぶ病の発病抑制効果は高いものと考えられた

が、５ｔ/10a処理は、処理前の土壌pH(H2O)によっては、

土壌pH矯正が不十分であり、本病に対する発病抑制効果

が低くなる場合があると考えられた。また、５ｔ/10a未

満の処理量では本病に対する発病抑制効果がほとんど認

められないため、実用性は低いと考えられた。

〈本試験成績登載印刷物：なし〉

（５）本県で新発生したラッキョウ赤枯病の病原菌の同

定

担当者：安田文俊・岡山裕志

協力分担：生物研ジーンバンク、JA鳥取中央、東伯普

及所

ラッキョウの葉鞘基部が赤紫色に変色する症状につい

て、ラッキョウ赤枯病との関連を明らかにするため、罹

病部位から菌を分離し、分離菌の同定及び病原性の確認

を行う。

① 典型的な症状を示すラッキョウの葉鞘部から菌を分

離した結果、同一性状の糸状菌が高率に分離された。単

胞子分離されたFa07001株の形態的特徴から、本菌株を

Fusarium avenaceum (Fr.) Sacc. と同定した。

② 分離菌株２菌株（Fa07001 株及びFa07010 株）の胞

子懸濁液をポット植えの健全なラッキョウに灌注して接

種した結果、接種20日後頃から地上部の葉鞘基部の赤紫

色の変色が部分的に観察された。その後症状は徐々に進

展し、接種40日後頃には赤紫色に変色した葉鞘先端部の

黄化が観察された。その後症状は株全体に広がり、黄化

した葉鞘は褐変して枯死した。しかし、新葉の展葉は認

められており、通常の収穫期までに株全体が枯死するこ

とはなかった。以上の病徴は、現地発生圃場での病徴に

きわめて類似し、F. avenaceumによるラッキョウ赤枯病
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の病徴と一致した。なお、接種によって病徴が再現され

たラッキョウ株の葉鞘基部からは、接種菌が分離可能で

あった。

③ 以上の結果から、県内の現地ラッキョウほ場で発生

が確認された赤茎症状はラッキョウ赤枯病によるもので

あることが明らかとなった。

〈本試験成績登載印刷物：７、10

（６）ウリ科（メロン、スイカ）におけるセンチュウ類

の防除

ア 施設栽培における土壌消毒時期の検討

担当者：竹内亮一・岡山裕志

協力分担： なし

ネコブセンチュウ類に対し、低温期における土壌消毒

剤の効果について検討する。

① 平成18年12月１日（12月処理区）及び平成19年

２月１日（２月処理区）に、クロールピクリン処理し、

ポリフィルムで被覆した。その後２月23日に被覆を除去

し、３月23日にメロン（‘ペルル’自根）を定植した。

② 各区とも土中センチュウ類密度は低く推移した。

③ 各処理区において収穫時のネコブ指数は、無処理と

比較して低い値となった。しかし12月処理と２月処理で

の効果の差については判然としなかった。

④ 無処理を含めて、各区とも生育不良、欠株等はみら

れなかった。

⑤ 以上の結果から、わずかながら低温期の土壌消毒に

よるネコブセンチュウ類被害低減はみられるものの、時

期の違いによる密度抑制効果の差は判然としなかった。

〈本試験成績登載印刷物：なし〉

（７）萎凋病耐病性品種の検索（ホウレンソウ）

担当者：森田香利・竺原宏人

協力分担：なし

夏期高温時の栽培で萎凋病に強く、収量品質の良い品

種を検索する。

① ７品種を供試し、６月29日と８月９日のは種で比較

検討した。

② ６月は種の発芽率は、‘スーパースター’が 75.7％

で最も高く、ついで‘ニュー進太郎’が71.7％で高かっ

た。

③ ６月は種の収穫率は、乾燥欠株によりどの品種も

15％以下と低かった。抽台は、‘ヴィジョン’のみ発生し、

収穫株の57.6％と高い抽台率であった。

④ ８月は種では、‘マジェスタ’、‘ヴィジョン’、‘スク

ープ’の収穫が早かった。換算収量は、‘シズラー’、‘マ

ジェスタ’、‘スクープ’、‘春夏の輝’が多かった。

⑤ 以上の結果、‘シズラー’、‘春夏の輝’が対照品種の

‘マジェスタ’、‘スクープ’と同等の収量があった。し

かし、‘シズラー’は生育が対照品種より遅く、‘春夏の

輝’は収穫調整時に葉折れしやすいなどの問題があり、

再検討が必要であると考えられた。

〈本試験成績登載印刷物：なし〉

19．果樹・野菜・花きの新農薬の実用化促進

（１）中山間地域初夏穫りキャベツほ場におけるコナガ

の発生消長調査

担当者：竹内亮一・木村順二・岡山裕志

協力分担：日野普及所

本県西部中山間地域の初夏穫キャベツ栽培ほ場におけ

るコナガの発生消長を調査し、防除体系を構築する際の

資料とする。

① 現地ほ場（３地点）において、各ほ場１ヶ所、予察

用フェロモントラップ及び住化式粘着トラップ（共に住

友化学社製）を地上から50cm以内に設置し、５月16日

～８月２日に誘殺されるコナガ成虫数を調査した。

② ５月中旬～６月上旬、６月下旬～７月上旬に多誘殺

期が認められたが、誘殺数は５月中旬～６月上旬が多い

傾向であった。

③ 以上の結果、コナガの発生は、５月中旬～６月上旬

に多い傾向であり、その後の誘殺数は減少するものの７

月下旬頃まで誘殺される傾向であった。このため、定植

時及び生育初期の防除が重要であると考えられた。

〈本試験成績登載印刷物：なし〉

（２）初夏穫りキャベツにおける定植時処理農薬の防除

効果試験

担当者：竹内亮一・岡山裕志

協力分担：日野普及所

コナガを対象に定植時における粒剤の効果試験を行い、

防除体系を構築する際の資料とする。

① ５月８日、キャベツ‘彩里’を定植時、各種粒剤を

処理し、コナガを主体に防除効果を調査した。

② 調査期間中におけるコナガの発生は少発生であった。

③ ダントツ粒剤、モスピラン粒剤、アクタラ粒剤５、

アルバリン粒剤等のネオニコチノイド系薬剤は処理 27

日後においても高い防除効果を示した。

④ キャベツの葉裏にはアザミウマ類（種未確認）の寄

生及びそれらによる被害がみられた。しかし、ネオニコ

チノイド系薬剤はアザミウマ類についても高い防除効果

を示した。なお、これらの処理区及びオルトラン粒剤区

については、他の薬剤処理区（オンコル粒剤５、ダイシ

ストン粒剤及びエチメトン粒剤）及び無処理に比べて生

育が良好であった。

⑤ 他の害虫として、アオムシ、アブラムシ類、ナトビ
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ハムシ等が確認されたが、全区においても極少発生であ

ったため、薬剤による防除効果の比較はできなかった。

⑥ 以上の結果、試験に用いたネオニコチノイド系粒剤

は定植時処理に有効であると考えられた。特にアクタラ

粒剤５及びアルバリン粒剤については、特に高い防除効

果を示す傾向であった。

〈本試験成績登載印刷物：なし〉

（３）白ネギに寄生するネギアザミウマの薬剤感受性試

験

担当者：竹内亮一・岡山裕志

協力分担：米子普及所

弓浜地区を中心とした白ネギ栽培で問題となるネギア

ザミウマについて薬剤感受性試験を行い、今後の防除の

資料とする。

① 虫体採取は５月24日及び８月21日におこなった。

また。薬剤感受性試験は虫体浸漬法にておこなった。

② ５月24日採取の試験における規定倍率での24時間

後の死亡率は、アクタラ顆粒水和剤、ハチハチ乳剤、及

びオンコル乳剤は、100％となったのに対し、アグロスリ

ン乳剤は死亡率14.3％と低い値を示した。しかし48時

間後には全処理区（無処理を除く）で死亡率が 100％と

なった。

③ 24時間後の死亡率は供試薬剤を比較すると、アグロ

スリン乳剤及びジメトエート乳剤が他剤より低い傾向で、

現地で採取した個体群についても同様であった。

④ ８月21日採取の試験の結果は、弓浜分場個体群及び

現地採取個体群とも５月 24 日採取の結果とほぼ同様の

傾向を示した。

⑤ 以上の結果より、アグロスリン乳剤及びジメトエー

ト乳剤の薬剤感受性が低い傾向が認められたが、採取時

期による感受性比較では明確な違いは認められなかった。

この結果は室内試験であることから、実際の栽培条件下

での薬剤効果試験と比較する必要がある。また、同一ほ

場に発生する異なる系統間での感受性比較を実施し、さ

らに詳細を検討する必要があると考えられた。

〈本試験成績登載印刷物：なし〉

（４）ミニトマト生産ほ場におけるコナジラミ類の発生

調査

担当者：竹内亮一・岡山裕志

協力分担：病害虫防除所

中部地区のミニトマト生産地区におけるコナジラミ類

（Biotype-Q）の発生状況及び種の判別を行い、今後の防

除の資料とする。

① 中部13か所（大栄地区４カ所、北条地区４カ所、赤

碕地区５カ所）を調査した。

② コナジラミ類の発生は、全ほ場で確認された。

③ 北条地区の２ほ場でBiotype-Qが確認された。しか

し、昨年までBiotype-Qの発生が認められた大栄地区の

ほ場では確認されなかった。

④ Biotype-Q発生ほ場について、Biotype-Qの発生頻度

を調査した結果、Biotype-B（旧名シルバーリーフコナジ

ラミ）と混在しているが、その頻度は低かった。

⑤ 以上の結果より、新たに北条地区でBiotype-Qの発

生が確認され、発生地域が拡大している可能性が示唆さ

れた。しかしその発生頻度は非常に低かった。

〈本試験成績登載印刷物：なし〉

（５）野菜・花き病害虫に対する新農薬の実用化試験

担当者：安田文俊・竹内亮一・白岩裕隆・伊垢離孝明

協力分担：なし

スイカ、ネギ、ラッキョウ、ブロッコリー、ナガイモ

などの本県特産野菜の病害虫に対して新規開発薬剤を処

理し、防除効果、薬害などを調査して実用性を判断した。

また、農薬残留分析用に新規開発薬剤を処理した作物を

分析機関に送付した。

〈本試験成績登載印刷物：15、16〉

（６）野菜関係除草剤試験

担当者：小西実・竺原宏人

協力分担：なし

新しく開発された除草剤（SYJ-171 液剤）について、

スイカに対する実用性を検討する。

① スイカ定植時に散布し、作物への薬害の有無につい

て調査した。処理区は薬液量 1000・2000ml/10ａ、水量

100Ｌの２処理区、無処理区を設けた。

② いずれの処理区もスイカに対する薬害、収量への影

響は認められなかった。

③ 以上の結果、供試したSYJ-171液剤は、定植時に倍

量処理（2000ml/10ａ）を行っても、スイカの生育、収量

に対する影響は無いと考えられた。

〈本試験成績登載印刷物：21〉

（７）平成 18 年度秋冬作野菜・花き関係生育調整剤試

験

ア ダミノジット水溶剤（ダミノジット80％）

担当者：平尾香那子・岸本真幸

協力分担：なし

シャクナゲにおけるダミノジット水溶剤の矮化および

花芽着生数増加効果を確認する。

① 供試品種は‘ドック’。接木２年苗を使用し、新梢伸

長完了期以降１か月間隔で計３回（平成18年６月13日、

７月15日、８月15日）ダミノジット水溶剤の茎葉処理

を行った。
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② 試験区はダミノジット水溶剤の75倍希釈区、100倍

希釈区、無処理の３区で、調査は第１花満開時に行った。

③ 平均開花日はダミノジット処理区が無処理区にくら

べて遅れた。

④ 無処理区では二次徒長がみられたが、ダミノジット

処理区ではみられなかった。

⑤ 着蕾枝率、着蕾株率はダミノジット処理により低下

し、生育を停止した株もみられた。

⑥ 以上の結果、ダミノジット処理により二次徒長は抑

制されたが、花芽着生数は低下した。メーカー指定処理

時期の「新葉展開完了期」の範囲をもっと明確にし、再

検討する必要がある。

〈本試験成績登載印刷物：20〉

（８）平成 19 年度春夏作野菜・花き関係試験除草剤試

験

ア 花き関係除草剤試験

担当者：平尾香那子・岸本真幸

協力分担：なし

新しく開発された除草剤について、花木類に対する実

用性を検討する。

① 供試したANK-553は抑草効果が高く、ツツジに対す

る薬害症状はみられなかったことから、4～6kg／10a で

実用可能と判断した。

② 供試したGG-152は除草効果が高く、花木（ツツジ）

に対する薬害症状もみられなかったことから、10～20

kg/10aで実用可能と判断した。但し、長期間の抑草効果

を期待するならば15～20kg/10aが適すると考えられた。

③ 供試したGL-40は除草効果が高く、花木（ツツジ）

に対する薬害症状もみられなかったことから、20～

40L/10aで実用可能と判断した。

④ 供試したMRS-199は除草効果が高く、花木（レンギ

ョウ）に対して薬害もみられなかったことから、20～

40L/10aで実用可能と判断した。

〈本試験成績登載印刷物：21〉

（９）平成19年度春夏作芝関係試験除草剤試験

ア Ｂ-3015 乳剤 （ベンチオカーブ 90％）

担当者：平尾香那子・岸本真幸

協力分担：なし

コウライシバにおける除草剤（Ｂ-3015）の一年生イネ

科雑草に対する抑草効果確認を行う。

① 供試したＢ-3015 は抑草効果が高く、コウライシバ

に対する薬害症状もみられなかったことから、Ｂ-3015

は、一年生イネ科雑草に対して実用性が高いと考えられ

た。

〈本試験成績登載印刷物：23〉

20．ブロッコリー原種審査会(H19)

担当者：竺原宏人・森田香利

協力分担：なし

種苗会社から提出された系統20点を審査し、アントシ

アン発生が少なく品質良好なものを選定する。

① は種は８月３日、セル成型育苗した。定植期に集中

的な降雨があり、やむなく仮植を８月30日（径９cmポ

ット）に行った。定植は９月６日。

② 定植後の生育は順調であったが、10月初旬頃より一

部系統で黒斑細菌病等の発生が認められた。

③ 立毛と収穫物の審査は 11 月 29 日に行われ、

‘NX-BB331’（渡辺農事㈱）が草姿立性で花蕾形状良く茎

も太くて、黒腐病の発生が少ないことから１等特を受賞

した。

④ 収穫適期が早く入賞はできなかったが、‘BL-410’（㈱

ブロリード）、‘SK3-084’（㈱サカタのタネ）はアントシ

アン発生が無く品質良好であった。‘YBR-4’（雪印種苗㈱）

は花蕾の凹凸がやや目立つものの、アントシアン発生の

ない晩生の品種とみられた。

⑤ 以上の結果、８月初旬は種11月下旬収穫の作型では

‘NX-BB331’が品質良好である。また、‘BL-410’、

‘SK3-084’も有望とみられ、‘YBR-4’は２～３月収穫な

どの遅い作型であれば品質改善できる可能性がある。

〈本試験成績登載印刷物：なし〉

21．畑地への汚泥施用技術の確立

（１）スイカ・ブロッコリーの生育と土壌化学性及び作

物体無機成分

担当者：小西実・竺原宏人

協力分担：東部広域行政管理組合、中部クリーンセン

ター

県内の集落排水施設で大量に排出されている汚泥を有

機質資源として有効に活用することが求められている。

このため、野菜畑における汚泥の利用技術を確立すると

ともに、栽培ほ場の土壌化学性及び作物が吸収する無機

成分の年次的推移について調査し、汚泥を利用した野菜

栽培法策定のための基礎資料とする。

① 試験区（本年でコンポスト８年、焼却灰９年の連用

となる）は無窒素区、慣行区（スイカ Ｎ＝12kg/10a、

ブロッコリー Ｎ＝20kg/10a）、コンポスト標準区（スイ

カ コンポスト1050kg/10a、ブロッコリー コンポスト

1800kg/10a、化学窒素肥料無し）、コンポスト倍量区（コ

ンポスト標準区の２倍）、焼却灰標準区（焼却灰

100kg/10a、化学窒素肥料は慣行と同じ）、焼却灰倍量区

（焼却灰 200kg/10a、化学窒素肥料は慣行と同じ）の６

区を設けた。スイカは台木が‘かちどき２号’、穂木が‘筑
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波の香’で４月19日に定植した。ブロッコリーは‘ピク

セル’を用いて９月６日に定植した。

② 水銀、ヒ素、カドミウムの濃度はスイカ作付後の土

壌中、スイカ作物体中ともに汚泥施用による影響は認め

られなかった。ブロッコリーについては現在分析中であ

る。

③ 全銅、全亜鉛濃度は汚泥を施用した区で土壌中の濃

度の上昇が認められた。

④ 以上の結果、本試験で調査した汚泥を原料とした資

材については、土壌中の全銅、全亜鉛の濃度は上昇した

ものの、生産物中の金属濃度に影響はなく、また有害な

水銀、ヒ素、カドミウム等の重金属類については影響が

なかったことから、８～９年間の連用であれば問題はな

いと考えられた。

〈本試験成績登載印刷物：なし〉

22．市場競争力のある鳥取オンリーワン園芸品種の育成

（１)スイカ新品種の育成と実用化

ア 耐病性優良台木の育成と実用化

（ア）選抜系統の再選抜による耐病性形質の固定

担当者：前田英博・竺原宏人

協力分担：なし

世界スイカ遺伝資源銀行に保管されているスイカ遺伝

資源を活用して、鳥取県独自の耐病性優良台木を育成す

る。ここでは、つる割病耐病性形質の固定を図る。

① 二～十次選抜系統74系統と対照として‘縞王マック

スＫ’、‘強剛’、‘ケルン’、‘かちどき２号’を供

試した。１品種・系統当たり20粒は種し、発芽した個体

のつる割病耐病性幼苗検定を行った。菌株には9905-1と

2001-D3の２菌株を用い、混合接種とした。幼苗検定は

駒田らのキュウリつる割病耐病性検定法を一部改変した

方法に準じて行った。

② 発芽して検定できた検定系統個体は、68系統 935個

体であった。

③ 検定系統68系統の内、‘ケルン’等と比較して発病

度が低く、つる割病耐病性と判定された35系統を選抜し

た。

④ 選抜の回数が増えるにつれて、耐病性と認められる

系統の割合は高まっていったが、九次選抜以降の系統で

はその効果は認められなかった。

⑤ 耐病性と認められた系統の健全個体は、隔離ハウス

に定植し、自殖種子の採種を行った。

⑥ 以上の結果、つる割病耐病性幼苗検定により、検定

系統68系統の内、‘ケルン’等と比較して発病度が低く、

つる割病耐病性と判定された35系統を選抜し、この選抜

系統の健全株より自殖種子を採種した。

〈本試験成績登載印刷物：なし〉

（イ）選抜系統の接木特性検定

ａ 育苗期の生育特性

担当者：前田英博・竺原宏人

協力分担：なし

つる割病耐病性検定で安定して耐病性を示す系統を実

際に接木育苗し、育苗時の生育により接木親和性につい

て検討する。

① 前年度までに選抜した12系統と市販８品種を台木

として供試し、‘筑波の香’を穂木として、３月14日に

断根挿し接ぎ法で接木を行い育苗した。

② 接木活着率は、何れの品種・系統とも95％以上と高

く安定していた。

③ 台木径については、ユウガオ台は 7.5mm以上と太い

のに対し、カボチャ台、共台及び選抜系統は大半が 6.0

mm以下と細く、しかも穂木径より細い系統が多く、育苗

中に倒伏しやすかった。

④ 草丈や葉の大きさについては、‘かちどき２号’と

比較して、選抜系統は同等以上に大きい系統が多かった。

⑤ 以上の結果、検定系統の活着率は高く安定し、草丈

や葉の大きさは大きく、何れの系統とも接木親和性に問

題はないと思われた。

〈本試験成績登載印刷物：なし〉

ｂ 本畑での実用性検定

担当者：前田英博・竺原宏人

協力分担：なし

つる割病耐病性検定で安定して耐病性を示す系統を接

木し、本畑で栽培して台木としての実用性を検討すると

ともに、市販品種の中から萎凋しにくい有望な台木の検

索も行う。

① 前年度までに選抜した12系統と市販８品種を台木、

‘筑波の香’を穂木として、３月14日に断根挿し接ぎ法

で接木し育苗した。作型は前進中型トンネルで４月12

日に定植し、子づる２本仕立て１果穫りで検討した。

② 定植後の活着はどの系統・品種とも良好であった。

着果後の草勢は、‘パワーサンタ’、‘No.８’、‘台力’

が旺盛で、選抜系統の中では、ほぼ同等に旺盛な系統が

３系統認められた。

③ 枯死株率及び萎凋程度は、‘No.８’、‘パワーサン

タ’、‘健康’と 選抜系統２系統が低く優れた。

④ 導管褐変程度は、‘パワーサンタ’、‘健康’と選

抜系統１系統が低く優れた。

根部褐変程度は、‘No.８’、‘パワーサンタ’、‘健

康’と選抜系統１系統が低く優れた。一方、‘かちどき

２号’、‘DCR’等はやや高かった。
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⑤ 一果重は‘台力’、‘パワーサンタ’、‘No.８’が

大きかった。それに対し、共台（選抜系統含む）はやや

小玉傾向であった。

⑥ 糖度は、選抜系統５系統は高く優れた。

⑦ 以上の結果、選抜系統は、ユウガオ台よりも果実肥

大がやや劣るが、糖度が高く優れ、土壌病害の発生の少

ない４系統を有望と認めた。市販品種の中では、萎凋の

発生が少なく、草勢が旺盛で、果実肥大に優れるユウガ

オ台の‘パワーサンタ’、‘台力’が有望であった。

〈本試験成績登載印刷物：なし〉

（ウ）選抜系統の実用性検定試験

担当者：前田英博・竺原宏人

協力分担：なし

つる割病耐病性優良系統の台木特性を明らかにし、実

用品種としての適性を評価する。

① 前年度までに選抜してきた４系統と４品種を台木、

‘祭ばやし 777’を穂木として、２月26日に断根挿し接

ぎ法で接木し育苗した。作型は前進中型トンネルで３月

23日に定植し、子づる４本仕立て２果穫りで検討した。

② 育苗期の生育については、選抜系統などの共台は‘か

ちどき２号’よりも茎が細く、接木作業は難しかったが，

その後の生育は旺盛であった。

③ 初期生育については、‘101121’は摘芯後の子づる

の伸長は‘かちどき２号’より旺盛で、逆に‘HD-KDY’、

‘健康’、‘強剛’は生育が緩慢であった。

④ 萎凋発生は、‘強剛’、‘HD-KDY’、‘101057’で

発生がやや多かった。

導管褐変は、‘強剛’、‘かちどき２号’、‘101057’

で極少発生認められた。

根部褐変は、‘かちどき２号’が褐変指数が最も高く、

共台品種や選抜系統は低く優れた。

⑤ 一果重は、‘健康’が最も大きく優れ、他の品種・

選抜系統は‘かちどき２号’と大差なく同程度であった。

⑥ 糖度は、何れの品種・選抜系統とも‘かちどき２号’

に比べ、高めで良好であった。

⑦ 以上の結果、何れの選抜系統も‘かちどき２号’に

比べ、果実品質は同等以上、果実肥大も同等と良好で、

初期生育が最も旺盛な‘101121’を有望と判定した。

〈本試験成績登載印刷物：なし〉

（エ）選抜系統の現地実用性検定試験

ａ 砂丘畑ハウス栽培（大栄地区）

担当者：前田英博・竺原宏人

協力分担：ＪＡ鳥取中央

つる割病耐病性優良系統の現地砂丘畑ハウス栽培での

実用性を評価する。

① 前年度までに選抜してきた１系統‘どんなもん台’

と現地栽培品種‘かちどき２号’を台木、‘縞王マック

スＫ’を穂木として、１月25日に接木し育苗した。実施

場所は北栄町西園の砂丘畑で、農家１は３月７日定植、

農家２は３月５日定植のハウス栽培、４本整枝２果どり

で検討した。

② 草勢は、‘どんなもん台’の方が、茎が太く、旺盛

で、生育速度は同程度であった。特に、農家２では、‘ど

んなもん台’は、つる先側の側枝の発生が多く、収穫期

でも草勢の低下は全くみられず、草勢の違いは明らかで

あった。

③ 萎凋の発生については、何れの農家においても、両

台木区とも発生は認められなかったが、葉の枯れ上がり

や葉色に差が認められた。‘どんなもん台’の方が葉縁

の褐変症状の発生が少なく、葉色も濃く、収穫期の生育

が優れた。

④ 一果重は、農家１では‘どんなもん台’、農家２で

は‘かちどき２号’の方が大きく、傾向が異なった。

⑤ 果実品質の糖度についても、農家１では‘どんなも

ん台’、農家２では‘かちどき２号’の方が高く、傾向

が異なった。

⑥ 農家間の栽培管理で大きく異なる点は、交配開始時

期とかん水方法であった。

⑦ 以上の結果、砂丘畑ハウス栽培において、選抜系統

‘どんなもん台’は、草勢がユウガオ台の‘かちどき２

号’よりも旺盛で、葉色濃く、つる持ちが良く、良好で

あった。しかし、果実肥大や果実品質については栽培管

理によって傾向が全く異なり、選抜系統に適した栽培管

理法を確立する必要があると考えられた。

〈本試験成績登載印刷物：なし〉

ｂ 砂丘畑トンネル栽培（大栄地区）

担当者：前田英博・竺原宏人

協力分担：ＪＡ鳥取中央

つる割病耐病性優良系統の現地砂丘畑トンネル栽培で

の実用性を評価する。

① 前年度までに選抜してきた２系統‘どんなもん台’、

‘101057’と現地栽培品種‘かちどき２号’を台木、‘筑

波の香’を穂木として、２月26日に接木し育苗した。実

施場所は北栄町由良宿の砂丘畑で、３月30日定植の前進

中型トンネル栽培、４本整枝２果どりで検討した。

② 草勢については、選抜系統２系統の方が、茎が太く、

旺盛で、生育速度は同程度であった。

③ 萎凋の発生については、‘かちどき２号’で少発生、

選抜系統は２系統とも発生が認められなかった。

④ 葉の枯れ上がりや葉色については、選抜系統の方が
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‘かちどき２号’に比べ、下葉の枯れ上がりの発生が少

なく、葉色も濃く、収穫期のつるの生育が優れ、系統で

は‘101057’の方が優れた。

⑤ 根部褐変については、‘かちどき２号’、‘どんな

もん台’の順で発生が多かった。

⑥ 糸状菌の検出については、萎凋症状の見られた株の

根部から黒点根腐病菌が検出された。

⑦ 一果重は、選抜系統の方が‘かちどき２号’に比べ

大きく、系統では‘101057’の方が大きかった。

⑧ 果実品質は、選抜系統の方が‘かちどき２号’より

も糖度がやや高く、果皮厚も薄く良好であったが、‘ど

んなもん台’は空洞果の発生が多かった。

⑨ 以上の結果、砂丘畑トンネル栽培において、選抜系

統は、草勢がユウガオ台の‘かちどき２号’よりも旺盛

で、葉色濃く、つる持ちが良く、良好であった。また、

果実肥大や果実品質についても‘かちどき２号’より同

等以上で、実用性が認めら、系統では‘101057’の方が

優れた。

〈本試験成績登載印刷物：なし〉

ｃ 遅出しトンネル栽培

担当者：前田英博・竺原宏人

協力分担：ＪＡ鳥取中央

つる割病耐病性優良系統の現地黒ボク畑での遅出しト

ンネル栽培での実用性を評価する。

① 前年度までに選抜してきた１系統‘どんなもん台’

と現地栽培品種‘かちどき２号’を台木、‘筑波の香’

を穂木として、３月23日に接木し育苗した。実施場所は

北栄町妻波の黒ボク畑で、４月20日に前進中型トンネル

に定植し、４本整枝２果どりで検討した。

② 草勢は、両台木間に大差は認められなかった。

③ 萎凋の発生程度は、‘かちどき２号’で少発生した

のに対し、‘どんなもん台’ではほとんど認められなか

った。

また、‘どんなもん台’の方が‘かちどき２号’より

葉の枯れ上がりがやや少なく、葉色もやや濃く、つる持

ちが良かった。

④ 根部褐変程度は、‘どんなもん台’の方が低く、褐

変部位に観察される黒点根腐病菌も低率であった。

⑤ 一果重は、‘どんなもん台’の方がやや小さかった。

⑥ 糖度は、‘どんなもん台’の方がやや高く優れた。

パネルテストにおいても、‘どんなもん台’の方が優れ

ている評価が多かった。

⑦ 以上の結果、選抜系統‘どんなもん台’は‘かちど

き２号’と比べて、草勢がやや旺盛で萎凋の発生が少な

く、果実肥大はやや劣るが、果実品質は優れ、実用性が

認められた。

〈本試験成績登載印刷物：なし〉

イ 新キャラクタースイカの育成と実用化

（ア）新キャラクタースイカの育成

担当者：前田英博・竺原宏人

協力分担：なし

世界のスイカ遺伝資源を活用して鳥取県独自の新しい

形質を持った品種を育成する。ここでは、育成目標を外

観が緑地に灰緑色の斑点模様・卵形で、黄肉高糖度とす

る。

① 戻し交雑用系統（無縞黄肉良食味）の育成において

は、形質がほぼ固定したと思われる系統を３系統育成し

た。

② 斑点模様を有する野生種３系統を前述の育成固定種

での戻し交雑により、果肉の改良を進めた。食味は、野

生種独特のゴリゴリした硬質感がシャリ感に改良され、

糖度の向上も認められた。外観は、無縞や縞条斑に発現

する個体の割合が増え、斑点模様条斑個体の発現率は低

くなった。

③ 食味が改良されたと判断された系統については、育

成目標形質に優れる個体の選抜と自殖により目標形質の

固定を図った。その結果、育成目標外観の発現率が高ま

り、食味や食感も向上した系統が１系統認められた。

④ 以上の結果、今年度新たに育成目標外観の発現が比

較的安定し、果肉が改良されて有望と思われる系統を１

系統選抜した。

〈本試験成績登載印刷物：なし〉

（イ）新キャラクタースイカ優良系統の特性解明

担当者：前田英博・竺原宏人

協力分担：なし

育成した新キャラクタースイカ優良系統を本栽培し、

特性を明らかにするとともに実用性を検討する。

① 前課題で育成した固定系統を交配母本にしてF1系統

を試作した。１作目は６系統を供試し、３月12日定植の

ハウス接木栽培（株間40cm、２本整枝１果穫り）、２作

目は８系統を供試し、７月30日定植の実生栽培（株間

50cm、３本整枝１果穫り）で検討した。

② １作目においては、育成目標条斑の発現が比較的安

定した系統が２系統認められたが、糖度が低く、食感も

硬質であった。

一方、糖度は‘祭ばやし777’と同等以上の系統が２

系統認められたが、育成目標条斑の発現率は低かった。

③ ２作目においても、育成目標条班の発現が比較的安

定した系統が２系統認められたが、糖度が低く、食感も

硬質であった。
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他の系統についても、食味が市販の‘祭ばやし777’、

‘筑波の香’よりも糖度・シャリ感とも劣った。

④ 以上の結果、育成目標条斑を比較的安定して発現さ

せる交配組み合わせは明らかにできたが、食味改良が必

要と判断された。

〈本試験成績登載印刷物：なし〉

ウ 機能性スイカの育成と実用化

（ア）果実中のアミノ酸含有量（予備試験）

担当者：竺原宏人、前田英博

協力分担：（地独）鳥取県産業技術センター、ＪＡ鳥

取中央

世界スイカ遺伝資源銀行に保有している野生スイカ系

統の果実中のアミノ酸含有量を明らかにする。

① 供試系統・品種は野生スイカ系統（‘101057’、‘ど

んなもん台’、‘NW’）、キャラクタースイカ系統（‘D-8’、

‘E-9’）、‘筑波の香’とした。

② 果肉中のシトルリン含量は、野生種では‘どんなも

ん台’が多く乾物100g当たり4,000mg程度あった。栽培

種・系統は野生種よりやや多く、‘D-8’、‘E-9’は約

6,000mg あった。アルギニンは‘筑波の香’が 1,000mg

程度検出された。

③ 果皮中のシトルリン含量は、野生種では‘101057’

が約5,000mgで多かった。アルギニンは200～700mgで少

なく大差なかった。栽培種・系統は果肉同様野生種より

多く、特に‘D-8’は12,000mg認められ、アルギニンも

1,000mg検出された。

④ 以上の結果、スイカ果実中にはシトルリンが最も多

く含まれ、果肉中のシトルリン含量は野生種では‘どん

なもん台’、栽培種・系統では‘D-8’、‘E-9’、果皮

中には野生種では‘101057’、栽培種・系統では‘D-8’

が多かった。

〈本試験成績登載印刷物：なし〉

（２）イチゴ新品種の育成と実用化

ア 人工交配による交雑実生の育成

担当者：前田英博・竺原宏人

協力分担：なし

本県の気象条件に適した、食味がよく果実品質に優れ、

早期に多収可能なイチゴ品種を育成するため、主要品種

や選抜系統を交配母本に人工交配を行い、交雑実生を育

成する。

① 育種目標に適すると思われる51組み合わせの交配

を平成18年11月から平成19年５月にかけて行い、各組

み合わせ３～72個、合計1,998個の交配果実を収穫した。

② 収穫した果実から採種を行い、47交配組み合わせの

交雑種子を平成19年２月９日～５月31日の間６回に分

けて播種した。

③ 発芽後40日頃から 200穴セルトレーに随時鉢上げ

し、実生個体の養成を図った。各組み合わせ１～683個

体、合計7,155個体の交雑実生を鉢上げした。育成途中

に炭そ病が発生し大半の実生個体が枯死する系統があり、

最終的に各交配組み合わせ１～459個体、合計4,322個

体の交雑実生を育成した。

④ 交配母本として、今年新たに収集した品種・系統は

なく、現在76品種・系統を保存している。

⑤ 以上の結果、51組み合わせの交配を行い、47交配組

み合わせ4,322個体の交雑実生を育成した。

〈本試験成績登載印刷物：なし〉

イ 出蕾期による交雑実生の一次選抜

担当者：前田英博・竺原宏人

協力分担：なし

本県の気象条件に適した、食味がよく果実品質に優れ、

早期に多収可能なイチゴ品種を育成するため、前課題で

育成した交雑実生の中から、出蕾・開花が早い個体を一

次選抜する。

① 47交配組み合わせの交雑種子を播種し、4,322個体

の交雑実生を育成したが、その後の病害（炭そ病等）の

発生により萎凋・枯死した株が発生し、選抜対象となっ

た交雑実生個体は46交配組み合わせ１～452個体、合計

4,174個体であった。

② 選抜対象の実生個体は、９月18日より随時50穴の

セルトレーに移植し、ビニールハウス内で個体の養成を

図った。

③ これらの交雑実生個体について、12月31日での出

蕾状況を調査した結果、14交配組み合わせで６～60個体、

合計 354個体で出蕾が確認できた。

④ 出蕾による一次選抜率は、早生系統同士の交配組み

合わせのものが上位を占めた。食味や収量を重視し開花

の遅い系統を用いた交配組み合わせでは選抜率は低かっ

た。

⑤ 以上の結果、幼苗まで育成できた4,174個体の交雑

実生を出蕾の有無によって、開花が早いと思われる交雑

実生354個体を一次選抜した。

〈本試験成績登載印刷物：なし〉

ウ 特性検定による交雑実生の二次選抜

担当者：前田英博・竺原宏人

協力分担：なし

平成18年度育成交雑実生個体から一次選抜した早生

性個体を果実形質を指標に二次選抜する。

① 平成18年度に一次選抜した早生性の認められた260

個体と草勢が旺盛な820個体を供試し、棚式栽培システ
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ム（福岡式高設栽培装置）に平成18年12月15日、株間

20cm、条間25cmの千鳥２条植えで定植した。

② 開花始め期：‘J8579- 1’、‘J3208- 3’、

‘J8580-13’等７系統は開花始めが12月中旬までで早か

った。

③ 食味：‘J1632-178’、‘J5481- 3’、‘J8579- 1’

等が優れた。

④ 果実硬度：一次選抜個体は果実が柔らかい傾向にあ

る中で、‘J1632-178’、‘J8579- 1’、‘J8580- 2’等

は果実硬度が比較的硬く、良好であった。

⑤ 収量：早期収量では、‘J7981- 6’、‘J8579- 1’、

‘J8579- 8’等が、全期収量では、‘J5481- 7’、

‘J2432- 1’、‘J3208- 7’等が多収で優れた。

⑥ 二次選抜個体獲得率：‘G7263- 1’、‘F0851-24’、

‘F4933- 7’等を交配母本に用いた交配組み合わせで二

次選抜個体獲得率が高かったが、供試個体数が少ない状

況での結果であるので、今後も検討が必要である。

⑦ 以上の結果、二次選抜21個体および二次予備選抜

41個体を得ることができた。その中でも、‘J2432- 1’、

‘J5481- 3’、‘J1632-178’等が果実品質や収量性で特

に有望と思われた。

〈本試験成績登載印刷物：なし〉

エ 特性検定による交雑実生の三次選抜

担当者：前田英博・竺原宏人

協力分担：なし

二次選抜した個体の中から、本県の気象条件に適した、

食味がよく果実品質に優れ、早期に多収可能な優良系統

を三次選抜する。

① 平成17年度育成交雑実生の二次選抜系統23系統と

二次選抜予備系統46系統を平成18年９月12日、棚式栽

培システム（福岡式高設栽培装置）に株間25cm、条間2

5 cmの千鳥２条植で定植した。

② 二次選抜個体を親株として平成18年６月15日に掘

り上げ定植し、増殖を図ったが、炭そ病により４個体は

枯死し、その後の調査はできなかった。

③ 開花始めは、‘I4974-42’、‘I6781- 8’、

‘I6779-11’等６系統は‘とよのか’よりも１週間以

上開花が早く、早生性に優れた。

④ 果実品質については、糖度や果実硬度は‘章姫’や

‘とよのか’よりも優れるが、冬季のガク部の着色ムラ

や種子の突出により外観が劣る系統がかなり認められた。

その中では、‘I7449- 1’、‘I6372- 2’、‘I8179-17’、

等は糖度、果実硬度とも良好で、外観も比較的良好であ

った。

⑤果形・揃いは、‘I6781-10’、‘I6374-20’、

‘I6372-13’等が優れた。

⑥ 早期・全期収量は何れも、‘I7449- 1’、‘I8179-

17’が‘章姫’より多収で優れた。また、‘I5174-122’、

‘ I5181-70’、‘I4981-24’等は‘章姫’よりは劣るも

のの比較的多収で優れた。

⑦ 一果重については、‘I7263-50’、‘I5181-31’、

‘I6781-34’等が大きく優れた。

⑧ 以上の結果、果実品質が良好で、収量も比較的優れ

る‘I6372- 2’等12系統を三次選抜した。また、収量性

や果実品質が比較的良好な６系統を予備選抜した。

〈本試験成績登載印刷物：なし〉

オ 特性検定による交雑実生の四次選抜

担当者：前田英博・竺原宏人

協力分担：なし

三次選抜した系統の中から、本県の気象条件に適した、

食味がよく果実品質に優れ、早期に多収可能な優良系統

を四次選抜する。

① 平成16年度育成交雑実生の三次選抜系統５系統、三

次選抜予備系統10系統、三次選抜未検定系統４系統を平

成18年９月12日、棚式栽培システム（福岡式高設栽培

装置）に、株間25cm、条間25cmの千鳥２条植で定植し

た。

② 早晩性：開花始めで早晩性を見ると、‘H4563-29’、

‘H7672-29’は‘とよのか’よりも１週間以上早く、‘章

姫’と同等であった。

③ 食味：選抜系統は対照品種に比べ、糖度が高く食味

が優れる系統が多く、‘H4563-29’、‘H7263- 2’、

‘H6354-21’等は糖度が高く、食味が優れた。

④ 果実硬度：選抜系統は何れも果実が硬く、‘H6372-

1’、‘H6354-75’‘H7263- 2’等は安定して硬く優れた。

⑤ 果形：‘H6354-21’、‘H6354-64’等は果形が良く、

揃いも優れた。

⑥ 収量：年内収量は、‘H6354-60’が‘章姫’と同等

に多収で優れた。早期収量は、‘H4974-56’、‘H4974-

60’が章姫’と同等以上で優れた。全期収量は、

‘H4974-56’、‘章姫’、 ‘H4974-60’、‘H4972- 8’

の順で多収であった。

⑦ 草勢：‘H4974-56’、‘H4974-116’、‘H6372- 1’

等は厳寒期でも草勢が旺盛であった。

⑧ 以上の結果、果実品質に優れ、多収の３系統

‘H7263- 2’‘H6354-60’‘H6372- 1’を四次選抜した。

また、食味や多収性等特徴のある４系統を予備選抜した。

〈本試験成績登載印刷物：なし〉

カ 特性検定による交雑実生の高次選抜

担当者：前田英博・竺原宏人
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協力分担：なし

四～五次選抜したうどんこ病耐病性系統の中から、本

県の気象条件に適した、食味がよく果実品質に優れ、早

期に多収可能な優良系統を高次選抜する。

① 平成15年度育成交雑実生の四次選抜系統１系統と

四次選抜予備系統２系統、平成14年度育成交雑実生の五

次選抜系統１系統、五次選抜予備系統２系統を平成18

年９月12日、棚式栽培システム（福岡式高設栽培装置）

に、株間25cm、条間25cmの千鳥２条植で定植した。

② 早晩性：‘F0851-24’、‘G7263- 1’は平均開花始

めが‘章姫’と同等に早く、他の系統は‘とよのか’と

ほぼ同時期であった。

③ 食味：選抜系統は何れも‘章姫’、‘とよのか’よ

りも糖度は高く安定し食味は良好で、特に‘F0851-32’、

‘F0851-24’は優れた。

④ 果実硬度：選抜系統は果実が硬く、中でも‘ G5463

- 5’、‘G5463-43’等は硬く安定し、優れた。一方、‘章

姫’は軟らかく、高温期は撲てやすかった。また、

‘F4933- 7’も高温期にやや撲てやすかった。

⑤ 収量：年内収量では、‘章姫’が最も多収で、次い

で‘G7054-11’、‘F4933- 7’、‘F0851-24’の順であ

った。早期収量は、‘章姫’が最も多収で、次いで

‘G7263- 1’であった。全期収量では、全果は‘章姫’

が最も多収、上物では‘F4933- 7’が最も多収であった。

⑥ 草勢：‘F0851-24’、‘F4933- 7’が対照品種より

も旺盛であった。

⑦ 以上の結果、果実品質が比較的良好で、収量性に優

れる‘G7263- 1’を高次選抜した。また、果実品質、早

生性、収量性等特徴のある４系統を予備選抜した。

〈本試験成績登載印刷物：なし〉

(３) シバの優良固定品種の育成

ア Ｊ18-１の特性調査

担当者：岸本真幸

協力分担：なし

ノシバ選抜系統のうち、生育が旺盛なJ18-１を圃場に

定植し、すでに現地で栽培されている耐病性系統（以下、

在来種）および対照品種と形態などを比較して、品種登

録の資とする。

① 10.5 ㎝ポットで６か月間養成した選抜および対照

系統を、平成17年８月５日および平成18年７月15日に、

大山平原ゴルフクラブ（標高約 280ｍ）内のラージパッ

チ常発場所に移植し、発病程度を調査した。また、挿し

芽法によるランナーの伸長と、移植後の被覆率（初期生

育）を調査した。

② ラージパッチ耐病性選抜は、圃場内における発病が

極めて少なく、選抜系統および対照系統とも発病しなか

った。

③ Ｊ18-１は‘メイヤー’より節間長が長く、ほふく茎

の密度が高い。また、‘メイヤー’より葉長および葉幅

が長く、葉色がやや濃かった。

④ Ｊ18-１の出穂は春のみで、穂の長さは在来種や‘メ

イヤー’より短い。また、‘メイヤー’より穂数が少な

かった。

⑤ また、Ｊ18-１は在来種や‘メイヤー’より紅葉が遅

く、初冬期の緑色保持性が高かった。

⑥ Ｊ18-１の乾物重をみると、直立茎は在来種と同等だ

が、ほふく茎や根は在来種や‘メイヤー’より重かった。

⑦ 以上の結果、ノシバＪ18-１の特性は、‘メイヤー’

や在来種とは、明らかな区別性があった。

〈本試験成績登載印刷物：９〉

23．スイカの生育障害克服等による高位生産技術の確立

（１）生産安定技術の確立

ア 急性萎凋症総合対策技術確立

（ア）急性萎凋発生ほ場の発生要因解析と対策

担当者：石原俊幸・竺原宏人

協力分担：東伯普及所、ＪＡ鳥取中央

現地におけるスイカ急性萎凋常発ほ場の発生要因特定

を行い、改善対策の参考とする。

① 北栄町内の急性萎凋症常発ほ場５ほ場について土壌

水分張力の推移、有効水分量、基準浸入度、土壌貫入抵

抗等の土壌物理性を同一ほ場における発生箇所と健全箇

所で比較検討した。

② 調査した５ほ場のうち、土壌水分不足が要因と考え

られるものが２ほ場、有効土層不足が要因と考えられる

ものが１ほ場、土壌理化学性との関連性がはっきりとし

なかったものが２ほ場あった。

③ 土壌水分不足と見られる箇所では基準浸入度が大き

い、有効水分量が少ない等の土壌が乾燥しやすい特徴が

あり、場所によっては栽培期間中の土壌水分張力が永久

萎凋点を超えるpF５以上で推移していた。

④ 有効土層不足と見られるほ場では作土層直下に極め

て緻密で硬い土層が存在し、有効土層が20cmしかなく根

域制限を受けていた。

⑤ 各ほ場で発生した急性萎凋株からはいずれも黒点根

腐病菌が検出されたが、急性萎凋症との直接的な関連性

は不明であった。

⑥ 以上の結果、急性萎凋症の要因として土壌水分不足、

有効土層不足と特定できるほ場があった。今後は黒点根

腐病と土壌環境との関連性を明らかにする必要があった。

〈本試験成績登載印刷物：なし〉
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（イ）ストレス診断技術の開発

担当者：森田香利・竺原宏人

協力分担：なし

植物体成分を指標として急性萎凋症発生前のストレス

診断が可能か検討する。

① つる先端まで側枝を除去する強整枝区と側枝除去を

着果節位までとする慣行区の２区とし、巻きづるならび

に側枝汁液の糖度および NO3とＫ濃度を小型反射式光度

計で測定した。品種は‘縞王マックスＫ’を供試し、台

木は‘かちどき２号’を用いた。

② 萎凋は、両区とも交配後３～10日で発生が見られた

が、処理による明確な差は認められなかった。

③ 巻きづる糖度は、両区とも４～５度程度で推移し、

萎凋症が見られた５月１日に上昇したが、１週間後には

下がった。巻きづるの NO3濃度は、慣行区では交配前よ

り交配中の方が低くなり、交配後以降から高くなった。

強整枝区では交配前が低くなり、交配中以降に高くなっ

た。Ｋ濃度は一定の傾向が見られなかった。

④ いっ泌液中の無機成分量は、両区とも交配前、交配

中、交配後と高くなっていた。

⑤ 以上の結果、巻きづるの NO3ならびにＫ濃度と萎凋

との関係は認められず、いっ泌液中の無機成分含量とも

関係が認められなかった。

〈本試験成績登載印刷物：なし〉

（ウ）急性萎凋症に強い台木の検索

担当者：森田香利・竺原宏人

協力分担：なし

急性萎凋症に強く、収量品質の良好な品種を検索する。

① ユウガオ台10品種を供試し、現地急性萎凋症発生ほ

場において前進中型トンネル作型で検討した。

② 定植初期の生育は、‘台助２号’、‘MDX-501’が良か

った。

③ 収穫前の草勢は、‘台力’が最も強く、萎凋発生は、

‘DCR’、‘NBG-001’でのみ見られた。葉の枯れ上がりは、

‘NBG-001’、‘台助２号’、‘DCR’が多かった。根部、導

管褐変は、‘ハウスドンＫ’が最も少なかった。検鏡によ

り黒点根腐病菌、フザリウム菌、ネコブセンチュウが一

部の台木品種で見られた。

④ 果実の大きさは、‘ハウスドンＫ’が7.9kgで最も大

きく、ついで‘台力’、‘KD-23’が大きかった。糖度は、

‘台力’が13.0度で最も高く、ついで‘ハウスドンＫ’、

‘パワーサンタ’が高かった。空洞は、‘台力’、‘KD-23’、

‘DCR’が２割程度発生し多かった。

⑤ 以上の結果、萎凋の発生がなく、果実品質が良好で

あった‘台力’、‘ハウスドンＫ’が有望であった。

〈本試験成績登載印刷物：なし〉

イ 雌花、雄花の着生安定と着果安定技術の確立

（ア）主づる非破壊での雌花分化診断技術開発

担当者：森田香利・竺原宏人

協力分担：なし

側枝を用いて主づるの花芽分化の状態を判断できるか

検討する。

① ハウス栽培、前進中型トンネル栽培において子づる

ならびに孫づるの雄花、雌花の分化、発育状況を検鏡し

た。品種は、ハウス栽培で‘縞王マックスＫ’、トンネル

栽培で‘筑波の香’を供試した。

② ハウス栽培及びトンネル栽培の子づる、孫づるそれ

ぞれにおいて展開葉数と雌雄決定節位、展開葉数と花芽

分化節位の相関はｒ２＝0.7～0.9で高かった。

③ 雌花の平均着生節位は、１番花が作型、つるの種類

によらず８節付近であった。２番花以降は、作型、つる

の種類で着生節位は異なっていた。子づると孫づるで比

較すると孫づるの方がやや低い節位に着生していた。

④ つるの展開葉数は、孫づるがややバラついていたが、

概ね平均気温の積算値が増加するにつれて展開葉数も増

加した。

⑤ 子づると孫づるとの関係をみると、展開葉数、雌雄

決定節位、花芽分化節位いずれも相関はｒ2＝0.2～0.6

でやや低かった。

⑥ 以上の結果、子づると孫づるの展開葉数、雌雄決定

節位、花芽分化節位のいずれも相関は低く、孫づる（側

枝）から子づる（主づる）の花芽分化の状態を明確に判

断するのは難しいと考えられた。

〈本試験成績登載印刷物：なし〉

（２）消費者ニーズに応えるスイカ生産

ア 空洞果発生軽減技術確立

担当者：竺原宏人

協力分担：なし

空洞果発生を軽減するため、炭酸ガス施用による子房

生育促進と摘果から収穫までのトンネル被覆の効果をハ

ウス栽培で検討する。

① 炭酸ガス施用区と無施用区、トンネル被覆区と除去

区、それぞれ組み合わせた処理区を設けた。炭酸ガス施

用は、石油ファンヒータを用いた。燃焼時間は朝１時間、

期間は定植の約２週間後から交配終了までとした。トン

ネル被覆区は収穫までトンネル開閉管理を行い、除去区

は摘果後にトンネルを除去した。

② 炭酸ガス施用区の炭酸ガス濃度は、約 6,000～8，

000ppm程度まで高まった。
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③ 開花時の子房の大きさは、炭酸ガス施用区は無施用

区より大きくなった。

④ 交配後約1か月と収穫時の生育は、炭酸ガス施用区

が旺盛で、空洞果も多くなった。

⑤ トンネル被覆の効果をみると、平均気温は被覆区の

方が除去区より約３℃高まった。

⑥ 交配後約1か月の生育は、炭酸ガス施用区、無施用

区とも被覆区が除去区よりやや劣った。収穫時の果重も

被覆区は１kg程度劣ったが、空洞果は被覆区で少なくな

った。

⑦ 以上の結果、炭酸ガス施用により、子房は大きくで

きるがその後の生育、果実肥大も良好で空洞果も発生し

やすくなった。摘果期以降のトンネル被覆は果実肥大が

抑制されるが、空洞果発生は低減できると考えられた。

〈本試験成績登載印刷物：なし〉

イ 空洞果発生予測技術の開発

担当者：竺原宏人

協力分担：なし

いっ泌液中の成分濃度を指標として空洞果の発生を予

測するために、側枝からのいっ泌液採取を試みる。

① ハウス栽培したスイカの株を利用し、側枝からのい

っ泌液採取を試みた。採取方法は、側枝を中途で切断し

以下の３方法を検討した。

ａ：ポリエチレン製の袋で受ける。

ｂ：シリコン製のチューブを差し込んだ後、ポリエチレ

ン製の袋で受けて、口を縛る。

ｃ：側枝にボンドを塗布した後、チューブを差し込み密

着させ、駒込ピペットをチューブの先端に取り付けて負

圧を加える。

② ａ～ｃの何れの方法ともいっ泌液は採取できなかっ

た。

③ 以上の結果、側枝からのいっ泌液採取は難しく、い

っ泌液中の成分を指標とした空洞果発生の予測は困難と

考えられた。

〈本試験成績登載印刷物：なし〉

ウ 消費者の喜ぶ「美味しいスイカ」新品種の検索

（ア）ハウス早出し品種の検索

担当者：小西実・竺原宏人

協力分担：なし

スイカのハウス栽培（６月上旬収穫）において、低温

期の着果や果実肥大、食味の良好な品種の検索を行う。

① 供試品種は‘縞王マックスＫ’、‘筑波の香’、‘祭り

ばやし 777’、‘春のだんらん’、‘春きらら’、‘味で勝負

iS’、‘豪夏’、‘MWX-512’の８品種とした。台木は‘かち

どき２号’で、３月１日に定植を行った。仕立て方法は

４本仕立て２果穫りとした。交配は４月13日から、収穫

は５月31日から行った。

② １果重は全体的に小さめで、品種間に有意な差は認

められなかった。

③ 糖度はいずれの品種も‘縞王マックスＫ’と同等以

上であった。

④ 空洞果は‘春のだんらん’、‘MWX-512’では発生しな

かった。‘筑波の香’は最も空洞果率が高かった。

⑤ 着果率は‘筑波の香’が最も低かった。

⑥ パネルテストの結果は、‘筑波の香’、‘春のだんらん’

の食味が良好で評価が高かった。

⑦ 以上の結果、果実肥大では特に優れた品種は無かっ

たものの、果実品質では空洞果の発生が無く食味の評価

も高かった‘春のだんらん’が有望と考えられた。

〈本試験成績登載印刷物：なし〉

（イ）トンネル遅出し品種の検索

担当者：石原俊幸・竺原宏人

協力分担：なし

梅雨明け後（７月下旬）に出荷するスイカについて、

果肉の障害等が無く食味が優れる品種を検索する。

① ‘筑波の香’、‘祭ばやし 777’、‘紅大’、‘NK-8’、

‘AK-KD’、‘AK-ST’、‘FW750’、‘味きららtype2’の８品

種で比較した。

② 果重は‘NK-8’が最も大きく大玉で、‘AK-KD’は最

も小玉であった。3Ｌの割合が多いのは‘祭りばやし777’、

‘FW-750’であった。

③ 糖度は‘祭りばやし777’、‘味きららtype2’、‘NK-8’

が高かった。果肉硬度は‘FW-750’が最も硬く、‘AK-KD’、

‘紅大’も比較的硬く、‘AK-ST’は最も柔らかかった。

④ 食味パネルテストは‘NK-8’の評価が高かった。

⑤ 以上の結果、やや空洞果の発生があるが果実肥大、

糖度、食味の観点から‘NK-8’が有望と見られた。

〈本試験成績登載印刷物：なし〉

エ 抑制小玉スイカ裂皮対策試験

（ア）裂皮の発生メカニズムの解明

ａ 果実および細胞の肥大特性

担当者：石原俊幸・竺原宏人

協力分担：なし

抑制小玉スイカの裂皮防止技術の確立のため、発生メ

カニズムを明らかにする。ここでは交配時期による果実

の肥大特性を明らかにする。

① ‘姫甘泉５号’を用い、８月中旬交配および８月下

旬交配の果実について肥大経過を比較した。

② 果実の大きさは交配後５日から急速に増加し、交配

後20日でほぼ一定となった。



61

③ 果実の細胞径は中心部ほど大きく肥大し、可食部の

細胞径は交配後20日で0.5～0.6mmに達し、ほぼ一定と

なった。

④ 交配時期による果実肥大経過に大きな差は見られな

かった。

⑤ 果面伸長は交配後10日目頃までは果実上部側、それ

以降は果実下部側での伸長が大きかった。

⑥ 以上の結果、交配時期による果実の肥大経過に大き

な違いは見られなかった。また、果面伸長の割合が果実

の部位によって異なるため裂皮との関連性を探る必要性

があった。

〈本試験成績登載印刷物：７〉

ｂ 裂皮の形態観察

担当者：石原俊幸・竺原宏人

協力分担：なし

抑制小玉スイカの裂皮防止技術の確立のため、発生メ

カニズムを明らかにする。ここでは裂皮の形態観察によ

り発生経過を明らかにする。

① 裂皮は縞部分で発生し、縞の無い部分での裂皮は見

られなかった。さらに、果実内部の胎座と胎座に挟まれ

た部分での発生が76％を占めた。

② 果面の赤道部よりも花梗側での発生が 90％以上を

占め、花梗から果面長の20～30％の間で最も多かった。

③ 裂皮が発生した縞に沿って果実の縦方向の断面を観

察すると、維管束上に褐変箇所が多数確認され、褐変箇

所は維管束の切断やくびれが確認された。

④ 以上の結果、裂皮は果面の特定の箇所で発生し、発

生部分は維管束が褐変、切断しており、裂皮は果実表面

からではなく特定の部位の維管束周辺から発生している

と見られた。

〈本試験成績登載印刷物：７〉

（イ）現地発生実態調査

担当者：石原俊幸・竺原宏人

協力分担： なし

現地ほ場における抑制小玉スイカの裂皮の発生実態を

調査し、裂皮発生とほ場条件との関連性等を探る。

① 裂皮は交配時期が８月13日～14日と早いものほど

多く、交配時期が遅いほど発生は少なくなった。８月下

旬以降の交配では裂皮は発生しなかった。

② 東西方向のハウス群において、同一交配日でもハウ

スによって裂皮の発生程度が異なった。また、南側畝よ

りも北側畝で裂皮の発生が多かった。

③ 以上の結果、８月15日までの交配で裂皮が多く見ら

れ、８月 17 日以降の交配から裂皮が少なくなり、８月

21日以降では発生は見られなかった。また、ハウスや畝

の位置によって裂皮の発生程度が異なるため、環境条件

によって発生程度が異なることが示唆された。

〈本試験成績登載印刷物：７〉

（３）次世代型省力栽培技術の確立

ア １条植栽培法の検討

担当者：小西実・竺原宏人

協力分担：なし

ハウス栽培での省力化を目指した一条植栽培法において

換気開始温度の違いが着果に及ぼす影響とつるの切除が

空洞果の発生に及ぼす影響を検討する。

① 供試品種は‘筑波の香’とし２月28日定植で検討

した。株間40cm、３本整枝２果穫りで、つる１本は遊び

つるとした。処理区は25℃換気区（25℃でトンネル換気

開始）、35℃換気区（35℃でトンネル換気開始）、遊びつ

る切除区（交配25日後に遊びつるを切除）、つる先切除

区（交配25日後につる先を切除）を設けた。

② トンネル内昼間気温（８～17時）の平均気温は25℃

換気区で26.5℃、35℃換気区で29.2℃となり、処理によ

る温度差は約2.7℃と小さく、生育差も小さかった。

③ 着果率は処理区間の差は見られなかった。

④ 株あたり着果数は、目標の２果に対して１果成り

が多く発生した。

⑤ ２果着果した株の空洞果は遊びつる切除区では発生

せず、他の区は10～40％発生した。

⑥ 糖度は遊びつる切除区でやや低かった。果重は遊び

つる切除区がやや小さかった。

⑦ 以上の結果、処理による着果の向上は確認できなか

った。空洞果は遊びつるを切除することで発生が減少し

たものの果重、糖度が低下した。今後は、株間、品種等

の検討を行っていく。

〈本試験成績登載印刷物：なし〉

24．メロンの生育障害克服と整枝技術開発による高位生

産技術の確立

（１）生理障害防止対策技術の確立

ア アムスメロンの裂果克服技術の確立

担当者：石原俊幸・川上俊博

協力分担：なし

遊びづる、上位葉の摘除によるアムスメロンの裂果防

止を検討する。

① 定植３月14日、子づる２本仕立て４果どりの栽培体

系において、収穫10日および20日前に遊びづる摘除と

遊びづるおよび上位葉４枚摘除する処理で検討した。

② 遊びづるおよび上位葉の摘除により、果重、ネット

発生、糖度の低下が見られた。

③ 裂果は遊びづると上位葉の両方を摘除した場合、無
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処理とくらべやや少なくなったが、糖度の低下も最も著

しかった。

④ 以上の結果、遊びづるおよび上位葉の摘除により裂

果はやや減少する傾向であったが、果実品質の低下を伴

うため実施には注意を要した。

〈本試験成績登載印刷物：なし〉

イ クレオパトラメロンの裂皮防止技術の確立

担当者：小西実・竺原宏人

協力分担：倉吉普及所

クレオパトラメロンの現地での裂皮発生状況を調査す

るとともに、元肥、追肥の窒素量が裂皮に及ぼす影響に

ついて検討する。

① 現地調査では裂皮が多発生したほ場がなく、生育等

の違いと裂皮との関係は明らかにできなかった。

② 場内試験は３月27日定植、仕立て方法は３本整枝４

果穫りとした。処理区は慣行区、元肥慣行追肥なし、元

肥３割増追肥なし、元肥追肥とも３割増、元肥追肥とも

３割減、元肥３割減追肥なしの６処理区を設けた。

③ 果実肥大、生育ともに処理区間の差は認められなか

った。

④ 裂皮の発生率は、元肥３割増追肥なしの区でやや高

まった。

⑤ 土壌中の窒素濃度は処理区差はほとんど認められな

かった。

⑥ 以上の結果、現地では今年度裂皮の発生が少なく、

生育等と裂皮の関係を明らかにすることはできなかった。

また、３割程度の肥料増減では土壌中の窒素濃度に大差

はなく、施肥窒素量と裂皮との関係は判然としなかった。

〈本試験成績登載印刷物：なし〉

（２）現地有望品種の栽培技術の確立

ア ルピアレッド抑制栽培における整枝方法の検討

担当者：石原俊幸・川上俊博

協力分担： なし

ルピアレッドの抑制栽培において本県に適した栽培方

法を確立する。本年は整枝方法を検討する。

① 地這い栽培における２本整枝４果どりの果実肥大、

品質向上を図るため以下の整枝方法を検討した。

Ｉ：上位側枝１葉残し Ⅱ：着果枝３葉残し

Ⅲ：遊びづる４本 Ⅳ：３本整枝４果

対照：２本整枝４果、２本整枝３果

② １果重は２本整枝３果が1，582ｇで最も大きく、３

本４果が1，400ｇで最も少なかった。

③ 10ａ当たりの正常果収量は果数の少ない３果どりが

少なくなった。

④ 果実糖度は上位側枝を１葉残した場合低くなった。

⑤ 以上の結果、２本整枝３果とした場合が１果重は大

きくなったが、果数が少ないため10ａ当たり果重は少な

くなった。また、２本整枝４果の場合、側枝、遊びづる

の処理で収量、品質の向上は見られなかった。

〈本試験登載印刷物：なし〉

（３）将来の鳥取県の顔となる優良品種の選定

ア 適品種選定試験（秋作）

担当者：森田香利・竺原宏人

協力分担：なし

本県の気象条件に適し、品質・収量の良好な品種を選

定する。

① 緑肉系５品種、赤肉系７品種を供試し、８月10日に

前進中型トンネルへ定植した。

② 着果は、‘アンデス５号’が 92.1％で最も高く、つ

いで‘TO’が高かった。

③ 病害は、うどんこ病が‘ペルル’、‘SK8-191’で多く、

つる枯病が‘サンドヒルレッド’でやや多かった。

④ 果実の大きさは、緑肉系では‘ペルル’と‘G97CLW2’

が2.0kgで大きく、赤肉系では‘レノン’、‘ルピアレッ

ド’、‘レッドヒル’が1.6kgで大きかった。ネットの発

生は、緑肉系では‘G97CLW2’が良く、赤肉系では‘ルピ

アレッド’、‘レッドヒル’が良かった。糖度は、緑肉系

では‘G97CLW2’が14.8度で高く、赤肉系では‘レッド

ヒル’が14.8度で最も高く、ついで‘レノン’が高かっ

た。

⑤ メロン部会におけるパネルテストは、緑肉系では

‘G97CLW2’、赤肉系では‘レッドヒル’の評価が高かっ

た。

⑥ 以上の結果、緑肉系では‘G97CLW2’、赤肉系では‘レ

ッドヒル’が有望であると考えられた。

〈本試験成績登載印刷物：なし〉

（４）鳥取県に適したアムスメロン栽培技術の検討

ア 株間および仕立て方法が収量、果実品質に及ぼす

影響

担当者：石原俊幸・川上俊博

協力分担：なし

アムスメロンの品質の向上と安定を図るため仕立て方

法が収量および果実品質に及ぼす影響を明らかにする。

① 定植３月14日、子づる２本仕立て4果どりの体系に

おいて、仕立て方法（畝の中央に定植（１条）、畝の両側

に定植（２条））および株間（つる間が30cm、35cm、40cm

となるように調整）を変え比較した。

② １果重は１条、２条のいずれの場合とも株間が広い

ほど大きくなった。特に、２条の場合、株間が広いほど

大玉化の効果が顕著であった。
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③ 10ａ当たり収量は果数が最も多くなるつる間 30cm

が最も多く、株間を広げることによる果数減は１果重の

増加では補えなかった。

④ 裂果は株間が広くなるほど多くなる傾向であった。

⑤ 果実糖度、ネット発生状況は処理間に差が見られな

かった。

⑥ 以上の結果、収量性の観点からはつる間30cm、大玉

生産の観点からはつる間 40cm となるように株間を調整

するのが良いと見られた。

〈本試験成績登載印刷物：なし〉

25．「美味しいトマト」生産のための総合管理技術の確

立

（１）鳥取県土壌管理（土作り）基準の確立

ア 土壌水分管理技術の確立

（ア）根群域と土壌水分状況の把握

担当者：森田香利・竺原宏人

協力分担：倉吉普及所

県内ほ場のトマト栽培土壌の乾燥状態、かん水の実態

調査を行い、テンシオメーターによる土壌水分の測定方

法と糖度への影響について検討する。

① 倉吉市の現地トマト栽培ハウスにおいて糖度の比較

的低いＡ氏ほ場と糖度の高いＢ氏ほ場の土壌水分ならび

にかん水実態を調査した。

② かん水は、Ａ氏がＢ氏よりも回数、量とも多く、単

位当たりの総かん水量はＡ氏がＢ氏の1.5倍であった。

③ pF値の推移は、Ａ氏ほ場ではほぼpF2.7付近で推移

し、かん水直後にかん水チューブ付近の値がpF1.7～2.2

付近まで下がったが、数日でpF2.7付近に戻った。かん

水チューブから 20～30 ㎝離れた位置ではほとんど反応

がなかった。Ｂ氏ほ場ではかん水チューブ近くが pF1.7

～2.0 付近から徐々にpF2.3 付近まで上昇した。畦上か

ん水時にはかん水チューブ近くがpF1.5まで下がったが、

かん水チューブから離れた位置（15～20cm）では反応が

なかった。また、畦上かん水から溝かん水に切り替えた

後はどの位置もほとんど反応がなかった。

④ 以上の結果、かん水チューブ付近でかん水直後にテ

ンシオメーターの反応があるものの、糖度上昇をねらう

乾燥気味のかん水管理下では、かん水の目安としては不

十分であると考えられた。また、かん水による糖度への

影響ははっきりとしなかった。

〈本試験成績登載印刷物：なし〉

（２）苗質（葉の大きさ・厚さ）の違いと糖度との関係

解明

ア トマト

担当者：森田香利・竺原宏人

協力分担：なし

苗質（葉の大きさ・厚さ）の違いによる糖度への影響

を調査する。

① 品種は‘ごほうび’を供試した。ポットで育苗し、

床温15℃で少かん水とした抑制苗、床温20℃で慣行かん

水した慣行苗、床温25℃で多かん水した徒長苗、セルで

育苗し、肥料制限したスーパーセル苗を用い、３月 13

日に定植した。

② 定植時の苗の生育では、ポット苗間で抑制苗は草丈

が最も低かったが、葉の厚さ、茎径は最も大きかった。

抑制苗は慣行苗より草丈は低く、葉の厚さは薄かったが、

茎径は太かった。スーパーセル苗はは種後２週間くらい

からほとんど生育が進まなかった。

③ 収穫開始時の生育では、スーパーセル苗は草丈、茎

径が他のポット苗より大きいが、葉色は薄かった。ポッ

ト苗間では、抑制苗は草丈、茎径が最も小さかったが、

葉色は最も濃かった。徒長苗は慣行苗よりやや草丈が小

さかったが、茎径、葉色は同程度だった。

④ 全体的に尻腐れが多く、収量が低かったが、処理に

よる差はなかった。糖度は収穫始めに抑制苗が高かった

が、その後は他の区との差はなかった。スーパーセル苗

は収穫が遅くなり、糖度も低かった。

⑤ 以上の結果、収穫初期の生育はスーパーセル苗が旺

盛となり、ポット苗では定植時の苗生育と同様の生育差

が見られた。収穫初期の糖度は抑制苗が高く、以降の糖

度は苗間での差が見られなかった。また、スーパーセル

苗は他のポット苗よりも糖度が低く、これは収穫が遅く

なり、糖度が低い時期の収穫となったためと考えられた。

〈本試験成績登載印刷物：なし〉

イ ミニトマト

担当者：森田香利・竺原宏人

協力分担：なし

苗質（葉の大きさ・厚さ）の違いによる糖度への影響

を調査する。

① 品種は‘サンチェリー250’を供試し、台木を‘キャ

ディ１号’とした。ポット育苗し、上げ床にして地温を

下げ、少かん水とした抑制苗、慣行床温、慣行かん水し

た慣行苗、セル育苗し、肥料制限したスーパーセル苗を

用い、７月11日に定植した。

② 定植時の苗の生育では、抑制苗は慣行苗より草丈、

茎径、葉の大きさが小さかったが、最大葉は厚かった。

スーパーセル苗は接木後からほとんど生育しなかった。

③ 収穫初期の生育は、ポット苗間では大差がなく、ス

ーパーセル苗はポット苗よりも劣っていた。

④ 収量は、抑制苗が最も多かった。
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⑤ 糖度は、抑制苗と慣行苗間で10月下旬～11月上旬

にかけて１度程度差があったが、全期間を平均してみる

と差はなかった。

⑥ 以上の結果、ポット苗間での苗質による生育差はな

く、スーパーセル苗は生育が劣った。収量は抑制苗がや

や多かった。糖度は平均してみると処理による差はなか

った。

〈本試験成績登載印刷物：なし〉

（３）抑制ミニトマトの糖度向上対策

ア 整枝方法が収量および糖度に及ぼす影響

担当者：石原俊幸・竺原宏人

協力分担：なし

抑制ミニトマトの品質安定を目的に整枝方法による糖

度向上を検討する。

① 側枝を全て除去する慣行区と花房直下側枝を２葉残

す区、全側枝を１葉残す区で比較した。

② 側枝を利用した場合、残した側枝から容易に新たな

側枝が発生するため、その除去作業に労力を要した。

③ 側枝を利用した区は収穫果数が慣行区に比べ少なく

なったため、総収穫量は慣行区が最も多く、次いで花房

直下２葉区、全側枝１葉区の順となった。

④ 果実糖度は第３花房以降において側枝を利用した区

で慣行区よりも0.2度程度高かった。特に第７、８花房

では全側枝１葉区で高かった。同様に果実酸度も側枝を

利用した区が慣行区よりも高まった。

⑤ 以上の結果、側枝を利用することで第３花房以降の

果実糖度、果実酸度は高まったが、収量の低下、栽培管

理作業が煩雑になるなどの問題があった。

〈本試験成績登載印刷物：なし〉

イ 高糖度品種の検索

担当者：石原俊幸・竺原宏人

協力分担：なし

現行品種よりも食味が良好で実用性の高い品種を検索

する。

① ‘サンチェリー250’（現行品種）、‘サンチェリーピ

ュア’、‘ラブリー藍’、‘ラブリーさくら’、‘レッドルビ

ー’、‘ピッコラルージュ’の６品種で比較した。

② 収量は‘サンチェリー250’、‘ラブリーさくら’が同

程度に多かった。‘ピッコラルージュ’は最も少なかった。

③ ‘レッドルビー’は２Ｌ規格が 40％を占め大玉で、

逆に‘ラブリーさくら’はＭ規格が多く小玉であった。

④ 果実糖度は‘ピッコラルージュ’が８度程度の高い

糖度で推移し、次いで‘ラブリーさくら’が 7.5～８度

で推移した。果実酸度も同様に‘ピッコラルージュ’、‘ラ

ブリーさくら’が高かった。

⑤ 以上の結果、‘ラブリーさくら’は小玉ではあるが収

量性、食味の観点から有望であった。

〈本試験成績登載印刷物：なし〉

26．イチゴ新品種の特性比較と高設栽培法の確立

（１）イチゴ高設栽培方法の検討

ア 暖房が生育・収量・品質に及ぼす影響

担当者：川上俊博・石原俊幸

協力分担：なし

イチゴの高設栽培において、夜間の暖房が生育、収量、

品質に与える影響を明らかにする。

① ‘章姫’を用い、夜間温度を無加温、５℃、10℃の

３処理とした。暖房期間は平成18年12月４日～平成19

年3月27日までとし、16時～翌朝6時に加温した。

② 最高地温、最低地温は夜間の加温温度に大きく影響

され、いずれも加温温度が高いほど高く推移した。

③ ５月18日までの総収量は10℃区が最も多く1002ｇ/

株、次いで５℃区852ｇ/株、無加温区727ｇ/株であった。

④ 総収穫果数も夜間温度が高いほど多く、収量の増加

は果数の増加によるものとみられた。

⑤ 果実糖度、果実硬度は処理区間で差が判然としなか

った。

⑥ 以上の結果、夜間温度を５℃、10℃に維持すること

で、果数が増加し収穫量は無加温区と比べそれぞれ

120％、140％の増収となった。

〈本試験成績登載印刷物：なし〉

（２）イチゴ主要品種の特性比較

担当者：小西実・竺原宏人

協力分担：なし

新品種及び園芸試験場における選抜系統（以下園試選

抜系統）の特性を明らかにするために、品質・収量等の

比較検討を行う。

① ‘とよのか’、‘章姫’、‘紅ほっぺ’、園試選抜系統

‘F0851-24’、‘F4933-7’、‘G7263-1’を供試し、平成18

年９月14日定植で検討した。

② 草勢は‘紅ほっぺ’、‘F0851-24’、‘G7263-1’が強か

った。

③ 頂果房の収穫開始時期は‘章姫’、‘F0851-24’、

‘G7263-1’が11月２日で最も早かった。

④ 年内収量、早期収量、総収量のいずれも‘紅ほっぺ’、

‘F0851-24’が多かった。

⑤ 糖度は１月から４月までを通して‘F0851-24’が約

12度あり最も高かった。

⑥ 果実硬度は‘F0851-24’が最も硬く、‘章姫’、

‘F4933-7’が軟らかかった。

⑦ 以上の結果、‘紅ほっぺ’は早期から収量が多く、有
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望と思われた。‘F0851-24’は最も糖度が高く、収量も早

期から多収であるため有望と思われたが、年次により３

月以降の収量にバラツキが見られるため引き続き検討を

行う。

〈本試験成績登載印刷物：なし〉

（３）イチゴ高設栽培におけるクラウン直接加温法の検

討

担当者：小西実・竺原宏人

協力分担：なし

イチゴのクラウンを電熱線で加温するクラウン直接加

温法は、九州等で生育促進などの効果が確認されている。

この新しい加温法について、本県での実用性を検討する。

① 電熱線３本・25℃設定のクラウン加温区、電熱線１

本・30℃設定の簡易加温区、無加温区で生育、収量を比

較した。品種は‘とよのか’、‘章姫’の２品種とし、平

成18年９月14日に定植した。

② 生育は‘とよのか’では処理区による差は見られな

かった。‘章姫’では１月以降葉柄長、葉長がクラウン加

温区でやや大きくなった。

③ 頂果房の開花と収穫開始時期は、処理区間で大差は

認められなかった。

④ 収量は‘とよのか’では年内収量、早期収量ともに

処理による差は認められなかった。‘章姫’では年内収量

は差が無かったが、早期収量、総収量ではクラウン加温

区の果数が多くなり最も多収であった。

⑤ 電熱線１本の簡易加温区は無加温区と生育・収量の

差は認められなかった。

⑥ 以上の結果、クラウン直接加温法は品種により効果

が異なり、‘章姫’ではクラウン加温による早期収量、総

収量の増加が認められるが、‘とよのか’では効果は認め

られなかった。また電熱線１本の簡易加温では両品種と

も効果は認められなかった。

〈本試験成績登載印刷物：なし〉

27．消費者ニーズに応えるブロッコリーの高品質栽培技

術の確立

（１）小花黄花克服技術の確立

ア 実態調査

担当者：小西実・竺原宏人

協力分担：東伯普及所

ブロッコリーの早い秋冬どり作型において小花の黄花

が多発して市場で大きな問題となっている。そこで、小

花黄花を克服するために、現地の実態調査を行い、発生

要因を解析する。

① 北栄町内ブロッコリーほ場巡回を行い小花黄花の発

生状況を調査した。また、発生ほ場の土壌調査を行った。

② 調査ほ場のうち２ほ場で小花黄花の発生が認められ

た。何れのほ場も傾斜があり、傾斜の下方で多く発生が

見られた。

③ 小花黄花の発生直前には降雨が認められ、気温も最

高気温が25℃前後とやや高かった。

④ 小花黄花の発生した株は発生しなかった株よりも小

さく、根重も少ないものが多かった。

⑤ 土壌調査の結果、小花黄花発生箇所と未発生箇所の

間の排水性等に違いは認められなかった。

⑥ 以上の結果、小花黄花の発生には気象条件の他、株

の生育不良も関連があると考えられたが、土壌の排水性

との関連は判然としなかった。

〈本試験成績登載印刷物：なし〉

イ 防止対策技術の確立

（ア）発生要因の解明

担当者：森田香利・竺原宏人

協力分担：なし

小花黄化の発生する要因を解析し、対策技術の資とす

る。

① 試験１では、品種は‘ピクセル’を供試し、出蕾後

に夜間のみビニール被覆する区、終日寒冷紗被覆する区、

無被覆の慣行区を設けた。試験２では、品種は‘TSX-6019’

を供試し、出蕾後にビニール被覆する区（日中裾換気）、

ビニールと寒冷紗を被覆する区、無被覆の慣行区を設け

た。

② 夜間の気温は、試験１ではビニール被覆により１℃

近く高まったが、寒冷紗被覆はほぼ無被覆と同じであっ

た。試験２ではビニール＋寒冷紗被覆はビニール被覆と

ほぼ同じ気温推移であった。

③ 小花黄化の発生は、試験１ではビニール被覆が

44.6％と慣行より約15％多く、寒冷紗被覆が慣行より約

10％少なかった。試験２ではビニール被覆、ビニール＋

寒冷紗被覆とも60％前後で慣行と差がなかった。

④ 試験１では、被覆１週間後の地下部重は、処理によ

る差がなかったが、２週間後には寒冷紗被覆が慣行、ビ

ニール被覆より軽かった。乾物当たりの呼吸量は、処理

による差はほとんどなかったが、株当たりの呼吸量は、

慣行、ビニール被覆とも処理前、処理１週間後、２週間

後と増加したのに対し、寒冷紗被覆は、処理２週間後が

１週間後より低くなった。

⑤ 以上の結果、夜間の高気温が小花黄化の発生を助長

する要因の一つと考えられたが、根の活性との関係は明

らかにならなかった。

〈本試験成績登載印刷物：なし〉

（イ）根の活力向上と維持
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担当者：森田香利・竺原宏人

協力分担：なし

育苗中に葉面散布剤を散布することにより根張りを良

くし、小花黄化の発生を少なくできるか検討する。

① 品種は‘ピクセル’を供試し、0.4％スクロース水溶

液、20％クエン酸水溶液、亜リン酸資材1000倍液、海藻

エキス資材1500倍液を育苗期間中に３回葉面散布した。

② 苗の生育は、スクロース処理区がやや小さかったが、

処理による差はほとんどなかった。

③ 地下部重などの本ぽの生育は、処理による差がなか

った。

④ 小花黄化の発生は、全体的に９割程度と発生が多か

ったが、その中で亜リン酸資材区が２割程度少なかった。

⑤ 以上の結果、育苗中に亜リン酸資材を葉面散布する

ことによる根張りの向上は認められなかったが、小花黄

化の発生はやや少なくなった。

〈本試験成績登載印刷物：なし〉

（ウ）発生の少ない有望品種の検索

担当者：森田香利・竺原宏人

協力分担：なし

小花黄化の発生が少ない有望品種を検索する。

① ‘ピクセル’を対照として９品種を供試し、６月下

旬は種と７月中旬は種で検討した。６月下旬は種では、

‘グランドーム’以外は、は種を６月27日とし、定植を

７月23日とした。‘グランドーム’はそれより13日早い

は種、定植とした。７月中旬は種は、全品種とも７月11

日は種、８月６日定植とした。

② 収穫時期は、６月下旬は種では‘KB-073’、‘SK3-081’、

‘KB-052’、‘SK3-084’が９月下旬と早かった。７月中旬

は種では‘KB-073’、‘KB-052’が10月上旬と早かった。

③ 小花黄化発生は、６月下旬は種では‘グランドーム’、

‘TSX-6019’、‘SK3-081’、‘BL-410’が少なかった。７月

中旬は種では‘グランドーム’、‘BL-410’、‘SK3-081’、

‘TSX-6019’、‘BL-411’が少なかった。

④ 花蕾品質は、６月下旬は種では‘グランドーム’、

‘TSX-6019’でリーフィーが多く、緑色が薄かった。

‘SK3-081’は凹凸が少なく、濃い緑色であった。７月中

旬は種では‘グランドーム’、‘BL-410’で凹凸が少なく、

品質が良かった。‘SK3-081’、‘BL-411’はやや凹凸が多

かった。‘TSX-6019’は凹凸が少なかったが、アントシア

ンが見られた。

⑤ 以上の結果、小花黄化発生が多い時期の９月下旬～

10 月上旬に小花黄化発生が少なく、花蕾品質の良い

‘SK3-081’、‘BL-410’が有望であった。

〈本試験成績登載印刷物：なし〉

（エ）時期別の発生推移と気温の関係

担当者：森田香利・竺原宏人

協力分担：なし

時期別の小花黄化発生と気温との関係を明らかにする。

① 品種検索試験の結果から時期別の発生と気温との関

係を明らかにした。

② 小花黄化発生は、収穫始めの９月20日から70％以

上と多かったが、10月12日頃から40％以下と大幅に減

少し、10月30日頃に再び60％以上に増加した。

③ 小花黄化発生率と気温の関係をみると、収穫前の平

均、最高、最低気温のいずれも高い相関係数となってお

り、特に収穫前３日間の平均最低気温との相関係数がｒ

＝0.934で高かった。

④ 以上の結果、小花黄化発生は収穫前の気温、特に最

低気温が高まることにより多発すると考えられた。

〈本試験成績登載印刷物：なし〉

（２）低温障害（アントシアン発生）が少なく品質良好

な品種の検索

担当者：竺原宏人・森田香利

協力分担：なし

アントシアン発生の少ない新品種を試作して有望品種

を検索する。

① は種は８月３日（対照品種：ピクセル（サカタのタ

ネ）、８月８日（対照品種：ピクセル（同）、彩麟（ト

キタ種苗））の２回、セル成型育苗して定植は、順に９

月５日、９月11日に行った。

② 供試品種は‘試交 826A’、‘試交 826B’、‘試交

06C206’、試交D29B’（以上㈱ナコス）、‘SK3-081’、

‘SK3-084’（以上㈱サカタのタネ）、‘BL-410’、’BL-411’、

‘BL-640’、‘BL-643’、‘BL-645’、‘BL-806’（以

上㈱ブロリード）、‘KB-052、‘KB-073（以上みかど協

和㈱）、‘FB-322’、‘FB-339’（以上㈲フジミオフィ

ス）、‘TSX-6019’、‘TRI-6144’、‘TRI-6241’、‘TRI-6243’

（以上トキタ種苗㈱）以上20品種。

③ ２月現在調査中である。

〈本試験成績登載印刷物：なし〉

28．鳥取白ネギの産地強化と環境保全型農業の確立

（１）白ネギ安定生産技術の確立

ア ５月どり一本ネギ（さつきねぎ）の開発

（ア）適品種の選定

担当者：白岩裕隆・伊垢離孝明・福本明彦

協力分担：なし

初夏どり栽培の前進化をするために、晩抽性および肥

大が優れる品種の選定を行う。

① ‘羽緑一本太’（トーホク種苗）、‘長悦’（協和種苗）、



67

‘UE-503’、‘UE-504’、‘UE-505’（横浜植木）、‘Ｋ３-108’、

‘春扇’（サカタのタネ）の計８品種を供試した。播種は

平成18年９月21日、移植は11月13日に行い、12月６

日～翌年３月27日までトンネル被覆、トンネル被覆内に

グリーンマルチ（0.03mm）および潅水チューブを設置し、

５月10日に収穫調査した。

② ５月10日の抽苔率は、‘Ｋ３-108’で44.7％、‘春扇’

で33.5％と高く、次いで‘長悦’で12.3％、‘羽緑一本太’

で9.7％となり、‘UE5-03’で6.5％、‘UE-504’で4.9％、

‘UE-505’で5.0％と低率であった。

③ 葉鞘内部の花茎株率は、‘春扇’と‘Ｋ３-108’で約10％

認められたが、他品種では２％未満であった。

④ ‘羽緑一本太’の収量458.2kg/a に対して、‘UE-505’

469.1kg/a で同等、‘UE-503’494.9kg/a および‘UE-504’

490.9kg/aで優れていた。

⑤ 以上の結果、新品種の‘UE-503’、‘UE-504’および‘UE-505’

は、‘羽緑一本太’と同等以上の晩抽性と肥大があり有望で

あると考えられた。

〈本試験成績登載印刷物：なし〉

（イ）セル成型育苗における播種日および移植日が抽

苔および調製収量に及ぼす影響

担当者：白岩裕隆・伊垢離孝明・福本明彦

協力分担：なし

初夏どり栽培の前進化をするために、播種日および移植日

が抽苔および調製収量に及ぼす影響について検討を行う。

① 品種は、‘羽緑一本太’、‘長悦’および‘春扇’の３

品種を供試した。播種日は平成 18 年９月１日、11 日および

21日の３水準、移植日は11月２日、13日、22日の３水準と

した。12月６日～翌年３月27日までトンネル被覆、トンネル

被覆内にグリーンマルチ（0.03mm）および潅水チューブを設

置し、５月10日に収穫調査した。

② 抽苔率は、いずれの品種とも移植日が早いほど高い傾向

となり、低収量であった。‘羽緑一本太’における抽苔率は、

移植11月２日区で29.0～40.0％、移植11月13日区で8.6～

14.9％、移植11月22日区で2.8～8.5％であった。

③ 以上の結果、セル成型育苗においては、播種日に比べて

移植日の方が抽苔発生に及ぼす影響が大きいことが示唆され

た。この理由として、花芽分化が可能な生育ステージ（齢）

に達するまでの生育への影響が移植日の方が大きいためと推

察された。

〈本試験成績登載印刷物：なし〉

（ウ）栽植密度が抽苔および調製収量に及ぼす影響

担当者：白岩裕隆・伊垢離孝明・福本明彦

協力分担：なし

初夏どり栽培の前進化をするために、栽植密度が抽苔

および調製収量に及ぼす影響について検討を行う。

① 品種は‘羽緑一本太’および‘春扇’を供試した。

200穴セルトレイに１穴当たり２粒、３粒、４粒播種し、

植え付け間隔を10cmで移植し、試験区（栽植密度）は、

2,000本/a、3,000本/aおよび4,000本/aとした。播種

は平成18年９月21日、移植は11月13日に行い、12月

６日～翌年３月27日までトンネル被覆、トンネル被覆内

にグリーンマルチ（0.03mm）および潅水チューブを設置

し、５月10日に収穫調査した。

② トンネル被覆期間中の生育は、‘羽緑一本太’および

‘春扇’ともに栽植密度が低いほど肥大が優れていた。

③ 抽苔率は、‘羽緑一本太’に比べ‘春扇’でやや高い

傾向であった。‘羽緑一本太’の抽苔率は、３粒区と４粒

区で約７～８％、２粒区は 13.0％であった。‘春扇’の

抽苔率は、４粒区で10.9％と最も低く、２粒区と３粒区

では約20％であった。

④ 一本当たりの調製重は、両品種とも株間が広いほど重く

なり、‘羽緑一本太’では２粒区206.9ｇ、３粒区156.8ｇ、

４粒区129.1ｇであった。‘春扇’では２粒区238.5ｇ、３粒

区175.7ｇ、４粒区136.0ｇであった。

⑤ 以上の結果から栽植密度を判断すると、‘羽緑一本太’

の場合、４粒区（栽植密度4,000 本/a）でケース数が多かっ

たが、‘羽緑一本太’がやや肥大が弱い特性を持つことから、

３粒播種のポット間隔10cm（栽植密度3,000本/a）が適する

と考えられた。‘春扇’の場合、３粒区（栽植密度3,000 本

/a）において抽苔率が高かったことを考慮すると、４粒播種

のポット間隔10cm（栽植密度4,000本/a）が適すると考えら

れた。

〈本試験成績登載印刷物：なし〉

（エ）トンネルの被覆資材とマルチが生育、抽苔率お

よび収量に及ぼす影響

担当者：白岩裕隆・伊垢離孝明・福本明彦

協力分担：なし

初夏どり栽培の前進化をするために、トンネルの被覆

資材とマルチが生育、抽苔率および収量に及ぼす影響に

ついて検討を行う。

① 被覆資材は、ポリオレフィン（PO）、無滴農ポリ、有

滴農ポリの３水準、マルチは、黒マルチ、透明マルチ、

緑マルチ、無マルチの４水準とした。平成18年９月21

日に品種‘羽緑一本太’を播種、11月 13 日に移植、12

月６日～翌年３月27日までトンネル被覆し、５月18日

に収穫調査した。

② PO 区における昼間の平均地温は、透明マルチ区15.1℃、

緑マルチ区14.9℃、黒マルチ区14.7℃、無マルチ区14.5℃の

順で高かった。夜間の平均地温は、透明マルチ区11.2℃、緑
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マルチ区10.7℃、マルチ区および無マルチ区で10.2℃であっ

た。

③ トンネル被覆期間中の生育について、被覆資材では有滴

農ポリに比べてPOおよび無滴農ポリで良好となる傾向があり、

マルチでは無マルチ区に比べて、透明マルチ区および緑マル

チ区で良好であった。

④ 被覆資材、被覆資材とマルチの交互作用には、抽苔率に

有意な差が認められた。最も抽苔率が低かったのはPO－透明

マルチ区で8.4％、最も高かったのは有滴農ポリ－無マルチ区

の21.3％であった。

⑤ 以上の結果、トンネルの被覆資材の種類によって被覆期

間中の生育が異なり、抽苔率にも影響があることが明らかと

なった。また、マルチの種類によって地温が異なり、マルチ

によって生育が良好となった。本試験の結果から、被覆資材

はPOおよび無滴農ポリ、マルチは透明マルチおよび緑マルチ

が適していると考えられた。

〈本試験成績登載印刷物：なし〉

（オ）トンネル被覆期間中の潅水量の違いが生育、調

製収量および抽苔率に及ぼす影響

担当者：白岩裕隆・伊垢離孝明・福本明彦

協力分担：なし

初夏どり栽培の前進化をするために、トンネル被覆期

間中の潅水量の違いが生育、調製収量および抽苔率に及

ぼす影響について検討を行う。

① 実験区の潅水量は、０ L/㎡（無潅水）、0.5 L/㎡、

1.0 L/㎡、2.0 L/㎡、4.0 L/㎡を手潅水した。潅水は１

月24日、１月30日、２月７日、２月16日、２月26日、

３月５日、３月12日、３月19日に行った。平成18年９

月21日に品種‘羽緑一本太’を播種、11月13日に移植、

12月６日～翌年３月27日までトンネル被覆し、５月24

日に収穫調査した。

② ０ L/㎡区（無潅水区）の土壌pFは、１月から２月

はpF=1.8～2.1であったが、徐々に土壌が乾燥した状態

となり、最終調査日にはpF=2.6となった。潅水区では、

潅水の量によってpF値の推移に違いが認められ、4.0 L/

㎡区では pF=１前後と土壌水分が高い状態で、1.0 L/㎡

区および2.0 L/㎡区はpF=1.5 前後と適湿で、0.5 L/㎡

区はpF=1.8～2.1とやや乾燥した状態で推移した。

③ トンネル被覆期間中のネギの生育は、潅水量 1.0～

4.0 L/㎡で生育が良好であった。

④ 抽苔率は、1.0 L/㎡区7.5％、2.0 L/㎡区6.3％、4.0

L/㎡区 5.7％に対して、０L/㎡区 18.0％と 0.5 L/㎡区

18.5％と高かった。

⑤ 以上の結果、1.0～4.0 L/㎡の潅水により生育が良好とな

り、抽苔率も低率に抑えられた。

〈本試験成績登載印刷物：なし〉

（カ）電熱線によるネギの側条地中加温による生育お

よび抽苔の制御

ａ 電熱線の設定温度と設置方法が生育および抽

苔率に及ぼす影響

担当者：白岩裕隆・伊垢離孝明・福本明彦

協力分担：なし

ネギにおいて地温制御は抽苔抑制に有効であると考え

られる。本試験では、電熱線の温度および設置方法が生

育および抽苔に及ぼす影響について検討を行う。

① 品種‘長悦’を平成18年９月１日に播種し、11月

２日に無加温ハウス内に移植した。12月３日に地中加温

区はネギの側条に電熱線を配置し植え溝を埋めた（電熱

線の深さ約５cm）。地中加温区はサーモセンサーを電熱線

に直接固定し、12月28日から翌年３月31日まで処理し

た。試験は、電熱線の設定温度を22℃、18℃、14℃の３

水準とし、各設定温度とも電熱線をネギの両側および片

側に配置する区を設け、これらに無処理区を加えて実施

した。

② 何れの地中加温区も無処理区に比べ出葉速度は早ま

り、22℃－両側区および18℃－両側区では、無処理区の

約２倍の出葉速度を示した。また、何れの設定温度にお

いても片側区に比べ両側区で出葉が早くなる傾向が認め

られた。

③ 抽苔率は、無処理区の52.8％に対して、22℃－両側

区0.6％、22℃－片側区0.6％、18℃－両側区1.3％、18℃

－片側区 4.2％、14℃－両側区 3.7％、14℃－片側区

13.0％であり、何れの地中加温区においても抽苔抑制の

効果が認められた。また、設定温度14℃においては、片

側区でやや抽苔率が高かった。

④ 以上の結果、設定温度22℃、18℃、14℃の何れでも

抽苔の抑制効果が認められた。また、設定温度14℃にお

いて、電熱線の両側設置に比べ片側設置でやや抽苔率が

高かった。設置コストおよび抽苔抑制の効果を考慮した

場合、片側設置の設定温度18℃から22℃が適していると

考えられた。

〈本試験成績登載印刷物：７〉

ｂ 電熱線の設定温度と設置方法が‘羽緑一本太’、

‘春扇’、‘長悦’の生育および抽苔率に及ぼす影響

担当者：白岩裕隆・伊垢離孝明・福本明彦

協力分担：なし

ネギにおいて地温制御は抽苔抑制に有効であると考え

られる。本試験では、晩抽性の３品種を用い、電熱線の

温度および設置方法が生育および抽苔率に及ぼす影響に

ついて検討を行う。
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① 品種は‘羽緑一本太’、‘春扇’、‘長悦’を供試した。

平成18年９月１日に播種し、11月２日に無加温ハウス

内に移植した。12月３日に地中加温区はネギの側条に電

熱線を配置し植え溝を埋めた（電熱線の深さ約５cm）。地

中加温区はサーモセンサーを電熱線に直接固定し、12月

28 日から翌年３月31日まで処理した。試験は、電熱線

の設定温度を22℃、18℃の２水準とし、各設定温度とも

電熱線をネギの両側および片側に配置する区を設け、こ

れらに無処理区を加えて実施した。

② いずれの品種においても、地中加温区は、無処理区

に対して葉鞘径、葉数、新鮮重の生育が促進されていた。

③ いずれの品種においても無処理区は 50％以上の抽

苔率であったのに対して、地中加温区の抽苔発生は低率

であった。

④ 以上の結果、いずれの品種においても設定温度22℃、

18℃の両者で高い抽苔抑制の効果が認められた。

〈本試験成績登載印刷物：なし〉

ｃ 地中加温の処理時間が生育および抽苔率に及

ぼす影響

担当者：白岩裕隆・伊垢離孝明・福本明彦

協力分担：なし

ネギにおいて地温制御は抽苔抑制に有効であると考え

られる。本試験では、地中加温の処理時間が生育および

抽苔率に及ぼす影響について検討を行う。

① 品種‘長悦’を平成18年９月１日に播種し、11月

２日に無加温ハウス内に移植した。12月３日に地中加温

区はネギの側条両側に電熱線を配置し植え溝を埋めた

（電熱線の深さ約５cm）。地中加温区はサーモセンサーを

電熱線に直接固定（設定温度22℃）し、12月28日から

翌年３月31日まで処理した。試験区は、地中加温24時

間（加温-24 時間区）、18:00 から6:00（加温－18:00～

6:00区）、3:00～6:00および18:00～21:00（加温－3:00

～6:00，18:00～21:00区）、無処理区を設定した。

② 出葉速度は、加温－24 時間区、加温-18:00～6:00

時間区、加温3:00～6:00、18:00～21:00区の順で早まっ

た。

③ 抽苔率は、無処理区の 66.5％に対して、加温－24

時間区0.6％、加温-18:00～6:00時間区6.3％、加温3:00

～6:00、18:00～9:00区13.1％であり、抽苔の抑制効果

が認められた。

④ 以上の結果、設定温度22℃による24時間加温が最も高い

抽苔抑制の効果があったものの、12 時間および６時間加温で

も抽苔抑制の効果が認められた。この結果から地中加温の間

欠処理による抽苔抑制の可能性が示唆された。

〈本試験成績登載印刷物：７〉

イ ７月どり作型におけるトンネル被覆代替技術

担当者：伊垢離孝明・白岩裕隆・福本明彦

協力分担：なし

７月どり作型において、初期生育が低温・降雪時期に

あたるため、保温効果があり、生育促進が期待される不

織布の被覆が生育に及ぼす影響について検討する。

① 平成18年11月10日播種、２月20日定植とし、３

月１日から4月16日まで不織布（パオパオ90）をべた

がけ被覆する区と無被覆の区を設けた。

② 昼間の平均気温および平均地温とも不織布区で約

1.8℃高く、夜間の平均気温は無処理区と大差なかった。

③ 不織布除去後（４月23日）の初期生育は、‘吉蔵’、

‘夏扇４号’ともに、不織布区で草丈、葉鞘径、1 本当

たりの生育重が優れる傾向であった。

④ ７月４日の収穫時における生育は、不織布区および

無処理区ともほぼ同程度であった。

⑤ 収量は、‘吉蔵’は無処理区で収量が優れ、‘夏扇４

号’では不織布区で収量が優れる傾向が見られた。

⑥ 以上の結果、両品種ともに不織布を用いた場合、初

期生育は良好であり、肥大が促進された。しかし、収穫

時の生育・収量が無処理区とほぼ同程度であったことか

ら収穫適期を過ぎたことが要因の一つと考えられた。

〈本試験成績登載印刷物：なし〉

ウ 坊主不知ネギ‘分場選抜 No.３’の定植日が抽苔

および分げつに及ぼす影響

担当者：伊垢離孝明・白岩裕隆・福本明彦

協力分担：なし

平成18年産の坊主不知ネギ‘分場選抜No.３’におい

て、抽苔が多発した。この要因を解明するため、定植日

が抽苔数および分げつ数に及ぼす影響について検討する。

① 平成18年５月25日に仮植し、定植日が異なる４処

理区（９月13日区、９月26日区、10月10日区、10月

24日区）を設け、５月18日に収穫を行った。

② 抽苔の発生は、いずれの区においても少発生であり、

定植日の早晩による抽苔発生への明確な差は認められな

かった。

③ 収穫時の生育において、定植日が遅くなるに伴い草

丈が短くなる傾向がみられた。また、１株当たりの分げ

つ数は定植日が遅くなるほど分げつ数が少なくなった。

④ 調製重においては、定植日が遅くなるほど平均１本

重が重くなったが、分げつ数および収穫本数は少なく、

低収であった。

⑥ 以上の結果、‘分場選抜No.３’の定植日の早晩が抽

苔発生に及ぼす影響は認められなかったが、定植日が遅

くなるほど分げつ数が少なく、低収であった。
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〈本試験成績登載印刷物：なし〉

エ チェーンポット栽培における生育促進法（予備試

験）

担当者：伊垢離孝明・白岩裕隆・福本明彦

協力分担：なし

チェーンポットによるネギ栽培では、収穫期までポッ

トのペーパーが消失せずに残ることにより生育抑制が起

こることが指摘されている。そこで、ポット側面中央部

に穴をあける穿孔処理が、生育に及ぼす影響について検

討する。

① ペーパー側面中央部に電動ドリルを用いて直径約９

mm の穴をあける穴有区と穴無区を設けた。播種粒数は、

１穴あたり2.5粒と３粒とし、５月５日播種、６月８日

定植、12月26日に収穫調査した。

② 定植時の苗の生育調査では、処理の有・無、播種粒

数の違いによる生育の差は認められなかった。また、処

理によるチェーンポットの定植作業への影響は認められ

なかった。

③ 根群の観察を行ったところ、定植28日後および収穫

時に目視観察したところ、穴からの根の伸長が確認され

た。

④ 定植28日後の生育において、処理の有無、播種粒数

の違いにより、草丈、葉鞘径、地上部新鮮重の初期生育

への影響は認められなかった。

⑤ 収量は、収穫本数、収量、1 本当たりの平均調製重

に有意差は認められなかったが、穿孔処理によりやや肥

大する傾向であった。

⑥ 以上の結果、チェーンポット側面中央部の穿孔処理

により、ネギの肥大が良くなる傾向が認められ、生育抑

制を改善できる可能性が考えられた。

〈本試験成績登載印刷物：なし〉

（２）白ネギ適品種の選定

ア 春どり作型

担当者：白岩裕隆・伊垢離孝明・福本明彦

協力分担：なし

晩抽性の新品種の本栽培での適応性について検討を行

う。

① ‘長悦’（協和種苗）、‘羽緑一本太’（トーホク種苗）、

‘秀蔵’（武蔵野種苗）、‘UE-503’、‘UE-504’、‘UE-505’

（横浜植木）、‘Ｋ３-108’、‘春扇’（サカタのタネ）の計

８品種を供試した。播種は平成18年６月26日、移植は

８月28日、収穫は４月９日に行った。

② ‘春扇’および‘Ｋ３-108’は肥大に優れ、収穫重

量が高く、次いで‘UE-503’、‘UE-504’、‘UE-505’の肥

大が優れていた。分げつは、‘長悦’で約10％、‘羽緑一

本太’および‘秀蔵’で約５％発生した。

③ ４月30日の抽苔率は、‘秀蔵’で67.8％と高く、‘長悦’

で11.4％、その他の品種は10％未満であった。５月７日にお

ける抽苔率をみると、‘羽緑一本太’の 23.5％に対して、

‘UE-505’は1.1％と低率であった。

④ 以上の結果、本作型では‘UE-505’が有望であると

考えられた。

〈本試験成績登載印刷物：なし〉

イ ７月どり作型（無トンネル）

担当者：伊垢離孝明・白岩裕隆・福本明彦

協力分担：なし

襟部の締まりが良く、７月上旬出荷が可能な高品質・

安定多収品種を選定する。

① 対照品種を‘吉蔵’に計13品種を供試し、平成18

年11月10日播種、２月20日に定植、７月９日に収穫調

査を行った。

② 定植後の初期生育は、‘ホワイトスター’、‘夏場所’

が旺盛であった（４月23日）。

③ 収穫時の生育は、‘緑の剣’が草丈、葉鞘長、葉身長

がやや短い草姿であり、その他の品種は対照品種とほぼ

同程度であった（７月９日）。

④ 収量は、‘夏扇パワー’、‘ホワイトスター’、‘夏一心’、

‘夏扇４号’、‘緑の剣’はＬ規格以上の太物の割合が多

く、肥大性が優れ、600kg/a以上と多収であった。

⑤ 襟部の締まりは、‘夏扇パワー’、‘夏一心’、‘夏扇４

号’、‘緑の剣’が優れた。

⑥ 以上の結果、‘夏扇パワー’、‘夏一心’、‘夏扇４号’、

‘緑の剣’は収量、肥大、襟部の締まりが優れ、有望と

考えられた。

〈本試験成績登載印刷物：なし〉

ウ ８月どり作型

担当者：伊垢離孝明・白岩裕隆・福本明彦

協力分担：なし

在圃性に優れ、襟部の締まりが良く、高品質・安定多

収品種を選定する。

① 対照品種を‘吉蔵’に計14品種を供試し、１月19

日播種、４月25日定植、８月６日および８月29日に収

穫調査した。

② 収穫時の生育は、‘光の剣’、‘緑の剣’が草丈、葉鞘

長、葉身長がやや短い草姿であり、その他の品種は対照

品種とほぼ同程度の生育であった（８月６日）。

③ ８月６日の収量は、‘夏扇パワー’、‘ホワイトスター’、

‘夏扇４号’、‘光の剣’はＬ規格以上の太物の割合が多

く、肥大性に優れ、400 kg/a以上と多収であった。襟部

の締まりは、‘夏扇パワー’、‘ホワイトスター’、‘光の剣’、
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‘夏一心’が優れていた。

④ ８月29日の調査では、‘夏扇パワー’、‘ホワイトス

ター’、‘光の剣’が450 kg/a以上と多収であり、襟部の

締まりも優れていた。

⑤ ８月６日と８月29日の収量を比較したところ、高温

期の土壌病害等の発生による減収は認められなかった。

⑥ 以上の結果、‘夏扇パワー’、‘ホワイトスター’、‘光

の剣’は収量、肥大、襟部の締まりが優れ、有望と考え

られた。

〈本試験成績登載印刷物：なし〉

エ 12月どり作型

担当者：伊垢離孝明・白岩裕隆・福本明彦

協力分担：なし

12月どりネギ作型における、高品質・安定多収品種を

選定する。

① 対照品種を‘東京冬黒’に計10品種を供試し、２月

26日播種、５月14日定植、12月19日に収穫調査を行っ

た。

② 収穫直前の圃場内における‘関羽一本太’、‘秀雅’、

‘光の剣’、‘緑の剣’の草姿は立性で、関羽一本太’、‘秀

雅’の葉色は濃緑色であった。

③ 収穫時の生育は、‘関羽一本太’、‘秀雅’、‘光の剣’、

‘緑の剣’の草丈、葉鞘長、葉身長はやや短かった。

④ 収量は、‘関羽一本太’、‘ホワイトスター’、‘ホワイ

トタイガー’は600kg/a以上と多収であり、‘関羽一本太’、

‘光の剣’はＬ規格以上の割合が多く、肥大性に優れた。

⑤ 襟部の締まりは、‘関羽一本太’、‘秀雅’が良好であ

った。

⑥ 以上の結果、‘関羽一本太’は肥大が良く、葉色は濃

緑色、草姿は立性、襟部の締まり、収穫物の揃いも優れ、

多収であり、有望と考えられた。また‘秀雅’、‘光の剣’

についても襟部の締まりが良好で、多収であり、有望と

考えられた。

〈本試験成績登載印刷物：なし〉

（３）砂畑白ネギの環境にやさしい施肥改善

ア セル内施肥技術の確立

（ア）７月どり作型における肥料タイプと窒素施肥量

の検討

担当者：福本明彦・白岩裕隆・伊垢離孝明

協力分担：なし

セル成型育苗におけるセル内施肥(培養土内施肥)によ

る施肥窒素量の削減を検討する。ここでは、７月どり作

型におけるセル内施肥に適する肥料タイプの選定と窒素

施肥量について検討する。

① ‘吉藏’を供試品種に平成18年11月17日に播種（200

穴セル成型トレイ）、２月21日に定植(定植後４月16日

までパスライトを被覆)、７月18日に収穫した。

② セル内施肥は、被覆燐硝安2411の80日タイプ、100

日タイプおよび80日タイプと100日タイプを1対1の割

合で混和したものを用いて、ほ場換算窒素量を10ａ当た

り４kg、５kg、６kgになるように培養土と混和し、育苗

を行った。いずれの区とも本ぽの窒素成分を含む基肥は

無施用とした。尚、慣行区の基肥はスーパーIBS222 を

60kg/10a（窒素7.2kg）施用した。

③ 定植時の苗において、セル内施肥を行ったいずれの

区とも培養土ECが高く、育苗期間中に肥料分の溶出があ

ったと考えられたが、地下部の異常は認められなかった。

苗の生育においては80日タイプ・窒素６kg区が最も劣

ったが、他の区は慣行区と同等または同等以上であった。

④ 定植後の生育において、４月19日時点では80日タ

イプ・窒素５kg、６kg区の新鮮重、葉鞘径が他の区より

優れていたが、時間の経過とともに処理による差は不明

確となった。

⑤ 規格別収量において、慣行区は２Ｌ割合が最も多く、

総収量は最も優れていた。肥料タイプ毎に収量を比較す

ると、80日タイプおよび80日タイプと100日タイプを

１対１で混和した場合は窒素６kg区が、また、100日タ

イプでは窒素５kg、６kgが慣行区と同程度の収量であっ

た。肥料タイプ間の差は明確ではなかった。

⑥ 以上の結果、肥料タイプの効果は明確ではなかった

が、基肥窒素５kg、６kgに相当するセル内施肥により慣

行と同等の生育、収量が得られ、基肥窒素４kg～５kgの

削減が可能と考えられた。

〈本試験成績登載印刷物：なし〉

（イ）８月どり作型における窒素施肥量の検討

担当者：福本明彦・白岩裕隆・伊垢離孝明

協力分担：なし

セル成型育苗におけるセル内施肥(培養土内施肥)によ

る施肥窒素量の削減を検討する。ここでは、８月どり作

型におけるセル内施肥に適する窒素施肥量について検討

する。

① ‘吉藏’ を供試品種に１月22日に播種（200 穴セ

ル成型トレイ）、４月16日に定植、８月１日に収穫した。

② セル内施肥は、被覆燐硝安2411の80日タイプを用

いて、ほ場換算窒素量を 10ａ当たり４kg、５kg、６kg

になるように培養土と混和し、育苗を行った。

③ 定植時の苗において、セル内施肥を行ったいずれの

区とも培養土ECが高く、育苗期間中に肥料分の溶出があ

ったと考えられたが、地下部の異常は認められなかった。

苗の生育においてはセル内施肥を行った区はいずれとも
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慣行の生育を大幅に上回った。

④ 定植後の生育において、セル内施肥を行った区はい

ずれとも新鮮重、葉鞘径が慣行区より優れ、初期生育の

促進効果が認められた。

⑤ ５月下旬以降、各区とも欠株が観察されるようにな

り、その割合は施肥窒素量の増加とともに多くなる傾向

であった。

⑥ 収量において、窒素５kg、６kg区の欠株が顕著であ

り、収穫本数が少なく、慣行区より低収となった。窒素

４kg区は他の区を大幅に上回り、最も多収であった。

⑦ 以上の結果、基肥窒素４kgに相当するセル内施肥に

より慣行を上回る生育、収量が得られた。しかし、５月

下旬以降の欠株が慣行区でも多く発生していることから

再検討を要する。また、高温期の肥効がネギの生育に与

える影響が大きいものと考えられ、肥効の異なる肥料タ

イプの検討を併せて行う必要があると考えられた。

〈本試験成績登載印刷物：なし〉

（ウ）培養土との混和時に生じる肥料コーティング材

の破損

担当者：福本明彦・白岩裕隆・伊垢離孝明

協力分担：なし

セル成型育苗におけるセル内施肥(培養土内施肥)によ

る施肥窒素量の削減を検討する。ここでは、培養土と被

覆肥料を混和する際の肥料コーティング材の破損が、肥

効およびネギの生育に及ぼす影響について検討する。

① ‘吉藏’ を供試品種に１月22日に播種（200 穴セ

ル成型トレイ）、４月16日に定植、８月１日に収穫した。

② 被覆燐硝安2411の80日タイプ（ほ場換算窒素量を

10ａあたり４kg）を用い、少量混和（１トレイ分の培養

土と被覆肥料を洗面器内で素手で混和）と大量混和（20

トレイ分の培養土と被覆肥料をプラ舟内でスコップで混

和）を行った。

③ 定植時の苗において、少量混和区のECは大量混和区

のECより高かったが、生育は同程度であった。

④ ５月28日時点の生育において、少量混和区の新鮮重

は大量混和区を上回っていたが、葉鞘径は同程度であっ

た。また、８月１日時点では大量混和区の葉長は有意に

長かった。

⑤ 収量調査において、大量混和区は２Ｌ割合が多かっ

たが、総収量は少量混和区と同程度であった。

⑥ 以上の結果、少量混和、大量混和の苗の生育、定植

の生育および収量において明確な差は認められず、スコ

ップを用いた大量混和におけるコーティング材の破損は

なかったものと判断された。

〈本試験成績登載印刷物：なし〉

イ 坊主不知ネギにおける緩効性肥料を用いた施肥

改善

担当者：伊垢離孝明・白岩裕隆・福本明彦

協力分担：なし

環境負荷軽減を目的に、坊主不知ネギ栽培の施肥改善

として、緩効性肥料（IB化成）を利用した施肥量の削減

と追肥の省力化について検討する。

① 坊主不知ネギ‘光’、‘晩中太’を供試した。仮植平

成18年５月25日、定植‘光’９月４日、‘晩中太’９月

11日、収穫は‘光’平成19年５月７日、‘晩中太’５月

11日に行った。

② 10ａ当たりの総窒素施肥量は、慣行区43.4kg、スー

パーIB区（以下、SIB）、グッドIB区（以下、GIB）、GIB

＋PK化成補肥区はいずれとも25kgとした。施肥回数は、

慣行区８回、SIB 区、GIB 区、GIB+PK 区はいずれとも５

回とした。

③ 収穫時の１株当たりの分げつ数は、両品種とも各試

験区に有意な差はなく、同程度であった。

④ 各試験区とも抽苔の発生は少なく、施肥が抽苔に及

ぼす影響は認められなかった。

⑤ 各試験区の１本当たりの調製重は、両品種とも慣行

区と比較して大差なく同程度であった。

⑥ 以上の結果、緩効性肥料（IB化成）を利用すること

で、施肥窒素量25kg/10aで慣行と同等以上の収量が得ら

れ、約40％の施肥窒素量の削減および追肥回数の削減が

可能であった。

〈本試験成績登載印刷物：なし〉

（４）ネギアザミウマの生殖型及びハプロタイプ判別

ア PCR-RFLP によるネギアザミウマ生殖型判別法の

開発

担当者：竹内亮一

協力分担：（独）果樹研究所ブドウ・カキ研究拠点

本県の個体群から雄個体を発見したことから、本県に

おいても複数の系統が存在すると考えられる。ここでは、

産雄単為生殖固体（以下、産雄型）について、その判別

法を開発する。

① ネギアザミウマ虫体から抽出したミトコンドリア

DNA を PCR し、増幅産物を電気泳動した結果、産雄型及

び産雌単為生殖個体（以下、産雌型）共に、490bp 付近

にバンドが検出された。

② 増幅産物をEcoO109Iで消化した後の電気泳動では、

産雄型は350bp及び140bpに２本、産雌型は260bp、140bp

及び90bpに３本のバンドが検出され、判別が可能であっ

た。

③ この判別法は、幼虫、蛹、成虫の各生育ステージ及
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びアセトン浸漬保存中の死亡個体でも利用可能であった。

④ 以上の結果より、ネギアザミウマの生殖型判別が可

能であった。なお、この判別法にかかる所要時間は、約

７時間程度である。

〈本試験成績登載印刷物：７、11〉

イ 生殖型判別による産雄型単為生殖個体群の分布

担当者：竹内亮一

協力分担：（独）果樹研究所ブドウ・カキ研究拠点

県内の白ネギ生産ほ場を対象に、産雄型のほ場内にお

ける発生状況を明らかにする。

① 県内のネギ栽培ほ場９カ所について、PCR-RFLP法で

生殖型判別をおこなった。

② 西部４カ所及び中部１カ所で、産雄型の存在が確認

された。東部では確認されなかった。

③ 産雄型の発生が見られるほ場においては、産雌型よ

りもほ場優先率が高かった。

④ 以上の結果より、ネギアザミウマ産雄型は、県西部

を中心に発生していることが明らかとなった。さらに、

同一ほ場内において、産雄型が産雌型よりも優占してい

る傾向が示唆された。

〈本試験成績登載印刷物：７、11〉

ウ COⅠ塩基配列のダイレクトシーケンスによるハ

プロタイプ判別

担当者：竹内亮一

協力分担：（独）果樹研究所ブドウ・カキ研究拠点

県内に発生するネギアザミウマ個体について、ミトコ

ンドリアDNAの塩基配列を解析し、既報告から系統の特

性を推察する。

① 塩基配列の比較及びハプロタイプの決定は、すべて

TODA and MURAI (2007)に準じておこなった。

② 全ほ場において、発生している産雌型の遺伝子型は、

日本各地で広く発生しているものと同一であった。

③ 一方、産雄型の遺伝子型は、日本では未発生の系統

であり、その塩基配列はイスラエルで採取された系統と

一致していた。

④ 以上の結果より、本県に存在する産雄型は、他府県

で発生している個体群とハロタイプが異なっていた。本

県の個体群はイスラエル個体群と同一の系統であり、海

外から侵入した可能性が示唆されるが、原因は不明であ

る。

〈本試験成績登載印刷物：７、11〉

29．砂丘ラッキョウ高位生産技術の確立

（１）優良系統の選抜と保存

ア 新系統の生育特性の解明（福部砂丘）

担当者：北山淑一

協力分担：ＪＡ鳥取いなば、鳥取普及所

ラクダ系ラッキョウは乾腐病に弱く、乾腐病の発生に

よって減収となっている。そこで、生物工学研究室で育

成された乾腐病耐病性系統の現場での適性を検討する。

① 供試系統は、‘Ｒ１’、‘Ｒ２’、‘Ｒ３’、‘Ｒ４’、‘Ｒ

５’、‘Ｒ６’、‘Ｒ７’、‘Ｒ８’、‘Ｒ９’、‘赤１’、‘赤２’、

‘赤３’、‘Ｓ１’、‘Ｓ２’、‘Ｓ３’と対照系統の‘在来

ラクダ’の以上16系統とした。さらに、‘Ｒ２’、‘Ｒ３’、

‘Ｒ４’の３系統については場内で育成した種球とは別

に、福部現地ほ場で２年間育成した種球も供試した。

② 欠株率は、場内育成球では‘赤２’が 2.0％、現地

育成球では‘Ｒ２’が10.8％、‘Ｒ３’が1.6％、‘Ｒ

４’が1.4％、他の系統は欠株の発生はなかった。

③ 分球数が‘在来ラクダ’と比較して多い系統は、‘Ｒ

３’、‘Ｒ９’の２系統だった。

④ 鱗茎重が‘在来ラクダ’と比較して重い系統は、‘Ｒ

３’、‘Ｒ５’の２系統だった。

⑤ １球重が‘在来ラクダ’と比較して重い系統は、‘Ｒ

１’、‘Ｒ３’、‘Ｒ５’、‘Ｒ８’の４系統だった。

⑥ 以上の結果、分球数、１球重、鱗茎重が‘在来ラク

ダ’と比較して優れた系統、‘Ｒ１’、‘Ｒ３’、‘Ｒ

５’、‘Ｒ８’、‘Ｒ９’を１次選抜系統とした。

〈本試験成績登載印刷物：なし〉

イ 現地優良系統の選抜（福部砂丘）

担当者：北山淑一

協力分担：ＪＡ鳥取いなば、鳥取普及所

福部地区で栽培されている系統は個々で異なり統一さ

れていない。そのため、品質、収量が生産者によってば

らつきが生じているので、系統の統一が望まれている。

そこで、収量性が高く出荷規格に適合した系統を収集し

選抜する。

① 供試系統は、福部栽培農家から譲り受けた№101 か

ら113までの13系統を用いた。

② 生存株率は、‘№101’、‘№103’で低く、他の系

統は90％以上と高かった。

③ 分球数は‘№103’、‘№104’、‘№113’で多く、

‘№107’、‘№108’、‘№109’で少なかった。鱗茎重

は‘№103’、‘№104’、‘№113’で重かった。１球重

は‘№108’、‘№109’で重く‘№103’は軽かった。

④ 出荷規格はＳ割合が‘№101’、‘№103’、‘№107’

で高く、Ｍ割合は‘№101’、‘№103’、‘№104’、‘№

107’、‘№112’で高かった。

⑤ 以上の結果、福部現地栽培13系統を‘№105’、‘№

108’、‘№109’を球重型、‘№104’、‘№106’、‘№

113’を分球型の系統として１次選抜した。
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〈本試験成績登載印刷物：なし〉

ウ 優良系統の選抜（北条砂丘）

担当者：北山淑一

協力分担：なし

北条砂丘に導入されている系統について収穫前期、中

期、後期の時期別に収量特性を調査する。

① 供試は‘玉’、‘Ｆ’、‘大栄１号’の３系統。

② 分球数は各系統とも収穫時期が進んでも増加しなか

った。

③ １球重は‘玉’が緩やかに増加した。

④ 鱗茎重は‘玉’が収穫中期以降急激に増加した。‘Ｆ’、

‘大栄１号’は収穫時期が進んでも増加しなかった。

⑤ 調査時の降雨の影響も考えられるが、乾物率は各系

統ともに収穫中期が最も高かった。また、大球系の‘大

栄１号’が小球系の‘Ｆ’、‘玉’より乾物率は高かっ

た。

⑥ 以上の結果、収穫時期別の分球数、１球重、鱗茎重

は差異がなかった。これは、暖冬の影響で生育が促進し

たためであると考えられた。乾物率はいずれの系統も収

穫中期が最も高かった。

〈本試験成績登載印刷物：なし〉

（２）多収栽培技術の確立

ア 多収ほ場の多収要因の解明

（ア）砂質および潅水の影響

ａ 福部砂丘および北条砂丘の砂質の影響

担当者：北山淑一

協力分担：なし

ラッキョウ主要産地である福部砂丘と北条砂丘では、

地力の違いによりラッキョウの収量の差が生じていると

いわれている。そこで、各地区の試験掘りほ場の土壌の

物理、化学性を調査し今後の肥培管理の参考にする。

① 鳥取市福部町、湯梨浜町羽合地区、北栄町北条地区、

北栄町大栄地区のラッキョウ栽培ほ場をそれぞれ、24地

点、３地点、６地点、８地点について貫入式土壌硬度計

を用いて貫入抵抗、土壌の化学性（pH、EC、CEC、CaO、

MgO、K2O、P2O5、NO3-N）を測定した。また、砂の粒径割

合を篩法で測定した。

② 貫入抵抗は、深さ130mmまではいずれの地区とも差

異はなかったが、それ以降福部地区で急激に貫入抵抗が

増加し深さ320mm付近で3,500kpaと最大になった。他の

地区は、深さ130mm以降貫入抵抗が増加するが最大値は

福部地区より低く、特に大栄地区での最大値は深さ

280mmで約1,500kpaと福部地区の半分以下だった。

③ 土壌の化学性は、福部地区のCECは1.56meq/100ｇ

で他の地区より低かった。P2O5は、北条地区41.0mg/100

ｇ、大栄地区34.5mg/100ｇで高く、福部地区13.6 mg/100

ｇ、羽合地区17.3mg/100ｇで低かった。

④ 土壌の粒径は、福部地区は0.2～0.3mmの割合が高く

全体の約60％だった。北条、大栄地区では0.2～0.3、0.3

～0.5mmの割合がいずれも35％だった。羽合地区では、

0.3～0.5mmの割合が50％、0.5mm以上の割合が20％と他

の地区より高かった。

⑤ 以上の結果、貫入抵抗は福部砂丘と比較して北条砂

丘では深さ130mm～300mmで低く、軟らかい土壌だった。

また、CEC は北条砂丘の方が高く、保肥力が高い土壌と

考えられた。砂の粒径は福部砂丘と比較して北条砂丘の

方が粒子は粗い土壌だった。

〈本試験成績登載印刷物：なし〉

ｂ 潅水の影響

担当者：北山淑一

協力分担：ＪＡ鳥取いなば、鳥取普及所

春先の潅水開始時期の違いが収量に及ぼす影響を調査

する。

① 処理区は、３月潅水区（潅水開始は３月21日で４日

に1回６mm潅水、５月８日から２日に１回６mm潅水）、

４月潅水区（潅水開始は４月 21 日から４日に 1 回６mm

潅水、５月８日から２日に１回６mm潅水）、無潅水区と

した。潅水処理は５月16日に終了した。

② 試験期間中（３月下旬から５月中旬まで）の降水量

は146mmであり、平年の約60％と少なかった。日射時間

は３月下旬から４月中旬は平年並みで、４月下旬から５

月中旬までは約８％多かった。本試験は少雨で日照時間

の長い条件下だった。

③ 最大葉長、葉数共に処理による差異はなかった。葉

重についても差異はなかった。

④ 潅水開始時期が早いほど分球数が増加し、鱗茎重が

増加する傾向が見られた。１球重、乾物率は処理による

差異はなかった。

⑤ 球の出荷規格は、４月潅水区で無潅水区と比較して

Ｌ割合が高く大球傾向だった。

⑥ 本試験での灰色カビ病等の病害の発生は少なかっ

た。

⑦ 以上の結果、少雨で日射時間が長い条件下では、潅

水によって生育が促進され、分球数が増加したと考えら

れた。潅水の開始時期は３月下旬開始が最も効果が高い

と考えられた。

〈本試験成績登載印刷物：なし〉

イ 植付け時期および栽植密度の検討

（ア）栽植密度と種球重の検討

担当者：北山淑一
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協力分担：ＪＡ鳥取いなば、鳥取普及所

栽植密度の違いが収量に及ぼす影響を種球重別に検討

する。

① 各処理区とも条間24cmとし、株間は５cm、９cm（慣

行）、15cmの３水準とした。種球は７～９g、９～11g、

11～13gの球を供試した。

② 供試した種球の母球芽数は、９～11g の球が最も多

く3.1個で、次いで７～９gの2.5個だった。

③ 最大葉長は株間９cm で他の処理区と比較して長か

った。葉重は株間が広がるにつれて増加し、株間９cmで

最も重かった。

④ 分球数は種球重、株間の違いによる差異はなかった。

⑤ 鱗茎重は株間が広がるにつれて増加し、株間９cmで

最も重かった。１球重は５cmと他の株間で差異が認めら

れたが、７cmと９cmの間では差異がなかった。

⑥ ａ当り収量は種球重、株間の違いによる差異はなか

った。

⑦ 以上の結果、１球重は密植すると軽くなった。鱗茎

重は株間９cmの時最大となった。一方、ａ当り収量は株

間５cm～９cmの間で差異はなかった。しかし、株間５cm

では、１球重が軽くＳ未満の出荷規格外品が発生する可

能性が高く実用的でないと考えられた。本試験では種球

重が収量に及ぼす影響が判然としなかった。

〈本試験成績登載印刷物：なし〉

ウ 施肥法の検討

（ア）施肥時期、施肥量の検討

担当者：北山淑一

協力分担：ＪＡ鳥取いなば、鳥取普及所

福部地区のラッキョウ栽培では平均収量が10a当た

り２ｔ前後であり、現状の施肥量では収量が得られに

くい。そこで、10a 当たり収量が３ｔとなるよう適正

な施肥時期、施肥量を確定する。ここでは、年内の重

点施肥時期を検討する。

① 処理区は、基肥施肥量慣行倍量（基肥重点区）、基

肥施肥量慣行半量（基肥減区）、発芽期施肥量慣行倍量

（発芽期重点区）、10月期施肥量慣行倍量（10月増肥区）、

発芽期・10月期施肥量慣行1.25 倍（秋全体増肥区）、

福部慣行区（Ｎ-Ｐ-Ｋ=22.7:45.2:33.4)の以上６処理区

を設けた。

② 年内（12月）の掘り取り調査の結果、最大葉長、葉

重、分球数、鱗茎重、１球重とも有意差はなかった。し

かし、基肥減区では慣行区と比較して、最大葉長、葉重、

分球数、鱗茎重が劣る傾向が見られた。また、基肥重点

区、秋全体増肥区では慣行区と比較して最大葉長、葉重、

鱗茎重、1球重が優る傾向が見られた。

③ 収穫調査の結果、分球数、鱗茎重、１球重とも処理

による有意な差はなかった。

④ 以上の結果、年内の施肥の増減が収量に及ぼす影響

は判然としなかった。しかし、年内の掘り採り調査結果

から、基肥重点および秋全体増肥区において増肥による

生育促進の傾向が見られた。しかし、本年は、暖冬の影

響で収量に差異が認められなかった可能性もあるので継

続して検討を行う。

〈本試験成績登載印刷物：なし〉

（３）労力軽減技術の確立

ア 施肥の省力化の検討

担当者：北山淑一

協力分担：ＪＡ鳥取いなば、鳥取普及所

ラッキョウは栽培期間が長いため、追肥回数が多く生

産者の負担となっている。そこで、施肥回数が少なくな

るような緩効性肥料を用いた省力体系を確立する。本年

は、溶出パターンの異なる緩効性肥料を用いて年内施肥

の検討を行う。

① 処理区は被覆燐硝安加里100日溶出タイプ（ロング

100区）、100日シグモイド溶出タイプ（ロングＳ100区）、

70日溶出タイプ（ロング70区）および福部慣行区（Ｎ-

Ｐ-Ｋ=22.7:45.2:33.4)とした。緩効性肥料を用いた区の

窒素量は慣行の２割減とした。いずれの緩効性肥料区と

も基肥は植え溝施用とした。

② 最大葉長は、慣行区が他の処理より長かった。葉重

は慣行区と比較してロング70および100区で劣った。

③ 鱗茎重は有意差がなかったが、いずれの区とも慣行

区より劣る傾向であった。

④ 球の出荷規格別割合は他の処理と比較して慣行区で

Ｍ割合が低く、Ｌ割合が高い大球傾向だった。

⑤ 以上の結果、溶出パターンの異なる緩効性肥料の植

え溝施用は慣行より収量が劣り、再検討を要した。

〈本試験成績登載印刷物：なし〉

イ 植付け機の実用化の検討

担当者：北山淑一

協力分担：株式会社井関農機

植付け機（井関農機ラッキョウ移植機）と慣行手植え

で収量を比較し、植付け機の実用性を検討する。

① 処理区は機械植えでは浅植区と深植区を設けた。

慣行区は手植えとした。

② 機械植区、慣行区とも欠株の発生はなかった。収穫

時、鱗茎の曲がりは、機械植区、慣行区ともになかった。

③ 葉重、分球数、鱗茎重、１球重については処理によ

る有意差はなかった。しかし、鱗茎重、分球数について

は機械深植区で慣行区より劣る傾向が見られた。
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④ 葉鞘長は機械浅植え区が他の区より短かった。

⑤ 以上の結果、慣行手植えと機械植えでは、深植えで

はやや収量が劣るものの、欠株の発生や鱗茎の曲がりの

発生はないため植付け精度は高く、実用性があると考え

られた。

〈本試験成績登載印刷物：なし〉

30．特産砂丘ナガイモ産地存亡に係る生産安定技術の確

立

（１） 新品種‘ねばりっ娘’の種芋増殖法の開発

ア 優良ムカゴの着生法の検討

（ア） 栽植密度の検討

担当者：林悦之

協力分担：なし

‘ねばりっ娘’は、切り芋からの発芽が極めて困難であ

るためムカゴから小芋を養成して種芋としている。そこ

で、ムカゴの着生に適した株間 0.5ｍのときの好適な畝

間について検討する。

① 単棟ハウス（６ｍ×24ｍ）で、株間 0.5ｍの場合の

好適な畝間について検討した。畝間について、0.88ｍ、

1.17ｍの２区を設定した。

② １株当たり2.5分以上のムカゴの着生は、着生重量

では、畝間1.17ｍ区が682ｇと多かった。着生粒数でも、

畝間1.17ｍ区が多く、524粒であった。

③ 100 ㎡当たり2.5 分以上のムカゴの着生は、着生粒

数では、畝間0.88ｍ区がやや多く、95千粒であった。着

生重量は、畝間 0.88ｍと畝間 1.17ｍ間に大差なく、11

７～119kgであった。

④ 成芋重は、畝間0.88ｍと畝間1.17ｍ間で大差なく1

本重量はそれぞれ1,230ｇと1,269ｇで、10ａ当たり収量

は、それぞれ2.8ｔ、2.2ｔであった。

⑤以上の結果、ムカゴの着生に好適な栽植密度は

植付け本数が少なくて済む畝間1.17ｍ×株間0.5

ｍであった。

〈本試験成績登載印刷物：なし〉

（イ）施肥法の検討

担当者：林悦之

協力分担：なし

ムカゴの着生に適する施肥法について検討する。

① 現地農家ほ場、単棟網ハウス（5.5ｍ×30ｍ）に

おいて標準区（N40kg/10a）、全量元肥Ｎ40区、全量元肥

Ｎ50区、全量元肥Ｎ60区、全量元肥Ｎ40＋堆肥２ｔ/10a

区および追肥Ｎ50区（５月中旬に全量を施用）の６区に

ついて比較検討した。

② 2.5 分以上のムカゴの着生は、１株当たり着生量で

は、標準区、追肥Ｎ50 区、全量元肥Ｎ40＋堆肥２ｔ区、

全量元肥Ｎ50区の順に多く289ｇ～345ｇであった。１株

当たり着生粒数では、標準区、堆肥区、追肥Ｎ50区の順

に多く199～247粒であった。

③ 成芋重は、全量元肥Ｎ60および堆肥区が重く1.8kg/

本であり、標準の1.5kgを上回った。なお、追肥Ｎ50区

は、芋の姿が良好であった。

④ 芋の形状は、標準と大差なかった。

⑤ 以上の結果、１株当たり2.5分以上のムカゴの着生

量及び着生粒数は、標準と追肥Ｎ50区および全量元肥Ｎ

40＋堆肥２ｔ/10aが多かった。なお、成芋重は、全量元

肥Ｎ60区及び追肥Ｎ50区が標準を大きく上回り、芋の形

状は全量元肥Ｎ50区、Ｎ60区、追肥Ｎ50区が標準並で

あった。ムカゴと成芋を併せて収穫するには、追肥Ｎ50

区が良いことが認められた。

〈本試験成績登載印刷物：なし〉

（ウ）露地栽培における種芋重別ムカゴの生産量

担当者：林悦之

協力分担：なし

通常露地で成芋を栽培しているほ場における種芋重別、

株間別のムカゴ収量を調査し、自家採取して種芋生産を

するための資料とする。

① 露地ほ場において、種芋重別（10～ 25ｇ、25～ 50

ｇ、25～ 50ｇ、25～ 50ｇ、50～100ｇ、 100～200ｇ、

200～300ｇ）、株間別（30㎝、40㎝、50㎝）のムカゴ着

生量を調査した。

② 2.5分以上のムカゴの着生についてみると、株間30

㎝、40㎝とも種芋重が重い程１株当たり着生粒数が多か

った。種芋重 10ｇ～300ｇにおける１株当たり着生粒数

は、株間30㎝で21～46粒、40㎝で19～110粒であった。

株間40㎝は株間30㎝に比べ１株当たり着生粒数が多か

った。種芋重100～200ｇの100㎡当たり着生粒数は株間

40㎝と株間30㎝はそれぞれ26千粒、19千粒であった。

③ 土壌表面に落下したムカゴは、良品の割合73～81％

と寒冷紗で受けて採取したムカゴの良品割合 80～88％

に比べやや低かった。

④ 以上の結果、露地栽培において、１株当たり2.5分

以上のムカゴの着生粒数は、種芋が大きく、株間が広い

程増加することが認められた。種芋重100～200ｇで株間

30㎝は46粒、株間40㎝は1株当たり83粒であった。

又、寒冷紗で受けたムカゴの良品割合は地上に落下した

ものに比べ、1割程度高まることが認められた。

〈本試験成績登載印刷物：なし〉

イ ムカゴの栽植方法の検討

（ア）ムカゴの施肥について

担当者：林悦之
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協力分担：なし

‘ねばりっ娘’は、ムカゴから小芋を養成して種芋と

しているがムカゴの発芽が揃わないため 10ｇ以上の種

芋の収穫割合が50％程度にとどまっている。そこで、10

ｇ以上の種芋の収穫割合を高めるための施肥法について

検討する。

① ムカゴの植付けは、畝の長さ50㎝に植付幅20㎝100

粒を散播した。ムカゴは室内保存した３分のものを用い

た。試験区として標準施肥区(Ｎ20/ｍ) と被覆燐硝安加

里(140 日と100 日タイプを等量混合)を用いた全量元肥

施肥Ｎ20/ｍ区、全量元肥施肥Ｎ24/ｍ区について比較検

討した。

② 各処理区の収穫率は74～78％で、処理区間で差は認

められなかった。10ｇ以上の種芋の収穫率は、標準区の

57％に対し、全量元肥区は48～49％と低かった。

③ 以上の結果、全量元肥の収穫率は標準と大差がなか

ったが、10ｇ以上の種芋の収穫率は低く、前年の結果と

異なるため更に検討を要する。

〈本試験成績登載印刷物：なし〉

（イ）ムカゴの保存方法の検討

担当者：林悦之

協力分担：なし

ナガイモ新品種‘ねばりっ娘’は、ムカゴから小芋を

養成して種芋としているが、ムカゴの発芽が揃わないた

め 10ｇ以上の種芋の収穫割合が 50％程度にとどまって

いる。そこで、ムカゴの保存法について検討し、種芋の

収穫割合の向上の基礎資料とする。

① 冷蔵(５℃)保存したものは出庫時期及び出庫後の温

度について、室内(日陰）保存したものは入庫(５℃保存)

時期について、また、土中保存(深さ20㎝）について調

査検討した。

② ５月31日時点で、室温、土中、を比較すると、冷蔵

したものは発芽が遅れ、特に植付け15日前まで５℃に保

存するとその影響は大きかった。室温保存が早く55％と

最も高くなった。しかし、５℃保存したものでも25℃処

理することで発芽率が大幅に改善された。

③ ムカゴ植付け前冷蔵日数と 10ｇ以上種芋収穫割合

については、ムカゴの植付け前冷蔵期間が長いほど10ｇ

以上種芋収穫割合が低下した。

④ ５℃に長期保存していても、植付けまでに25℃で保

存することにより、10ｇ以上種芋収穫割合が高まった。

⑤ 土中保存したものは、植付け時には、29％が催芽し

た。

⑥ 以上の結果、発芽割合および10ｇ以上種芋収穫割合

は、室温保存で高いことが認められた。また、低温に保

管した場合、25℃催芽処理により種芋収穫割合が高まる

ことが認められた。

〈本試験成績登載印刷物：なし〉

（ウ）植付け密度について

担当者：林悦之

協力分担：なし

‘ねばりっ娘’は、切り芋からの萌芽が極めて困難で

あるためムカゴから小芋を養成して種芋としている。そ

こで、ムカゴの植付け時のムカゴの大きさ、植付け幅お

よび株間別の種芋収穫率について調査し、ムカゴの大き

さに合った植付けを行うための資料とする。

① ムカゴの大きさ2.5分、３分、４分について株間２

㎝、３㎝、４㎝と植付け幅10㎝、15㎝、20㎝を組み合

わせた処理区を設定し、１区100粒を植付けた。

② ５月31日時点の発芽率は、ムカゴの大きさ2.5分、

３分、４分でそれぞれ59％、72％、82％であった。

③ 各ムカゴの大きさとも植付け幅 10 ㎝の株間３㎝で

発芽率が良かった。

④ 10ｇ以上の種芋収穫率は、2.5 分のムカゴでは、株

間４㎝で植付け幅20㎝の71％、３分では、株間３㎝で

植付け幅10㎝の74％、４分では、株間３㎝の植付け幅

10㎝の81％であった。

⑤ 以上の結果、１ｍ当たり10ｇ以上の種芋収穫本数は、

2.5分のムカゴでは、株間４㎝で植付け幅20㎝の71本、

３分では、株間２㎝で植付け幅20㎝の88本、４分では、

株間２㎝で植付け幅10㎝の132本であった。

〈本試験成績登載印刷物：なし〉

（２）新品種‘ねばりっ娘’の好適栽培法の確立

ア 芋重別適正栽植密度について

担当者：林悦之

協力分担：なし

‘ねばりっ娘’に適した栽培技術を組み立てる必要

がある。そこで、芋重別の栽植密度について検討し、目

標の大きさの成芋を収穫するための資料とする。

① 露地ほ場において、種芋重 10～ 25ｇ、25～ 50ｇ、

25～ 50ｇ、25～ 50ｇ、50～100ｇ、 100～200ｇ、200

～300ｇと株間30㎝、40㎝、50㎝の組み合わせによるム

カゴ着生量を調査した。

② 芋重は、株間30㎝の場合、種芋重200～300ｇの887

ｇが最も重く、10～25ｇが 634ｇで最も軽かった。株間

40㎝の場合、種芋重200～300ｇの1253ｇが最も重く、

10～25ｇが691ｇで最も軽かった。株間50㎝の場合、種

芋重200～300ｇの1611ｇが最も重く、10～25ｇが641ｇ

で最も軽かった。

③ 10ａ当たり収量は、種芋重が重い程、増加した。株
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間については、芋重 10ｇ以上で 50ｇ未満の場合、株間

30㎝の収量が多かった。芋重50～200ｇでは、一定の傾

向は認められなかった。芋重が200ｇ以上では、株間50

㎝の収量が増加した。

④ 以上の結果、種芋重別成芋重のうち1本重が重かっ

た株間は、種芋重 10～25ｇでは 40 ㎝、25～300ｇで 50

㎝であった。10ａ当たり収量が多かった株間は、種芋重

10～200ｇでは30㎝、200～300ｇでは50㎝であった。

〈本試験成績登載印刷物：なし〉

イ 頂芽の保存状態が青カビの発生と発芽に及ぼす

影響

担当者：林悦之

協力分担：なし

‘ねばりっ娘’は、切り芋からの萌芽が極めて困難で

あるためムカゴから養成した小芋、又は、頂芽を種芋と

して利用している。そこで、頂芽の保存状態が青カビの

発生とほ場での発芽に及ぼす影響について検討する。

① ‘ねばりっ娘’の頂芽を切り口３㎝で切り取って、

室温保存と５℃保存、米袋に入れたものと入れないもの、

消毒の有無について比較検討した。

② ５℃保存したものは、消毒の有無にかかわらず室温

保存に比べ青カビの発生率が高くなった。

③ 室温保存の場合に米袋に入れず消毒したものの良品

率は97％であったが、消毒しなかったものは39％であっ

た

④ 米袋に入れたものは、入れなかったものに比べ青カ

ビの発生が多かった。

⑤ ほ場での発芽状況は、室温保存の場合、５℃保存に

比べ発芽率が高く、カビが多発しても発芽は良好であっ

た。５℃保存の場合は、カビが発生すると更に発芽不良

となった。

⑥ 以上の結果、頂芽を種芋として保存する場合、消毒

を行い米袋に入れず室温保存することが青カビの発生防

止およびほ場での発芽率向上に有効であることが認めら

れた。

〈本試験成績登載印刷物：なし〉

(３）障害芋発生要因の解明

ア 黒陥没発生ほ場実態調査

担当者：林悦之

協力分担：なし

ナガイモは、気象条件、土壌条件、栽培管理条件によ

り、芋に「障害」ができ品質低下を招くことが多く、経

営上の大きな問題になっている。ここでは、「黒陥没」発

生ほ場の実態調査を行う。

① 多発３ほ場、健全３ほ場について土壌の理化学性、

土壌水分について調査した。

② 黒陥没発生ほ場の表層０～15㎝は、健全ほ場に比べ

石灰、Ｍn，Fn含量が低い場合が認められた。

③ 土壌水分（pF値）は、農家Tの黒陥没発生ほ場は、

健全ほ場に比べ、多雨時に深さ20㎝のpF値は1.1と低

かった。降雨がしばらくない場合も、深さ20㎝、40㎝

では低く、水分が多いことが認められた。農家Eの黒陥

没発生ほ場は、健全ほ場に比べ、多雨時に深さ 40 ㎝の

pF値は1.0と低かった。

④ Ｅ農家の前年に黒陥没発生がのあったほ場で

は、黒陥没発生割合75％であった。Ｔ農家の黒陥没発生

割合は、健全ほ場では０％、陥没発生ほ場では15％であ

った。

⑤ 以上の結果、黒陥没芋が発生したほ場では、化

学性は、石灰、Fe含量が低い場合が認められた。土壌水

分は、多雨時に土壌の深さが20㎝または40㎝において

土壌水分が高い場合が認められた。なお、今回の事例は

少ないので、事例を増やして更に検討する必要がある。

〈本試験成績登載印刷物：なし〉

イ 品種と黒陥没発生の関係について

担当者：林悦之

協力分担：なし

ナガイモは、黒陥没が発生し、経営上の大きな問題に

なっている。このため、黒陥没発生ほ場にナガイモ各系

統を栽培し黒陥没発生状況を調査する。

① 黒陥没発生ほ場に11品種を植付け比較検討した。

② ４月26日定植の６月15日における品種別発芽率は、

‘大正’、‘ガンクミジカ’、‘ねばり芋（岩手）’、‘池

口’、‘車力’の順に良好であった。‘金山系’、‘ねばり

芋（佐伯系）’は、低かった。

② 乾物率は、芋が大きい‘大正’、‘ねばり芋（岩

手）’、‘浜川’、‘ガンクミジカ’は15％程度と他の品

種に比べ低い傾向であった。芋の小さい

‘狩野系’‘永田系’、‘ガンクミジカ’、‘金山系’は

19％以上と高かった。

③ 黒陥没発生割合は、‘ねばりっ娘’が 41％と高かっ

た。‘ねばりっ娘’以外では、‘ねばり芋（岩手）’26％、

‘浜川’、‘車力’、‘浜川’が７～８％であった。‘池

口’及び‘ねばり芋（佐伯系）’では発生が認められな

かった。黒陥没発生割合が低く乾物率が高いグループと

黒陥没発生割合が高く乾物率が低いグループが認めら

れた。

⑤ 以上の結果、黒陥没発生割合は、‘ねばり芋（岩手）’

が最も高く、‘大橋’、‘浜川’、‘車力’が次いで多く、

乾物率の低いグループに属していた。
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〈本試験成績登載印刷物：なし〉

（４）ナガイモ機械利用の実用化

ア 形状が良くなる施肥法の開発

担当者：林悦之

協力分担：なし

砂丘地で栽培するナガイモは、長いため折れやすく、

収穫作業が困難である。このため、芋の形状が長くなく、

太くて機械収穫が容易な施肥法について検討する。

（ア） 試験１

① 全量元肥（被覆尿素140 ﾀｲﾌﾟ+100 ﾀｲﾌﾟ、窒素施用量

28.0ｇ/㎡）の被覆加里施用量140 ﾀｲﾌﾟ+100 ﾀｲﾌﾟを28.0

ｇ/㎡ 35.0ｇ/㎡ 42.0ｇ/㎡について芋の形状を慣行

施肥を対照として比較検討した。芋は、4月26日に定植

した。

② 施肥窒素量を対照よりも全量元肥施肥は、芋径が

太く、芋の全長がやや短かった。

この全量元肥施肥の加里施用量を窒素に対し同量かま

たは1.25倍の場合の芋重は慣行並みであった。

③ 加里の施用量が窒素に対し同量の区は、形状不良

は認められなかったが多い場合は不良となった。

（イ） 試験２

④ 定植日が４月26日、５月23日、６月13日につい

て元肥なしで追肥１回（被覆尿素140+100、窒素施用量

28.0ｇ/㎡）を行い芋の形状を比較検討した。

⑤ 芋重は、植付け時期が遅くなるほど、小さくなっ

た。首長は、植付け時期が遅くなるほど、長くなる傾

向が認められた。

⑥ 植付け時期が５月下旬以降では、コブなどの形状

不良が増加した。

⑥ 以上の結果、機械収穫が容易になるよう芋長

を短くするには、全量基肥する場合の加里施用量は、

被覆尿素と併せて同量の被覆加里を施用すると効果

がやや認められた。また、４月下旬1回追肥の定植日

は、植付け時期が遅くなれば芋長は短くなるものの形

状が不良となることが認められた。

〈本試験成績登載印刷物：なし〉

（５）ナガイモ黒陥没症の発生原因の解析と防除対策の

確立

ア 黒陥没症ナガイモからの菌の分離

担当者：安田文俊・岡山裕志

協力分担：ＪＡ鳥取中央、東伯普及所

ナガイモ黒陥没症の病患部から菌を分離し、病原を推

定する。

① 現地ほ場で発生が確認されたナガイモ黒陥没症の病

患部から菌を分離した結果、リゾクトニア属菌やフザリ

ウム属菌が全く分離されず、Trichoderma spp.や

Chaetomium spp.と推定される糸状菌が比較的高率に分

離されたが、室内接種試験では病原性は全く認められな

かった。所属の不明な糸状菌についても、比較的高率に

分離されているため、今後、接種試験で病原性の確認を

行うとともに、rDNAの塩基配列解析によって菌種を推定

する必要があると考えられた。

② 以上の結果、ナガイモ黒陥没症の病患部からは複数

の糸状菌が分離されるが、ほとんどが二次的な腐生菌と

考えられた。なお、これまでの菌の分離ではリゾクトニ

ア属菌及びフザリウム属菌などの病原菌の分離頻度は低

いため、黒陥没症は既知の根腐病や褐色腐敗病とは全く

異なる障害であると考えられたが、黒陥没症の病原の推

定には至らなかった。

〈本試験成績登載印刷物：なし〉

イ ナガイモ黒陥没症から分離された糸状菌の病原

性の確認

担当者：安田文俊・岡山裕志

協力分担：ＪＡ鳥取中央、東伯普及所

これまでにナガイモ黒陥没症から分離されたリゾクト

ニア属菌等の糸状菌のナガイモに対する病原性の確認を

行う。

① これまで黒陥没症の原因と推定された２核リゾクト

ニアの各分離菌株を種イモに接種した結果、萌芽状況は

順調で、つる枯れや茎の病斑などの形成は認められなか

った。収穫時におけるナガイモの品質は、無処理区に比

べてイモの肥大がやや劣る傾向であったが、黒陥没症状

や腐敗等の障害はほとんど認められなかった。

② ヤマノイモ根腐病の病原菌である Rhizoctonia

solani AG-2-2ⅢBを種イモに接種した結果、萌芽が著し

く不良であり、最終的な萌芽率は35％程度であった。収

穫時におけるナガイモの肥大は不良であり、初期の生長

点の障害に起因すると思われる２本子（バナナイモ）が

多発した。しかし、黒陥没症状の発生はほとんど認めら

れず、本障害はRhizoctonia solani AG-2-2ⅢBによる根

腐病の病徴とはやや異なると考えられた。

③ 前年の黒陥没症の病斑部から分離され、室内接種試

験でひげ根部分の陥没がわずかに認められた未同定菌

C-1-1 株を種イモに接種した結果、黒陥没症状の発生は

ほとんど見られず、病原性は確認されなかった。

④ 以上の結果、これまで黒陥没症の病斑部から分離さ

れた糸状菌の各菌株は、病原性は確認されなかった。

〈本試験成績登載印刷物：なし〉

ウ 定期的な掘り取り調査による初発生時期の確認

と伝染源の解明
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担当者：安田文俊・岡山裕志

協力分担：ＪＡ鳥取中央、東伯普及所

黒陥没症の発生圃場における発生時期の確認を行うと

ともに、土壌伝染性及び種イモ伝染性の可能性について

調査する。

① 健全種イモを定植した多発生圃場では、９月10日の

掘り取り調査で、ひげ根の褐変や陥没の初期症状と思わ

れる病徴が観察された。その後、９月25日の掘り取り調

査では、さらに症状の進展が観察された。なお、この前

後の気象経過では、８月28～30日に連続した集中豪雨が

観測されており、黒陥没症の発生助長要因と推察された。

② 前年の陥没イモを種イモとして定植した極少発生圃

場では、最終調査日の９月27日まで黒陥没症状は観察さ

れず、収穫期の12月上旬の掘り取りでも黒陥没症状の発

生は全く認められなかった。

③ 以上のことから、ナガイモ黒陥没症は種イモ伝染性

はしないものと考えられた。また、前年の発生ほ場に健

全種イモを定植した場合、生育初期には病徴が認められ

ず、ある程度イモの生育が進んだ生育後半に発生する障

害であったことから、夏季高温時の連続降雨によって土

壌中の酸欠や根傷みなどによる影響が大きい可能性が示

唆された。

〈本試験成績登載印刷物：なし〉

エ 罹病種イモに対する薬剤浸漬処理による防除効

果

担当者：安田文俊・岡山裕志

協力分担：ＪＡ鳥取中央、東伯普及所

黒陥没症の発生圃場から採取した罹病種イモに対する

薬剤浸漬処理による防除効果を確認する。

① 前年に黒陥没症の認められたナガイモを種イモとし

て供試し、薬剤浸漬処理による防除効果を調査した。な

お、試験には、現地発生ほ場から採取した発生程度が重

症のナガイモと、ひげ根の基部が黒変した程度の外観上

健全なナガイモをそれぞれ供試した。

② 無処理区を含む全処理区において不萌芽は問題とな

らなかった。

③ 各処理区における黒陥没症の発生程度は、全体的に

少発生であり、無処理区と比較して各薬剤の浸漬処理に

よる防除効果は判然としなかった。

④ 現地発生ほ場から採取した重症のナガイモを種イモ

に供試して試験を行った結果、無処理区を含めて不萌芽

や黒陥没症の発生はほとんど問題にならない程度であり、

黒陥没症は種イモ伝染しない可能性が高いと考えられた。

〈本試験成績登載印刷物：なし〉

オ 発生ほ場における種イモの薬剤浸漬処理による

防除効果

担当者：安田文俊・岡山裕志

協力分担：ＪＡ鳥取中央、東伯普及所

黒陥没症の発生圃場における種イモの薬剤浸漬処理に

よる防除効果を確認する。

① 各処理区における萌芽状況は概ね良好であり、種イ

モ浸漬処理無処理区で不萌芽は問題とならなかった。

② 黒陥没症の発生程度は、各処理区の反復間で大きな

ばらつきがあり、種イモ浸漬処理の効果は判然としなか

った。しかし、いずれの処理区においても発病度の甚大

な区が含まれていることや、無処理区でも全く発病が認

められていない区があることなどから、種イモ浸漬処理

によって黒陥没症に対する防除効果は、ほとんど期待で

きず、黒陥没症は土壌病害以外の要因による影響が大き

い可能性が推察された。

③ 多発生ほ場から採取した外観上健全種イモと極少発

生ほ場から採取した健全種イモの各試験区で、発病程度

に差が認められたが、試験区の配置による影響が考えら

れた。

④ 以上の結果、黒陥没症発生ほ場における種イモの薬

剤浸漬処理による防除効果は判然とせず、防除対策につ

いては再検討を要すると考えられた。

〈本試験成績登載印刷物：なし〉

カ 発生ほ場におけるクロルピクリン剤による土壌

くん蒸の防除効果

担当者：安田文俊・岡山裕志

協力分担：ＪＡ鳥取中央、東伯普及所

黒陥没症の発生圃場における土壌消毒処理の防除効果

を確認する。

① クロールピクリンの土壌処理方法によるガスの残存

量に大きな違いは見られなかった。また、処理後の被覆

資材については、難透過性フィルムを用いた場合、慣行

の農ポリに比べてガス残存量が多い傾向が認められた。

② 定植後、全処理区で不萌芽等の問題はなく、初期生

育は良好であった。また、収穫期まで、地上部の病徴は

特に観察されなかった。

③ 収穫期における黒陥没症の発生状況を調査した結果、

全処理区において発生が認められ、クロールピクリン作

条処理バリアースター被覆区でやや発病程度が低かった

ものの、土壌消毒の防除効果はほとんど認められなかっ

た。収穫物の品質や生育も不良であり、イモの表皮全体

が茶褐色でひげ根が消失し、イモの折れや腐敗が多数認

められた。なお、各処理区では、調査地点によっての発

病程度に大きなばらつきがあり、黒陥没症は土壌病害以

外の要因による影響が大きい可能性が示唆された。
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④ 以上の結果、黒陥没症発生ほ場ではクロールピクリ

ン剤による土壌くん蒸の効果は低いものと考えられた。

〈本試験成績登載印刷物：なし〉

（６）ナガイモと‘ねばりっ娘’でのネコブセンチュウ

による被害の比較

担当者：竹内亮一・岡山裕志

協力分担： なし

‘ねばりっ娘’におけるネコブセンチュウ類による被

害様相をナガイモと比較する。

① ４月26日、ネコブセンチュウ類（主にキタネコブセ

ンチュウ）汚染土壌に、ナガイモ（在来種及び‘ねばり

っ娘’）を植え付けた。

② 生育期間中における土中ネコブセンチュウ類密度は

低く推移した。

③ 在来種は、ネコブセンチュウ類による被害が認めら

れるが、その程度は低かった。一方、‘ねばりっ娘’はす

べてのイモで被害が生じ、その程度も甚だしかった。

④ 以上の結果から、‘ねばりっ娘’は、在来種と比較し

てネコブセンチュウ類の被害及び寄生を受けやすい可能

性が示唆された。

〈本試験成績登載印刷物：なし〉

31．弓浜砂丘地野菜の栽培技術の改善と特産品

（１）ニンジンの高品質・安定多収栽培技術の確立

ア 初夏どり栽培における新しい不織布資材が生育

に及ぼす影響

担当者：白岩裕隆・伊垢離孝明・福本明彦

協力分担：なし

初夏どりニンジン栽培は、３月上旬の播種後、不織布

を３月上旬～５月上旬にかけてべたがけし、６月中旬か

ら出荷されている。ここでは、光質制御不織布、「青の太

陽」が初夏どりニンジンの生育に及ぼす影響について検

討を行う。

① ‘向陽２号’を３月１日に畝幅100cmに４条で播種

し、５月５日まで青の太陽（大洋興業）およびパスライ

ト（ユニチカ）をべたがけし、６月11日に収穫調査した。

② 不織布の被覆期間中の生育は、青の太陽区とパスラ

イト区で同等の生育であった。

③ 総収量、上物収量ともに青の太陽区とパスライト区

で同等であった。

④ 以上の結果、光質制御不織布は慣行のパスライト被

覆の生育と同程度であり、生育促進効果は認められず、

費用対効果の点から本作型における実用性はないと考え

られた。

〈本試験成績登載印刷物：なし〉

イ 肥効調節型肥料を用いた省力施肥（初夏どり栽

培）

担当者：白岩裕隆・伊垢離孝明・福本明彦

協力分担：なし

肥効調節型肥料が配合された肥料を用いて、基肥全量

施肥について初夏どり栽培において検討を行う。

① ロング100日および140日タイプ、LP100日および

140 日タイプを配合した肥料を用いて基肥全量施肥を行

った。施肥窒素量は20.7kg/10aとした。品種は‘向陽２

号’を用い、３月２日に播種、その後５月５日までパス

ライトをべたがけし、６月18日に収穫した。

② 総収量は、対照の621.5kg/aに対して、ロング肥料

100日区で686.3kg/a、ロング複合140日区で642.3kg/a、

LP 複合 100 日区で 658.5kg/a、LP 複合 140 日区で

641.6kg/aであり、ロングおよびLPの複合肥料区は対照

区と同等の収量が得られた。上物率も各区とも80％以上

となり、肥料の種類によって差は認められなかった。

③ 以上の結果、初夏どり栽培においては、ロング複合、

LP複合ともに基肥全量施肥の可能性が示唆された。

〈本試験成績登載印刷物：なし〉

ウ 肥効調節型肥料を用いた省力施肥（秋冬どり栽

培）

担当者：白岩裕隆・伊垢離孝明・福本明彦

協力分担：なし

新開発されたLP複合肥料を用いて、基肥全量施肥につ

いて秋冬どり栽培において検討を行う。

① LP 複合肥料（商品名:かきがけ）の基肥全量施肥を

行い、施肥窒素量は20.7kg/10aとした。品種は‘向陽２

号’を用い、８月13日に播種、11月20日に収穫した。

② 総収量は、対照区の607.4kg/aに対して、LP複合肥

料区で581.7kg/aであり、収量に差は認められなかった。

③ 上物一本重は、有意差は認められないものの、対照

区の175.5ｇに対して、LP複合肥料区で164.3ｇとやや

肥大が劣る傾向であった。また、地上部重については、

対照区の236.3kg/aに対して、LP複合肥料区で188.3kg/a

とやや劣っていた。目視観察においても、LP複合肥料区

では収穫前に葉色の低下が認められた。

④ 以上の結果、新しく開発されたLP複合肥料を用いた

基肥全量施肥は、慣行と同等の総収量と上物収量が得ら

れた。しかし、LP複合肥料区では、収穫時において、肥

料効果の低下が認められたことから、作型や栽培年次に

よる肥料効果の違いについて検討が必要である。

〈本試験成績登載印刷物：なし〉

（２）サツマイモ品種の適応性検定と病害虫防除技術の

確立

ア 良食味品種の選定
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担当者：福本明彦・白岩裕隆・伊垢離孝明

協力分担：なし

サツマイモの良食味品種 ‘クイックスイート’の品

質・収量特性を明らかにする。

① 対照品種‘ベニアズマ’、‘鳥取金時’とし、‘クイッ

クスイートを供試した。

② 挿し苗５月24日、収穫９月18日とし、11月初旬に

定温庫(13～15℃)に入庫した。天ぷらの食味アンケート

は11月８日に行い、水分率・Brix・澱粉含量・官能調査

はＭ規格の５個を用い、12 月 19 日に調査した。貯蔵性

の調査は１月４日に行った。

③ ‘クイックスイート’の収量性は‘ベニアズマ’よ

り劣ったが、‘鳥取金時’より優れた。

④ 生イモの品質特性において、水分率は‘鳥取金時’

がやや高かったが、品種間に大きな差はなかった。Brix

は‘クイックスイート’が15.6度と最も高く、‘ベニア

ズマ’、‘鳥取金時’は同程度であった。生重 100ｇ当た

りの澱粉量は鳥取金時が最も少なく、‘クイックスイー

ト’‘ベニアズマ’は同程度であった。

⑤ 天ぷらによる食味アンケートの結果、‘クイックスイ

ート’が美味しいと答えた割合は57％であった。

⑥ 蒸かし芋で行った官能調査では、‘クイックスイー

ト’の甘さ・食味の評価は「良」で、‘ベニアズマ’、‘鳥

取金時’は「中程度～良」であった。

⑦ 収穫後の貯蔵性は、‘ベニアズマ’が最も劣り、‘ク

イックスイート’、‘鳥取金時’は貯蔵中の腐敗は全くな

かった。

⑧ 以上の結果、‘クイックスイート’は天ぷら、蒸かし

芋のいずれとも食味評価が高く、良食味品種として有望

と考えられた。今後、早堀栽培、普通堀(貯蔵)栽培にお

ける栽培特性を検討する。

〈本試験成績登載印刷物：なし〉

イ コガネムシの防除技術

（ア）サツマイモ圃場におけるコガネムシ成虫の誘殺消

長

担当者：白岩裕隆・伊垢離孝明・福本明彦

協力分担：なし

コガネムシ防除体系の確立に資するため、サツマイモ

圃場におけるコガネムシ成虫の発生消長を調査する。

① 平成17年～19年の３か年調査を実施した。平成17年と

18年は中海干拓地（弓浜砂丘地分場）、平成19年は境港市幸

神町のサツマイモ圃場においてフェロモントラップを用いコ

ガネムシ成虫の誘殺数を調査した。対象コガネムシ成虫は、

ドウガネブイブイ、アオドウガネおよびヒメコガネの３種と

した。平成17年は６月２日から、平成18年は６月１日から、

平成19年は６月11日から１週間おきに９月下旬まで調査を

実施した。

② ドウガネブイブイ成虫は、６月10日頃から誘殺され、６

月中旬から下旬にピークとなり、その後、誘殺数は減少した。

③ ヒメコガネ成虫は、対象コガネムシ成虫の中で最も多く

誘殺された種であった。その誘殺は、６月中旬頃から認めら

れ、７月上旬から８月下旬まで100 頭/週以上の誘殺があり、

９月になると減少した。

④ アオドウガネ成虫は、６月下旬から７月上旬にかけ

て誘殺されたが、その数はドウガネブイブイ成虫および

ヒメコガネ成虫に比べて少なかった。

⑤ サツマイモ栽培における前期から中期はドウガネブ

イブイ幼虫の防除、中期から後期はヒメコガネ幼虫の防

除が必要であると考えられた。

〈本試験成績登載印刷物：なし〉

（イ）マルチ、堆肥および防除薬剤がコガネムシの防除

に及ぼす影響

担当者：白岩裕隆・伊垢離孝明・福本明彦

協力分担：なし

コガネムシ防除体系の確立に資するため、マルチ、堆

肥および新規防除薬剤がコガネムシの防除に及ぼす影響

について検討を行う。

① 試験は、マルチの有無、堆肥の有無、薬剤処理の３

元配置で行った。堆肥の有区には、１区当たり市販堆肥

を20kg施用した。次いで、アドマイヤー１粒剤４kg/10a、

ダントツ粒剤６kg/10aをそれぞれ処理した。その後、畝

たてを行い、黒マルチ区（厚さ0.03mm）と無マルチ区と

した。品種は‘ベニアズマ’を用い、６月12日に挿苗し

た。

② マルチについて、無マルチ区に比べて、黒マルチ区

でコガネムシの被害が少なく、黒マルチによる物理的な

障壁がコガネムシの進入を阻害している可能性が示唆さ

れた。堆肥の有無による被害の違いは無マルチ区におい

て認められ、被害イモ数が多くなる傾向であった。

③ 黒マルチ区では、被害が極少発生であり、高い薬剤

防除価であった。一方、無マルチ区では、被害が小～中

発生であり、薬剤の防除価がやや低かった。無マルチ区

における薬剤の防除価を比較すると、ダントツ粒剤区に

比べてアドマイヤー１粒剤の防除価がやや高い傾向であ

った。

④ 以上の結果、マルチの有無によって明らかにコガネ

ムシの被害に差があり、マルチには被害を軽減する効果

があると推察される。黒マルチとアドマイヤー１粒剤、

またはダントツ粒剤を組み合わせることで、畝たて時の

処理のみで高い防除効果が得られる可能性が示唆された。
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一方、無マルチ区においては、収穫時には防除効果が低

下したことから、生育期の防除についても検討する必要

がある。

〈本試験成績登載印刷物：なし〉

（ウ）マルチおよび防除薬剤がコガネムシの防除に及ぼ

す影響

担当者：白岩裕隆・伊垢離孝明・福本明彦

協力分担：なし

コガネムシ防除体系の確立に資するため、マルチおよ

び挿苗時と生育時の薬剤処理の効果について検討を行う。

① 試験は、挿苗時の処理区についてアドマイヤー１粒

剤区(４kg/10a)、ダントツ粒剤区（６kg/10a）および無

処理区の３水準、生育時の処理についてダーズバン粒剤

区（９kg/10a）、バイジット粒剤区（９kg/10a）および無

処理区の３水準を設けて、黒マルチ（厚さ0.03mm）およ

び無マルチの栽培条件下で実施した。品種は‘ベニアズ

マ’を用い、６月12日に挿苗した。生育期の薬剤処理は

８月４日に行った。

② 黒マルチ・挿苗時薬剤無処理区の被害イモ率は

2.3％で極少発生条件であった。一方、無マルチ・挿苗時

薬剤無処理区の被害イモ率は 10.0％で少～中発生条件

であった。

③ 無マルチの栽培条件下において、挿苗時防除のみで

は収穫時まで防除効果が持続しなかった。アドマイヤー

１粒剤区において、生育期防除の無処理区の防除価77.0

に対して、ダーズバン粒剤区で95.0、バイジット粒剤区

で90.0であった。ダントツ粒剤区において生育期防除の

無処理区の防除価59.0に対して、ダーズバン粒剤で81.0、

バイジッド粒剤で85.0であった。無マルチの栽培条件下

において、アドマイヤー１粒剤およびダントツ粒剤とも

に生育期の防除と組み合わせることで高い防除効果が認

められた。

④ 以上の結果、黒マルチとアドマイヤー１粒剤、また

はダントツ粒剤を組み合わせることで、挿苗時の単独処

理のみでも高い防除効果が得られる可能性が示唆された。

一方、無マルチ区においては、アドマイヤー１粒剤およ

びダントツ粒剤の挿苗時の単独処理のみでは、防除効果

が持続せず、生育期の薬剤防除を組み合わせることで高

い防除効果が得られた。

〈本試験成績登載印刷物：なし〉

32．砂丘地環境保全技術の確立

（１）環境負荷低減技術の確立

ア ラッキョウ畑からの窒素溶脱

担当者：北山淑一

協力分担：なし

ラッキョウ砂丘畑における硝酸態窒素溶脱の実態を把

握する。

① 慣行（施肥窒素量：Ｎ22.7kg/10a）、被覆肥料（Ｎ

15.9kg/10a慣行の３割減）、稲わら（0.25ｔ/10a）（Ｎ

22.7kg/10a）、堆肥（２ｔ/10a）（Ｎ22.7kg/10a）、慣

行無潅水（Ｎ22.7kg/10a）、無肥料区を設けた。月に１

～３回浸透水を採取し硝酸態窒素濃度を測定した。

② 浸透水の硝酸態窒素濃度は慣行、稲わら、慣行無潅

水区では11月下旬が最も高かった。堆肥、被覆肥料区で

は10月中旬だった。慣行区、堆肥区の最大値はそれぞれ

25mg/ℓ、40mg/ℓだった。

③ 月別の硝酸態窒素溶脱量は慣行、慣行無潅水、被覆

肥料区は11月、稲わら、堆肥区は10月が最も多かった。

④ 栽培期間中の窒素溶脱量は、慣行区と比較して稲わ

ら区、被覆肥料区でそれぞれ58％、75％少なく、堆肥区

で21％多かった。

⑤ 収量は慣行無潅水区が他の処理より 42～26％少な

く、潅水の有無が収量に影響したと考えられた。

⑥ 以上の結果、慣行区の硝酸態窒素溶脱のピークは

定植約１か月後が最も多かった。また、稲わら区、被

覆肥料区は昨年の試験と同様に硝酸態窒素溶脱低減

効果が認められた。

〈本試験成績登載印刷物：なし〉

イ ナガイモ畑からの窒素溶脱

担当者：北山淑一

協力分担：なし

ナガイモ砂丘畑における硝酸態窒素溶脱の実態を

把握する。

① 慣行（施肥窒素量：Ｎ39.4kg/10a）、被覆肥料（Ｎ

28.0kg/10a）、稲わら（0.5ｔ/10a）（Ｎ28.0kg/10a）、

堆肥（４ｔ/10a）（Ｎ28.0kg/10a）、無肥料区を設け、

月に１～３回浸透水を採取し硝酸態窒素濃度を測定し

た。

② 浸透水の硝酸態窒素濃度は、慣行区では７月中旬か

ら上昇し始め、９月上旬から11月にかけてピークが認め

られた。被覆肥料、稲わら区では、９月上旬にピークが

認められた。堆肥区は６月下旬から７月下旬にかけてピ

ークが認められた。

③ 月別の硝酸態窒素溶脱量は慣行区では９月と 10 月

が多くそれぞれ14.9ｇ/㎡、10.6ｇ/㎡だった。被覆肥料

区では９月が4.7ｇ/㎡、稲わら区は９月が3.4ｇ/㎡で最

も多かった。堆肥区は６、７月が多く、いずれも9.6ｇ/

㎡だった。慣行区と堆肥区の溶脱量は昨年と同様の傾向

だった。

④ 硝酸態窒素溶脱量は慣行区が最も多く 36.9ｇ/㎡、
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次いで堆肥区が31.6ｇ/㎡で多かった。

⑤ イモ重は、慣行区と比較して稲わら、堆肥区が約500

ｇ重かった。

⑥ 以上の結果、慣行区の浸透水の硝酸態窒素濃度は生

育後期に高く、溶脱量も多かった。被覆肥料区、稲わら

区は昨年の試験と同様に慣行と比較して溶脱量はそれぞ

れ67％、76％低く、硝酸態窒素溶脱低減効果が認められ

た。

〈本試験成績登載印刷物：なし〉

33．中山間地特産野菜の省力化と生産性向上技術の確

立

（１）夏秋トマトの安定多収技術の確立

ア 省力化技術の確立

（ア）液肥栽培基準の検討

担当者：小林弘昌・霜田敬司

協力分担：なし

現在本県内に基準がないため、夏秋作型の液肥栽培基

準を作成する。

① 液肥は６月 25 日の３段開花から８月末までに１回

Ｎ１kg/10aを７日毎に10回（液肥１）、同じく５日毎

に14回（液肥２）、Ｎ1.4kg/10aを７日毎に10回（液

肥３）施用し、慣行区と比較した。

② 品種は‘桃太郎８’、台木は‘がんばる根 11 号’

を用い５月29日定植、株間40cm、畦間120cmの１条

植え、シルバーマルチ栽培とした。

③ 茎径は液肥３区が慣行区に対しやや太く推移し、生

育後半まで草勢の衰えがなかった。

④ 総果数はどの液肥区も慣行区よりやや多く、特に液

肥３区は５段以降の総果数・上物果数とも多く、上物収

量は慣行区より１割増収し最も優れた。

⑤ 糖度はどの区も大差がなかった。

⑥ 以上の結果、液肥を使った肥培管理基準としては基

肥をＮ９kg/10a とし、３段開花から８月末までにＮ

1.4kg を７日毎に 10 回程度液肥で施用する方法が適当

と考えられた。

〈本試験成績登載印刷物：なし〉

イ 多収技術の確立

（ア）新品種・台木の特性比較

担当者：小林弘昌・霜田敬司

協力分担：なし

現地慣行品種の‘桃太郎８’と新品種を比較し特性を

調査する。

① 供試品種の穂木は‘桃太郎８’（タキイ）、‘TTM003’

（タキイ）、台木は‘TTM005’（タキイ）、‘ガードナ

ー’（タキイ）、‘アンカーＴ ’（タキイ）、‘がんば

る根11号’（愛三種苗）とした。

② 施肥量は現地基準に準じ追肥は液肥で行った。５月

28日定植、株間40cm、畦間220cmの２条植え、シルバー

マルチ栽培とした。

③ 茎径は‘TTM003’は‘桃太郎８’よりやや太く、主

枝長は約20cm短かった。台木による違いは茎径では認め

られなかったが、主枝長ではどの品種も‘がんばる根11

号’よりやや長かった。

④ 総収量は‘TTM003’は‘桃太郎８’の84～94％とや

や低収量であり、平均果重はやや軽く、揃いもやや劣っ

た。

⑤ 上物収量は‘桃太郎８’（台木：‘TTM005’）が最

も高く、特に５～７段の上物が多く、裂果が少なく上物

率が最も高かった。

⑥ 糖度は‘TTM003’がやや高かったが、台木による違

いは認められなかった。

⑦ 葉カビ病は‘桃太郎８’で少発生であったのに対し、

‘TTM003’は全く発生がなかった。

⑧ 以上の結果、‘TTM003’は葉カビ病に強いがやや低

収量であったため再検討を要した。台木は‘TTM005’が

裂果が少なく上物率が高く多収で有望であると考えられ

た。 
〈本試験成績登載印刷物：なし〉

（イ）摘果による９月増収技術の検討

担当者：小林弘昌・霜田敬司

協力分担：なし

摘果による着果制限により中位段の着果を安定させ、

９月以降の収量を増加させる方法を検討する。

① 試験区は１・２段は３果、３段以降を４果に制限す

る区を慣行区とし、開花時に第３花房をすべて摘除する

３段全摘区、同じく第４花房を摘除する４段全摘区、第

５花房を摘除する５段全摘区、３・４段を２果ずつとす

る３・４段２・２果区とした。

② 品種は‘桃太郎８’、台木は‘がんばる根11号’を

用い５月28日定植、株間40cm、畦間220cmの２条植え、

シルバーマルチ栽培とし施肥は現地慣行に準じた。

③ 総収穫果数・総収量はどの区も同等であったが、慣

行区が５・６段の中位段が低収量であったのに対し、３

段全摘区と４段全摘区は中位段の収量が高かった。

④ 時期別の上物収量は慣行区と５段全摘区は８月中旬

に収量のピークがあり、８月下旬から９月中旬まで激減

したのに対し、３段全摘区は８月中旬の収量ピークが低

くなり８月下旬から９月中旬まで収量が増加した。

⑤ 平成 16 年から３年間の時期別平均単価を基に販売

額の試算をすると、３段全摘区が９月以降の販売額が多
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くなり総販売額も最も多かった。

⑥ 以上の結果、第３花房をすべて摘除すると中位段が

増収し、収量ピークが８月下旬以降にずれ込むため販売

額が増加し経営的に有利になると考えられた。

〈本試験成績登載印刷物：７〉

（ウ）摘葉による増収技術の検討

担当者：小林弘昌・霜田敬司

協力分担：なし

通風環境改善のための下葉除去や葉カビ病罹病葉の除

去を想定した摘葉が収量に及ぼす影響を調査する。

① 摘葉区は地際から第５果房直下までの葉を各段収穫

後に随時摘除し、慣行区は地際から第１果房直下のみの

摘葉とした。

② 品種は‘桃太郎８’、台木は‘がんばる根11号’を

用い５月28日定植、株間40cm、畦間220cmの２条植え、

シルバーマルチ栽培、養液土耕栽培とした。

③ 総収量、段別・時期別収量とも両区で大差がなく、

摘葉処理が収量に及ぼす影響は認められなかった。

④ 上物収量・上物率は摘葉区がやや優ったが、規格別

収量は大差がなかった。

⑤ 以上の結果、第５果房まで各段収穫終了後に随時摘

葉しても収量には影響がないと考えられた。

〈本試験成績登載印刷物：なし〉

（エ）植物成長調整剤による増収効果の検討

担当者：小林弘昌・霜田敬司

協力分担：なし

エスレル処理による 10 月期の収量増加の効果と果実

品質に及ぼす影響を調査する。

① 処理区はエスレルの400倍液を10月10日に最終果

房全体に噴霧した。

② 品種は‘桃太郎８’、台木は‘がんばる根11号’を

用い５月28日定植、株間40cm、畦間220cmの２条植え、

シルバーマルチ栽培とし施肥量、かん水は現地慣行に準

じた。

③ 本年は８月上旬から 10 月上旬まで気温が高く推移

し、特に９月中旬以降が平年より３～４℃高かった。

④ 総収量・上物収量ともにエスレル処理区が無処理区

に劣り、処理の効果が判然としなかった。これは９月中

旬以降の高温で収穫が進み、処理時期には残存果実が少

なかったためと考えられた。

⑤ 糖度はエスレル処理区がやや高かった。

⑥ 以上の結果、エスレル処理による増収効果は判然と

しなかったが、糖度はやや高くなると考えられた。

〈本試験成績登載印刷物：なし〉

（オ）遮熱資材を使った商品果率向上技術の検討

担当者：小林弘昌・霜田敬司

協力分担：なし

夏秋作型では乾燥後の降雨や強い直射日光による裂果

の発生が多いため、遮熱資材による裂果発生の抑制効果

を調査する。

① 遮熱区は梅雨明け後の７月25日から８月28日まで

遮光率30％の遮熱資材（商品名：タキイホワイト30）を

ハウス天井部に被覆した。

② 品種は‘TTM003’（タキイ）、台木は‘TTM005’（タ

キイ）を用い、５月 28 日定植、株間 40cm、畦間 220cm

の２条植え、シルバーマルチ栽培とし施肥量、かん水は

現地慣行に準じた。

③ 本年は８月上旬から 10 月上旬まで気温が高く推移

し、特に９月中旬以降が平年より３～４℃高かった。

④ ８月22日（天候は晴れ）のハウス内気温は無処理区

で８時から午後３時頃まで概ね30℃以上となり、特に正

午から午後２時には40℃近くになった。

⑤ 一方、遮熱区の最高気温は 32℃程度と低く抑えら

れ、両区の温度差は平均2.3℃、最高７℃であった。

⑥ 総収量・上物収量とも遮熱区が劣り、上物率はやや

低く裂果の発生程度は大差がなかった。これは遮熱資材

を除去した後も高温が続いたためと考えられた。

⑦ 以上の結果、遮熱資材を使うとハウス内の温度上昇

をかなり低く抑えられるが、裂果発生の抑制効果は判然

としなかった。

〈本試験成績登載印刷物：なし〉

（２）白ネギの安定多収技術の確立

ア 多収技術の確立

（ア）夏どり作型における白ネギの適品種選定

担当者：霜田敬司・小林弘昌

協力分担：なし

県下中山間地域の白ネギ栽培における中心作型の夏ど

りについて、品種特性を明らかにする。

① ‘吉蔵’他８品種を供試し、ペーパーポット220穴に

５粒まきで育苗し、２月15日は種、４月20日定植、９月

26日収穫で検討を行った。

② 苗立率は、‘吉蔵’、‘天の剣’、‘MSI-856’で

90％未満と、若干低かった。首の締まりは‘天の剣’及

び‘MSI-856’でやや悪く、‘光の剣’が良かった。

③ 収量は‘光の剣’、‘ホワイトスター’、‘緑の剣’、

‘夏扇４号’、‘夏扇２号’の順に対照の‘吉蔵’より

多収となり‘夏扇４号’は細物が多く揃いが劣った。

④ 以上の結果、‘光の剣’、‘ホワイトスター’、

‘緑の剣’、‘夏扇２号’の収量性が優れ、中でも‘光

の剣’が最も多収で品質も優れた。
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〈本試験成績登載印刷物：なし〉

（イ）秋冬どり作型における白ネギの適品種選定

担当者：霜田敬司・小林弘昌

協力分担：なし

県下中山間地域の白ネギ栽培における中心作型の秋冬

どりについて、品種特性を明らかにする。

①‘吉蔵’他11品種を供試し、ペーパーポットに５粒ま

きで育苗し、３月15日は種、５月22日定植、11月26日収

穫で検討を行った。

② 苗立率は‘吉蔵’と‘MSI-856’で90％未満と若干低

かった。また、‘ホワイトスター’及び‘MSI-856’では

収穫時に消失株が多かった。

③ 収量は、多い順に‘光の剣’、‘龍翔’、‘緑の剣’、

‘夏扇４号’であり、‘光の剣’及び‘緑の剣’は首の

締まりが良く、低温遭遇による葉折れが少なかった。

④ 以上の結果、収量性及び品質から、‘光の剣’及

び‘緑の剣’が有望であった。

〈本試験成績登載印刷物：なし〉

イ 夏ネギ前進化技術の確立

（ア）セルトレイ直置き育苗の検討

担当者：霜田敬司・小林弘昌

協力分担：なし

中山間地域の夏どり白ネギは、ペーパーポット育苗に

よる稚苗の４月定植が主流で、盆前出荷が難しい。そこ

で、定植作業が容易なセルトレイを用い、大苗定植によ

る盆前出荷の可能な育苗法を検討した。ここでは、育苗

法（ベンチ育苗と直置き育苗）とセルトレイの穴数を検

討する。

① 処理区は128穴セルトレイ（４粒まき）及び200穴セ

ルトレイ（３粒まき）を用い、それぞれ「ベンチ育苗」

と、「直置き育苗」を検討した。盆前どりの慣行として

地床育苗、９月どりの慣行としてペーパーポット（５粒

まき）を設けた。処理区は平成19年１月26日まきとし、

４月12日定植、８月７日収穫、供試品種は‘吉蔵’とし

た。

② 定植時の葉鞘径は128穴が200穴より、直置き育苗が

ベンチ育苗より大苗となった。

③ 定植１か月後までの生育は、128穴は200穴よりも、

直置き育苗はベンチ育苗より旺盛となった。

④ 総収量及び太物の収量は、128穴が200穴より、直置

き育苗がベンチ育苗より多く、128穴の直置き育苗では、

地床育苗と同等であった。

⑤ 以上の結果、128穴セルトレイの直置き育苗は、最も

多収で収量性が地床育苗と同等であり、定植作業が省力

的で広い育苗面積が不要なことから、地床育苗より実用

的な盆前出荷のための育苗法と考えられた。

〈本試験成績登載印刷物：７〉

（イ）品種の検討

担当者：霜田敬司・小林弘昌

協力分担：なし

中山間地域の夏どり白ネギは、ペーパーポット育苗に

よる稚苗の４月定植が主流であり、盆前出荷が難しい。

そこで、夏ネギ前進化のため、肥大性の良い適品種を選

定する。

① ‘吉蔵’他３品種を供試し、１月19日は種、セルト

レイ128穴に５粒まきで育苗し、株間15cmで４月11日定植、

８月８日及び８月20日収穫で検討を行った。

② 定植後１か月後までの生育は、葉鞘径と新鮮重、乾

物重から、‘ホワイトスター’が対照の‘吉蔵’より旺盛

であった。

③ ８月８日収穫において、‘光の剣’以外は軟白が十

分確保でき、盆前どりに適していると考えられた。太物

収量は、‘光の剣’、‘ホワイトスター’、‘夏扇４号’の順

に多かった。

④ ８月20日において、‘光の剣’を除いて何れの品種

も８月８日に比べ増収し、‘ホワイトスター’が最も多

収で揃いも優れていた。

⑤ 以上の結果、初期生育と収量性から、‘ホワイト

スター’が有望と考えられた。

〈本試験成績登載印刷物：なし〉

（ウ）初期生育促進方法の検討（保温処理）

担当者：霜田敬司・小林弘昌

協力分担：なし

中山間地域の夏どり白ネギは、ペーパーポット育苗に

よる稚苗の４月定植が主流であり、盆前出荷が難しい。

そこで、夏ネギ前進化のため、保温による初期生育促進

方法の検討を行う。 
① 処理区はトンネル被覆（農ポリ、パスライト）、温

水ホース設置区とした。

② 処理期間中の地温は、農ポリトンネル、パスライト

トンネル、温水ホース、無処理の順に高かった。

③ 初期生育は農ポリトンネル、パスライトトンネルの

順に無処理より旺盛であったが、温水ホースは無処理と

変わらなかった。

④ 収量は、何れも無処理と同等かそれ以下であった。

中でも農ポリトンネルでは軟弱となり、風による倒伏が

見られ、分げつが多発した。

⑤ 以上の結果、パスライトトンネルと農ポリトンネル

を用いた保温により、初期生育の促進は見られたものの、

増収効果は見られなかった。
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〈本試験成績登載印刷物：なし〉

ウ 低コスト技術の確立

（ア）チェーンポット内施肥技術の確立（夏どり

作型） 
ａ 肥料のタイプの検討

担当者：霜田敬司・小林弘昌

協力分担：なし

白ネギ栽培における施肥量（窒素）削減を目的に、被

覆燐硝安を用いたチェーンポット内施肥法を検討する。

ここでは、夏どり作型に適した肥料の溶出日数のタイプ

を検討する。

① 各区ごとに供試するタイプの被覆燐硝安を培養土に

混和し、264穴チェーンポット内に充填、２月16日は種、

４月20日定植、９月19日収穫、供試品種は‘夏扇４号’、

２粒まきで検討した。

② 試験１として被覆燐硝安の80日タイプと100日タイ

プを用い、それぞれ10a換算で窒素分が３、４、６、８

kg（以下Ｎ３、Ｎ４、Ｎ６、Ｎ８）となるよう培養土に

混和し、無加温と温床（は種～３月15日）で検討し、苗

質を観察した。

③ 無加温では何れも健全な苗であったが、温床育苗で

は、80日タイプのＮ８区で根傷みが認められた。

④ 試験２として同肥料の80日タイプと100日タイプを

用い、それぞれ10a換算で窒素分４kgを培養土に混和、追

肥を慣行の半分とし、初期生育と収量を調査した。

⑤ 80日タイプが100日タイプより初期生育が旺盛で、収

量性が優れた。

⑥ 以上の結果、夏どり作型には、被覆燐硝安の80日タ

イプが適していると考えられた。

〈本試験成績登載印刷物：７〉 
ｂ 追肥の検討

担当者：霜田敬司・小林弘昌

協力分担：なし

白ネギ栽培における施肥量（窒素）削減を目的に、被

覆燐硝安を用いたチェーンポット内施肥法を検討する。

ここでは、夏どり作型について、追肥の量を検討する

① 被覆燐硝安の80日タイプを用い、10a換算で窒素分４

kgを培養土に混和し、264穴チェーンポット内に充填、３

月16日は種、４月20日定植、９月19日収穫、供試品種は

‘夏扇４号’、２粒まきで検討した。慣行は窒素分で10

aあたり7.2kgの基肥と3.2kgの活着肥を施用し、4.8kgの

追肥を２回行う。処理区は、活着肥を施用と無施用の２

水準、追肥は窒素分で２回とも2.4kgずつの区、１回目

4.8kgのみの区、２回目4.8kgのみの区、２回とも4.8kg

の区の４水準，計８区とした。

② 活着肥の施用から約１か月後、何れの区も葉鞘径は

慣行と同等かそれより太かったことから、活着肥は不要

と考えられた。

③ 活着肥を施用しない区では、１回目4.8kgのみの区、

２回とも4.8kgの区で慣行と同等以上の収量となった。

④ 以上の結果、80日タイプを用い、10a当たり４kgの窒

素をチェーンポット内施肥すると、慣行の追肥１回で栽

培が可能で、投入する窒素量は8.8kgと、慣行（20kg）よ

り大幅に削減が可能と考えられた。

〈本試験成績登載印刷物：７〉

（イ）チェーンポット内施肥技術の確立（秋冬どり作

型） 
ａ 肥料のタイプの検討

担当者：霜田敬司・小林弘昌

協力分担：なし

白ネギ栽培における施肥量（窒素）削減を目的に、被

覆燐硝安を用いたチェーンポット内施肥法を検討する。

ここでは、秋冬どり作型に適した肥料の溶出日数のタイ

プを検討する。

① 各区ごとに供試するタイプの被覆燐硝安を培養土に

混和し、264穴チェーンポット内に充填、３月15日は種、

５月22日定植、11月15日収穫、供試品種は‘夏扇４号’、

２粒まきで検討した。

② 試験１として被覆燐硝安の80日タイプ、100日タイプ

及び140日タイプを用い、それぞれ10a換算で窒素分が３、

４、６、８kg（以下Ｎ３、Ｎ４、Ｎ６、Ｎ８）となるよ

う培養土に混和し、無加温と温床（は種～４月10日）で

検討し、苗質を観察した。

③ 無加温では80日タイプのＮ６、Ｎ８、100日タイプの

Ｎ８で、温床では80日及び100日タイプのＮ４、Ｎ６、Ｎ

８で根傷みがみられたが、140日タイプでは、無加温と温

床に関わらず何れも根傷みは認められなかった。

④ 試験２として試験１と同様の３タイプを用い、それ

ぞれ10a換算で窒素分４kgを培養土に混和、追肥を慣行の

半分とし、初期生育と収量を調査した。

⑤ 140日タイプは他より初期生育が旺盛で、収量性も優

れた。

⑥ 以上の結果、秋冬どり作型には、被覆燐硝安の140

日タイプが適していると考えられた。

〈本試験成績登載印刷物：７〉

ｂ 追肥の検討

担当者：霜田敬司・小林弘昌

協力分担：なし

白ネギ栽培における施肥量（窒素）削減を目的に、被

覆燐硝安を用いたチェーンポット内施肥法を検討する。
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ここでは、秋冬どり作型について、追肥の量を検討する。

① 被覆燐硝安の140日タイプを用い、10a換算で窒素分

４kgを培養土に混和し、264穴チェーンポット内に充填、

３月15日は種、５月22日定植、11月15日収穫、供試品種

は‘夏扇４号’、２粒まきで検討した。慣行は窒素分で

10a当たり7.2kgの基肥と3.2kgの活着肥を施用し、4.8kg

の追肥を２回行う。処理区は、追肥が窒素成分で２回と

も2.4kgずつの区、２回目4.8kgのみの区、２回とも4.8

kgの区の３水準とした。

② 初期生育において、いずれの区も葉色は慣行と同等

で、草丈及び新鮮重は慣行以上であった。

③ 収量は多い順に、追肥が２回とも4.8kgの区、１回目

4.8kgのみの区、２回とも2.4kgの区となり、何れも慣行

と同等以上であった。

④ 以上の結果、140日タイプを用い、10a当たり４kgの

窒素をチェーンポット内施肥すると、慣行の追肥１回で

栽培が可能で、投入する窒素量は8.8kgと、慣行（20kg）

より大幅に削減が可能と考えられた。

〈本試験成績登載印刷物：７〉

（ウ）プラグ苗機械移植栽培の実証（生育比較）

担当者：霜田敬司・小林弘昌

協力分担：なし

中山間地における夏どり白ネギ栽培では、低コストの

プラグトレイ育苗による機械定植の導入が検討されてい

る。ここでは、定植後の生育を慣行と比較し、栽培を実

証する。

① 処理区はＭ社（220穴）とＹ社（200穴）のプラグト

レイを用い、４粒まきとした。慣行としてペーパーポッ

ト（17号：220穴）の５粒まき及びチェーンポット（CP

303：264穴）の２粒まきを設け、何れの区も栽植本数が

40本/ｍとなるように株間を設定した。２月15日は種、４

月20日定植、９月11日収穫で検討した。

② 定植時の苗は、Ｍ社、Ｙ社ともに慣行のペーパーポ

ットと同等で、チェーンポットより大苗となった。

③ 生育中は何れのプラグトレイもペーパーポットと同

等の生育であった。チェーンポットは６月19日以降、他

に比べて生育が旺盛となる傾向が見られた。

④ 収量は、Ｍ社、Ｙ社ともにチェーンポットに比べる

と低収であったが、ペーパーポットどほぼ同等であり、

２Ｌ率はＹ社が若干上回った。チェーンポットは、は種

粒数が少なく１本あたりの培土量が多いことから多収と

なったと考えられた。

⑤ 以上の結果、Ｍ社及びＹ社のプラグトレイ育苗では、

チェーンポットよりは低収であるが、ペーパーポットと

同等の生育となるため、中山間地の育苗方法として導入

可能と考えられた。

〈本試験成績登載印刷物：なし〉

（エ）プラグ苗機械移植栽培の実証（秋冬どり作型）

担当者：霜田敬司・小林弘昌

協力分担：なし

中山間地における秋冬どり白ネギ栽培では、低コスト

のプラグトレイ育苗による機械定植の導入が検討されて

いる。ここでは、中山間地に適した育苗方法と裁植密度

を検討する。

① 220穴プラグトレイを用い、は種粒数を３、４及び５

粒の３水準、株間を９cm、10cmの２水準とし、３月15日

は種、５月22日定植、11月13日収穫で検討した。

② ３粒、４粒まきは、５粒まきより大苗となり、定植

から１か月後までの生育も優れた。

③ １ａ換算の出荷ケース数は、３粒まきの株間 10cm

で最も少なく、密植ほど多くなり、44.4 本/ｍ（４粒ま

き、株間９cm）以上では変わらなかったが、２Ｌのケー

ス数は44.4本/ｍ（４粒まき、株間９cm)で最大となった。

④ 以上の結果、秋冬どり作型において、４粒まきの株

間９cm（栽植密度44.4本/ｍ）が最も適していると考え

られた。

〈本試験成績登載印刷物：なし〉

（３）葉物野菜の安定多収技術の確立

ア 10月まきホウレンソウの適品種選定

担当者：霜田敬司・小林弘昌

協力分担：なし

10月まきにおける品種特性を明らかにするとともに、

適品種を選定する。

① 対照の‘アクティブ’他18品種を供試し

セルトレイ288穴に１粒まきで10月19日は種、11月20日定

植、条間・株間それぞれ15cm（44.4株/㎡）の黒マルチ被

覆で検討を行った。

② 上物収量が、対照の‘アクティブ’と同等以上は、

多い順に‘プラトン’、‘ウィンダム’、‘パンドラ’、‘エ

イトマン’、‘スクープ’、‘トラッド’であった。

③ 上記品種の中で、草姿が立性であったのは、‘トラ

ッド’及び‘スクープ’であり、‘プラトン’及び‘パ

ンドラ’は葉が絡みやすく、収穫し難かった。

④ 以上の結果、収量性と草姿から、‘スクープ’及び

‘トラッド’が有望と考えられた。

〈本試験成績登載印刷物：なし〉

イ 12月まきホウレンソウの適品種選定

担当者：霜田敬司・小林弘昌

協力分担：なし

12月まきにおける品種特性を明らかにするとともに、
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適品種を選定する。

① 対照の‘アクティブ’他18品種を供試し

セルトレイ288穴に１粒まきで平成18年12月22日は種、平

成19年２月19日定植、条間・株間それぞれ15cm（44.4株/

㎡）の黒マルチ被覆で検討を行った。

② 上物収量が対照の‘アクティブ’以上で、かつ多収

であったものは、多い順に‘ニューアンナR4’、‘スク

ープ’、‘パンドラ’、‘トラッド’、‘ウィンダム’

であった。

③ 上記品種のうち‘トラッド’、‘スクープ’は草姿

が比較的立性で抽苔株も見られなかった。一方‘ウィン

ダム’は、葉長の揃いが劣った。

④ 以上の結果、収量性、抽苔率、及び草姿から、‘ス

クープ’、‘トラッド’が有望と考えられた。

〈本試験成績登載印刷物：なし〉

ウ 寒締めホウレンソウのは種時期と保温処理の検

討

担当者：霜田敬司・小林弘昌

協力分担：なし

日野郡の準高冷地の気候を利用した、寒締めホウレン

ソウの栽培をめざし、栽培可能なは種時期と保温処理を

検討する。

① 試験１として、は種日を10月７日、10月19日、10月

30日の３水準設けて検討した。セルトレイ288穴に１粒ま

き、条間・株間は15cm（44.4株/㎡）の黒マルチ被覆、定

植後からパスライトべたがけを行い、品種は‘朝霧’を

供試した。

② 葉長が出荷目安の25cmに達したのは、10月７日は種

で12月25日（は種79日後）、10月20日は種で２月１日（は

種105日後）であったが、10月30日は種では、２月１日で

も15.8cmであり25cmに達しなかった。

③ 試験２として、効果的な保温処理の検討を行った。

処理は慣行の黒マルチ、黒マルチ＋パスライトべたがけ、

溝底定植（マルチなし）、溝底定植＋パスライトの４処

理で検討した。10月19日は種、11月21日定植、その他の

栽培条件は試験１と同様に行った。

④ 12 月７日において、溝底定植が黒マルチに対して、

またパスライトべたがけした方が生育が旺盛となる傾向

が見られたが、２月１日では、パスライトの効果は見ら

れたものの、溝底定植の生育が黒マルチより劣った。

⑤ 以上の結果、10月20 日までのは種であれば、２月

１日までに収穫目安の草丈となり、寒締め処理が可能と

考えられた。また、保温による生育促進のためには、パ

スライトべたがけが効果的であった。

〈本試験成績登載印刷物：なし〉

エ 寒締めホウレンソウにおける品種比較

担当者：霜田敬司・小林弘昌

協力分担：なし

日野郡の準高冷地の気候を利用した、寒締めホウレン

ソウの栽培のために、生育が早く、Brixの高い品種の選

定を行う。

① 日野郡で通常の栽培に用いられる‘アクティブ’、

東北で一般的な寒締め用ホウレンソウの‘朝霧’他２品

種を供試し、草丈25cm以上、Brix10％を基準として選定

を行った。栽培条件は、10月19日は種、11月20日定植、

セルトレイ288穴に１粒まき、条間・株間は15cm（44.4

株/㎡）の黒マルチ被覆、定植後からパスライトべたがけ

で保温し、２月５日に除去、同時にハウスサイドを全開

しておよそ１か月間の寒締め処理を行った。

② ‘雪美菜’を除く‘アクティブ’、‘プラトン’、

‘朝霧’は２月１日までに収穫目安の25cmに達した。

③ Brixが10％以上となったのは‘雪美菜’のみであっ

た。他の品種もBrix８％以上であったが、慣行栽培の‘プ

ラトン’もBrixが9.0％と寒締め処理したものと同等であ

ったため、寒締め処理の効果は判然としなかった。

④ 以上の結果、有望品種の選定はできなかった。

〈本試験成績登載印刷物：なし〉

（４）夏秋ピーマンの安定多収技術の確立

ア 緩効性肥料による省力施肥基準の検討

担当者：小林弘昌・霜田敬司

協力分担：なし

本県中山間地の平均反収は約４ｔと低く収穫期間が４

か月と長期にわたるため、追肥が不要で長期の草勢維持

が可能な緩効性肥料による施肥基準を検討する。

① 慣行区は10a 当たり基肥にスーパーIB100kg と菜種

油粕80kg を主体に追肥は燐硝安加里S604 を 90kg とし

た。ロング140＋油粕区はエコロング140日タイプ203kg

と菜種油粕80kgを主体に全量基肥施用した。ロング140

区はエコロング140日タイプ235kgを主体に全量基肥施

用とし、どの区もＮ:31、Ｐ:30、Ｋ:30kg/10aとした。

② 品種は‘京波’を用い３月１日は種、５月23日定植、

畦間1.6ｍ、株間50cm、シルバーマルチ栽培とした。

③ 総収量、上物収量ともロング 140＋油粕区が最も優

った。時期別・規格別収量は慣行区とロング 140＋油粕

区は大差がなかった。

④ 以上の結果、ロング140日タイプと菜種油粕を主体

に基肥に全量施用すれば、追肥が不要で慣行の施肥体系

と同等以上の収量が得られると考えられた。

〈本試験成績登載印刷物：なし〉

（５）ブロッコリーの作型開発
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ア ９月どり作型における適品種の検討

担当者：霜田敬司・小林弘昌

協力分担：なし

中山間地のブロッコリー栽培において、平地では栽培

が比較的困難な高温期収穫作型（９月どり）の適品種を

検討する。

① 対照の‘ピクセル’他４品種を供試し、７月２日は

種、８月１日定植、育苗は128穴セルトレイで行った。

② 平均収穫日は９月23日の‘ピクセル’に対して ‘

SK3-081’及び‘すばる’が３～４日、‘グリーンパラソ

ル’が10日、‘グランドーム’は23日遅くなった。

③‘SK3-081’は、小花黄色、リーフィー、キャッツアイ

などの異常花蕾が少なく、花蕾品質が最も優れた。空洞

症が見られたが軽微であり、草姿は立性で、収穫後の花

蕾黄化は‘ピクセル’とほぼ同等であった。

④ 以上の結果、異常花蕾の発生と花蕾品質

から‘SK3-081’が有望で、その平均収穫日は

慣行の‘ピクセル’に比べ３日遅かった。

〈本試験成績登載印刷物：なし〉

イ 秋冬どり作型における適品種の検討

担当者：霜田敬司・小林弘昌

協力分担：なし

中山間地のブロッコリー栽培において、10

～11月どりで、アントシアンが出にくく、花

蕾品質が良く、降雪までに収穫できる品種を

選定する。

① は種日は７月10日、７月20日、７月24日

とし、対照の‘ピクセル’他５～６品種を供

試した。育苗は128穴セルトレイで行った。

② 収穫時期は‘SK3-084’、‘キャッスル’、

‘SK3-081’、‘BL410’、‘BL411’は、対照

の‘ピクセル’とほぼ同時期、‘グランドー

ム’は１か月以上遅く、‘ほがらか’はさら

に遅れ、調査打ち切り（12月27日）までの収

穫率は何れのは種日でも30％未満だった。

③ 対照よりアントシアンによる着色が少な

く、花蕾品質が同等以上の品種は、７月10日

は種では‘SK3-084’及び‘SK3-081’、７月

20日と７月24日は種では‘SK3-084’、‘BL

410’及び‘BL411’であった。

④ 以上の結果、何れのは種日においても‘

SK3-084’が有望であった。‘BL410’及び‘

BL411’も有望であったが７月10日は種での検

討が必要と考えられた。

〈本試験成績登載印刷物：なし〉

（６）夏どりダイコンの安定多収技術の確立

ア ５月下旬は種作型における適品種の選定

担当者：霜田敬司・小林弘昌

協力分担：八頭普及所

県内高冷地において栽培されている５月下旬は種ダイ

コンについて、晩抽性の適品種の選定を行う。

① 若桜町広留野（標高約700ｍ）の現地ほ場において、

対照の‘夏つかさ「旬」’他７品種を供試、５月22日は

種、７月23日収穫（62日目）で、畝間130cm、畝間40cm、

株間27cmの２条まきで検討を行った。

② 何れの品種も抽苔が見られず、ほ場で散見された程

度であった。

③ 根径と調製重は、‘KR207’、‘夏大慶’、‘春のい

ぶき’及び‘来夏’が対照と同等以上であった。

④ 生理障害、病害が多発傾向のなかで、秀品・優品率

が高かったのは‘YR三川’、‘夏のきざし’、‘春のい

ぶき’であったが、対照より品質が劣った。

⑤ 以上の結果、有望と思われる品種はなかった。

〈本試験成績登載印刷物：なし〉

イ ７月上旬は種作型における適品種の選定

担当者：霜田敬司・小林弘昌

協力分担：八頭普及所

県内高冷地において栽培されている６月下旬は種ダイ

コンについて、干ばつに強く、曲がりにくい品種の選定

を行う。

① 若桜町広留野（標高約800ｍ）の現地ほ場において、

対照の‘Ｔ770’及び‘夏つかさ「旬」’他６品種を供試、

７月５日は種、９月４日収穫（61日目）で、畝間130cm、

畝間40cm、株間27cmの２条まきで検討を行った。

② 調製重が対照と同等以上となったのは、‘AR40’、

‘KA148C’、‘KR207’、‘来夏’であった。

③ 秀品・優品率は、虫害が多いため反復区間で大きく

異なる品種もみられたが、概ね‘KA148C’及び‘Ｔ478’

は対照と同等であった。

④ 曲がりは‘KA148C’、‘Ｔ478’、‘YR夏蛍’で少な

く、揃いは‘KA148C’、‘KR207’が良かったが、肌つや

は何れも対照より劣った。‘KA148C’、‘YR夏蛍’は内

部に生理障害とみられる黒い筋が散見された。

⑤ 以上の結果、‘KA148C’の収量、品質が優れたが、

対照より劣り、有望品種はなかった。

〈本試験成績登載印刷物：なし〉

ウ ７月下旬は種作型における適品種の選定

担当者：霜田敬司・小林弘昌

協力分担：八頭普及所

県内高冷地において栽培されている７月下旬は種ダイ
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コンについて、干ばつに強く、曲がりにくい品種の選定

を行う。

① 若桜町広留野（標高約800ｍ）の現地ほ場において、

対照の‘Ｔ770’及び‘夏つかさ「旬」’他７品種を供試、

８月１日は種、10月２日収穫（62日目）で、畝間130cm、

畝間40cm、株間27cmの２条まきで検討を行った。

② 調製重が対照より重かったのは、‘KA148C’、‘YR

夏蛍’、‘あきいち’であった。

③ ‘KA148C’、‘Ｔ478’、‘福天下’では曲がりやく

びれが多発し、さらに‘福天下’では内部に赤変症の様

な症状が見られた。

④ ‘あきいち’は曲がりやくびれが少なく、高品質で、

秀品率が対照と同等であった。

⑤ 以上の結果、収量と品質から‘あきいち’が有望で

あった。

〈本試験成績登載印刷物：なし〉

（７）初秋どりストックの作型確立

ア 保温処理が切り花品質と開花時期に及ぼす影響

担当者：霜田敬司・小林弘昌

協力分担：なし

中山間地域のストック栽培において、９～10月どりの

アイアンシリーズは、草丈が短いため品質上の課題とな

っている。そこで、保温処理を用いた花芽分化抑制によ

る切り花長の伸長効果を検討する。

① 処理区については、７月25日から１週間毎に便宜上

Ａ（７月25日～）、Ｂ（８月１日～）、Ｃ（８月８日）、

Ｄ（８月15日～）、Ｅ（８月22日～）とし、保温の期間

を、AB、BC、CD、DE、ABC、BCDの６水準及び保温をしな

い無処理区を設けた。保温処理は、高さ90cmの骨組みに

農業用POフィルムかぶせ畝全体を囲った。は種日は７月

13日、供試品種は‘ピンクアイアン’で、12cm×12cmの

８条、直まきで検討した。

② 保温処理期間において、花芽が低温感応すると考え

られる20℃以下の低温積算時間は、各保温処理区と無処

理との間に大きな差が見られなかったが、低温感応を打

ち消すと考えられる35℃以上の高温積算時間は、保温処

理により大幅に長くなった。

③ 花芽分化と採花率のピークは、早いものから無処理、

AB、BC、CDであり、ABCはBCと、BCDはCDとほぼ変わらな

かった。DEでは採花率の推移が緩やかで、ピークが２分

していたため、Ｃの時期から保温を開始するのが効果的

と考えられた。

④ CDは切り花長が最も長く、葉数が最も多く、Ｍ規格

割合が最も高かった。

⑤ 以上の結果、保温処理により切り花長が伸長し、特

に８月８～21日の保温処理が最も効果的と考えられた。

〈本試験成績登載印刷物：なし〉

イ 保温処理とPCa処理が切り花品質と開花時期に及

ぼす影響

担当者：霜田敬司・小林弘昌

協力分担：なし

中山間地域のストック栽培において、９～10月どりの

アイアンシリーズは、草丈が短いため品質上の課題とな

っている。そこで、保温処理とプロヘキサジオンカルシ

ウム処理（以降、PCa処理と略）による切り花長の伸長効

果を検討する。

① 保温処理は、８月１～14日（Ⅰ）、８月８～21日（Ⅱ）

及び無処理の３水準、PCaについては処理と無処理の２水

準で検討した。PCa処理は花芽分化確認後、10ppmのPCa

を茎頂部に噴霧した。は種日は７月13日、供試品種は‘ピ

ンクアイアン’で、12cm×12cmの８条、直まきで検討し

た。

② 平均採花日は保温処理により、無処理に対してⅠが

５～６日、Ⅱでは10日遅くなった。またPCa処理の影響を

受けなかった。

③ 保温処理及びPCa処理により切り花長は伸長し、Ｍ規

格率が高くなったが、交互作用は見られなかった。

④ PCaにより花穂長は長くなったが、切り花品質には影

響しなかった。

⑤ 以上の結果、８月８～21日の保温処理及び花芽分化

確認後のPCa処理が切り花長の伸長に効果があると考え

られた。

〈本試験成績登載印刷物：なし〉

34．花卉品種審査会

（１）第 53 回全日本花卉品種審査会 ユーストマ（季

咲き）

担当者：加藤正浩・岸本真幸

協力分担： なし

トルコギキョウの品種特性を明らかにし、本県の気象

条件、栽培方法に適する品種を選定する。

① 27品種を供試し、３月７日播種、５月１日定植、８

月９日に審査を行った。

② シャーレ内での発芽率は 14 日後にはほとんどの系

統で80％程度となり、全体に発芽率は高かった。

③ 定植直後は順調に生育したが、５月下旬から立ち枯

れ症状が発生し始めた。６月下旬からは降水量の著しい

増加と寡日照により生育が停滞し、一部の系統では顕著

な被害が生じた。

④ 審査の結果、入賞した品種は、1 等‘K 048’（カネ

コ種苗(株)、一重・小輪青紫）、 2 等‘K 049’（カネコ
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種苗(株)、一重・小輪ソフトピンク）、同2等‘シレナホ

ワイト’（住化農業資材（株）、一重・白）、同2等‘Eu-751’

（タキイ種苗(株)、一重・グリーン）、3等‘フェリスパ

ッション’（カネコ種苗(株)、一重・小輪濃ピンク）、同

3等‘ノーブルジェイド’（(株)サカタのタネ、一重・グ

リーン）だった。

〈本試験成績登載印刷物：９〉

35．鳥取県に適応した切り花の低コスト生産安定技術の

開発

（１）ユリ類切り花の長期出荷体系の確立

ア 環境要因がシンテッポウユリの生育・開花に及ぼ

す影響

（ア）品種比較試験

担当者：平尾香那子・岸本真幸

協力分担：なし

ユリ類切り花の長期出荷体系を確立するため、露地栽

培における品種特性を明らかにする。

① ‘Ｆ１オーガスタ’、‘雷山２号’、‘Ｆ１セプタ’、

‘Ｆ１ジュリアス’（以上ムラカミシード）、‘Ｍ１-21’（サ

カタのタネ）の計５品種を供試し、１月11日に播種、４

月23日に定植した。

② 平均採花日は‘Ｆ1ジュリアス’が７月17日と最も

早く、‘Ｍ１-21’が８月４日、‘Ｆ1オーガスタ’が８月

９日、‘雷山２号’が８月11日、‘Ｆ1セプタ’が８月13

日であった。

③ ‘Ｆ1オーガスタ’は切り花重が最も重く、切り花長

は長かった。また、輪付き割合も最も高く、‘Ｆ1セプタ’、

‘Ｍ１-21’がそれに続いた。

④ 以上の結果、1 月中旬播種４月中・下旬定植作型に

おいては、盆前収穫で‘Ｆ１オーガスタ’と‘Ｍ１-21’、

８月中・下旬収穫で ‘Ｆ1セプタ’が有望であると考え

られた。しかし‘Ｍ１-21’はブラインドによる採花率の

低下が問題となった。

〈本試験成績登載印刷物：９〉

（イ）短日処理が生育、開花に及ぼす影響

担当者：平尾香那子・岸本真幸

協力分担：なし

ユリの日長制御による開花調節技術を確立するため、

短日処理が開花に及ぼす影響を明らかにする。

① 供試品種は‘Ｆ1オーガスタ’と‘雷山２号’。１月

11日に播種し、４月23日に定植した。短日処理区は、

６月４日から７月４日の１ヶ月間、17時～９時遮光で８

時間日長とし、無処理区は自然日長とした。

② ６月の日照時間は平年よりも低く推移した。

③ 平均採花日は、‘Ｆ1オーガスタ’、‘雷山２号’とも

短日処理により約２週間遅れた。

④ 葉枚数は短日処理により増加した。

⑤ 採花率は、短日処理により‘Ｆ１オーガスタ’で13％、

‘雷山２号’で21％低下した。

⑥ 以上の結果、６月の短日処理で花芽分化が抑制され、

葉枚数が増加し、開花が遅れることが明らかとなった。

〈本試験成績登載印刷物：９〉

（ウ）チェーンポットの種類が切り花品質に及ぼす影

響

担当者：平尾香那子・岸本真幸

協力分担：なし

チェーンポットの種類が切り花品質に及ぼす影響を確

認し、最適なチェーンポットの種類を検討する。

① 供試品種は‘Ｆ1オーガスタ’を用い、１月17日に

播種、４月26日に定植を行った。

② 試験区はCP303（株間５cm）５条植区（慣行）、CP303

６条植区、LP303-10区（株間10cm、５条植）、LP303-15

区（株間 15cm、５条植）、セルトレイ育苗区（対照：株

間12cm ８条植）とした。

③ チェーンポット育苗の平均採花日はセルトレイ育苗

に比べ４～６日遅く、チェーンポットの違いによる差は

みられなかった。

④ 輪数はセルトレイ育苗区が最も多く、チェーンポッ

ト区の中では栽植密度が低いほど多くなった。

⑤ 採花率はセルトレイ育苗区が 91％と最も高く、

LP303-10区、LP303-15区、CP303 ５条植区、CP303 ６条

植区の順であった。

⑥ 本試験の結果をもとに租収益を計算したところ、セ

ルトレイ育苗区が最も高く、チェーンポット区の中では

CP303 ５条植区が最も高かった。

⑦ 以上の結果、チェーンポット区の中では切り花品質

も採花率も良いLP303-10が有望であると考えられたが、

粗収益は慣行であるCP303の５条植が最も高かった。

〈本試験成績登載印刷物：９〉

（エ）露地栽培による抑制作型の検討

担当者：平尾香那子・岸本真幸

協力分担：なし

露地における９月の彼岸出荷作型を確立するために、

播種・定植期と品種を検討する。

① 供試品種は‘Ｆ１オーガスタ’、‘雷山２号’、‘Ｆ１セ

プタ’、‘Ｆ１ジュリアス’。播種日は１月 11 日（慣行）、

２月 13 日、２月 22 日とし、定植日はそれぞれ４月 23

日（慣行）、５月７日、５月14日とした。

② いずれの品種においても定植日が遅れるほど切り花

重は軽く、切り花長は短く、輪数、葉枚数は減少した。
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また採花率は定植が遅れるほど低下した。

③ いずれの定植日においても、‘Ｆ１ジュリアス’、

‘Ｆ１オーガスタ’、‘雷山２号’、‘Ｆ１セプタ’の順に開

花し、８月中にはほぼ採花が終了した。

④ いずれの品種においても、播種、定植日の違いによ

る採花日の大きな差は認められなかった。

⑤ 以上の結果、播種、定植期を１ヶ月遅らせても採花

期に大きな差はないことが明らかになった。また、定植

日が遅れるにつれ切り花品質が低下することから、この

作型で９月出荷をねらうのは難しいと考えられた。

〈本試験成績登載印刷物：なし〉

（オ）抑制栽培における花芽分化期調査

担当者：平尾香那子・岸本真幸

協力分担：なし

花芽分化期の環境は品質や採花率に大きく影響すると

考えられることから、花芽分化期の確認を行う。

① 供試品種は‘Ｆ1オーガスタ’。４月20日に播種、７

月２日に定植し、８月10日より電照を開始した。

② ７月20日から９月20日まで５日おきに10株ずつ花

芽分化を確認した。７月31日から花芽分化が確認され、

８月15日は花芽分化率80％、８月24日は100％であっ

た。

③ ８月６日以降は抽台していなくても花芽分化が認め

られた株もあった。

④ 以上の結果、‘Ｆ1オーガスタ’の抑制栽培において、

今年度の花芽分化期は８月下旬であった。また抽台前に

花芽分化した個体も確認され、抽台の有無だけでは花芽

分化の有無は判断できないと考えられた。

〈本試験成績登載印刷物：なし〉

（カ）抑制栽培における育苗法が生育、開花に及ぼす

影響

担当者：平尾香那子・岸本真幸

協力分担：なし

最適なチェーンポット、および定植機の導入を想定し

た固化培地による育苗の検討を行う。

① 供試品種は‘Ｆ1オーガスタ’。４月20日に播種、７

月２日に定植し、８月10日より電照を開始した。

② 試験区は CP303 区（株間５㎝ ５条植）、LP303-10

区（株間 10cm ５条植）、固化培地区（株間７㎝ ４条

植）、セルトレイ育苗区（対照：株間12㎝ ８条植）の

４区を設けた。

③ 採花日はセルトレイ育苗区が10月２日と最も早く、

固化培地区が10月14日、CP303区が10月20日、LP303-10

区が10月25日であった。

④ 固化培地区、チェーンポット区ともにセルトレイ育

苗区よりも切り花品質は優れており、LP303-10 区 が最

も優れた。

⑤ 抽台率、採花率はLP303-10区が最も高く、チェーン

ポット区は低かった。

⑥ 輪数はどの区も２輪が最も多かったが、CP303 区と

セルトレイ育苗区で１輪割合が多かった。

⑦ １㎡あたりの販売額を試算すると、CP303 区と固化

培地区がセルトレイ育苗区に比べて 1000 円前後高かっ

た。

⑧ 以上の結果、切り花品質は LP303-10 が最も優れて

おり、採花率や販売額を考慮すると固化培地が最も優れ

ると考えられた。また、チェーンポットでは LP303-10

がCP303より品質や採花率は優れるが、定植本数が減少

し、販売額ではCP303 が上回ることから、CP303 が有望

であると考えられた。

〈本試験成績登載印刷物：なし〉

（キ）抑制栽培における抽台・採花率に及ぼす育苗中

の短日、低温の影響

担当者：平尾香那子・岸本真幸

協力分担：なし

シンテッポウユリの抽台には育苗時の日長、温度条件

が影響していると考えられることから、具体的にどの生

育段階で短日や低温に反応しているか検討する。

① 供試品種は‘Ｆ1オーガスタ’。４月20日に播種、７

月２日に定植し、８月10日より電照を開始した。

② 短日処理（17時～９時遮光）と短日・夜温20℃処理

を、子葉展開期（６月６日～16日）、第1葉抽出期（６

月13日～23日）、第1葉展開期（６月21日～定植）に

それぞれ10日ずつ行った。また、各処理中は日長制御装

置内で管理し、日中は遮光率50％の寒冷紗を使用した。

③ 自然夜温は全体を通して 20℃前後で推移し、夜温

20℃の区とほぼ変わらなかった。

④ 慣行管理を行っていたハウスの日中温度は日長制御

装置内の日中温度よりも高く推移した。

⑤ どの処理区も葉枚数は無処理区に比べて多かったが、

その他の品質には差がみられなかった。

⑥ どの処理区も無処理区に比べて抽台率、採花率とも

に高く、第１葉抽出期に処理をした区が最も高かった。

⑦ 以上の結果、育苗期の短日処理により抽台率、採花

率が向上し、特に本葉が展開し始める時期の効果が最も

高いと考えられた。また、育苗中の日中温度が高い区で

抽台率や採花率が低下する傾向がみられたため、日中温

度も採花率に影響すると想定される。

〈本試験成績登載印刷物：なし〉

（ク）育苗期の亜リン酸資材施用が生育に及ぼす影響
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（予備試験）

担当者：平尾香那子・岸本真幸

協力分担：なし

白ネギにおいて、リン酸吸収効率がよい亜リン酸資材

の潅注処理が健苗育成に有効であることから、シンテッ

ポウユリでも同様の効果が得られるか検討する。

① 供試品種は‘Ｆ1オーガスタ’、‘Ｆ1ジュリアス’。１

月11日に播種し、３月６日より定期的にトミー液肥 500

倍（慣行）またはホスプラス500倍液を潅注した。定植

までの５回の液肥のうち、ホスプラスの回数を０回、１

回、２回、３回、４回、５回と設定し検討した。

② 地上部、地下部ともに、処理区による新鮮重、乾物

重の差はなかった。

③ １トレイあたりの肥料費は、ホスプラスの回数が１

回増えるごとに約５円高かった。

④ 以上の結果、ホスプラス施用により慣行（トミー液

肥のみの区）と同等の生育がみられた。コストを考慮に

いれると慣行のままでよいと考えられた。

〈本試験成績登載印刷物：なし〉

（ケ）定植後の短日処理の影響（予備試験）

担当者：平尾香那子・岸本真幸

協力分担：なし

定植後の短日処理が生育、抽台にどのように影響する

かを検討する。

① 供試品種は‘Ｆ1オーガスタ’。１月11日播種、４月

27日定植。10株/プランターとし定植した。定植後、日

長制御装置にて短日処理（17時～９時遮光）を開始した。

定植１週間後より、１週間おきに１つずつプランターを

日長制御装置から出し、開花日、生育を調査した。

② 平均開花日は定植後１、２週間短日処理した区で５

日、定植後３、４、５、６週間短日処理した区で７～８

日、定植後７週間（６月中旬まで）短日処理した区で12

日遅れた。

③ 定植後１、２週間短日処理した区では葉枚数、抽台

日に無処理区との差はなかったが、定植後３週間以上短

日処理した区では無処理区に比べてわずかに抽台が遅れ、

葉枚数が増加した。定植後７週間短日処理した区では葉

枚数が大幅に増加した。

④ 以上の結果、定植後６月上旬までの短日処理では生

育が停止した分だけわずかに開花が遅れると考えられた。

〈本試験成績登載印刷物：なし〉

（コ）定植後の地温低下が抽台、採花率に及ぼす影響

（予備試験）

担当者：平尾香那子・岸本真幸

協力分担：なし

シンテッポウユリの抑制栽培では未抽台による採花率

の低下が問題となっていることから、定植後の地温低下

による抽台率の向上を検討する。

① 供試品種は‘Ｆ1オーガスタ’。播種は４月20日、定

植は７月２日である。７月11日に50％寒冷紗遮光区と、

わらを敷き詰める区（以下わら区）を設けた。

② 平均地温は、無処理区にくらべて、わら区で１℃、

寒冷紗区で２℃下がったが、寒冷紗区は地温の変動幅が

無処理区に比べて大きく、寒冷紗区の方が最高地温が高

い場合もあった。

③ 抽台率はわら区が87.5％と最も高く、次に無処理区

で79％、寒冷紗区は70％であった。寒冷紗区は他の区に

比べて抽台が遅れた。

④ 採花率はわら区が85％、無処理区が71％、寒冷紗区

は58％であった。平均採花日は寒冷紗区が他の区に比べ

て８日遅れた。

⑤ 以上の結果、定植後の地温を下げることにより抽台

率、採花率が向上すると考えられた。しかし、寒冷紗区

では抽台率が低かったことから、50％遮光は温度を下げ

る効果よりも光を遮ることによる影響の方が大きいと考

えられ、資材を検討する必要がある。

〈本試験成績登載印刷物：なし〉

イ 切り下球利用による低コスト栽培技術の確立

（ア）切り下球を利用した栽培の検討

担当者：平尾香那子・岸本真幸

協力分担：なし

スカシユリ類は需要が高いが他の切り花品目と比較し

て種苗費が高いため、切り下球を利用した低コスト栽培

技術を検討する。

① 供試品種は‘Mona’、‘Ceb Dazzle’、’Royal Trinity’、

‘Courier’の４品種で、１回目定植時の球周は 14～16

㎝とした。１回目の定植は平成18年９月20日で、収穫

は11月であった。

② １回目の収穫後、球根をそのまま据え置きし、平成

19年３月７日より週１回トミー液肥の500倍を施肥した。

③ 球根据え置き栽培における平均採花日は、いずれの

品種も５月下旬であった。本県Ｔ農協におけるスカシユ

リ類出荷規格で、秀２Ｌとして出荷できる品質となった

のは ‘Ceb Dazzle’と‘Royal Trinity’だった。

④ 据え置きの球根をさらに掘り上げて３回目の球根利

用を試みたが、出荷できる切り花品質にはならなかった。

⑤ 本試験の結果を参考に経営試算を行った結果、据え

置き栽培まで行った場合の所得は、１回だけ栽培した場

合に比べ‘Royal Trinity’で3.2倍、‘Ceb Dazzle’で

2.2倍となった。
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⑥ 以上の結果、スカシユリ類の球根据え置き栽培にお

いて、供試品種の中では ‘Ceb Dazzle’と‘Royal

Trinity’が適していると考えられた。また、据え置き栽

培で球根を２回使用することにより、１回の栽培で得ら

れる所得の倍以上の所得が得られると考えられた。

〈本試験成績登載印刷物：９〉

（イ）球根据え置き栽培における施肥の検討（予備試

験）

担当者：平尾香那子・岸本真幸

協力分担：なし

球根据え置き栽培における効率的な施肥方法を検討す

る。

① 供試品種は ‘Ceb Dazzle’、’Royal Trinity’ほか

２品種で、１回目定植時の球周は14～16㎝とした。１回

目の定植は平成18年９月20日で、収穫は11月であった。

１回目の収穫後、球根をそのまま据え置きした。

② 試験区は、液肥区（平成19年３月７日から週１回ト

ミー液肥 500 倍を 20L/㎡施用）、固形肥料前期追肥区

（鳥取花複合２号 １kg/㎡を平成19年３月７日に施肥）、

固形肥料後期追肥区（鳥取花複合２号 １kg/㎡を３月19

日に施肥）、無施肥区の４区を設けた。

③ 収穫までの１㎡当たりの窒素施用量は、液肥が固形

肥料よりも16g少なく、30円安かった。

④ いずれの品種も液肥区の切り花品質が最も優れた。

⑤ 以上の結果、スカシユリ類の球根据え置き栽培の施

肥は、液肥施用の方が固形肥料よりも経費が抑えられ、

品質も優れることが明らかとなった。

〈本試験成績登載印刷物：なし〉

（２）ストックの高品質切り花生産技術の確立

ア 八重率向上技術の開発

（ア）ストックの粒径と八重率との関係調査

担当者：加藤正浩・岸本真幸

協力分担： なし

ストックにおいて、より簡便な八重鑑別技術を確立す

るため、種子の粒径および風力選別による八重率向上の

可能性について検討する。

① ‘雪波’および‘ホワイトアイアン’を供試した。

粒径選別は土壌粒径選別用のふるいを用い、1.4mm未満、

1.4mm～1.6mm未満、1.6mm～1.7mm未満、1.7mm以上の４

段階に分別した。風力選別は、家庭用扇風機を利用し送

風状態で種子を落下させ、飛距離別に３段階に分別した。

選別した種子は各処理毎に播種し、八重率を調査した。

② 粒径の分布割合は、‘雪波’では1.7mm以上が51.0％

を占め、1.4mm未満はわずか1.7％であった。‘ホワイト

アイアン’では1.4mm～1.6mm未満が42.7％と最も高く、

1.4mm～1.7mm 未満の間に 71.8％と大部分の種子が集中

していた。

③ 全体の八重率は、‘雪波’では65.1％、‘ホワイトア

イアン’では54.4％だった。両品種とも粒径が大きいほ

ど八重率は高くなったが、八重率の低かった1.4mm未満

を除いたとしても、八重率は最大５％程度しか向上しな

かった。

④ 風力選別については、一定の傾向は見られなかった。

⑤ 以上の結果、両品種とも粒径が大きいほど八重率は

高まることが明らかとなった。しかし、八重率の低い

1.4mm 未満を除去しても八重率はわずかしか向上しなか

った。

〈本試験成績登載印刷物：９〉

（１）キクの低コスト生産安定栽培法の確立

ア 寡日照・低温下での開花調節法の開発と実証

（ア）無側枝性ギクの盆、彼岸出荷における GA 散布

が開花に及ぼす影響（予備試験）

担当者：平尾香那子・岸本真幸

協力分担：なし

無側枝性ギクの発蕾確認後の GA3散布による効率的な

開花促進法を検討する。

① 供試品種は‘文化の旭’。盆咲きの定植日は４月 19

日で、消灯（電照：22時～２時の暗期中断）は６月５日、

花首伸長抑制のためのダミノジット処理は７月 27 日に

行った。彼岸咲きにおいては、定植が６月５日、消灯は

７月31日、ダミノジット処理は８月24日に行った。

② 盆咲きにおいて、８月７日（蕾径 12mm 時）に GA3
100ppmを散布した結果、無処理区よりも開花が３日早ま

った。花首が少し伸びる傾向が見られたが、その他の品

質は差がみられなかった。

③ 彼岸咲きにおいても８月30日（蕾径12mm時）にGA3
100ppmを散布した結果、無処理区よりも開花が3日早ま

った。また、無処理区では花弁にアントシアンの発生が

みられたが、GA3処理区では全くみられなかった。

④ 以上の結果、無側枝性キク‘文化の旭’において、

発蕾後の GA3（100ppm）１回散布で開花が３日促進でき

ることが明らかになった。また彼岸咲きでは、GA3処理に

よりアントシアン抑制効果が認められた。

〈本試験成績登載印刷物：なし〉

イ 低温で生育・開花する輪ギクおよび小ギク品種の

選抜

（ア）低温・寡日照下で開花するスプレーギク品種の

選抜と春彼岸出荷法の開発

担当者：岸本真幸

協力分担：なし



96

低温伸長性が高く、電照により開花制御可能なスプレ

ーギク５品種の、低夜温･昼保温低コスト栽培の適応性を

検討する。

① 11月４日にスプレーギク５品種を定植した。温度処

理は、15℃慣行区(最低 15℃、25℃換気)、10℃区(最低

10℃、終日密閉)、５℃区（最低５℃、終日密閉）とした。

なお、消灯日は12月20日とし、消灯10日前にGA３100ppm

を散布する区を設けた。

② 各処理区の消費電力量は、10℃区が慣行の 43％、

５℃区が11％だった。

③ ‘ホワイトウェルドン’および‘シルバージェビリ

ー’が、５℃区で３月中旬に全株開花した。

④ GA３を散布すれば、‘イエロープーマ’など３品種が

全株開花したが、３月下旬の開花となった。

⑤ 切り花品質は、いずれも GA３散布によって花首長な

どが僅かに伸びたが、15℃慣行区と比較して遜色なかっ

た。

⑥ 以上の結果、スプレーギク２品種は 11 月に定植し

12月に消灯すれば、５℃加温で彼岸直前に開花すること

が明らかになった。

〈本試験成績登載印刷物：９〉

（イ）低温・寡日照下で開花する寒小ギクおよび輪ギ

ク品種の選抜と春彼岸出荷法の開発

担当者：岸本真幸

協力分担：なし

低温伸長性が高く、電照により開花制御可能な寒小ギ

ク３品種および輪ギク３品種の、低夜温･昼保温低コスト

栽培の適応性を検討する。

① 11月４日に寒小ギク３品種、輪ギク３品種を定植し

た。温度処理は、15℃慣行区(最低15℃、25℃換気)、10℃

区(最低10℃、終日密閉)、５℃区（最低５℃、終日密閉）

とした。なお、消灯日は12月20日とし、消灯10日前に

GA３100ppmを散布する区を設けた。

② 各処理区の消費電力量は、10℃区が慣行の43％、５℃

区が11％だった。

③ 寒小ギクでは、GA３を散布すれば‘寒あそび’が５℃

区で３月中旬に全株開花したが、‘寒はるか’、‘冬化

粧’を全株開花するには、10℃以上の加温が必要だった。

④ 輪ギクでは、‘鈴鹿の道’および‘鈴鹿の鏡’が、

５℃区で３月上中旬に全株開花した。また、‘神馬’も

GA３を散布すれば５℃区で全株開花したが、３月下旬の開

花となった。

⑤ 以上の結果、輪ギクの２品種は11月に定植し12月に

消灯してGA３を散布すれば、５℃加温で彼岸開花可能とな

ることが明らかになった。ただし、‘神馬’は開花が遅

れたことから、消灯時期の検討が必要と考えられた。

〈本試験成績登載印刷物：９〉

36．鳥取県に適応した花壇苗鉢物および枝物類の生産

安定技術の開発

（１）環境にやさしい新わい化法の開発

ア 長期トレー育苗等によるわい化

（ア）アゲラタムの長期トレイ育苗と日長によるわい

化法の検討

担当者：岸本真幸・加藤正浩

協力分担：なし

長期トレイ育苗によるわい化剤代替効果を検討する。

本試験は、アゲラタムにおける最も効果的な鉢上げ期の

目安を明らかにするとともに、トレイ育苗中の日長が開

花時の品質に及ぼす影響を調査する。

① ‘ブルーハワイ’を３月15日に播種した。トレイ育

苗期間は、播種後約30日で鉢上げする適期区、10日延

長区、15日延長区および鉢上げ適期にわい化剤（パクロ

ブトラゾール 20ppm）を散布する区を設けた。なお、日

長処理として育苗期間中に、暗期８時間の長日区および

明期８時間の短日区を設けた。

② 育苗期間の延長は、これまでと同様育苗15日延長で、

慣行のわい化剤散布区と同等の草丈・株幅になった。

③ 日長は、長日で分枝数が増し、慣行より草姿が優れ

た。

④ 長日＋15日延長区の鉢上げ時の苗の様子は、草丈が

5.6㎝、株幅が4.6㎝、根巻程度を達観で観察する根巻

指数は、95だった。

⑤ 長日＋15日延長区を圃場に定植した後の引き抜き

抵抗値は、慣行のわい化剤散布より高かった。

⑥ 以上の結果、３月播種におけるアゲラタムの長期ト

レイ育苗のための鉢上げステージが明らかになった。ま

た、育苗中に長日とすれば、分枝数が増して慣行より草

姿が良くなることも明らかになった。

〈本試験成績登載印刷物：９〉

（イ）キンギョソウの長期トレイ育苗と日長によるわ

い化法の検討

担当者：岸本真幸・加藤正浩

協力分担：なし

長期トレイ育苗によるわい化剤代替効果を検討する。

本試験は、キンギョソウにおける最も効果的な鉢上げ期

の目安を明らかにするとともに、トレイ育苗中の日長が

開花時の品質に及ぼす影響を調査する。

① ‘パレットカーマイン’を３月15日に播種した。ト

レイ育苗期間は、播種後約30日で鉢上げする適期区、10

日延長区、15日延長区および鉢上げ適期にわい化剤（パ
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クロブトラゾール20ppm）を散布する区を設けた。なお、

日長処理として育苗期間中に、暗期８時間の長日区およ

び明期８時間の短日区を設けた。

② 育苗期間の延長は、これまでと同様育苗10日延長で、

慣行のわい化剤散布区と同等の草丈・株幅になった。

③ 日長は、短日で分枝数が増し、慣行より草姿が優れ

た。

④ 短日＋10日延長区の鉢上げ時の苗の様子は、草丈お

よび株幅が3.5㎝、根巻程度を達観で観察する根巻指数

は、77だった。

⑤ 短日＋10日延長区を圃場に定植した後の引き抜き

抵抗値は、慣行のわい化剤散布より高かった。

⑥ 以上の結果、３月播種におけるキンギョソウの長期

トレイ育苗のための鉢上げステージが明らかになった。

また、育苗中に短日とすれば、分枝数が増して慣行より

草姿が良くなることも明らかになった。

〈本試験成績登載印刷物：９〉

（２）各種花壇苗の低コスト開花調節技術の開発

ア 夜冷庫・日長制御による新作型開発

（ア）Primula malacoidesにおける育苗トレイおよび

夜冷処理が開花と品質に及ぼす影響

担当者：岸本真幸

Primula malacoidesの開花促進と労力軽減のため、

大型スリットトレイを利用した育苗と夜冷を検討し、促

成栽培法を確立する。

① 品種は‘プリマライラック’、‘うぐいすローズ’を

供試した。平成18年５月10日に、128穴か72穴プラグ

トレイおよびスリットトレイに播種した。夜冷処理は７

月15日から約１ヶ月間、夜間(18時～６時)20℃とし、

鉢上げは９月１日に行った。

② 平成18年の気温は、鉢上げ後１ヶ月間は平年並みだ

ったが、それ以外は平年値より高く推移した。

③ 開花について見る。両品種とも72穴が128穴より早

く、トレイの種類ではスリットがプラグより早かった。

また、いずれも夜冷で開花が促進された。

④ 128穴プラグトレイに播種し、夜冷処理を行わなか

った対照区の開花は12～１月だったが、処理区中、最も

開花が早かったのは、72穴スリットトレイに播種し、夜

冷を行った区で、‘プリマライラック’が11月中旬、‘う

ぐいすローズ’が10月中旬だった。

⑤ 開花時の品質を見ると、両品種ともスリットトレイ

で夜冷を行なうと、小花数が増加するなど品質が優れた。

⑥ 以上の結果、P. malacoides 系品種を花壇苗として

早期に出荷するには、72穴スリットトレイに播種し、夜

冷育苗とすれば10～11月から開花することが明らかに

なった。

〈本試験成績登載印刷物：９〉 
（イ）Primula juliae hybrid における育苗トレイお

よび夜冷処理が開花と品質に及ぼす影響

担当者：岸本真幸

協力分担：なし

Primula juliae hybridの開花促進と労力軽減のた

め、大型スリットトレイを利用した育苗と夜冷を検討し、

促成栽培法を確立する。

① 品種は‘ジュリエットエロー’、‘ココロンエロー’

を供試した。平成18年５月10日に、128穴か72穴プラ

グトレイおよびスリットトレイに播種した。夜冷処理は

７月15日から約１ヶ月間、夜間(18時～６時)20℃とし、

鉢上げは９月１日に行った。

② 開花について見る。両品種とも72穴が128穴より早

く、トレイの種類ではスリットがプラグより早かった。

また、いずれも夜冷で開花が促進された。

③ 128穴プラグトレイに播種し、夜冷処理を行わなか

った対照区の開花は10月下旬～11月だったが、処理区

中、最も開花が早かったのは、72穴スリットトレイに播

種し、夜冷を行った区で、‘ジュリエットエロー’が９月

下旬、‘ココロンエロー’が９月中旬だった。

④ 開花時の品質を見ると、両品種ともスリットトレイ

で夜冷を行なうと、小花数が増加するなど品質が優れた。

⑤ 以上の結果、P. juliae 系品種を花壇苗として早期

に出荷するには、72穴スリットトレイに播種し、夜冷育

苗とすれば９月から開花することが明らかになった。

〈本試験成績登載印刷物：９〉

37．鳥取県の花ブランド化のための切り花および苗もの

類の品質保持技術の開発

（１）栽培条件が品質と日持ち性に及ぼす影響

ア 切り花及び苗物類の品質と日持ちに及ぼす栽培

環境の影響

（ア）潅水条件がトルコギキョウの日持ち性に及ぼす

影響

担当者：加藤正浩・岸本真幸

協力分担： なし

トルコギキョウにおいて栽培後期の潅水条件が切り花

品質ならびに切り花後の日持ち性に及ぼす影響を検討す

る。

① ‘つくしの薫’および‘マイテスカイ’を供試した。

２月 20 日播種、５月８日定植、出蕾が確認できた７月

12日以降は潅水を継続する区と打ち切る（止水）区にわ

けて管理した。採花時の切り花品質を調査するとともに、

採花後の切り花について日持ち性を調査した。
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② 切り花品質は、潅水継続区が止水区よりも切り花重

が重く、切り花長が長く、茎径が太くなるなどの傾向が

見られた。しかし、茎の硬さは潅水継続区の方が劣った。

③ 切り花後の生体重の変動については、‘マイテスカ

イ’の潅水継続区の生体重が止水区に比べて高く保持さ

れる傾向にあった。

④ 花持ち日数は、‘つくしの薫’では止水区、‘マイテ

スカイ’では潅水継続区が１日程度長持ちした。しかし、

12 日後の萎凋花数は両品種とも潅水継続区の方が少な

く、鑑賞価値のある花の数は多かった。

⑤ 以上の結果、出蕾後の潅水継続は切り花品質を若干

向上させる傾向が見られた。切り花後の花持ちは品種間

差が見受けられたが、１花の観賞期間は潅水を継続した

方が長くなった。

〈本試験成績登載印刷物：９〉

（２）収穫後の鮮度保持技術の確立

ア 鮮度保持剤等を利用した切り花および枝物花木

類の日持ち性と品質向上技術の確立

（ア）バラの蕾切り開花における葉の状態と補光が開

花に及ぼす影響

担当者：岸本真幸

協力分担：なし

これまでの試験結果から、蕾切り開花における‘ロー

テローゼ’の花弁着色には、処理中の光照射が効果的で

あったことから、光照射部位等を特定する。

① ‘ローテローゼ’を、切り前ステージ１～３（通常

の採花より固い蕾）で収穫し、15℃加温ハウス内に設置

した集中加温省エネトンネルに入室した。なお、入室中

に切りバラの蕾や葉をアルミ箔で覆ったり、電照を行っ

て花色への影響を調査した。

② 遮光、摘葉処理についてみる。切り前ステージ２～

３で収穫した蕾アルミ被覆区および無処理区では、花弁

の退色は見られなかったが、全摘葉と全葉アルミ被覆区

では、花弁が著しく退色した。

③ 切り前ステージ１で収穫した無処理区および蕾アル

ミ被覆区では、蕾開花による花弁の退色が見られたが、

開花処理中に電照を行なうと、花弁の発色が良好となっ

た。

④ 以上の結果、蕾切り開花における花弁の発色は、切

り枝に着生した葉の光合成能の影響が大きいことが明ら

かになった。今後、葉に照射する光強度や照射時間、波

長などの検討が必要である。

〈本試験成績登載印刷物：９〉

（イ）アスターの日持ちに及ぼす鮮度保持剤の影響

担当者：平尾香那子・岸本真幸

協力分担：なし

アスターの花もちを良くする方法として、出荷前、小

売店段階、消費者段階の鮮度保持剤処理を検討する。

① 供試品種は‘ステラスカーレット’。７月25日に収

穫後、３時間水あげし、前処理（美咲ファームまたは水

道水）を３時間行った。乾式輸送の想定で12時間後、後

処理（美咲プロまたは水道水）を24時間、さらにその後

に消費者段階処理として生け水に美咲または水道水を使

用して開花率、鑑賞期間（葉の黄化が上部まで達した時

点を限界とした）等を調査した（美咲ファーム、美咲プ

ロ、美咲は大塚化学製）。

② 消費者段階で美咲を使用している区は２週間以上鑑

賞可能であったが、全処理が水の区と前処理のみが美咲

の区では10日が限界であった。

③ 開花率は消費者段階で美咲を使用している区が高か

った。

④ 処理後の植物体内水分は全ての区で美咲を使用した

区が最も増加した。

⑤ 以上の結果、アスターにおいて消費者段階での鮮度

保持剤利用は開花率上昇、鑑賞期間延長に有効であるこ

とが明らかとなった。さらに出荷前処理、出荷後処理を

加えることで延命効果が上がると考えられた。

〈本試験成績登載印刷物：９〉

（ウ）トルコギキョウの日持ちに及ぼす鮮度保持剤の

影響

担当者：加藤正浩・岸本真幸

協力分担： なし

トルコギキョウの日持ち性を向上させるための効果的

な鮮度保持剤の使用方法を検討する。

① ‘あすかの新雪’、‘はるか’および‘キュートピン

クピコティ‘を供試した。前年に播種、定植し、一度採

花した株を据え置きで栽培した株から採花した。前処理

（水道水または美咲ファーム、３時間処理）、後処理（流

通段階（水道水または美咲プロ、24 時間処理）、消費者

段階（水道水または美咲、調査終了まで））をそれぞれ組

み合わせて８処理区を設定した。なお、流通方式は乾式

輸送12時間想定とした（美咲ファーム、美咲プロ、美咲

は大塚化学製）。

② 消費者段階で鮮度保持剤を使用することにより、開

花数が増加し、花持ちも増加した。また、花弁の退色も

軽減された。

③ 流通段階で鮮度保持剤を使用すると、花持ち日数が

長くなった。

④ 農家段階での前処理剤の効果については判然としな

かった。
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⑤ 以上の結果、トルコギキョウにおいては後処理を行

うことにより花持ちが良くなった。しかし、前処理の効

果は判然としなかった。

〈本試験成績登載印刷物：９〉

（３）出荷前処理による品質保持技術開発

ア STS、1-MCPおよび生長調節物質処理による品質保

持技術の開発

（ア）シンテッポウユリの品質と日持ちに及ぼす GA3
および切り花保存剤の検討（予備試験）

担当者：平尾香那子・岸本真幸

協力分担：なし

シンテッポウユリを冷蔵庫で保存する技術を確立する

ために、GA3や市販の鮮度保持剤の利用を検討する。

① ＜試験１＞８月８日に採花後、貯蔵前処理（美咲フ

ァーム100倍、GA3 10ppmまたは水道水）を12時間（５℃）

行った後、ポリで包み、立てた状態で冷蔵庫で５℃貯蔵。

30日後に出庫、貯蔵後処理（美咲または水道水）を実施

し開花状況を調査した。

② 貯蔵後に美咲を使用した区は水道水を使用した区に

比べて鑑賞期間が長かった。

③ 後処理に美咲を使用した区は花弁が正常に開いたが、

後処理に水道水を使用した区では前処理がジベレリンの

区のみ正常に開いた。

④ ＜試験２＞切り前を、第１花蕾が５～６cm、６～８

cm、８～10cmの３つのステージで採花し試験１の貯蔵前

処理を行った。貯蔵30日後、40日後、50日後に出庫し、

開花状況等を確認した。

⑤ 貯蔵 30 日後にはどの区も貯蔵中の開花は見られな

かったが、40日後には貯蔵前に６～８cm、８～10cmの蕾

を美咲ファーム処理した区と、８～10cmの蕾をGA3処理

した区で開花が確認された。

⑥ 貯蔵前の花蕾長が５～６cmの区は、どの前処理区に

おいても貯蔵30日後には花蕾８cm以上となった。

⑦ 以上の結果、貯蔵後の生け水に美咲などの鮮度保持

剤を使用することによって、鑑賞期間がのび花弁が正常

に開くと考えられた。また、貯蔵前にジベレリンを使用

すると花弁が正常に開くと考えられた。貯蔵前の花蕾長

が５～６cm の場合５℃の冷蔵庫で２週間後には出荷可

能な花蕾長（７cm）になることが明らかとなったが、そ

の後の開花状況について検討する必要がある。

〈本試験成績登載印刷物：なし〉

イ 促成枝物花木の日持ち性と品質向上技術の開発

（ア）コデマリの切り枝促成技術の開発（予備試験）

担当者：岸本真幸

協力分担：なし

これまでの試験結果から、コデマリの切り枝促成には

１か月以上を要し、その間に葉色が悪くなるなど問題が

あったことから、生け水に添加する剤を検討し、品質向

上と処理期間の短縮を図る。

① ２月15日に、コデマリの切り枝を「美咲」（大塚化

学製）、「美咲＋ショ糖２％」、「美咲＋GA３10ppm」、

「美咲＋尿素0.5％」に生け、夜間14℃に加温した加温

トンネルに入れて促成した。

② 「美咲＋GA３」は開花始めが最も早く、処理開始から

14日で開花したが、対照区に比べ花梗長が長く、葉色が

淡かった。

③ 美咲にショ糖や尿素を添加した区では、切り枝品質

は対照区と遜色なかったが、処理開始からの到花日数は

26～28日かかった。

④ 以上の結果、本試験ではより効果的な促成処理液を

明らかに出来なかったが、美咲に GA３を添加すると、著

しく開花が早まることが明らかになった。今後、GA３の添

加濃度や処理時期の検討が必要と考えられた。

〈本試験成績登載印刷物：なし〉

38．EOD反応を活用した花き類の効率的生産技術の開発

（１）明期終了後の短時間昇温(EOD-Heating)活用によ

る省エネ型栽培技術の開発

ア 効率的EOD-Heating処理技術の開発

（ア）トルコギキョウ促成作型における EOD-Heating

が定植後の生育に及ぼす影響

担当者：岸本真幸・加藤正浩・平尾香那子

協力分担：花き研究所、和歌山農技セ、松下電工(株)

EOD-Heating が生育に及ぼす影響を明らかにする。こ

こでは、トルコギキョウへの明期終了後の短時間昇温を

促成作型で行い、生育に及ぼす影響を明らかにする。

① 品種は、極早生１品種、早生２品種、中生２品種、

晩生１品種を供試し、10月29 日に定植した。加温処理

は、日没後18℃とする18℃区（慣行）、日没後13℃とす

る13℃区、日没後３時間を23℃、その後夜明けまで13℃

とするEOD区を設け、11月15日から処理を開始した。

② 各処理区の電気温風器による電力消費量は、EOD 区

が慣行の69％だった。

③ 加温処理の効果は、茎長には有意な差が認められ、

EOD区は、慣行の18℃区と同等かそれ以上の茎長になっ

た。茎長の推移は、定植後１ヶ月目以降、EOD 区の伸長

が旺盛となり、EOD区は18℃区に比べ、０～180％の伸長

率となった。

④ 株幅もEOD区は、慣行の18℃区と同等かそれ以上の

長さになった。

⑤ ただし、加温処理による、節数および葉色への影響
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は見られなかった。

⑥ 以上の結果、EOD 区は、18℃（慣行）区の茎長、株

幅と同等か、それ以上の生育を示し、電力消費量は、慣

行区より約30％低下することが明らかになった。

〈本試験成績登載印刷物：９〉

（２）明期終了後の短時間光照射(EOD-Lighting)活用に

よる施設回転率向上技術の開発

ア 短日性/長日性花き類へのEOD-FR適用法の検討

（ア）トルコギキョウの超促成作型における光照射お

よびEOD処理が開花に及ぼす影響

担当者：岸本真幸・加藤正浩・平尾香那子

協力分担：花き研究所、和歌山農技セ、松下電工(株)

日没後の短時間光照射（EOD-Lighting）および光質の

異なる光照射をトルコギキョウの超促成作型で行い、開

花反応に対する効果を明らかにする。

① 品種は、早生１品種、中生４品種、晩生１品種を供

試し、８月27日に定植した。光照射は、青色（Ｂ）、赤

色（Ｒ）、遠赤色（FR）を終夜照射する区および日没後に

１時間遠赤色光を照射するEOD-FR区を設けた。なお、試

験中の夜温は15℃とした。

② 光照射に供した各光源の赤色光/遠赤色光の比

（R/FR）は、Ｒ区が最も大きく、FR区が最も小さかった。

③ 定植から出蕾までの期間は、各品種ともFR区で最も

短かく、無処理区に比べ８～19日早まった。Ｂ区および

Ｒ区はいずれも無処理区とほぼ同等だった。

④ 光源の違いによる採花率の推移は、各品種とも FR

区が最も早く、次いでＢ区およびＲ区がほぼ同等で推移

し、無処理区が最も遅かった。また、EOD-FR区の採花は、

FR区より５～７日遅れたが、Ｂ区、Ｒ区や無処理区より

早かった。

⑤ 以上の結果、トルコギキョウの開花はR/FR比が小さ

いFRで開花が促進すること、また、EOD-FR 処理は、FR

の終夜処理に比べ採花が僅かに遅れるが、平均発蕾日は

終夜処理と同等となることが明らかになった。

〈本試験成績登載印刷物：９〉

（イ）トルコギキョウの超促成作型における光照射お

よびEOD処理が形質に及ぼす影響

担当者：岸本真幸・加藤正浩・平尾香那子

協力分担：花き研究所、和歌山農技セ、松下電工(株)

日没後の短時間光照射（EOD-Lighting）および光質の

異なる光照射をトルコギキョウの超促成作型で行い、形

質に対する影響を明らかにする。

① 品種は、早生１品種、中生４品種、晩生１品種を供

試し、８月27日に定植した。光照射は、９月21日から

青色（Ｂ）、赤色（Ｒ）、遠赤色（FR）を終夜照射する区

および日没後に１時間遠赤色光を照射する EOD-FR 区を

設けた。なお、試験中の夜温は15℃とした。

② FR 区は無処理区より切り花重が重く、切り花長は

113～123％伸長し、花蕾数が増加した。一方、Ｂ区およ

びＲ区が形質に及ぼす影響は判然としなかった。

③ EOD-FR区は、無処理区に比べて切り花重が重く、切

り花長が長く、花蕾数が増加したが、その程度はFR区よ

り僅かに劣った。

④ 茎径、節数、葉色、花弁長は、光源の影響を受けな

かった。

⑤ 以上の結果、超促成作型におけるFR区の終夜照射は、

切り花長を無処理区より 113～123％伸長するとともに、

着蕾側枝と花蕾数が増加した。EOD-FR区は、FR区に比べ

切り花長の伸長や花蕾数の増加割合が低かったことから、

照射時間などの再検討を要した。

〈本試験成績登載印刷物：９〉

（ウ）トルコギキョウの超促成作型における光照射お

よびEOD処理が乾物重に及ぼす影響

担当者：岸本真幸・加藤正浩・平尾香那子

協力分担：花き研究所、和歌山農技セ、松下電工(株)

日没後の短時間光照射（EOD-Lighting）および光質の

異なる光照射をトルコギキョウの超促成作型で行い、部

位別の乾物重に及ぼす影響を明らかにする。

① 試験方法は、（イ）に準じた。

② 光源の異なる終夜照射による地上部の乾物重は、FR

区が最も重く、特に茎の乾物重は、無処理区より22～3

8％重かった。

③ EOD-FR区も、地上部の乾物重は無処理区より重かっ

たが、その程度はFR区より僅かに劣った。

④ 地上部が最も重かったFR区の地下部の乾物重をみ

ると、細根重の割合は無処理区の12～41％と極めて少な

かった。

⑤ EOD-FR区の地下部の乾物重は、無処理区の130～14

0％と極めて重かった。

⑥ T/R比は、FR区が処理区中最も高かったが、EOD-FR

区では低かった。

⑦ 乾物重の総計は、FR区が最も重かった。

⑧ 以上の結果、トルコギキョウへのFRの終夜照射によ

り、地上部の乾物重が著しく増加するものの、細根の割

合が低下することが明らかになった。一方、EOD-FR処理

では細根が増加しており、FR照射時間により、乾物分配

が調節できる可能性が示唆された。

〈本試験成績登載印刷物：９〉

（エ）トルコギキョウの促成作型における光照射およ

びEOD処理が定植後の生育に及ぼす影響



101

担当者：岸本真幸・加藤正浩・平尾香那子

協力分担：花き研究所、和歌山農技セ、松下電工(株)

日没後の短時間光照射（EOD-Lighting）および光質の

異なる光照射をトルコギキョウの促成作型で行い、生育

に及ぼす影響を明らかにする。

① 品種は、極早生１品種、早生２品種、中生１品種、

晩生１品種を供試し、10月29日に定植した。光照射は、

10月29 日から青色（Ｂ）、赤色（Ｒ）、遠赤色（FR）を

終夜照射する区および日没後に１時間遠赤色光を照射す

るEOD-FR 区を設けた。なお、試験中の夜温は15℃とし

た。

② 光源の異なる終夜照射の効果は、各品種とも茎長に

は有意な差がみられたが、株幅、茎径、節数、葉長、葉

色には差がなかった。

③ EOD-FR区は、無処理区に比べて茎長が長いが、その

程度はFR区と同等か僅かに劣った。

④ 茎伸長への影響は、各品種とも定植後１ヶ月目以降、

FR区の茎伸長が旺盛となり、FRは無処理に比べ130～

141％の伸長率だった。EOD-FR区も無処理区に比べ旺盛

に生育したが、その程度はFR区より僅かに劣った。

⑤ 以上の結果、FRのトルコギキョウへの照射は、茎伸

長が旺盛となるが、節数への影響は認められなかった。

一方、EOD 処理は終夜処理に比べ、節間伸長や花蕾数の

増加程度が低かったことから、光照射時間の再検討を要

した。

〈本試験成績登載印刷物：９〉

（オ）光照射およびEOD処理がパンジーの生育に及ぼ

す影響

担当者：岸本真幸・加藤正浩・平尾香那子

協力分担：花き研究所、和歌山農技セ、松下電工(株)

日没後の短時間光照射（EOD-Lighting）および光質の

異なる光照射をパンジーに行い、生育に及ぼす影響を明

らかにする。

① ‘パハラジャ’を供試し、９月10日に播種した。光

照射は、９月21日から青色（Ｂ）、赤色（Ｒ）、遠赤色（FR）

を終夜照射する区および日没後に１時間遠赤色光を照射

するEOD-FR区を設けた。

② 開花始めは、FR区が無処理区に比べ35日早まった

が、Ｂ区およびＲ区も無処理区より31～25日早まった。

③ 形質は、FR区の茎長および花茎長が最も長く、さら

に着蕾分枝数が増加して花蕾数が増したが、株幅、節数、

最大葉長、花色への影響は見られなかった。

④ 地上部の乾物重は、FR区が最も重く、Ｂ区およびＲ

区がそれに次いだが、部位別にみると、いずれも茎と花

蕾の増加率が無処理区より著しく高かった。

⑤ 地下部の乾物重は、いずれの光照射も主根が増加し

たが、地上部が最も重かったFR区は、細根重の割合が無

処理の13％と極めて少なかった。

⑥ 乾物重の総計は、FR区が最も重かった。

⑦ 以上の結果、FRのパンジーへの照射は、茎長が長く

なるものの、開花促進効果が極めて高く、着蕾側枝と花

蕾数が増加し、乾物重が増加することが明らかになった。

一方、EOD 処理はパンジーに対する判然とした効果は認

められなかった。

〈本試験成績登載印刷物：９〉

（カ）光照射およびEOD処理が各種花壇苗の生育に及

ぼす影響

担当者：岸本真幸・加藤正浩・平尾香那子

協力分担：花き研究所、和歌山農技セ、松下電工(株)

日没後の短時間光照射（EOD-Lighting）および光質の

異なる光照射を各種花壇苗に行い、生育に及ぼす影響を

明らかにする。

① ストック、ハボタン、キンギョソウ、ルピナス、ダ

イアンサスおよびアゲラタムを、９月25日に播種（ルピ

ナスのみ８月27日）した。光照射は、９月21日から青

色（Ｂ）、赤色（Ｒ）、遠赤色（FR）を終夜照射する区お

よび日没後に１時間遠赤色光を照射する EOD-FR 区を設

けた。

② ストック：開花始めは、FR区が最も早く、無処理区

に比べ54日早まり、EOD-FR区も無処理区より46日早ま

った。 茎伸長はFR区およびEOD-FR区が旺盛で、無処

理区に比べ120～130％伸長したが、花穂の間伸びは見ら

れなかった。

③ ハボタン：茎長は、FR区およびEOD-FR 区の伸長が

著しかった。

④ ダイアンサス：開花始めはFR区が最も早く、無処理

区に比べ33日早かった。茎伸長は、FR区が旺盛だった。

⑤ キンギョソウ：開花始めはFR区が最も早く、無処理

区に比べ16日早まり、EOD-FR 区も６日早まった。茎伸

長はFR区が旺盛で、花穂長も無処理区より僅かに長かっ

た。

⑥ ルピナス：開花はFR区のみが１月15日から開花し

た。

⑦ アゲラタム：開花始めはFR区が処理区中最も早かっ

た。

⑧ 以上の結果、FRは、ストック、ダイアンサス、キン

ギョソウ、ルピナス、アゲラタム の開花および、茎の伸

長を促進し、EOD 処理の効果もストックなどで認められ

ることが明らかになった。

〈本試験成績登載印刷物：９〉
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39．花ふれ愛事業

（１）ミニフラワーガーデン設置事業

ア 県中部施設への花壇苗配布

担当者：岸本真幸

協力分担関係：生産振興課、農業大学校

中部地区の県関係施設に花壇やプランターを設置し、

花あふれる環境を作るための花壇苗を配布する。

① 用土は市販用土。夏季と秋季の２回配布した。

② 夏季は７月13日と22日に７cmポットで育成したポ

ーチュラカを中部総合事務所200ポット、農業大学校100

ポット、東伯農業改良普及所50ポットを配布した。

③ 秋季は10月27日と28日に９cmポットで育成した

パンジーおよびビオラを中部総合事務所に200ポット、

農業大学校に100ポット、東伯農業改良普及所に50ポッ

トを配布した。

〈本試験成績登載印刷物：なし〉
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《生 物 工 学 関 係 》

40．ジーンバンク事業・ヤマノイモ属植物の遺伝資源の

特性調査

（１）ヤマノイモ属植物の遺伝資源の特性調査

担当者：米村善栄、田平弘基

協力分担：(独)農業生物資源研究所

本県特産の砂丘ナガイモの優良新品種を開発するため、

原種自生地のベトナム北部山岳地帯で収集したヤマノイ

モ属植物について、芋の増殖、栽培特性を調査する。

① 耕種概要：種芋重110ｇ、４月18日に定植、畝間100cm

、株間30cm。イチョウイモの栽培基準に準じた

② 収集系統 No.２の特徴は、蔓は左巻き、蔓の太さは

４mmであった。葉形は大型の短心臓形で、長さは18.6cm

と長かった。雌雄性は雌で９月中下旬から開花し、花房

は約20cmと長かった。芋は太いひげ根に覆われた塊形で

、芋の肉色は黄色であり、切り口はすぐに褐変した。蔓

巻の方向、葉形、花器及び芋の特徴から、No.２は

Dioscorea.bulbiferaと推定された。

③ 収集系統 No.５の特徴は、蔓は左巻き、蔓の太さは

３mmであった。葉形は先頭形で３つの小葉からなり、長

さは10.3cmであった。開花しなかったため雌雄性は不明

であった。芋は仏掌形で芋の肉色は黄白色で粘りを有す

る。これらの特徴からNo.５はD.hispidaと推定された。

④ 収集系統No.14の特徴は、蔓は左巻き、蔓の太さは

4.1mmであった。葉形は大型の短心臓形で、長さは20.3cm

と長かった。雌雄性は雌で９月下旬から開花し、花房は

約20cmと長かった。芋は太いひげ根に覆われた塊形で、

芋の肉色は黄色であり、切り口はすぐに褐変した。これ

らの特徴から、No.14はD.bulbiferaと推定された。

⑤ 収集系統No.20の特徴は、蔓は左巻き、蔓の太さは

4.6 mmであった。葉形は大型の短心臓形で、長さは21.4cm

と長かった。雌雄性は雌で９月中下旬から開花し、花房

は約20cmと長かった。芋は太いひげ根に覆われた塊形で

、芋の肉色は黄色であり、切り口はすぐに褐変した。こ

れらの特徴から、No.20はD.bulbiferaと推定された。

⑥ 収集系統No.23の特徴は、蔓はナガイモと同じ右巻

き、蔓の太さは３mm程度であった。葉形は先頭形で、長

さは10.4cmであった。開花しなかったため雌雄性は不明

であった。むかごは着生しなかった。芋の肥大が悪く、

収集したサイズの芋に成長するには数年かかると考えら

れた。これらの特徴から、No.23 は収集時の分類通り

D.cirrhosaと推定された。

⑦ 以上、収集した５系統の基本的形態的特性および本

県における生育特性を明らかにした。

〈本試験成績登載印刷物：なし〉

41．バイテクによるナシ新品種シリーズの育成

（１）高品質黒斑病抵抗性自家和合性ニホンナシの育成

担当者：山下美穂・米村善栄・森本隆義・大津真士・

遠藤貴裕・田平弘基

協力分担： なし

黒斑病、黒星病に耐病性で自家和合性の高品質なニホ

ンナシを育成する。

① 平成９年～16 年に交配して得られた実生苗のうち、

今年開花結実した約500系統について、８月８日から11

月５日まで果実調査を行った。

② 果実調査の結果、食味不良の251系統を淘汰し、食

味および果実品質の良好な33系統を選抜した。選抜系統

のうちＡ-１～Ａ-５の５系統は特に評価が高かった。

③ 選抜系統のうちＢ-28 は、晩生の青ナシで大玉、高

糖度、強い香りがある等、新規性のある系統として有望

と思われた。

④ ゴールド二十世紀並みの慣行防除で黒斑病、黒星病

が発生した56系統を淘汰した。

⑤ 以上の結果、今年度の果実調査により、食味および

果実品質の良好な33系統を選抜した。

〈本試験成績登載印刷物：なし〉

（２）白紋羽病耐病性ナシ優良台木の選抜・育成

ア ３次選抜系統の白紋羽病菌ポット接種試験

担当者：山下美穂・田平弘基

協力分担：なし

ナシ白紋羽病に耐病性のナシ台木を選抜する目的で、

前年度までに選抜された３系統（３次選抜系統）に対し、

病原性の強い分離菌株を接種することにより４次選抜を

行う。

① ３次選抜系統としてマメナシ北条系（P.calleryana）

の実生３系統（Ｈ-５、Ｈ-15、Ｈ-20）、対照系統として

先に４次選抜されたマメナシ北条系実生（P.c）２系統（Ｈ

-18、Ｈ-21）および慣行で用いられている購入台木のマ

メナシ青系実生（P.c.）、マンシュウマメナシ実生

（P.betulaefolia）を供試した。

② 各系統の挿し木苗を養成し、白紋羽病菌（園試0601

菌株）を培養したナシ枝片５ｇを培土に混和したポット

に植え、室温25℃に設定した人工気象室内で管理した。

③ ３次選抜系統Ｈ-５は４次選抜系統のＨ-21 に次い

で立枯れ指数、根の枯死指数が低く、健全株率は40％と

Ｈ-21と同程度に高かった。

④ ３次選抜系統Ｈ-15 およびＨ-20 は立枯れ指数が対

照のマメナシ青系と同程度に高く推移し、菌接種後 40
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日後には全株で発病が見られた。

⑤ 以上の結果、３次選抜系統Ｈ-５は、４次選抜系統Ｈ

-21 と同程度の白紋羽病耐病性を示し、新たな４次選抜

系統として選抜した。

〈本試験成績登載印刷物：なし〉

イ 選抜台木の現地栽培試験

担当者：山下美穂・田平弘基

協力分担：東伯普及所

ナシ白紋羽病に耐病性のナシ台木を選抜する目的で、

前年度までに選抜された４次選抜系統の台木を白紋羽病

蔓延圃場に定植し、栽培品種を接ぎ木した状態での耐病

性を評価する。

① ４次選抜系統としてマメナシ北条系（P.calleryana）

の実生２系統（Ｈ-18、Ｈ-21）、対照系統として２次選抜

で淘汰した罹病性の高い系統（Ｈ-17）および慣行で用い

られているマメナシ青系実生（P.c.）を供試した。

② 琴浦町の白紋羽病が蔓延した２圃場の罹病樹抜き取

り跡に供試苗を定植し、４～５月に接ぎ木可能な太さの

台木にはゴールド二十世紀を接いだ。

③ ８月上旬より対照のＨ-17 が萎れ始め、９月には主

幹が黒変して枯死した。地際部および根には白色菌糸が

付着しており、主根３本のうち２本が枯死していた。菌

糸はITS領域のPCR解析により白紋羽病菌であると同定

した。

④ 以上の結果、現地栽培試験において、対照系統１個

体が白紋羽病により枯死したが、選抜系統の本病による

枯死は見られなかった。

〈本試験成績登載印刷物：なし〉

ウ ３次選抜系統の屋外圃場での病原菌接種試験

担当者：山下美穂・田平弘基

協力分担：なし

ナシ白紋羽病に耐病性のナシ台木を選抜する目的で、

平成16年度に選抜された２系統（ともに現在４次選抜系

統）について、均一に接種源を与えた屋外圃場で耐病性

を評価する。

① ３次選抜系統としてマメナシ北条系（P.calleryana）

の実生２系統（Ｈ-18、Ｈ-21）、対照系統として２次選抜

で淘汰した罹病性の高い系統（Ｈ-12、Ｈ-17）を供試し

た。

② 各系統の挿し木苗を養成し、菌の接種量の異なる３

処理区（無接種区、弱接種区、強接種区）を設けたライ

シメーターに平成17年10月に定植した。

③ いずれの系統とも枯死個体が発生しなかったため、

平成18年10月、平成19年５月および10月にそれぞれ

菌の追加接種を行った。

④ 平成 19 年９月下旬頃から一部で葉の褐変や萎れが

見られ始めたが、４系統とも立枯指数は比較的低かった。

特に選抜系統Ｈ-21 はいずれの区においても立枯の症状

は見られなかった。

⑤ 根の枯死指数は弱接種区においては選抜系統Ｈ-21

が最も低く、強接種区においては選抜系統Ｈ-18 が最も

低かった。

⑥ 弱接種区の健全株率は選抜系統Ｈ-21 が対照をわず

かに上回ったが、強接種区では全系統で０％となった。

⑦ 以上の結果、選抜系統Ｈ-18およびＨ-21が対照系統

より耐病性が強いことを示唆する調査項目もあったが、

全項目を通じた明確な差は見られず、結果は判然としな

かった。

〈本試験成績登載印刷物：なし〉

（３）ナシ自殖系統の育成と遺伝子鑑定

担当者：森本隆義・田平弘基

協力分担：なし

ニホンナシは自家不和合性を持っており、自家受粉を

しない。このため、育種や遺伝分析に有用な自殖系統が

育成できない。そこで、韓国で開発された自家不和合性

打破剤「ApplePlus」を利用してニホンナシの自殖系統を

育成する。

ここでは、平成18年度に「ApplePlus」を処理して獲

得した実生の自殖性を確認する。

① 森本らが開発したニホンナシのＳ遺伝子型決定法お

よび SSR 法により 227 個体の実生を検定した結果、131

個の自殖個体を選抜した。

〈本試験成績登載印刷物：なし〉

42．バイテクによるナガイモ及びラッキョウ新品種の育

成

（１）ナガイモ新品種の育成

ア ヤマノイモ属植物間の人工交配

担当者：米村善栄・田平弘基

協力分担：なし

鳥取県産のナガイモは長大で折れやすいため、大型機

械による掘り取りが困難である。そこで、機械掘りが可

能な長さ約60cm、太さ６cmのナガイモタイプの雑種を胚

培養を利用した交雑育種により開発する。

① 雌株はイチョウイモ、雄株はナガイモ‘Ｓ’系及び

‘Ｋ’系を中心に15,483小花交配し、肥大した種子を

861個（5.56％）獲得した。

② 861個の肥大種子から胚を摘出し、培養を行った。

培養52～68日後の時点で、雑種植物281系統を獲得した

。

③ イチョウイモ‘Ｔ’系とナガイモ‘NS’系の組み合
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わせで雑種が獲得できたが、ナガイモ‘Ｓ’系、‘Ｋ’系

及び‘Ｔ’系が花粉親の場合は雑種獲得がきわめて困難

であった。

④ 以上の結果、イチョウイモとナガイモの雑種281系

統獲得することができた。

〈本試験成績登載印刷物：なし〉

イ ヤマノイモ属雑種の栽培特性

担当者：米村善栄・田平弘基

協力分担：なし

担根体が短く機械掘りに適したヤマノイモ属雑種を育

成する。ここでは、前年度までに獲得した雑種系統の切

り芋萌芽性、肥大性および形状等の調査を行い、優れた

雑種の選抜を実施する。

① 選抜雑種系統‘EU97’の特性

切り芋は100％萌芽した。昨年は25ｇの定芽の栽培で、

重さ1,025ｇ、長さ50cmの芋が収穫されたのに対し、本

年は110ｇの切り芋の栽培で重さ1,408ｇ、長さ78.5cm、

太さ5.6cm となり肥大性は良好であったが、芋長は長く

なった。

② 選抜雑種系統‘1U61’の特性

切り芋の萌芽率は88.9％で７月の調査で100％に達した。

本年は110ｇの切り芋の栽培で、重さ640ｇ、長さ56.6cm

、太さ4.3cmとやや肥大性が劣った。

③ 選抜雑種系統‘EU301’の特性

７月 24 日の切り芋の萌芽率は 50％と萌芽が遅かった。

重さ1,095ｇ、長さ84.8cm、太さ5.4cmと昨年と同様の

大きさであった。

④ 選抜雑種系統‘1N127’及び‘1N122’の特性

‘1N127’は切り芋からの芋の肥大が悪く、炭疽病に著し

く弱かった。‘1N122’も炭疽病に著しく弱かった。

⑤ 選抜雑種系統‘EU242’

芋の重さ936ｇ、長さ62.4cm、太さ5.4cmと比較的短く

かつ良好な肥大性があった。しかし、切り芋の萌芽率は

50％と低かった。

⑥ 以上の結果、育種目標を全て満たす系統は見いだせ

なかったが、比較的実用性が高いと判断した‘EU97’、‘

1U61’、及び‘EU242’の３系統の雑種を選抜した。

〈本試験成績登載印刷物：なし〉

ウ ヤマノイモ属雑種の品質特性

担当者：米村善栄・田平弘基

協力分担：なし

胚培養によって育成したヤマノイモ属雑種の品質特性

を明らかにする。ここでは雑種系統の担根体の品質、特

に粘り及び褐変について調査する。

① 選抜雑種系統‘EU97’の特性

粘度は30.8 Pa･s、撹拌判定指数50であった。乾物率は

19.7％であった。昨年の粘度33.2 Pa･s、乾物率22.2％

と大きな差はなかった。可食部の色は白色、褐変は見ら

れなかった。

② 選抜系統‘1U61’の特性

粘度は23.6 Pa･s、撹拌判定指数50であった。乾物率は

21.6％であった。昨年の粘度22.2 Pa･s、乾物率21.8％

とほぼ同等であった。可食部の色は白色、褐変は見られ

なかった。

③ 選抜雑種系統‘EU242’の特性

粘度は36.2 Pa･s、撹拌判定指数60であった。乾物率は

29.3％であった。昨年の粘度29.8 Pa･s、乾物率28.3％

とほぼ同等であった。可食部の色は白色、褐変は見られ

なかった。

④ 以上の結果、選抜した‘EU97’、‘1U61’及び‘EU242’

の３系統はナガイモより強い粘りがあった。また、可食

部の色は白色でとろろの褐変は見られなかった。

〈本試験成績登載印刷物：なし〉

エ ヤマノイモ属雑種の食味試験

担当者：米村善栄・田平弘基

協力分担：なし

選抜した雑種３系統の食味評価試験を行い、良食味の系

統を選抜する。ここでは、とろろ、拍子切り及び茹での調理

方法で検討した。

① とろろの食味評価の結果、粘りの評価は強い方から

‘EU242’、‘EU97’、‘1U61’、‘ねばりっ娘’、‘大橋系’の

順となった。甘みの評価及び総合評価は高い方から‘1U61

’、‘ねばりっ娘’、‘EU97’、‘大橋系’、‘EU242’の順とな

った。

② 拍子切りの食味評価の結果、硬さの評価は硬い方か

ら‘EU242’、‘大橋系’、‘1U61’、‘ねばりっ娘’、‘EU97

’の順となった。サクサク感及び総合評価は高い方から

‘EU97’、‘1U61’、‘ねばりっ娘’、‘大橋系’、‘EU242’の

順となった。

③ 茹での食味評価の結果、ほくほく感及び総合評価は

高い方から‘EU242’、‘ねばりっ娘’、‘EU97’、‘大橋系’、

‘1U61’の順となった。

④ 以上の結果、各調理方法により評価の1位が異なる

結果となった。しかし、ヤマノイモ属自体は味が薄く、

調味料が味のベースとなる食材であり、調理すると味に

大きな差はないと思われる。

〈本試験成績登載印刷物：なし〉

オ ‘ねばりっ娘’現地圃場におけるヤマノイモ属の

遺伝子診断

担当者：米村善栄・田平弘基
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協力分担：なし

現地では、‘ねばりっ娘’の種苗生産を生産者個人の圃

場で行っており、現在、他のヤマノイモ属植物が種苗に

混入していることが問題となっている。ここでは、開発

した遺伝子診断技術をもとに依頼サンプルのDNA診断を

行い、品種の識別を行うと共に診断にかかるコストを試

算する。

① Ａ圃の２検体は258、268および276 bpにPCR産物

の増幅が共に確認され、ナガイモと判定した。

② Ｂ圃の１検体は258、287 bpにPCR産物の増幅が確

認され、イチョウイモまたはツクネイモと判定した。

③ 1検体当たりに要した消耗品費は1,907円であった。

また、1検体に要した時間は、12時間程度であった。

④ 以上の結果、このDNA診断法により、種苗混入の鑑

定を正確に行うことが可能となった。

〈本試験成績登載印刷物：なし〉

カ ナガイモのヤマノイモえそモザイクウイルス病

の弱毒系統の選抜

担当者：米村善栄・田平弘基

協力分担：なし

ナガイモはヤマノイモえそモザイクウイルス病（以下

：CYNMV）の感染によりその収量を大きく減少させる。強

毒ウイルス感染を防ぐことを目的に、今後育成する新品

種候補に弱毒ウイルスを接種し、弱毒系統を育成する。

ここでは、葉のモザイク症状の程度が少なく、えそ斑点

が発現してしないナガイモ系統を選抜する。

① 葉に軽微なモザイク症状の発現が見られた系統は‘浜

川’、‘池口’、‘金山’、‘永田’、‘中村９’、‘ねばりっ娘’、‘

大橋’、‘砂川’及び‘竹本’の９系統であった。

② 葉にえそ斑点症状が発現してない系統は、‘池口’、‘

中村９’、‘ねばりっ娘’、‘大橋’、‘砂川’、‘竹本’の６系統

であった。

③ 以上の結果、葉に軽微なモザイク症状且つえそ斑点

症状がない弱毒のウイルスを保毒していると推察される

ナガイモを６系統選抜した。

〈本試験成績登載印刷物：なし〉

キ ‘ねばりっ娘’の特性調査

（ア）‘ねばりっ娘’の切り芋の萌芽条件の検討

担当者：米村善栄・田平弘基

協力分担：なし

新品種‘ねばりっ娘’の切り芋からの萌芽条件を検討

し、切り芋から増殖法の可能性を探る。ここでは、萌芽

率が上昇する８月までの積算温度分の保管時の加温処理

及び植物ホルモン処理を検討した。

① 保管時加温処理による切り芋の萌芽率を検討した結

果、保管温度が15℃及び20℃の処理区の萌芽率が55％

及び50％と最も高かった。しかし、いずれの処理区でも

、６月下旬の萌芽率は０～５％であった。

② 定植日を４月25日、６月11日、７月13日の３回に

分けて切り芋の萌芽率を検討した結果、10月10日時点

の萌芽率は、それぞれ35％、15％、45％となった。

③ 植物ホルモン（2･4-D）処理による切り芋の萌芽率を

検討した結果、1g/ℓ濃度の2･4-Dを１ml、２ml及び10ml

処理した結果、萌芽率はそれぞれ30％，15％及び５％と

なった。無処理の萌芽率15％と比べて１ml処理区は30

％と高くなった。

④ 以上の結果、切り芋の保管時の加温、定植時期の変

更及び2･4-D処理によって萌芽を早めることはできなか

った。

〈本試験成績登載印刷物：なし〉

（イ）‘ねばりっ娘’の芋の大きさによる粘りの比較

検討

担当者：米村善栄・田平弘基

協力分担：なし

新品種‘ねばりっ娘’は芋の大きさにより、粘りの違

いが指摘されていた。ここでは、大きい芋の区（以下、

大の区。平均重2.6kg）の芋と対照区（平均重1.0kg）の

芋の乾物率および粘度を比較調査した。

① 大の区の芋の乾物率は、首部で25.8％、胴部で23.1

％、尻部で24.0％と芋の部位により乾物率が異なった。

首部および胴部で対照と比べてやや低くなったが、尻部

は対照区と同じ乾物率となった。

② 大の区の芋の粘度は、首部で39.9 Pa･s、胴部で39.0

Pa･s、尻部で36.4 Pa･s となった。首部及び胴部では対

照と比べてやや粘度が低くなったが、有意な差は見られ

なかった。尻部で対照と比べて低い粘度となった。

③ 芋の部位毎の粘りを撹拌(達観)により判定すると、

対照区がやや強かった。特に首部は他の部位と比べて、

芋は硬く、すり下ろす時に力を要した。

④ 以上の結果、２kg以上の重い芋では、芋の首部及び

胴部の乾物率は通常の重さの芋と比べてやや低くなる傾

向が見られた。芋の粘りは首部＞胴部＞尻部の順に強く、

粘りは芋の重さによる差より１本の芋の部位による差の

方が大きかった。‘ねばりっ娘’の重さの違いによる芋の

粘りの差は小さく、品質上問題ない差と考えられた。

〈本試験成績登載印刷物：なし〉

（２）ラッキョウ新品種の育成

ア 乾腐病耐病性品種の育成

（ア）平成16年交配Ｆ１交雑種の乾腐病菌接種試験

担当者：森本隆義・田平弘基
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協力分担：なし

本県のラッキョウ産地では、乾腐病により大きな被害

がもたらされている。そこで、ラッキョウ近縁種を用い

て、耐病性新品種を育成する。

ここでは、平成16年度に交配し育成したＦ１交雑種よ

り、耐病性で形質の優良な系統を選抜する。

① 平成16年度に交配し育成したＦ１交雑種188系統の

うち、肥大性や分球性の良い82系統を一次選抜した。

② 一選抜した系統について、乾腐病接種試験を実施し

た結果、25系統の耐病性系統を二次選抜した。

③ これらのうち、特に形質の優れる10系統を優良系統

として選抜した。

④ 以上の結果、平成16年度に交配し育成したＦ１交雑

種188系統について、乾腐病接種試験等を実施し、新た

に10系統の耐病性優良系統を選抜した。

〈本試験成績登載印刷物 なし〉

（イ）組織培養による耐病性優良系統の増殖

担当者：遠藤貴裕・森本隆義・田平弘基

協力分担： なし

乾腐病に耐病性を示す優良系統について、早期に普及

させるため、組織培養による大量増殖を行う。

ここでは、平成18年度までに選抜した耐病性優良系統

について、各系統100株以上に増殖・維持することを目

的とした組織培養を行う。

① 耐病性優良系統 10 系統（‘Ｓ２’、‘赤１’、‘赤２’、

‘Ｒ１’、‘Ｒ３’、‘Ｒ５’、‘Ｒ７’、‘Ｒ８’、‘Ｒ９’、‘Ｈ

３’）と、対照として‘福部ラクダ系’を供試した。

② 培養方法は、６月に採取した各系統のりん茎から茎

頂を摘出し培地に置床した。発芽個体を培養し、約１ヶ

月ごとに分割継代培養を繰り返した。

③ 約 100 倍の増殖に要した培養期間は、‘福部ラクダ

系’は5.3ヶ月、‘Ｓ２’は5.6か月、‘赤１’は6.7ヶ

月、‘赤２’は6.0ヶ月、‘Ｒ３’は8.8か月、‘Ｒ７’は

7.8か月であった。

④ その他の系統については、現在、培養増殖中である。

⑤ 以上の結果、耐病性優良系統を約半年間で100倍以

上に増殖することができた。

〈本試験成績登載印刷物：なし〉

（ウ）選抜系統の甘酢漬けによる官能評価

担当者：大津真士・森本隆義・遠藤貴裕・田平弘基

協力分担：なし

乾腐病に耐病性を示すラッキョウ優良系統の特性調査

を行う。ここでは、福部現地圃場で栽培した乾腐病耐病

性の７系統を用いて甘酢漬け加工を行い、在来系統と同

等以上の貯蔵性および食感を有する系統を選抜する。

① 供試系統の甘酢漬けを5か月間冷蔵した後、りん球

の変色の難易、繊維質の多少及び硬さについて３段階で

評価した。評価は園芸試験場職員５名で行った。

② ‘R１’、‘R５’および‘H３’はりん球が変色し難く、

‘R３’、‘R８’および‘R９’はりん球の変色の程度はラ

クダ系の‘大栄１号’と同等であった。一方、‘R７’は

‘大栄１号’と比べてりん球の変色が著しかった。

③ 繊維質および硬さについては、パネラー間での評価

のばらつきが大きく、判定が困難であった。

④ プッシュプルゲージ RX-10（アイコー製）による硬

度測定では、‘R１’は‘大栄１号’より若干硬く、‘R５’

は‘大栄１号’より若干軟らかい値を示した。その他の

系統では‘大栄１号’との有意な差は認められなかった。

⑤ 供試系統の甘酢漬けには、苦味や渋み等の異味は無

かった。

⑥ 以上の結果、‘R１’、‘R５’および‘H３’は、りん

球の変色が少ない点で特に有望であった。

〈本試験成績登載印刷物 なし〉

（エ）耐病性優良系統等における含硫成分の定量

担当者：森本隆義・田平弘基

協力分担： なし

近年、ラッキョウの機能性が注目されており、機能性

を高めた新品種の育成が望まれている。ここでは、機能

性が高いとされる含硫成分の簡易的定量法を開発し、高

含量系統を選抜する。

① HPLCを用いた含硫黄成分（アリイン、メチイン、イ

ソアリイン、シクロアリイン等）の簡易的な定量が可能

になった。

② 耐病性優良系統について含硫成分の定量した結果、

イソアリイン含量において‘Ｒ６’系統が、‘ラクダ系’

の約３倍多かった。また、メチイン含量において‘Ｒ２’

系統が、‘ラクダ系’の1.7倍多かった。

③ 以上の結果、ラッキョウの含硫黄成分の簡易的な定

量法を開発し、これを用いて、成分含量の高い優良系統

を選抜した。

〈本試験成績登載印刷物：なし〉

（オ）抗酸化力の測定法の開発

担当者：森本隆義・田平弘基

協力分担： なし

ここでは、抗酸化力の高い優良系統を選抜するための、

簡易的な抗酸化力測定法を開発する。

① ラジカル発生物質としてDPPH（２，２－ジフェニル

１－ピクリルヒドラジル）を用いた。ＤＰＰＨを分光分

析した結果、約530 nmに極大吸収を持つことが分かり、

分析は530 nmの減少吸光度を測定することで実施した。
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② 抗酸化力の指標としてアスコルビン酸を用い、検量

線を作成した。

③ ラッキョウを含むアリウム属の抽出液を用いて、抗

酸化力を測定した。

④ 以上の結果、ラッキョウの抗酸化力を測定する簡易

的なDPPH法を開発し、本法によりアリウム属において抗

酸化力の測定が可能であることが分かった。

〈本試験成績登載印刷物：なし〉

イ 赤いラッキョウの育成

担当者：山下美穂・森本隆義・田平弘基

協力分担： なし

生食用の葉つき若どりラッキョウ（エシャレット）を

他県と差別化して有利販売する目的で、赤いラッキョウ

を育成する。ここでは、これまでに育成したラッキョウ

と赤タマネギの雑種について特性調査を行い、りん茎の

赤色が濃い系統を選抜する。

① 雑種25系統を平成18年８月８日にガラス室内のポ

ットに定植し、平成19年６月29日に収穫した。

② 収穫後の特性調査として、りん茎の外側（外皮を剥

いた状態）と内側（可食部）の赤色の濃さを４段階で評

価した。

③ 特性調査により、りん茎の外側、内側とも赤色が濃

く、分球数２～８個の５系統を選抜した。

④ 以上の結果、りん茎の赤色の濃い５系統を選抜した。

〈本試験成績登載印刷物：なし〉

43．バイテクによる花きニューアイテムの開発

（１）日持ちのよいオリジナルリンドウの開発

ア リンドウ四倍体の育成

担当者：大津真士・田平弘基

協力分担：なし

花粉稔性が無く日持ちのよいリンドウ三倍体を開発す

る目的で、三倍体の交配親となる四倍体系統を作出する。

① リンドウ現地選抜優良系統‘15’のメリクロン芽条

から倍数性変異を誘発し、四倍体芽条を選抜した。倍数

性はフローサイトメーターによって調査し、合計３回の

測定を通して安定した倍数性の値を示した芽条を 17 系

統選抜した。

② 現地選抜優良系統‘06－3’および‘10－1’につい

ても倍数性変異の誘発処理を行い、四倍体芽条をそれぞ

れ42芽条，27芽条を選抜した。

③ 以上の結果、現地選抜優良系統の３系統について倍

数性変異の誘発処理を行い、これらの中から四倍体芽条

を選抜した。

〈本試験成績登載印刷物 なし〉

（２）小球開花性を有するユリ新品種の開発

ア 胚珠培養による種間雑種の獲得

担当者：大津真士・田平弘基

協力分担：なし

小球開花性を有し，新奇性のあるユリ新品種を開発す

る。ここでは、早期開花性を有するシンテッポウユリお

よび当場で育成した雑種系統を子房親として、ヒメユリ

及びアジアティックハイブリッド等の栽培品種の花粉を

交配し、胚珠培養により雑種を得る。

① シンテッポウユリにヒメユリ、アジアティックハイ

ブリッド及びLAハイブリッドを2,673花交配し，12,870

個の胚珠を培養し，910系統の雑種を得た。

② シンテッポウユリを母本として，当場で育成した系

統を507花交配し，1,073個の胚珠を培養し，32系統の

雑種を得た。

③ 当場で育成した系統を母本として，ヒメユリ、アジ

アティックハイブリッド、LAハイブリッド及びシンテッ

ポウユリを160 花交配し，2,016 個の胚珠を培養し，94

系統の雑種を得た。

④ 以上の結果、ユリの種間交雑を3,340花行い、胚珠

培養により、1,036個体の雑種を得た。

〈本試験成績登載印刷物 なし〉

イ 雑種の選抜

担当者：大津真士・田平弘基

協力分担：なし

ここでは、平成17年度育成雑種の中で、小球の定植か

ら１年以内に開花し、かつ形質が有望な系統を選抜する。

① シンテッポウユリを子房親とし、キヒメユリを花粉

親とする雑種41系統から、輪数，花の形状，草姿および

増殖性の優れた10系統を選抜した。

② シンテッポウユリを子房親とし、花が下向きで小輪

の原種６種類を花粉親とする雑種284系統から、花色が

様々で小輪多花の13系統を中間母本として選抜した。

③ シンテッポウユリを子房親とし、花が上向きで中輪

の原種２種類を花粉親とする雑種 45 系統から４系統を

中間母本として選抜した。

④ シンテッポウユリを子房親とし、アジアティックハ

イブリッド及び LA ハイブリッドを花粉親とする雑種６

系統から1系統を中間母本として選抜した。

⑤ 以上の結果、ユリ雑種376系統から有望系統として

10系統、中間母本として18系統を選抜した。

〈本試験成績登載印刷物 なし〉

（３）観賞用ラッキョウの開発

ア 交雑種の形質調査

（ア）黒ボク圃場における生育特性の調査

担当者：加藤正浩・岸本真幸
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協力分担： なし

観賞用ラッキョウ‘Ｈ３’について、切り花品目とし

ての基礎的な栽培特性について検討する。

① 観賞用ラッキョウ‘Ｈ３’（‘プリティルビー’とし

て品種登録出願中）を供試し、６月21日に種球を掘りあ

げ、６月27日に種球サイズ毎に植え付けて切り花品質を

調査した。また、常温および冷蔵（５℃）による種球の

貯蔵を行い、それぞれ７月27日、８月27日に定植した。

② 種球のサイズが大きいほど、切り花長が長くなり、

切り花重も重くなった。また、小花数も増加したが、花

序の大きさは大差なかった。

③ 貯蔵期間が長いほど、切り花品質が低下したが、冷

蔵区は常温区よりも品質低下の程度が軽かった。

④ 以上の結果、種球サイズが大きいものほど切り花品

質が優れ、種球貯蔵は冷蔵する方が品質低下を軽減でき

ることがわかった。しかし、いずれの処理区も切り花長

が35cm以下と短かった。

〈本試験成績登載印刷物：なし〉

（４）リンドウ新品種の開発

ア 天咲き性で花色の優れる盆咲き～晩生品種の育

成

（ア）交配用母本の収集と系統分離

担当者：加藤正浩・岸本真幸

協力分担： なし

リンドウについて、交配用の親候補系統を選抜すると

ともに母本としての世代更新を図る。

① 前年度に交配・採種した親候補系統のうち、６系統

を日南試験地に定植した。また、花き研究室で維持され

てきた自殖系統について特性調査を行い、親候補系統を

選抜した。生物工学研究室バイテク保存系統と併せて世

代更新のための自殖を行った。

② 特性調査により、系統内でばらつきが少なく優良と

思われる７系統を選抜した。

③ 各親系統について自殖による世代更新のための採種

を試みたところ、11系統の自殖種子を獲得した。

④ 以上の結果、リンドウの交配親として有望な系統に

ついて自殖種子を得ることが出来た。また、次世代の親

候補として新たな系統も植栽し、養成管理中である。

〈本試験成績登載印刷物：なし〉

（イ）人工交配による盆咲き～晩生品種の育成

担当者：加藤正浩・岸本真幸

協力分担： なし

リンドウについて、高品質で揃いのよい盆集荷用の優

良品種を育成するため、各系統間での交配を試みる。

① 生物工学研究室バイテク保存系統および花き研究室

で維持されてきた自殖系統を供試した。これらを用い、

各系統間で相互交雑を試みた。

② ‘01S2’および‘02S2’による相互交配については、

極早生～早生系統をねらった交配で、これまでの結果を

検証する目的で採種した。

③ バイテク保存系統について、交配に使用した５系統

のうち‘06-3’については数多くの交配を試みたがいず

れも結実しなかった。また、花粉親として使用した場合

でも非常に結実率が悪かった。

④ ‘24’は晩生系統であるが、早生系統との交配によ

り中間的な開花期をねらった交配も行った。

⑤ 以上の結果、交配により採種できた組合せは19系統

であった。

〈本試験成績登載印刷物：なし〉
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《 経 常 研 究 》

44. 新規植物調節剤を利用した大玉果実生産技術の確

立

担当者：角脇利彦・池田隆政

協力分担：農研機構果樹研、鳥取大学、クミアイ化学

東アジア諸国の消費者に好まれるニホンナシの大玉果

実を、気象条件等に左右されずに安定して生産可能な技

術を開発する。ニホンナシ‘ゴールド二十世紀’を対象

に、新規植物生育調節剤プロヘキサジオンカルシウム（以

下PCaと略）の効果を確認するとともに、生産現場へ導

入する際の問題点等を把握・解決し、普及技術として確

立する。

① ５月22日に、小袋掛け後の果実の果梗部にGAとPCa

の混合処理、倍量処理、個別処理及びGA単用処理、PCa

単用処理を行った。個別処理区は果梗の左右に分けて

別々に処理した。GA及びPCa処理は１果の果梗にそれぞ

れ20～30mgを処理した。

② 倍量処理区及び個別処理を除く各区 15 果にラベル

を付け、２週間間隔で果実横径を測定した。９月５日に

果実を収穫し、果重、果径（縦径、横径）、果色、果肉硬

度、果汁の糖度、pH、果肉障害の発生程度について調査

した。また、倍量処理区及び個別処理を除いた区につい

て、果実を20℃で２週間貯蔵し、果色、果肉硬度、果汁

の糖度、pHを調査した。

③ 果実肥大調査では、混合処理区、GA単用区で肥大促

進効果が認められた。

④ 無処理区、PCa 単用区に比べ、他の区では果色の進

みが早く、果実肥大効果がみられた。GA単用区に比べ混

合処理区、倍量処理区、個別処理区で果重が多かったが、

処理方法による差はみられなかった。

⑤ 貯蔵後の果実においても、果実品質は収穫後調査と

同様の傾向であった。果肉障害は、混合処理区、GA単用

区で多く認められた。

⑥ 以上の結果、‘ゴールド二十世紀’に対して、PCaと

GAの混用処理は、無処理、PCa単用区、GA単用処理に比

べ果実肥大効果が認められた。PCa とGAの混用方法によ

る差は見られなかった。

〈本試験成績登載印刷物：なし〉

45．低硝酸ブロッコリー生産技術の確立

（１）肥料の違いが土壌中硝酸濃度と作物体硝酸含量に

及ぼす影響

担当者：石原俊幸

協力分担：大山普及所、ＪＡ鳥取西部

硝酸含量が低い安全安心な野菜生産技術を確立するた

め、本県特産のブロッコリーについて土壌中硝酸濃度と

作物体硝酸含量との関連性を検討する。

① 施肥体系を慣行区（無機態窒素主体）と有機区（有

機態窒素主体）の２種類を設け、土壌中無機態窒素濃度

の推移と作物体の硝酸含量を比較した。

② 土壌中無機態窒素は２Ｎ塩化カリウム溶液で抽出後、

蒸留法で測定した。作物体の硝酸含量は乾燥微粉末を蒸

留水で浸透抽出し、蒸留法で測定した。

③ 慣行区の土壌中無機態窒素濃度は定植時に

20mg/100g（乾土）で、硝酸態窒素は施肥から約２か月後

も４mg/100g の濃度が維持された。有機区は定植

16mg/100g であったが、施肥後１か月以降は１mg/100g

前後で推移し慣行区よりも低かった。

④ 栽培期間中の葉身の硝酸態窒素濃度は慣行区で高く、

定植１か月後には乾物で3,082ppm以上あったのに対し、

有機区は1,681ppmと低かった。

⑤ 収穫時の茎部分の硝酸態窒素含量は慣行区が乾物で

3,467ppm であったのに対し、有機区は2,277ppm であっ

た。

⑥ 作物体の窒素吸収量は処理間に差はなく 4.5～

4.7mg/株で、収穫時の生育量も差はなかった。

⑦ 以上の結果、有機体窒素の施肥割合を増やすことで

土壌中の無機態窒素濃度は低く推移し、作物体の硝酸態

窒素も少なくなった。

〈本試験成績登載印刷物：なし〉

46．バンカープランツにおけるネギアザミウマ補食天敵

（ヒメハナカメムシ類）の発生調査

担当者：竹内亮一・岡山裕志

協力分担：なし

各種宿根草における土着ヒメハナカメムシ類の寄生状

況を調査し、アザミウマ類の防除に利用可能か予備的に

調査する．

① 各供試植物（宿根バーベナ及びスカエボラ）を露地

栽培し、寄生するヒメハナカメムシ類とアザミウマ類の

数を調査した。

② 定植～８月までは、ヒメハナカメムシ類及びアザミ

ウマ類の発生は認められなかった。これは、定植直後は

株が小さかったため、調査枠内において、植物が均一に

存在しなかったことが考えられる。

③ ８月以降植物が畝全体を覆うようになり、その後ヒ

メハナカメムシの存在が確認された。

④ ９及び 10 月ではヒメハナカメムシ類は増加したが

11月は減少した。

⑤ バンカープランツの違いによるヒメハナカメムシ類
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の発生の差については判然としなかった。

⑥ 以上の結果より、本県において、バンカープランツ

を用いることでヒメハナカメムシ類の発生は確認された

が、詳細は判然としなかった。

〈本試験成績登載印刷物：なし〉

47．ナシヒメシンクイ等の果実袋における被害回避効果

の実証

担当者：中田健・岡山裕志・伊澤宏毅

協力分担：（株）日本農業資材、（独）果樹研究所

平成20年度から参画予定の農林水産高度化事業「果実

輸出における害虫付着果及び食入果の流通阻止技術の開

発」の予備試験として果実袋のほ場におけるナシヒメシ

ンクイ等の被害回避効果を検討した。

① ナシヒメシンクイの卵を果実に接種することにより、

室内及び野外試験での果実袋の被害軽減効果を検討した。

② 室内試験と野外試験を比較すると、室内試験で効果

が劣る傾向であった。

③ 本試験により、果実袋種類別のナシヒメシンクイに

対する被害軽減効果を明らかとした。

④ 以上の結果、ナシヒメシンクイ卵の接種試験により

大袋の被害軽減効果について、種類別にその特徴把握が

可能と考えられた。ただし、野外では大袋の物理的な被

害軽減効果が高いこと、本種対象に定期的に薬剤散布が

実施されることから、実用場面よりも、被害軽減効果が

低く評価される可能性があると推察された。

〈本試験成績登載印刷物：なし〉

48．試作果実袋のナシヒメシンクイムシに対する殺卵・

殺幼虫効果に関する調査（受託試験）

担当者：中田健・岡山裕志・伊澤宏毅

協力分担：なし

① Ａ社依頼の課題について、試験果実袋に接種したナ

シヒメシンクイ卵の殺卵、ふ化後幼虫に対する殺虫効果

確認試験について７～８月に実施し、試験結果を８月20

日付け発送・報告した。

〈本試験成績登載印刷物：なし〉

49．試作果実袋のナシ害虫に対する効果に関する調査及

び残留農薬試験に供する試料の調整（受託試験）

担当者：中田健・岡山裕志・伊澤宏毅

協力分担：なし

① Ｂ社依頼の課題について、（１）農薬残留試験に供試

する試料の調整、（２）ナシヒメシンクイに対する防除効

果確認、（３）コナカイガラムシ類に対する防除効果確認

について６～９月に試験を実施し、試験結果を10月９日

付け発送・報告した。

〈本試験成績登載印刷物：なし〉

50．ラッキョウ赤枯病の防除技術の確立

（１）ラッキョウ赤枯病菌の薬剤感受性検定

担当者：岡山裕志・安田文俊

協力分担：ＪＡ鳥取中央、東伯普及所

現地栽培ほ場から分離したラッキョウ赤枯病菌の薬剤

感受性を調査する。

① 現地ほ場より分離したラッキョウ赤枯病菌（４ほ場、

計12菌株）のアゾキシストロビン、チオファネートメチ

ル、プロクロラズ、チウラム、ベノミル含有培地上での

最小生育阻止濃度（MIC）を調査した。

② アゾキシストロビン、プロクロラズは実使用濃度以

下の10ppmで全ての供試菌株で生育が認められなかった。

③ チオファネートメチル、チウラム、ベノミルは実用

濃度以上の 1,000ppm でも全ての供試菌株で生育が認め

られた。

④ チウラム・ベノミル混合剤処理では実用濃度以下の

100ppmで、全ての供試菌株で生育が認められなかった。

⑤ 以上の結果から、アゾキシストロビン、プロクロラ

ズ、チウラム・ベノミル混合剤は実用濃度で防除効果が

期待できる可能性が示唆された。

〈本試験成績登載印刷物：なし〉

51．遺伝子診断による鳥取県内のトマト・ミニトマト生

産ほ場におけるTYLCVの発生調査

担当者：竹内亮一・岡山裕志

協力分担：なし

TYLCV の遺伝子診断を活用した診断体制を早急に構築

し、本病の発生状況調査を実施する。

① PCR法（上田2005）によりTYLCVの判別が可能であ

った。

② 中部13カ所（大栄地区４カ所、北条地区４カ所、赤

碕地区５カ所）について調査した結果、TYLCV は検出さ

れなかった。

③ 以上の結果より、遺伝子診断によるTYLCVの判別が

可能であった。また調査地域において、ウイルスは検出

されなかった。

〈本試験成績登載印刷物：なし〉

52．フタモンマダラメイガの発生予察手法の確立

担当者：中田健、北川健一、山田剛、伊澤宏毅、

岡山裕志

協力分担：ＪＡ鳥取いなば、（独）農環研究所、

（独）果樹研究所、岐阜県農技センター

カキの枝幹害虫であるフタモンマダラメイガについて、

海外メーカーと農環研作成のルアーについて、発生予察

への使用可否について検討した。

① ルアーⅠを取り付けたトラップの総誘殺数は９、６
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及び６頭、ルアーⅡでは同12、11及び９頭であった。

ルアーⅠ及びⅡの誘殺数に有意差はなかった。

② 以上の結果、ルアーⅠ及びⅡは同等の誘引性が認め

られ、発生予察に使用できるものと考えられた。

〈本試験成績登載印刷物：なし〉
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1 (独) 農業・食品産業技術総合研究機構果樹研究所 (2007)平成19年度落葉果樹試験研究成績概要集(栽培関係)

2 (独) 農業・食品産業技術総合研究機構果樹研究所 (2007)平成19年度落葉果樹試験研究成績概要集(病害関係)

3 (独) 農業・食品産業技術総合研究機構果樹研究所 (2007)平成19年度落葉果樹試験研究成績概要集(虫害関係)

4 (独) 農業・食品産業技術総合研究機構果樹研究所 (2007)平成19年度落葉果樹試験研究成績概要集(土壌肥料関係)

5 (独) 農業・食品産業技術総合研究機構果樹研究所 (2007)平成19年度果樹系統適応性・特性検定試験成績検討会資料（落葉果樹）

6 (独) 農業・食品産業技術総合研究機構果樹研究所 (2007)交付金プロジェクト研究「果実等輸出」平成19年度事後評価会議資料

7 (独) 農業・食品産業技術総合研究機構野菜茶業研究所 (2007)平成19年度野菜試験研究成績概要集

8 (独) 農業・食品産業技術総合研究機構野菜茶業研究所
(2007)平成19年度野菜花き育種関係指定試験特性検定試験成績・系統適応性検定試験成績概
要

9 (独) 農業・食品産業技術総合研究機構花き研究所 (2007)平成19年度花き試験研究成績概要集

10 (独) 農業・食品産業技術総合研究機構近畿中国四国農業研究センター (2007)平成19年度近畿中国四国農業試験研究成績・計画概要集 病害

11 (独) 農業・食品産業技術総合研究機構近畿中国四国農業研究センター (2007)平成19年度近畿中国四国農業試験研究成績・計画概要集 虫害

12 (独) 農業・食品産業技術総合研究機構近畿中国四国農業研究センター (2007)平成19年度近畿中国四国農業試験研究成績・計画概要集 土壌

13 (独) 農業・食品産業技術総合研究機構近畿中国四国農業研究センター (2007)平成19年度近畿中国四国農業試験研究成績・計画概要集 生物工学

14 日本植物防疫協会 (2007)平成19年度新農薬実用化試験成績（落葉果樹）第40集

15 日本植物防疫協会 (2007)平成19年度一般委託試験成績Ⅴ近畿中国地域（野菜花き殺菌剤）

16 日本植物防疫協会 (2007)平成19年度一般委託試験成績Ⅴ近畿中国地域（野菜花き殺虫剤）

17 日本植物防疫協会 (2007)平成19年度芝生農薬連絡試験成績(芝殺菌剤･殺虫剤）

18 日本植物防疫協会 (2007)平成19年度エコショットに関する特別連絡試験

19 日本植物調節剤研究協会 (2007)平成19年度落葉果樹関係除草剤・生育調節剤試験成績集録

20 日本植物調節剤研究協会 (2007)平成18年度秋冬作野菜・花き関係除草剤・生育調節剤試験成績集録

21 日本植物調節剤研究協会 (2007)平成19年度春夏作野菜・花き関係除草剤・生育調節剤試験成績集録

22 日本植物調節剤研究協会 (2007)平成18年度秋冬作芝生関係除草剤・生育調節剤試験成績集録

23 日本植物調節剤研究協会 (2007)平成19年度春夏作芝生関係除草剤・生育調節剤試験成績集録

24 鳥取県病害虫防除所 (2007)平成19年度農作物有害動植物発生予察事業年報

Ⅲ 研 究 業 績 一 覧

1 試験成績登載印刷物
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２ 普及に移した新しい技術

（１）鳥取県農林水産部編 新しい技術 第45集(2007)

ア 普及に移す新しい技術

① 半明きょ処理による梨園の排水条件の改善と果実品質の向上：池田隆政、角脇利彦、吉田亮

② ニンジンを加害するネキリムシ類の防除対策：竹内亮一、岡山裕志、白岩裕隆

③ イモ類（ナガイモ、カンショ）を加害するコガネムシ類の防除対策：竹内亮一、岡山裕志、伊澤

宏毅

④ 中山間地域における夏秋トマトの養液土耕栽培マニュアル：小林弘昌、霜田敬司

イ 参考となる情報・成果

① 花芽かき取りによる花芽整理方法の改善と果実品質の向上：池田隆政、高濱俊一、角脇利彦

② 晩生ナシ‘王秋’の果肉崩壊症の発生要因について：井戸亮史、吉田亮、角脇利彦、北川健一、高濱俊一

③ ハウスの換気方法改善による抑制ミニトマトのハウス内環境改善と着果向上技術：森田香利、小西実、山下泰

之、亀田修二

④ スイカ定植後のキャップ処理が植物体の生育に及ぼす影響：亀田修二、森田香利

⑤ ７月中下旬に収穫するスイカの有望品種‘KNY-77’ ：小西実、竺原宏人

⑥ 萎凋病発生が少なく収量の多いホウレンソウ有望品種‘マジェスタ’ ：森田香利、亀田修二、小西実

⑦ 各種わい化方法による花壇苗の定植後の生育：岸本真幸

⑧ トルコギキョウ・バラの県内出荷向け鮮度保持法について：岸本真幸

⑨ ナシ園におけるアオマツムシの発生：中田健、岡山裕志、伊澤宏毅

⑩ エゾリンドウ選抜系統のメリクロン苗の栽培特性：大津真士、米村善栄、田平弘基

⑪ ‘ねばりっ娘’優良ムカゴの着生と栽植密度、植調剤処理等の関係について：林悦之

⑫ 種なし‘ハニービーナス’の植物調節剤処理による果粒肥大法：椿越夫

⑬ 晩抽性の新品種を用いた初夏どりネギ作型の前進化の可能性：白岩裕隆・井上 浩・福本明彦

⑭ ネギのセル成型育苗における亜リン酸の施用効果：白岩裕隆・井上 浩・福本明彦

⑮ ネギの残渣のほ場へのリサイクル～ネギ残渣の肥料効果～：井上 浩・福本明彦

⑯ 西条柿における収穫から脱渋処理までの経過時間が脱渋後の日持ちに及ぼす影響について：北川健一

⑰ 中山間地における白ネギの盆前出荷に適した育苗方法：霜田敬司、小林弘昌

⑱ 中山間地域における花壇苗の早期出荷：小林弘昌、霜田敬司

（２）近畿中国四国農業研究センター編(2007)：平成18年度 近畿中国四国農業研究成果情報

① 赤ナシ新品種「あきづき」「王秋」の着果管理法：北川健一、池田隆政、吉田亮

② スイカ耐病性共台「どんなもん台」の育成：前田英博、竺原宏人

３ 学会発表

① 池田隆政・角脇利彦・吉田亮（2007）．ニホンナシの果実品質改善に関する研究（第３報）短果枝せん除方法

の違いがニホンナシ‘ゴールド二十世紀’の果実品質及び摘果作業時間に及ぼす影響. 園学中四支部要旨46, 18

② 池田隆政・井上耕介・吉田亮・角脇利彦・川辺一成（2007）.トレンチャーともみ殻を利用した排水処理（半明

きょ)がニホンナシ‘ゴールド二十世紀’の果実品質および根量に及ぼす影響. 園芸学研究第６巻,別冊２. 106.

③ 霜田敬司・小林弘昌（2007）．鳥取県の中山間地における白ネギの盆前出荷に適した育苗方法，園芸学会中四

国支部平成19年度大会

④ 森田香利・亀田修二・竺原宏人(2007)．スイカ定植後のキャップ被覆が植物体の生育に及ぼす影響,園芸学会中

四国支部研究発表要旨46:27､2007

⑤ 小西実(2007)．「汚泥資材の連用が土壌及び野菜の生育と無機成分濃度に与える影響」近畿中国四国農業試験



- 115 -

研究推進会議生産環境部会(土壌分科会)問題別研究会

⑥ 大津真士・中村博行・田平弘基（2007）．胚珠・胚培養によるシンテッポウユリとマツバユリの種間雑種の特性，

園学雑6別2:592

⑦ 白岩裕隆・伊垢離孝明・田辺賢二・福本明彦・板井章浩(2007)．電熱線によるネギの側条地中加温が抽苔およ

び生育に及ぼす影響．園学研6別2：240．

⑧ 白岩裕隆・森田孝延・岡 准慈・和氣坂成一・伊垢離孝明・福本明彦(2007)．ネギのセル成型育苗における亜

リン酸肥料が生育に及ぼす影響．園学研6別2：256．

⑨ 佐古勇・森田孝延・岡准 慈・山口国夫・和氣坂成一・白岩裕隆(2007)．ネギのセル成型育苗における亜リン

酸肥料によるネギ根腐病の発病抑制．園学研6別2：257．

⑩ 白岩裕隆・井上 浩・福本明彦・森田孝延・和氣坂成一・泉 進(2007)．トルフェンピラド乳剤によるネギ主

要病害虫同時防除の可能性．第12回農林害虫防除研究会．

⑪中田健、伊澤宏毅、岡山裕志(2007)．ニホンナシ‘ゴールド二十世紀’果実における果樹カメムシ類の加害時期

と被害程度，第52回日本応用動物昆虫学会大会

⑫竹内亮一、岡山裕志、土`田 聡(2007)．鳥取県におけるCOIハプロタイプ解析に基づく産雄単為生殖型ネギアザ

ミウマの発生頻度調査，第52回日本応用動物昆虫学会大会

４ 学会誌・大会誌・主要農業誌に発表した課題

① 池田隆政(2007). ニホンナシ‘二十世紀’の果肉障害, 今月の農業10：56-60

② 白岩裕隆・田辺賢二・鹿島美彦・板井章浩・井上 浩・福本明彦(2007)．電熱線によるネギの側条地中加温が

抽苔および生育に及ぼす影響．園芸学研究6：459-464．

③安田文俊・山岸大輔・伊澤宏毅・児玉基一朗・尾谷 浩（2007）．担子菌系酵母様菌 Meira geulakonigii および

Pseudozyma aphidisによるナシ汚果病（病原追加），日植病報73: 166-171.

５ 品種登録、特許等

（１）品種登録

ア ナシ

井上耕介・村田謙司・吉田亮・北川健一・村尾和博

①‘夏さやか’（Ａ系統）

平成18年１月６日付 出願

平成18年８月14日付 出願公表

平成20年２月22日付 品種登録

②‘夏そよか’（Ｄ系統）

平成18年１月６日付 出願

平成18年８月14日付 出願公表

平成20年２月22日付 品種登録

③‘えみり’（Ｆ系統）

平成18年１月６日付 出願
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平成18年10月23日付 出願公表

平成20年２月22日付 品種登録

④‘涼月’（Ｇ系統）

平成18年１月６日付 出願

平成18年８月14日付 出願公表

平成20年２月22日付 品種登録

⑤‘新甘泉’（Ｈ系統）

平成18年１月６日付 出願

平成18年８月14日付 出願公表

平成20年２月22日付 品種登録

⑥‘秋甘泉’（I系統）

平成20年３月17日付 出願

イ 観賞用ラッキョウ

森本隆義・田平弘基・下中雅仁・北山淑一

‘プリティルビー’

平成18年 10月 23日 出願公表

ウ スイカ台木

前田英博・竺原宏人・藤井信一郎・衣笠義人

①‘どんなもん台’

平成19年3月19日付 出願

平成19年8月19日付 出願公表

エ シバ

岸本真幸・齊藤哲

‘グリーンバードJ’

平成20年３月21日付 出願
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Ⅳ 総務普及課報告

１ 農業専門技術員活動報告

農業専門技術員は、野菜・花き・果樹・病害虫・土壌

肥料の専門担当が園芸試験場総務普及課を本務とする体

制に変更となり、２年目となった。

農業専門技術員としての共通的な活動、並びに各専門

分野の活動の概要は以下のとおりであった。

（１）共通的な活動（主要なもの）

担当者：全農業専門技術員

協力分担：農林総合技術研究院、農政課、生産振興

課、各普及所

① 農林総合技術研究院との定例打合せ

各専技の活動の情報交換を中心に、概ね月１回の打合

せを実施し、普及活動の現状と対応について意見交換を

行った。また、試験場再編を検討する中で、専門技術員

の活動体制について意見交換を行った。

② 農業専門技術員調査研究の実施

専門ごとに研究テーマを設定の上、普及所や試験場内

の各研究室と連携、実施した（詳細は、各項目に記載）。

③ 各農業改良普及所の普及実績・計画検討会に出席

今年度計画の的確な進行管理、並びに普及活動方針に

沿った普及計画の立案に向け、提言を行った。

④ 園芸試験場試験研究課題への提言

園芸試験場試験研究課題の実績・設計検討への参画す

るとともに、技術協議会各研究会の委員として研究機関

と現場との連携が緊密に進むよう、提言を行った。

⑤ 各作物の生育情報、気象に関する各種技術対策情報

の定期的なとりまとめと報告を行った。

⑥ 特別栽培農産物の慣行基準案、エコファーマーの技

術導入指針の追加及び変更案の策定を随時行った。また、

経営指導の手引きの改訂に向けて、品目にとりまとめを

行った。

⑦ 農業大学校の学生を対象に「野菜経営」、「果樹経

営」、「花き経営」、「農薬学」、「土壌肥料学」、「環

境保全型園芸経営」の講義を行った。

⑧ 全県版や地域版の防除暦・防除指針の作成援助と点

検を行った。また、鳥取県植物防疫協会が主催する農薬

展示ほの設計と成績のとりまとめを行った。

⑨ 改良普及員の研修

ア 実践的農業基礎技術研修（新任者研修）

新任普及員２名と新たに普及員となった３名を対象

に、病害虫診断研修と土壌診断法の研修を実施した。

また、野菜・花部門技術基礎研修として新任普及員

（１名）を対象に野菜・花の栽培技術に関する研修を

行った。

イ 部門技術向上研修（２年目研修）

採用２年目の果樹特技普及員（１名）に対しナシ、

カキ、ブドウの栽培技術に関する研修を行った（それ

ぞれ概ね30日）。

ウ 技術向上研修（改良普及員研修）

野菜・花特技普及員を対象に病害虫診断研修（６月）、

普及活動事例発表会(２月)、園芸試験場（野菜花関係）

の業績発表会(３月)を実施した。

また、果樹特技普及員を対象に県内視察研修会（６

月､22名）、ナシせん定研修会（１月、36名）、調査

研究成果発表会（２月、40名）、園芸試験場（果樹関

係）の業績発表会（３月、45名）を実施した。

エ 情報処理研修（改良普及員研修）

全普及員を対象として「普及現場のための基本的統

計処理」を実施した（26名）。

（２）野菜

担当者：片山純一

協力分担：生産振興課、各農業改良普及所

① 普及員計画活動の支援

ア 夏大根の生産安定に向けたは種期別摘品種の選定

のための普及活動を支援した（八頭普及所）。

イ 東部地域の白ネギ生産安定のための普及活動を支

援した（鳥取・八頭普及所）。

エ イチゴ炭疽病防止とトマトの安定生産のための普

及活動を支援した（倉吉普及所）

ウ ナガイモの点腐れ（市場での腐敗）と黒陥没芋発

生防止に向けた普及活動を支援した（東伯普及所）。

オ 異業種参入でのラッキョウの安定生産及び企業経

営による大根生産に対する普及活動の支援を行った。

（米子普及所）

② 専技調査研究の実施

夏大根産地におけるブロッコリー栽培でのスーパー

セル苗の可能性について調査した。育苗日数55日のス

ーパーセル苗を梅雨明け後に定植した場合、２週間程

度で、慣行苗と同等に生育となった。欠株数や害虫被

害株は、スーパーセル苗の方が少なく、不良環境下で

の、スーパーセル苗の有効性が示唆された。なお、通

常底面給水で育苗するが、55日程度であれば頭上灌水

でも可能であった。

③ 園試育成品種の利用拡大に向けた活動

‘ねばりっ娘’の利用拡大に向け、鳥取中央農協が県
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と通常利用権の許諾契約を結ぶ事に対し、会議等を通じ

て助言した。また、スイカ台木‘園試1号’（仮称：ど

んなもん台）の種供給を進めるため、全農とっとりと協

議した。

④ 業務用野菜の推進

アグリビジネスモデル事業の作業部会・全体会におい

て、助言するとともに、同事業の研修会において取り組

むためのポイントについて講演した。また、白ネギの加

工業務向けの栽培について、生産者を含めた関係機関と

協議した。

⑤ 各専門部会

全農が主催するスイカ、白ネギ、ブロッコリーの各専

門部会に出席し、ネギでは「夏越し対策について」を中

心に協議した。

⑥ 琴浦町ミニトマト生産部の生産者大会において、輸

入野菜の動向と今後の展望と題して講演した。

（３）花き

担当者：福本由美

協力分担：生産振興課、各普及所

① 専技調査研究の実施

種苗登録申請中の鑑賞用ラッキョウＨ３系統（仮称：

プリティルビー）を、ラッキョウ産地である福部町で食

用ラッキョウと同じ方法で栽培し、切り花として製品化

の可能性を検討した。

今回の露地栽培では30cm前後の切花長しかなく、商

品化は困難なので、切花長が伸びる栽培方法の確認と

鉢もの用としての可能性などを検討する。

今後は、球を収穫して漬け込み、食用としての可能

性を確認する予定である。

② 広域担当普及員の活動を円滑化し、関係機関との連

携を図るため、月1回程度情報交換、企画会議を開催し

た。花に関わる活動の大部分がこの会で進められた。

③ ノイバラの県外出荷を振興し、産地拡大を図るた

め、出荷箱の形状等について検討した。今後、園試作成

の新系統の種苗登録を行い、栽培方法もあわせて生産振

興を図る予定。

（４）果樹

担当者：吉田亮

協力分担：生産振興課、各普及所

① 普及員計画活動の支援

ア ナシの新品種、新系統（園芸試験場育成）の早期

普及と栽培技術の確立を目的とする普及員の活動を支

援した（日野を除く全普及所）。

イ ‘二十世紀’の代替品種として普及しつつある‘ゴ

ールド二十世紀’、‘おさゴールド’の品質向上に関

する活動を支援した（日野を除く全普及所）。

ウ ナシ‘王秋’で問題となっている果肉崩壊症の対

策に関する活動を支援した（八頭、大山普及所）。

エ カキ‘西条’の軟果対策の取り組みを支援した（八

頭、鳥取普及所）。

② 技術向上研修の実施

普及員の資質向上と情報交換を目的として、下記の研

修を実施した。

ア 現地視察研修：倉吉市～琴浦町のナシ園を視察す

るとともに、ＪＡ鳥取中央の営農指導員を交えて、活

動体制に関する意見交換を行った。

イ 水田転換ナシ園の根域分布調査研修

ウ ナシ新品種の整枝・せん定研修（営農指導員を含

む）

エ 果樹特技普及員の調査研究発表会（果樹研究同志

会と共催）

オ 果樹業績発表会（園試果樹関係の試験成果につい

て）

③ 普及員調査研究の支援

下記の課題について現地圃場での試験処理と調査、と

りまとめを支援した。

ア ‘おさ二十世紀’の着果管理、乾燥防止、新梢誘

引試験（鳥取普及所）

イ カキ‘西条’の軟果対策試験（八頭普及所）

ウ ‘ゴールド二十世紀’等の樹体の受光改善、幼木

の仕立て方法、新品種の特性比較等（倉吉普及所）

④ 専技調査研究の実施

ア ナシ新品種‘なつひめ’、‘新甘泉’、‘涼月’

の仕立て法の違いが樹体成長に及ぼす影響について比

較した（八頭普及所の協力を得て実施）。

イ 縦支柱による‘おさ二十世紀’幼木の樹冠拡大促

進効果について確認した（倉吉普及所の協力を得て実

施）。

⑤ 八頭町の水田転換試験園（果樹研究室の試験）にお

いて、果実調査を含む栽培技術研修会（４回）を実施

した（八頭、鳥取、気高普及所、ＪＡ鳥取いなば、園

試果樹研究室、延べ75名）。

⑥ 生産組織等からの研修、講演依頼に対応し、園試育

成新品種の特性と経営上のメリットについて情報提供

した。

ア 琴浦・北栄ナシ合同研修会

イ 米子地区せん定研修会

ウ 鳥取地区果樹同志会
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（５）病害虫

担当者：伊澤宏毅

協力分担：生産振興課、各普及所

① 普及員計画活動への支援

果樹、野菜・花の病害虫診断、防除対策に係る課題を

中心に、普及員とともに農家の支援、防除技術の伝達支

援を行った（全普及所）。

ア ダイコンキスジノミハムシの被害実態と対策を明

らかにするため、普及員、岡野農場のスタッフととも

に試験の立案や調査の支援を行った(米子普及所)。

イ イチゴ炭疽病の発生実態と防除対策のための普及

活動を支援した（倉吉、八頭普及所）。

ウ ナガイモの黒陥没芋発生防止に向けた普及活動を

支援した（東伯普及所）。

エ 東部地域の白ネギ生産安定、環境に配慮した防除

法導入のための普及活動を支援した（八頭、米子普及

所）。

オ トマト萎凋症状の原因究明と対策の支援を行った

（倉吉普及所）。

カ ナシの白モンパ病が多発しているナシ団地におい

て、フロンサイドを用いた処理の基礎について普及員

とともに実演し、農家への周知を図った（倉吉普及所）。

キ ナシの枝枯れ病、胴枯れ病の実態を普及員ととも

に調査し、その対策について支援した（八頭普及所）。

ク カキで多発傾向のハマキムシ対策のため、性フェ

ロモン剤の設置等について、現地調査をもとに、その

具体的方法等について支援した(米子普及所)。

ケ トマトの病害の発生実態について、普及員と現地

調査を行い、その原因と対策について支援した(日野普

及所)。

② 専技調査研究の実施

ナシ園のSSによる農薬の漂流飛散（ドリフト）の実態

調査および飛散防止技術を確立するため、園芸試験場の

研究員、東伯普及所の果樹特技普及員と連携して、ドリ

フトレスノズル、障壁ネットを利用した調査研究を実施

した。その結果、ドリフトレスノズルを使用した場合、

慣行ノズルに比べてドリフト量は少なかった。一方、障

壁ネットを利用しても風圧、吐出量が多ければドリフト

は無設置と大差なかった。

③ クリの臭化メチル代替剤効果試験の支援

日野普及所管内のクリ臭化メチル処理施設内で代替剤

のヨウ化メチルのクリシギゾウムシに対する効果試験の

実施について支援した。試験の結果、ヨウ化メチルは臭

化メチルと同等の高い効果を示し、普及性が高いことが

確認された。

④ ナシのシンクイムシ対策支援

輸出で問題となっているシンクイムシ対策のため、関

係機関と協力して、試験用果実袋の被害比較調査ならび

に今後のシンクイ被害軽減策の検討や助言を行った。

⑤ ナガイモ黒陥没症対策の支援

ナガイモに近年発生している陥没症状の発生原因究明、

その対策について関係機関と協議し、方向性について提

言した。

⑥ ニンニク種球で発見されたイモグサレセンチュウの

今後の対策のための現地調査、会議を通じて情報提供を

行った。

⑦ マイナー作物の農薬対策

県内ＪＡ等から要望があり、かつ鳥取県として検討す

べき作物と農薬の組み合わせについて協議し、試験の方

向性について関係機関との連絡調整を逐次行った。

⑧ 農薬展示圃試験に関すること

作物、果樹、野菜の試験実施薬剤の検討や助言、設計

検討会および成績検討会当日までの関係機関との事前調

整等、全体の流れの総括を行った。

⑨ スイカ果実汚斑細菌病の巡回調査並びに指導

定期的に育苗業者の苗を巡回調査し、本病の発生を監

視、指導した。

⑩ 病害虫発生予察情報のチェック

定期的に発令される作物、果樹、野菜・花きの病害虫

発生予察情報のチェック、指導を行った。

⑪ その他、外部からの講演依頼

ア 農薬の適正使用に関する研修会において「ポジテ

ィブリスト制度とドリフト対策」の講演

イ 東部地区高校の現業職員を対象に、「農薬の基礎、

ドリフト対策、ポジティブリスト制度」の講演

ウ 植物防疫研修会において「ナシを加害するコナカ

イガラムシ類の生態と防除対策」について講演

エ ＪＡ鳥取中央いきいき農業塾塾生を対象に「農薬

の基礎知識について」の講演会

オ ＪＡ鳥取中央営農指導員を対象に「ナシを加害す

るクワコナカイガラムシの生態と防除対策」について

の講演会

カ 伯耆果樹研究会会員を対象に「地球温暖化と病害

虫の発生」をテーマに講演

キ 農薬適正使用推進研修会において農薬使用者を対

象に「農薬の安全使用、危害防止対策」について研修

ク 県造園建設業協会中部支部の会員を対象に「カイ
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ガラムシの生態と防除ならびに農薬のドリフト対策」

について」の講演会

ケ 鳥取花市場生産者を対象に「農薬の基礎」につい

ての講演会

コ 県東部地区の野菜等生産者（アタック888会員）

を対象に「ドリフト対策とGAPについて」の講演

以上、依頼に基づいて、講演、研修を行った。

（６）土壌肥料

担当者：熊谷 均

協力分担：農政課、畜産課、各普及所

① 普及員計画活動への支援

施設野菜、自給飼料作の土壌診断に係る課題を中心に、

普及員とともに農家指導の支援、土壌分析技術の指導を

行った。

ア 鳥取普及所 自給飼料トウモロコシ作等の施肥改善

イ 八頭普及所 特別栽培米の新たな取り組み農家支援

ウ 倉吉普及所 トマト収量・品質向上課題

エ 東伯普及所 自給飼料トウモロコシ作等の施肥改善

オ 大山普及所 白ネギの生産阻害要因の対策調査

また、水稲・麦・大豆の収量・品質向上をねらいとし

た作物特技普及員のエキスパート研修課題等についても

実施計画や調査・分析法に関し、現地での指導・支援を

行った。

カ 鳥取普及所 排水不良地域での麦の生産安定課題

新たな資材活用によるケイ酸施肥改善

キ 大山普及所 等級比率向上のための穂肥改善課題

ク 米子普及所 菜種の水稲栽培における活用法検討

さらには緊急的な要請に応え、各種再利用資源の有効

活用法に関し試験実施時の設計策定支援等を行った

ケ 八頭普及所 食品残渣処理液肥の有効活用法検討

コ 東伯普及所 工業浄水汚泥資材の水田への適否判定

サ 米子普及所 廃材処理炭の畑地への施用効果検討

② 専技調査研究の実施

簡易分析法やその装置の導入が現場で進んでいること

から、利用場面における有用性について普及員が実施し

た各種分析サンプルを対象に調査を行った

RQフレックスによる土壌溶液分析に関しては、窒素の

消長を追跡する指導の参考程度であれば十分に利用可能

な精度と考えられた。

なお、この調査は今後も引き続き行う予定である。

③ 湖山池水質塩分濃度管理試験への提言等

湖山池で実施されている塩分管理の試験はさらに３年

間延長して行われることとなったため、試験実施の考え

方に対する提言と併せて農家説明にも立ち会った。

④ JAS有機栽培、エコファーマー申請等への指導支援

昨年に引き続き倉吉市関金町、倉吉市富海、西伯郡大

山町のJAS有機水稲栽培農家を中心に、生産行程管理規

定に従った栽培管理の技術支援を普及員とともに行った

また、近年増加傾向にあるエコファーマー申請希望農

家に対し、取り組みに向けた技術整理の考え方等につい

て指導支援を行った。

⑤ 試験研究推進会議生産環境部会土壌肥料分科会秋季

研究会の鳥取県での開催支援

当県での開催に当たり、福部らっきょう砂丘畑、八頭

町法人大規模経営水田を中心に現地視察検討会を企画、

また「水環境と水利用」をテーマとする講演会を開催し

技術内容に関する討議を行った。

⑥ 堆肥利用推進、耕畜連携への取り組み支援

畜産課と連携、堆肥商談会の実施に当たり耕種農家代

表者を含めて、現場における堆肥利用時の注意点や堆肥

選定のポイント等に関して意見交換を行った。

⑦ その他、外部からの講演依頼等

日本土壌肥料学会に参加したほか、中部地区青年会議

研修会、北栄町ホウレンソウ部会研修会、北栄町西瓜栽

培基礎講座、日南町ゆうきまんまん構想推進大会、ＪＡ

鳥取中央営農指導員連絡協議会園芸部会等において、土

壌診断法や土づくり技術の紹介等、依頼に基づき講演を

行った。
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海外からの研修生（平成１9年度）

農業技術者
園芸試験場 本場・
弓浜砂丘地分場・日南試
験地

バルジン ニャ
ム ・ バ ド ソ ー
リ ー

１９７７．８．１６ ３０才 男
モンゴルウズス

県

件数 人数 件数 人数 件数 人数 件数 人数 件数 人数 件数 人数 件数 人数

県内 9 50 6 10 17 85 35 109 30 147 25 51 122 452
4 県外 10 13 1 1 0 0 8 10 2 2 3 3 24 29

計 19 63 7 11 17 85 43 119 32 149 28 54 146 481
県内 9 9 5 12 5 67 29 107 23 50 20 43 91 288

5 県外 19 85 0 0 2 21 6 7 2 3 1 1 30 117
計 28 94 5 12 7 88 35 114 25 53 21 44 121 405

県内 17 105 5 28 3 153 26 53 35 114 28 48 114 501
6 県外 21 123 1 2 1 20 4 9 1 1 5 5 33 160

計 38 228 6 30 4 173 30 62 36 115 33 53 147 661
県内 39 606 9 57 15 333 21 86 22 137 26 195 132 1,414

7 県外 18 231 1 1 3 55 7 7 3 4 3 16 35 314
計 57 837 10 58 18 388 28 93 25 141 29 211 167 1,728

県内 18 51 5 13 3 37 13 26 12 18 29 77 80 222
8 県外 12 58 1 1 1 1 4 9 5 24 5 5 28 98

計 30 109 6 14 4 38 17 35 17 42 34 82 108 320
県内 10 10 6 12 2 25 21 97 19 92 18 63 76 299

9 県外 9 77 1 1 1 1 6 11 2 3 4 10 23 103
計 19 87 7 13 3 26 27 108 21 95 22 73 99 402

県内 9 653 10 22 5 131 37 107 40 89 21 216 122 1,218
10 県外 17 26 0 0 0 0 11 18 3 6 1 1 32 51

計 26 679 10 22 5 131 48 125 43 95 22 217 154 1,269
県内 23 63 7 8 7 100 26 193 18 37 15 87 96 488

11 県外 13 39 2 2 0 0 7 11 2 2 2 5 26 59
計 36 102 9 10 7 100 33 204 20 39 17 92 122 547

県内 10 16 4 6 2 3 14 59 23 106 19 49 72 239
12 県外 12 17 0 0 3 13 9 9 5 5 1 1 30 45

計 22 33 4 6 5 16 23 68 28 111 20 50 102 284
県内 11 19 3 7 3 18 18 31 18 35 12 18 65 128

1 県外 9 10 1 1 0 0 11 16 1 1 5 5 27 33
計 20 29 4 8 3 18 29 47 19 36 17 23 92 161

県内 10 24 8 11 5 99 8 13 14 16 8 12 53 175
2 県外 7 8 0 0 0 0 12 14 3 7 2 2 24 31

計 17 32 8 11 5 99 20 27 17 23 10 14 77 206
県内 2 19 6 11 1 3 12 33 13 29 2 4 36 99

3 県外 1 20 2 2 0 0 7 15 3 24 0 0 13 61
計 3 39 8 13 1 3 19 48 16 53 2 4 49 160

県内 167 1,625 74 197 68 1,054 260 914 267 870 223 863 1,059 5,523
合計 県外 148 707 10 11 11 111 92 136 32 82 32 54 325 1,101

計 315 2,332 84 208 79 1,165 352 1,050 299 952 255 917 1,384 6,624

視察・実地研修および生産者指導などのために来場した関係者は県内以外にわたり、その概要は次のとおりである。

河原試験地 日南試験地 合 計
月 区分

本 場 弓浜砂丘地分場砂丘地農業研究センター生物工学研究室

２ 研修生の受入

３ 来場利用者
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（１）土 地

河 原 日 南 倉 吉

試 験 地 試 験 地 ほ 場

㎡ ㎡ ㎡ ㎡

ほ 場 23,890.07 6,500.00 35,139.21 208,633.28

建 物 用 地 300.00 1,400.00 13,395.00 50,244.00

そ の 他 1,697.01 9,257.61 6,309.00 82,341.53

計 25,887.08 17,157.61 54,843.21 341,218.81

（２）建 物

区 分 合 計

㎡

本 館 3,673.00

附 属 建 物 6,073.58

計 9,746.58

㎡

㎡ ㎡

㎡ ㎡ ㎡ ㎡ ㎡

5,578.00

376.00

合 計
樹園地 黒ぼく畑 砂畑

弓 浜 砂 丘

地 分 場

砂丘地農業

研究センター

本 場
区 分

計

㎡ ㎡ ㎡ ㎡

214.65

189.47

404.12

754.26

1,418.73

2,172.99

300.90

548.57

849.47

235.40

177.97

413.37

1,791.00

3,678.84

5,469.84

376.79

60.00

436.79

3,927.00

9,881.00

19,983.00

850.00

8,186.00

29,019.00

117,543.00

33,923.00

52,964.91

204,430.91

9,000.00

1,950.00

4,496.00

15,446.00

日南試験地 生物工学研究室

81,250.00

14,450.00

21,892.00

117,592.00

27,293.00

17,523.00

26,576.91

71,392.91

樹園地 砂丘地農業研究センター 弓浜砂丘地分場 河原試験地

（鳥取県に適した果樹品種の育種及び選定と栽培技術の改善）

（鳥取県に適した野菜品種の育種及び選定と栽培技術の改善）

場 長

（果樹・野菜・花きの病害虫防除技術の改善）

（鳥取県の特産果樹・野菜・花きのバイテク手法を用いた新品種育成と大量増殖）

（ブドウ・ナガイモ・ラッキョウの品種選定と栽培技術の改善）

果 樹 研 究 室

野 菜 研 究 室

花 き 研 究 室

環 境 研 究 室

日 南 試 験 地

総 務 普 及 課

次 長

（準高冷地（標高550ｍ）野菜・花きの品種選定と栽培技術の改善）

生物工学研究室

弓浜砂丘地分場

河 原 試 験 地

（庶務・会計・財産管理等事務全般に関する業務、技術の現地普及に関する業務）

（鳥取県に適した花き品種の育種及び選定と栽培技術の改善）

（弓浜砂畑と中海干拓地の野菜品種の選定と栽培技術の改善）

（カキを主とする中山間地果樹の品種選定と栽培技術の改善）

砂丘地農業研究
セ ン タ ー

５ 機能と業務

４ 土地および建物
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（１）定員及び現員

職 種 別 定 員 現 員 備 考

事 務 職 員

技 術 職 員

現 業 職 員

計

３

３９

１９

６１

３

４０

１８

６１

（２）職員構成

場 長（技）齊藤 哲

次 長（事）飯田綾子

次 長（技）村田謙司

【総務普及課】

主 任（事）森田昭弘

〃 （〃）遠藤紅弥

運 転 手（技）岩本広明

専 技 主 幹（技）片山純一

農業技術専門員（技）熊谷 均

農業技術専門員（技）伊澤宏毅

農業技術専門員（技）吉田 亮

農業技術専門員（技）福本由美

【果樹研究室】

室 長（技）角脇利彦

研 究 員（〃）高濱俊一

〃 （〃）池田隆政

〃 （〃）井戸亮史

〃 （〃）西村宗一

現 業 職 長（〃）高見美幸

農 業 技 手（〃）高見敬司

〃 （〃）山本真司

〃 （〃）田中啓介

〃 （〃）吉田 茂

〃 （〃）池口道生

【野菜研究室】

室 長（技）竺原宏人

研 究 員（〃）石原俊幸

〃 （〃）前田英博

〃 （〃）森田香利

〃 （〃）小西 実

現 業 職 長（〃）新田豊和

農 業 技 手（〃）松村富男

検 査 助 手（〃）川上真紀

【花き研究室】

室 長（技）岸本真幸

研 究 員（〃）加藤正浩

〃 （〃）平尾香那子

現 業 職 長（〃）渡辺勝美

農 業 技 手（〃）筏津 栄

【環境研究室】

室 長（技）岡山裕志

研 究 員（〃）安田文俊

〃 （〃）中田 健

〃 （〃）矢部謙一

〃 （〃）竹内亮一

農 業 技 手（〃）山本忠昭

〃 （〃）山根 肇

【生物工学研究室】

室 長（技）田平弘基

研 究 員（〃）森本隆義

〃 （〃）米村善栄

〃 （〃）大津真士

〃 （〃）山下美穂

農 林 技 師（〃）遠藤貴裕

【砂丘地農業研究センター】

所 長（技）林 悦之

研 究 員（〃）椿 越夫

〃 （〃）北山淑一

現 業 職 長（〃）押本英之

【弓浜砂丘地分場】

分 場 長（技）福本明彦

研 究 員（〃）白岩裕隆

〃 （〃）伊垢離孝明

【河原試験地】

試 験 地 長（技）北川健一

農 業 技 手（〃）浅野仁美

〃 （〃）山田 晋

【日南試験地】

試 験 地 長（技）小林弘昌

研 究 員（〃）霜田敬司

農 業 技 手（〃）千藤 誠

６ 職員の状況（平成 20 年３月末日現在）
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（３）職員の異動

年月日 職 名 現 員 異 動 の 内 容

19.3.31

19.4.1

19.7.5

19.12.31

19.4.1

19.7.5

次長

農業技手（日）

研究員（野）

〃 （花）

〃 （花）

〃 （弓）

主任（総）

農業助手（弓）

次長

研究員（野）

〃 （花）

〃 （花）

〃 （弓）

農業技手（果）

〃 （環）

主任（総）

田中 正範

柳原 俊之

川上 俊博

鷹見 敏彦

谷口 幹雄

井上 浩

田中 昭則

長谷川憲二

飯田 綾子

石原 俊幸

加藤 正浩

平尾香那子

伊垢離孝明

高見 敬司

山根 肇

遠藤 紅弥

退職

退職

西部総合事務所農林局へ

農業大学校へ

中部総合事務所農林局ヘ

西部総合事務所農林局へ

統計課へ

退職

厚生病院より

東部総合事務所農林局より

農業大学校より

日野総合事務所農林局より

新規採用

西部総合事務所県土整備局より

中部総合事務所県土整備局より

中部総合事務所県民局より
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（１）園芸試験場費

（単位：千円）

平成 18 年度 財源内訳（19 年度）
事業名

平成 19年度

当初予算額 当初予算額 最終予算額 国補 その他 一般財源

管理運営費 91,459 85,761 85,761 1,580 25,074 64,805

試験研究費 43,231 46,703 46,703 2,064 8,274 32,893

バイオテクノロジー

管理運営費

1,610 3,583 3,583 1,610

バイオテクノロジー

試験研究費

8,100 8,430 8,430 500 7,600

施設整備費 18,165 13,900 13,900 18,165

バイオテクノロジー

施設整備費

0 1,960 1,960 0

園芸試験場

ふれあいセミナー

1,097 1,097 1,097 1,097

野菜・花き研究 80

周年記念事業

0 882 882 0

合 計 163,662 166,603 166,603 3,644 33,848 126,170

（２）その他の執行予算

（単位：千円）

予算科目 事 業 名 執行予算額 備考

肥料植物防疫費 植物防疫事業等 864

農業総務費 農林水産技術協議会事業等 3,243

農作物対策費 地域ブランド農産品創出支援事業等 950

農業改良普及費 農業改良普及活動推進事業 1,847

合 計 6,904

７ 予算状況

（３）主な備品購入

（単位：千円）

備品名 型式・規格 金額

乗用モア アテックス 刈馬王Ｒ－950ＨＡ 578 本場

冷凍庫 日本フリーザー（株）GS-5203KHC 263 〃

動力運搬車（ｸﾛｰﾗｰ） ヤンマー農機株式会社製 CG162 462 弓浜

ネギ管理機 （株）アグリップ社製 NR605Ｎ 208 〃

管理機（クローラー式） クボタ TA800－SCJV 558 砂丘地
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Ⅵ 平成１９年半旬別気象表

観測地点：鳥取県園芸試験場（東伯郡北栄町由良宿） 平年値：昭和52年～平成18年

日照時間：平成12年より当場にて観測開始 (平年値はH12～18の平均）

項目

半旬

月 本年 平年 本年 平年 本年 平年 本年 平年 本年 (平年)

1 6.7 5.1 10.8 8.6 2.8 1.7 2.0 28.1 27.7 22.7

2 4.8 4.9 9.4 9.2 0.5 1.2 18.5 23.5 26.4 25.6

1 月 3 4.6 4.4 8.5 8.3 0.8 1.1 0.5 30.7 28.1 25.6

4 5.8 4.1 9.7 8.1 1.4 0.7 25.0 23.9 24.7 24.2

5 4.8 3.5 9.0 7.3 0.2 0.1 4.0 26.6 24.2 24.1

6 5.3 3.7 9.9 8.0 1.3 0.3 26.0 25.2 40.5 34.3

平均(合計) 5.3 4.3 9.6 8.3 1.2 0.8 76.0 157.9 171.6 156.5

1 4.0 3.0 8.5 7.0 -1.1 -0.3 34.0 22.4 36.0 28.5

2 8.3 4.0 12.7 8.7 4.3 -0.1 11.0 22.2 27.7 29.5

2 月 3 7.3 4.8 11.4 9.8 2.8 0.6 10.0 20.5 30.9 30.5

4 5.5 4.3 9.8 9.1 0.4 0.2 32.0 24.0 28.0 29.0

5 7.0 4.6 11.8 8.7 2.0 1.0 7.0 22.2 39.9 31.3

6 6.9 5.0 11.3 10.0 2.4 0.4 1.0 11.9 24.4 19.9

平均(合計) 6.5 4.3 10.9 8.9 1.8 0.3 95.0 123.2 186.9 168.8

1 10.5 5.3 16.6 10.0 4.5 1.0 3.5 24.3 39.4 31.9

2 4.1 6.3 8.8 11.8 -0.2 1.4 7.5 17.4 38.5 36.8

3 月 3 5.1 6.9 9.0 12.3 0.7 1.8 5.5 19.0 32.3 38.5

4 4.5 7.5 8.1 12.9 0.1 2.1 9.0 15.1 41.8 38.3

5 9.9 7.9 15.6 13.2 3.8 2.8 9.0 23.0 38.5 39.0

6 12.3 8.9 18.0 14.1 5.9 3.4 37.0 22.0 40.9 48.0

平均(合計) 7.7 7.2 12.7 12.4 2.5 2.1 71.5 120.7 231.4 232.4

1 9.0 9.8 12.5 15.6 5.3 4.0 3.5 16.2 42.6 41.8

2 9.4 11.5 15.6 17.1 2.8 6.0 3.0 18.0 49.5 43.8

4 月 3 12.5 11.8 17.3 16.9 6.6 6.2 7.0 18.8 45.7 41.7

4 11.0 13.0 14.8 19.0 6.2 7.3 16.0 19.3 37.9 45.0

5 15.5 13.7 19.2 19.3 10.5 8.5 10.0 13.3 42.9 43.9

6 15.0 14.7 20.7 20.7 6.1 8.5 0.0 12.3 52.9 48.5

平均(合計) 12.1 12.4 16.7 18.1 6.3 6.8 39.5 98.0 271.5 264.8

1 17.5 15.5 23.1 20.9 12.0 9.8 13.0 16.2 47.7 46.9

2 17.1 16.5 22.3 22.1 12.5 10.8 6.0 17.6 41.6 43.4

5 月 3 16.1 16.5 21.3 21.7 7.5 11.2 1.5 31.0 56.3 44.1

4 16.5 16.7 20.6 22.4 10.7 11.0 13.0 22.8 39.8 45.7

5 19.1 17.7 25.4 23.4 11.7 12.1 12.5 12.0 50.1 51.4

6 19.2 18.6 23.7 24.0 14.7 13.1 15.5 19.0 60.7 58.8

平均(合計) 17.6 16.9 22.7 22.4 11.5 11.3 61.5 118.5 296.2 290.3

1 19.8 19.3 24.2 24.8 15.7 13.9 0.0 18.7 53.3 54.5

2 19.8 20.2 24.1 25.3 16.1 15.2 18.5 18.2 46.1 52.8

6 月 3 21.2 20.6 25.1 25.4 17.5 16.1 13.0 14.9 43.6 48.7

4 22.6 21.6 26.4 26.2 18.3 17.4 0.0 23.7 53.2 51.4

5 22.2 21.7 24.8 25.8 20.1 18.1 75.0 50.9 25.8 44.4

6 23.8 22.7 26.5 26.6 21.3 19.3 21.0 49.6 39.4 47.3

平均(合計) 21.6 21.0 25.2 25.7 18.2 16.7 127.5 174.4 261.4 299.1

気 温（℃）
降水量（mm） 日照時間（ｈ）

平 均 最 高 最 低
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項目

半旬

月 本年 平年 本年 平年 本年 平年 本年 平年 本年 平年

1 22.0 23.5 23.6 27.7 20.6 20.1 90.5 42.9 21.6 44.1

2 22.8 24.0 25.7 28.4 20.2 20.3 59.0 28.4 31.4 48.2

7 月 3 22.2 24.9 23.2 29.1 20.8 21.6 77.5 46.5 14.1 44.7

4 23.4 24.9 26.3 29.2 20.5 21.1 30.0 43.4 32.4 47.7

5 23.1 26.4 26.0 31.1 19.7 22.4 3.0 22.2 38.4 51.7

6 24.6 26.7 29.1 31.4 20.4 22.6 4.5 14.1 59.4 63.1

平均(合計) 23.0 25.1 25.7 29.5 20.4 21.4 264.5 197.6 197.3 299.5

1 27.9 26.9 33.2 31.7 23.6 22.6 11.5 16.4 41.7 54.1

2 28.3 26.6 33.3 31.5 24.6 22.3 29.0 19.0 47.1 50.0

8 月 3 30.1 26.4 35.1 31.3 25.5 22.4 0.0 21.8 53.6 48.9

4 27.5 26.1 31.6 31.1 23.4 22.4 0.0 17.7 51.5 48.8

5 25.6 25.8 31.6 30.5 22.0 21.8 20.5 27.7 51.2 47.4

6 25.5 25.7 29.1 30.7 22.5 21.6 141.0 24.1 44.5 55.7

平均(合計) 27.5 26.2 32.3 31.1 23.6 22.2 202.0 126.7 289.6 304.9

1 25.5 24.7 28.7 29.6 22.1 20.5 2.5 30.6 42.5 44.3

2 24.7 23.4 27.8 28.0 21.5 19.5 0.0 40.8 43.7 35.4

9 月 3 25.1 22.6 30.0 27.3 19.9 18.9 0.0 36.6 48.0 38.7

4 26.8 21.8 31.3 26.5 23.0 17.6 14.0 42.1 37.6 42.3

5 24.8 20.6 28.9 25.2 22.1 16.5 24.5 41.0 33.5 38.2

6 20.8 19.8 25.7 24.5 16.5 15.4 14.0 41.6 51.9 41.6

平均(合計) 24.6 22.2 28.7 26.9 20.9 18.1 55.0 232.7 257.2 240.5

1 20.6 18.8 24.7 23.9 16.6 14.3 15.0 28.2 53.2 34.5

2 19.7 17.8 24.0 22.9 15.1 13.1 44.5 22.0 42.1 35.7

10 月 3 16.7 17.6 21.0 22.8 12.0 12.7 0.0 31.0 44.6 36.3

4 15.6 16.0 20.1 21.3 11.0 11.1 10.0 47.1 40.5 32.7

5 15.2 14.9 21.6 20.7 9.1 9.8 0.5 17.1 44.8 34.4

6 16.6 14.5 20.7 19.9 12.8 9.2 55.5 22.3 32.6 39.1

平均(合計) 17.4 16.6 22.0 21.9 12.8 11.7 125.5 167.7 257.8 212.7

1 13.5 13.6 17.7 19.3 8.9 8.6 2.0 30.0 24.2 30.8

2 13.3 13.4 18.9 18.7 8.0 8.6 3.0 21.9 32.1 31.4

11 月 3 12.9 12.1 17.6 17.0 8.7 7.7 18.5 33.7 33.3 23.0

4 9.3 10.8 12.9 16.3 5.0 6.3 14.5 21.0 23.8 24.9

5 8.5 10.2 14.2 15.6 4.0 5.3 13.5 21.2 33.1 28.2

6 11.0 9.2 15.6 13.8 6.4 5.2 13.0 34.9 25.7 21.7

平均(合計) 11.4 11.6 16.2 16.8 6.8 6.9 64.5 162.7 172.2 160.0

1 7.6 8.4 11.1 13.3 4.5 4.0 37.0 23.2 34.9 26.6

2 8.1 8.0 13.0 12.6 4.0 3.9 12.5 27.9 30.9 19.2

12 月 3 8.4 7.1 11.5 11.5 6.0 3.2 43.0 25.8 12.3 24.2

4 7.8 6.6 11.6 10.7 4.3 2.9 5.5 23.1 30.2 21.1

5 9.0 6.4 12.5 10.5 6.2 2.5 5.5 20.2 20.7 23.0

6 6.7 5.6 10.6 9.8 2.9 1.9 11.5 24.4 30.9 24.3

平均(合計) 7.9 7.0 11.7 11.4 4.7 3.0 115.0 144.5 159.9 138.3

10月６半旬、11月１～２、４～６半旬、12月１～６半旬については、北栄町大谷観測局のデータ

気 温（℃）

平 均 最 高 最 低
降水量（㎜） 日照時間（ｈ）
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測地点：弓浜砂丘地分場

（平年値は昭和45年～平成12年の30年間の平均）

項目

半旬

月 本年 平年 本年 平年 本年 平年 本年 平年 本年 (平年)

1 4.9 10.5 5.0 19.0 5.1

2 8.3 8.8 1.8 29.0 8.2

1 月 3 4.8 9.2 1.2 5.0 14.5

4 6.3 9.7 2.6 21.0 13.0

5 5.9 9.4 1.8 6.0 5.5

6 5.2 9.2 2.1 61.0 13.5

平均(合計) 5.9 4.5 9.5 7.9 2.4 1.4 141.0 169.0 59.8 66.0

1 4.5 8.8 -0.1 40.0 21.6

2 8.6 12.5 4.7 21.0 11.1

2 月 3 7.6 12.0 3.0 12.0 20.6

4 6.8 10.0 2.6 32.0 16.4

5 8.1 12.7 3.9 5.0 21.1

6 7.7 12.2 3.4 1.0 19.2

平均(合計) 7.2 4.6 11.4 8.2 2.9 1.2 111.0 149.2 110.0 77.4

1 11.4 15.8 6.6 15.0 29.4

2 4.7 9.4 1.0 8.0 12.0

3 月 3 6.2 9.9 2.7 0.0 13.0

4 5.5 8.7 2.5 3.0 23.5

5 10.5 16.5 4.4 18.0 25.1

6 12.7 18.3 7.9 55.0 22.6

平均(合計) 8.5 7.5 13.1 11.8 4.2 3.3 99.0 132.1 125.6 137.0

1 9.8 13.4 6.5 6.0 26.9

2 10.9 16.7 5.1 0.0 44.8

4 月 3 13.0 18.4 8.1 7.0 33.6

4 12.0 15.9 7.9 18.0 25.2

5 15.9 19.5 12.3 8.0 16.3

6 15.8 21.3 9.4 1.0 49.0

平均(合計) 12.9 12.8 17.5 17.9 8.2 8.0 40.0 118.7 195.8 186.5

1 18.1 23.0 13.3 19.0 30.5

2 18.0 22.4 13.7 4.0 31.5

5 月 3 17.4 22.5 11.1 0.0 52.3

4 17.2 21.5 13.2 12.0 21.2

5 19.7 25.3 13.7 28.0 45.2

6 19.4 23.7 15.2 17.0 46.6

平均(合計) 18.3 17.4 23.1 22.4 13.4 12.6 80.0 123.5 227.3 216.3

1 20.7 25.3 16.8 0.0 32.2

2 20.5 24.8 17.1 19.0 33.2

6 月 3 21.4 25.6 17.9 15.0 29.5

4 23.1 26.9 19.9 3.0 37.8

5 22.1 25.1 20.3 150.0 6.0

6 24.0 27.3 21.5 11.0 10.7

平均(合計) 22.0 21.2 25.8 25.3 18.9 17.7 198.0 186.8 149.4 168.8

日照時間（ｈ）
平 均 最 高 最 低

気 温（℃）
降水量（mm）

5.3

4.4

3.9

3.9

5.0

4.9

6.1

7.4

8.9

10.9

12.8

14.8

16.2

17.2

18.7

20.3

21.4

22.0

8.7

7.7

7.3

7.3

8.7

8.6

10.4

11.7

13.3

15.7

17.8

20.2

21.4

22.1

23.6

24.9

25.5

25.6

2.1

1.4

0.7

0.7

1.4

1.5

2.2

3.1

4.7

6.1

8.0

9.8

11.2

12.5

14.1

16.1

17.8

19.2

55.9

56.5

56.6

51.1

51.5

46.6

40.3

41.8

50.0

43.6

41.4

33.7

39.4

49.5

34.6

41.6

42.7

102.5

20.5

21.0

24.5

24.5

28.2

24.7

39.1

45.4

52.5

57.9

61.1

67.5

67.8

66.9

81.6

67.5

58.3

43.0
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項目

半旬

月 本年 平年 本年 平年 本年 平年 本年 平年 本年 (平年)

1 22.5 24.7 21.0 115.0 6.5

2 23.6 26.7 22.0 40.0 14.1

7 月 3 22.7 24.8 21.4 67.0 0.8

4 23.4 26.7 20.7 34.0 14.9

5 23.7 27.1 20.8 1.0 25.9

6 25.7 29.5 22.5 1.0 49.2

平均(合計) 23.6 25.4 26.6 29.4 21.4 22.3 258.0 216.7 111.4 190.2

1 28.0 33.3 23.9 21.0 29.8

2 28.6 34.3 24.8 21.0 45.8

8 月 3 30.7 36.0 26.2 0.0 59.5

4 29.0 33.3 25.6 0.0 52.8

5 27.5 31.8 23.8 65.0 42.9

6 26.4 29.3 23.9 124.0 25.2

平均(合計) 28.4 26.6 33.0 30.8 24.7 23.3 231.0 145.6 256.0 210.4

1 26.1 29.1 23.9 13.0 9.2

2 24.9 28.1 22.1 0.0 25.6

9 月 3 26.0 30.2 21.8 0.0 39.5

4 26.9 31.6 23.3 17.0 34.3

5 25.4 28.9 23.1 12.0 13.9

6 21.9 25.9 18.1 7.0 25.5

平均(合計) 25.2 22.5 29.0 26.3 22.1 19.1 49.0 217.6 148.0 151.2

1 21.7 25.0 18.8 6.0 22.2

2 20.7 24.1 16.9 57.0 25.3

10 月 3 18.9 22.4 15.1 1.0 28.1

4 16.6 20.9 12.8 50.0 32.7

5 16.2 22.0 10.3 0.0 42.7

6 17.0 20.6 13.7 39.0 18.2

平均(合計) 18.5 17.0 22.5 21.4 14.6 12.8 153.0 125.5 169.2 158.0

1 14.8 18.2 11.1 2.0 11.5

2 14.9 19.5 9.8 0.0 31.3

11 月 3 13.3 17.4 9.3 17.0 22.6

4 10.4 13.9 6.6 13.0 16.3

5 8.9 14.1 5.0 3.0 26.7

6 11.9 15.7 8.0 16.0 14.0

平均(合計) 12.4 11.7 16.5 16.1 8.3 7.6 51.0 155.5 122.4 109.3

1 8.4 11.5 6.0 25.0 9.9

2 8.4 11.7 4.7 15.0 14.2

12 月 3 9.1 11.7 6.6 45.0 5.8

4 7.6 11.4 4.5 7.0 18.5

5 9.8 12.3 7.2 5.0 9.7

6 7.7 11.0 4.1 25.0 15.0

平均(合計) 8.5 7.1 11.6 11.0 5.5 3.4 122.0 159.0 73.1 83.8

気 温（℃）
降水量（mm） 日照時間（ｈ）

平 均 最 高 最 低

24.1

25.1

27.1

27.0

26.9

26.0

24.3

22.5

20.7

18.9

17.2

15.0

13.7

11.8

9.6

8.2

7.0

6.1

27.9

29.0

31.3

31.3

31.0

30.0

28.2

26.3

24.5

23.0

21.5

19.7

18.3

16.1

13.8

12.4

10.8

9.8

21.1

22.2

23.7

23.5

23.7

22.8

21.1

19.0

17.1

14.9

13.0

10.6

9.5

7.7

5.7

4.2

3.4

2.6

80.4

91.5

44.8

36.8

36.0

72.8

71.3

70.8

75.5

38.7

48.3

38.5

48.7

53.7

53.1

51.4

49.7

57.9

53.4

52.4

84.4

75.3

68.7

66.4

55.2

50.6

45.4

51.1

50.1

56.8

25.5

28.0

44.3

34.8

30.2

30.3
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測地点：砂丘地農業研究センター（東伯郡北栄町田井）

（平年値は昭和52年～平成18年の30年間 ）

項目

半旬

月 本年 平年 本年 平年 本年 平年 本年 平年

1 8.0 4.9 16.2 7.6 3.7 2.2 6.0 26.7

2 5.5 4.4 15.4 7.8 0.7 1.4 12.0 31.0

1 月 3 5.5 4.1 14.3 7.3 0.7 1.1 6.0 31.4

4 6.9 4.0 16.1 7.3 2.1 0.9 21.0 30.8

5 6.0 3.2 13.5 6.4 1.1 0.2 8.0 27.5

6 6.1 3.6 16.1 6.9 1.0 0.5 25.0 33.3

平均(合計) 6.3 4.0 15.3 7.2 1.6 1.1 78.0 180.8

1 5.3 3.1 15.6 6.4 -0.6 0.0 24.0 27.1

2 9.2 3.8 17.5 7.6 4.3 0.3 16.0 22.7

2 月 3 8.6 4.5 17.8 8.0 2.6 1.0 10.0 20.5

4 7.1 4.5 15.2 8.1 1.2 1.0 37.0 31.3

5 8.5 4.6 18.6 8.0 2.6 1.2 7.0 25.1

6 8.8 4.5 19.6 8.5 2.5 0.7 1.0 12.7

平均(合計) 7.9 4.2 17.4 7.8 2.1 0.7 95.0 139.6

1 11.7 5.2 20.8 9.1 4.7 1.4 3.0 27.8

2 5.0 6.4 14.7 10.6 0.0 2.3 9.0 19.1

3 月 3 6.0 6.8 12.7 11.3 1.1 2.4 9.0 19.4

4 6.1 7.4 15.1 11.9 0.8 3.0 6.0 19.2

5 11.3 7.5 21.8 11.9 3.7 3.5 2.0 27.0

6 13.0 8.9 21.2 13.4 6.2 4.2 35.0 23.1

平均(合計) 8.8 7.0 17.7 11.4 2.7 2.8 64.0 135.7

1 10.5 9.6 19.3 14.3 5.5 4.8 6.0 18.1

2 11.6 11.4 23.4 16.1 3.9 6.7 2.0 17.6

4 月 3 13.9 11.9 22.8 16.5 6.8 7.3 9.0 19.5

4 12.1 12.8 19.8 18.1 6.4 7.8 17.0 16.6

5 16.5 13.8 23.5 18.9 10.8 8.8 13.0 15.5

6 16.5 14.9 26.4 20.4 7.3 9.6 0.0 14.2

平均(合計) 13.5 12.4 22.5 17.4 6.8 7.5 47.0 101.4

1 18.5 15.7 28.3 20.5 12.0 10.8 18.0 18.8

2 17.8 16.5 26.6 21.6 12.5 11.4 9.0 18.2

5 月 3 17.9 17.0 27.6 21.9 8.8 12.1 0.0 27.9

4 17.0 16.7 25.3 21.5 10.7 12.2 16.0 22.1

5 20.3 17.9 29.2 22.8 12.4 13.1 16.0 17.6

6 19.7 18.8 28.1 23.8 13.5 14.0 28.0 21.8

平均(合計) 18.5 17.1 27.5 22.0 11.7 12.3 87.0 126.4

1 21.2 19.6 30.4 24.6 15.3 14.7 0.0 16.5

2 20.9 20.3 29.2 24.9 16.2 15.8 28.0 16.8

6 月 3 22.1 20.7 29.2 25.1 17.4 16.6 16.0 15.2

4 23.9 22.0 31.8 26.3 18.8 17.9 0.0 20.8

5 22.6 21.9 27.2 25.4 19.7 18.5 72.0 31.8

6 24.8 22.8 31.6 26.4 21.2 19.3 24.0 46.3

平均(合計) 22.6 21.2 29.9 25.4 18.1 17.1 140.0 147.3

気 温（℃）
降水量（mm）

平 均 最 高 最 低
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項目

半旬

月 本年 平年 本年 平年 本年 平年 本年 平年

1 22.6 23.4 27.9 27.1 20.3 20.0 79.0 43.7

2 23.9 24.3 30.5 28.0 20.2 20.6 55.0 29.6

7 月 3 22.4 25.0 24.6 28.6 20.7 21.7 99.0 55.1

4 24.1 25.2 31.1 29.0 20.2 21.5 36.0 42.2

5 24.5 26.7 32.2 31.1 20.0 22.5 1.0 18.3

6 25.9 27.2 34.0 31.9 20.7 22.8 5.0 19.0

平均(合計) 23.9 25.3 30.1 29.3 20.3 21.5 275.0 208.0

1 28.6 27.2 37.7 31.8 23.1 22.9 21.0 13.7

2 29.3 27.0 39.4 31.6 23.8 22.6 19.0 17.4

8 月 3 31.7 27.0 41.7 31.7 25.1 22.5 0.0 17.6

4 29.9 26.7 40.6 31.0 23.9 22.6 4.0 21.5

5 28.5 26.2 38.6 30.5 22.5 22.1 18.0 27.8

6 26.7 25.7 33.8 30.3 22.5 21.2 136.0 28.6

平均(合計) 29.1 26.6 38.6 31.2 23.5 22.3 198.0 126.5

1 26.5 25.0 34.0 29.3 21.9 21.0 23.0 27.2

2 26.6 23.6 36.8 27.7 21.7 19.8 1.0 45.5

9 月 3 27.0 22.8 37.8 26.9 20.4 18.9 0.0 31.4

4 28.3 21.9 37.2 26.4 23.4 17.9 16.0 47.1

5 25.7 20.8 35.8 25.0 21.8 16.8 19.0 31.0

6 22.0 19.6 31.5 23.9 16.7 15.5 15.0 42.8

平均(合計) 26.0 22.3 35.5 26.5 21.0 18.3 74.0 224.9

1 22.1 19.1 32.5 23.5 16.9 14.9 29.0 27.8

2 20.8 18.0 29.5 22.3 15.1 13.9 37.0 25.4

10 月 3 18.3 17.5 29.1 22.2 12.6 13.1 7.0 30.2

4 17.1 16.3 27.3 20.9 11.3 12.0 16.0 39.1

5 17.2 15.1 29.7 20.0 9.7 10.4 0.0 17.5

6 17.7 14.3 25.7 19.2 13.1 9.8 53.0 18.4

平均(合計) 18.9 16.7 28.9 21.4 13.1 12.3 142.0 158.4

1 14.7 13.6 24.5 18.5 9.2 9.2 4.0 24.2

2 15.3 13.2 26.3 17.8 8.8 8.9 3.0 20.0

11 月 3 13.5 11.9 21.6 15.7 8.1 8.2 28.0 32.9

4 9.4 10.7 14.6 14.8 5.0 6.8 28.0 24.8

5 9.8 9.8 20.6 14.1 4.0 5.9 20.0 22.1

6 12.0 9.1 21.5 12.9 6.8 5.5 5.0 29.2

平均(合計) 12.5 11.4 21.5 15.6 7.0 7.4 88.0 153.2

1 7.8 8.2 15.8 12.5 4.2 4.4 40.0 24.5

2 8.9 7.7 20.9 11.6 4.0 4.0 10.0 30.3

12 月 3 8.6 6.9 12.9 10.5 5.0 3.5 42.0 27.2

4 8.1 6.2 16.9 9.8 4.2 2.9 7.0 23.4

5 9.5 6.0 15.8 9.5 6.2 2.6 7.0 22.9

6 7.4 5.3 15.4 8.8 3.0 2.1 14.0 22.8

平均(合計) 8.4 6.7 16.3 10.4 4.4 3.3 120.0 151.1

気 温（℃）
降水量（mm）

平 均 最 高 最 低
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測地点：河原試験地

（平年値：昭和47年～平成18年の35年間）

項目

半旬

月 本年 平年 本年 平年 本年 平年 本年 平年

1 5.1 3.9 10.4 7.5 0.8 0.4 0.7 23.9

2 3.3 4.1 9.0 7.9 -0.3 0.2 38.5 30.1

1 月 3 3.0 3.3 8.0 6.8 -0.4 -0.1 16.9 34.9

4 4.4 3.2 9.8 6.9 0.0 -0.5 19.0 35.0

5 3.0 2.8 7.8 6.5 -0.9 -0.9 13.7 29.4

6 4.5 2.5 10.7 6.7 -0.7 -1.7 9.6 34.7

平均(合計) 3.9 3.3 9.3 7.0 -0.2 -0.4 98.4 187.9

1 2.9 2.5 8.6 6.3 -2.0 -1.2 17.3 32.1

2 7.0 2.9 12.2 6.9 2.3 -1.1 3.0 30.6

2 月 3 6.5 3.7 11.9 8.0 1.4 -0.5 30.8 26.3

4 4.7 3.8 9.9 7.8 -0.9 -0.2 38.5 35.9

5 5.9 3.9 12.1 7.8 -0.2 0.0 0.0 37.2

6 6.4 3.9 12.2 8.4 0.3 -0.5 24.9 18.8

平均(合計) 5.6 3.5 11.1 7.5 0.2 -0.6 114.5 180.9

1 9.9 4.3 17.2 8.6 3.6 0.0 5.2 26.9

2 3.1 5.6 8.9 10.3 -2.5 0.8 4.0 26.8

3 月 3 3.2 6.0 7.5 10.9 -0.3 1.1 39.2 23.0

4 3.1 6.8 8.2 11.7 -2.2 1.8 3.9 27.5

5 9.5 6.9 15.8 11.6 2.8 2.2 1.3 30.9

6 11.3 8.2 17.6 13.4 4.5 3.1 24.3 23.6

平均(合計) 6.7 6.3 12.5 11.1 1.0 1.5 77.9 158.7

1 8.0 9.1 12.8 14.7 3.8 3.6 32.7 20.3

2 9.0 11.0 16.7 16.4 1.9 5.6 1.3 20.4

4 月 3 12.1 11.8 18.8 17.3 4.5 6.3 0.0 21.5

4 10.1 12.9 14.4 18.8 5.3 7.0 17.4 20.2

5 15.0 13.6 19.4 19.1 9.0 8.1 14.1 14.7

6 14.7 14.7 22.7 20.7 5.4 8.6 0.0 18.2

平均(合計) 11.5 12.2 17.5 17.8 5.0 6.5 65.5 115.2

1 17.3 15.3 22.9 20.7 11.1 9.9 15.2 17.1

2 16.5 16.3 23.5 22.1 11.3 10.6 13.4 17.4

5 月 3 15.7 16.6 23.0 22.0 6.7 11.1 18.6 30.9

4 15.2 16.8 19.8 22.4 9.3 11.3 10.3 22.3

5 18.9 17.4 25.6 23.2 11.1 11.7 41.1 21.9

6 17.9 18.8 23.3 24.4 13.8 13.2 45.7 18.6

平均(合計) 16.9 16.9 23.0 22.5 10.5 11.3 144.3 128.2

1 19.8 19.4 25.9 25.0 14.3 13.8 5.0 20.1

2 19.3 20.2 25.1 25.4 15.2 15.0 0.5 23.0

6 月 3 21.0 20.4 25.4 25.3 16.8 15.5 29.1 16.9

4 22.4 21.8 27.2 26.3 17.4 17.3 0.0 23.2

5 22.3 21.7 25.6 25.7 19.8 17.8 47.2 32.4

6 23.7 22.6 27.4 26.5 20.7 18.7 11.1 49.1

平均(合計) 21.4 21.0 26.1 25.7 17.4 16.4 92.9 164.6

気 温（℃）
降水量（mm）

平 均 最 高 最 低
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項目

半旬

月 本年 平年 本年 平年 本年 平年 本年 平年

1 22.2 23.6 24.8 27.8 20.3 19.5 69.3 42.7

2 23.0 24.3 27.3 28.6 19.7 19.9 24.6 25.1

7 月 3 22.7 24.7 25.4 28.5 20.5 20.9 103.1 56.5

4 23.2 25.3 26.3 29.9 20.4 20.7 31.2 57.5

5 23.2 26.7 28.0 31.7 18.8 21.7 10.3 24.6

6 24.3 27.0 29.2 32.0 19.8 22.0 18.3 24.4

平均(合計) 23.1 25.3 26.8 29.7 19.9 20.8 256.8 230.9

1 27.4 26.7 32.0 31.5 23.0 21.9 14.0 16.4

2 28.2 26.5 33.1 31.5 24.1 21.5 13.0 25.1

8 月 3 29.5 26.5 33.9 31.3 25.2 21.6 0.0 19.7

4 26.7 26.3 33.6 30.9 21.7 21.8 32.3 22.5

5 25.6 25.6 31.5 30.0 21.7 21.1 102.1 33.7

6 24.9 25.2 28.8 30.1 21.5 20.4 92.2 33.3

平均(合計) 27.0 26.1 32.1 30.9 22.8 21.4 253.6 150.7

1 25.3 24.4 29.6 29.0 21.1 19.8 28.0 28.2

2 24.2 23.2 28.4 27.4 21.0 18.9 27.1 49.7

9 月 3 24.2 22.2 30.1 26.6 18.7 17.8 0.0 40.3

4 26.3 21.3 30.5 25.7 22.3 16.8 23.4 42.6

5 23.8 20.1 28.4 24.6 20.0 15.6 17.1 37.4

6 20.3 18.9 25.5 23.6 16.1 14.2 11.5 37.6

平均(合計) 24.0 21.7 28.7 26.2 19.9 17.2 107.1 235.8

1 20.3 18.4 25.9 23.3 15.7 13.5 13.0 22.2

2 19.0 17.2 24.5 22.0 14.3 12.3 17.9 30.8

10 月 3 15.4 16.6 21.6 21.6 10.6 11.6 2.8 23.9

4 14.6 15.2 20.6 20.3 9.6 10.1 6.2 33.3

5 14.6 14.1 20.6 19.6 9.6 8.6 6.2 27.5

6 15.9 13.7 21.0 19.0 11.6 8.5 68.6 21.6

平均(合計) 16.6 15.9 22.3 21.0 11.9 10.8 114.7 159.2

1 11.9 12.8 17.1 18.1 7.0 7.6 0.2 24.7

2 11.5 12.6 18.7 17.5 6.0 7.7 9.5 19.8

11 月 3 11.1 11.2 17.3 15.6 6.5 6.8 52.6 23.7

4 7.3 10.1 12.1 14.8 2.8 5.4 40.5 23.3

5 7.1 9.0 13.9 14.0 2.6 4.1 31.8 22.2

6 8.2 8.2 14.6 12.4 4.0 4.0 2.9 24.4

平均(合計) 9.5 10.7 15.6 15.4 4.8 5.9 137.5 138.1

1 6.0 7.6 10.8 12.2 2.4 2.9 25.2 20.2

2 6.6 7.1 12.1 11.5 2.2 2.8 13.5 26.2

12 月 3 7.4 6.1 11.1 10.3 4.1 1.9 15.0 22.7

4 5.1 5.5 10.5 9.5 1.8 1.5 15.6 25.5

5 7.1 4.8 12.8 8.5 3.7 1.0 14.7 31.3

6 6.9 4.4 11.8 8.1 2.2 0.7 8.4 31.5

平均(合計) 6.5 5.9 11.5 10.0 2.7 1.8 92.4 157.5

気 温（℃）
降水量（mm）

平 均 最 高 最 低
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測地点：日南試験地

（平年値は平成9～平成18年の10年間）

項目

半旬

月 本年 平年 本年 平年 本年 平年 本年 平年 本年 (平年)

1 1.7 0.7 6.1 4.8 -2.8 -3.4 1.0 23.3 8.4 10.7

2 0.4 0.1 4.2 4.0 -3.4 -4.1 26.0 19.6 9.4 8.8

1 月 3 0.2 1.0 5.5 5.0 -5.0 -3.0 0.0 23.7 22.3 11.0

4 2.8 0.2 7.0 4.3 -1.5 -3.8 12.0 25.3 13.0 10.0

5 1.4 -0.5 6.6 3.1 -3.9 -4.9 5.0 28.0 7.1 7.9

6 1.3 -0.6 5.3 3.8 -2.7 -4.9 39.2 21.8 16.3 14.1

平均(合計) 1.3 0.1 5.8 4.1 -3.2 -4.0 83.2 141.7 76.5 62.5

1 -0.6 -1.0 5.4 3.7 -6.5 -5.3 21.0 15.0 24.9 10.1

2 4.6 -0.1 10.3 4.3 -1.1 -4.8 31.0 17.8 31.0 17.3

2 月 3 4.9 0.0 9.8 4.8 -0.1 -4.8 21.0 14.1 25.8 13.7

4 2.7 0.9 8.4 5.8 -3.1 -4.0 36.0 18.0 19.1 16.3

5 3.5 1.7 9.7 6.9 -2.6 -3.4 14.1 22.6 19.5 17.0

6 4.4 2.1 11.6 7.0 -2.9 -2.6 2.0 14.7 17.8 10.0

平均(合計) 3.2 0.6 9.2 5.4 -2.7 -4.2 125.1 102.1 138.1 84.4

1 9.7 2.1 16.1 7.3 3.2 -3.5 15.7 22.8 27.6 19.2

2 -0.8 2.7 4.1 7.9 -5.7 -2.9 0.0 24.2 13.7 21.0

3 月 3 1.2 3.5 5.8 9.0 -3.4 -1.9 7.4 21.4 10.2 20.2

4 1.2 5.1 6.2 10.9 -3.8 -0.5 2.2 24.8 21.5 23.0

5 6.6 4.9 13.9 10.8 -0.7 -1.0 13.1 21.3 23.9 21.3

6 9.0 6.3 15.2 12.3 2.7 0.3 50.0 22.8 21.3 26.9

平均(合計) 4.5 4.1 10.2 9.7 -1.3 -1.6 88.4 137.3 118.2 131.7

1 6.4 7.5 11.4 12.2 1.4 1.1 12.5 37.5 16.9 25.0

2 6.7 9.5 15.5 14.6 -2.0 3.0 0.0 17.8 32.8 24.3

4 月 3 9.4 10.2 17.5 15.6 1.6 4.1 20.2 13.7 25.5 22.8

4 7.7 11.4 12.9 17.7 2.6 3.9 21.2 17.2 20.2 28.5

5 13.6 11.7 17.4 15.5 9.7 6.4 12.3 16.8 9.2 21.1

6 10.6 12.2 20.8 17.5 0.3 5.3 0.0 14.7 36.8 28.6

平均(合計) 9.1 10.4 15.9 15.5 2.3 4.0 66.2 117.8 141.4 150.3

1 14.9 14.6 21.1 21.2 8.7 8.0 14.4 19.2 21.6 28.0

2 15.7 15.6 21.9 21.5 9.6 9.8 16.1 25.8 25.0 20.8

5 月 3 14.0 14.7 22.8 20.6 5.2 8.7 1.3 34.8 39.2 18.8

4 12.6 15.7 18.8 21.4 6.3 10.1 19.5 14.9 9.7 19.3

5 15.7 15.6 24.4 22.1 7.1 9.1 32.4 12.6 35.9 22.7

6 16.2 16.5 21.9 22.4 10.9 10.6 14.1 30.2 35.3 27.8

平均(合計) 14.9 15.5 21.8 21.5 8.0 9.4 97.8 137.5 166.7 137.5

1 17.0 17.4 21.8 24.2 12.2 10.7 0.5 10.3 14.9 23.3

2 16.9 18.0 22.4 24.1 11.4 12.0 15.8 16.5 9.7 20.6

6 月 3 18.2 18.7 23.7 24.4 12.7 12.9 21.0 16.4 18.3 21.6

4 20.1 19.7 25.5 25.4 14.8 13.9 0.0 28.2 17.6 18.9

5 21.5 20.4 24.9 24.9 18.1 15.9 103.0 51.1 3.6 7.3

6 23.0 21.9 26.6 26.3 19.3 17.5 3.0 54.0 2.3 11.3

平均(合計) 19.5 19.4 24.1 24.9 14.8 13.8 143.3 176.4 66.4 102.9

気 温（℃）
降水量（mm） 日照時間（ｈ）

平 均 最 高 最 低
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項目

半旬

月 本年 平年 本年 平年 本年 平年 本年 平年 本年 (平年)

1 21.9 22.7 25.4 27.0 18.4 19.5 45.6 63.9 5.5 14.7

2 21.1 24.0 24.3 25.0 18.0 17.9 41.3 47.5 1.1 15.2

7 月 3 22.2 22.8 24.9 26.7 19.5 19.6 128.3 53.1 0.1 7.9

4 21.3 22.7 24.9 27.5 17.6 18.8 57.6 64.8 4.1 15.6

5 23.1 24.2 27.3 29.3 18.9 19.9 4.0 23.4 22.4 20.6

6 22.9 24.0 29.0 28.1 17.8 20.3 5.2 36.2 27.0 20.5

平均(合計) 22.1 23.4 26.0 27.3 18.4 19.3 282.0 288.8 60.2 94.4

1 24.7 24.9 29.4 30.0 19.9 19.9 26.6 19.4 18.6 23.3

2 25.5 25.1 30.9 30.0 20.1 20.2 2.8 31.1 33.4 20.1

8 月 3 26.5 24.1 31.7 28.7 21.4 19.4 0.0 23.3 39.2 19.8

4 25.7 24.2 32.2 28.5 19.3 19.9 0.0 16.1 41.0 16.6

5 24.7 23.1 30.4 28.0 18.9 18.1 14.0 28.8 31.6 21.2

6 23.2 22.9 27.2 27.9 19.4 18.1 21.0 12.2 18.8 24.4

平均(合計) 25.0 24.0 30.3 28.8 19.8 19.3 64.4 130.9 182.6 125.3

1 23.4 22.0 27.1 27.1 19.7 17.0 13.7 31.3 9.5 19.5

2 22.0 21.8 26.5 26.3 17.4 17.4 2.6 62.9 18.3 15.3

9 月 3 21.9 21.2 28.3 25.3 15.5 17.2 0.0 34.4 31.9 12.0

4 24.1 20.0 28.4 24.6 19.7 15.4 12.8 32.4 21.5 17.5

5 22.2 17.9 25.9 22.0 18.4 13.9 14.1 52.1 11.3 14.3

6 18.5 17.5 22.8 22.7 14.2 12.3 5.5 26.2 23.8 20.5

平均(合計) 22.0 20.1 26.5 24.7 17.5 15.5 48.7 239.4 116.3 99.0

1 18.7 16.6 23.3 21.6 14.0 13.0 12.7 30.3 17.7 18.2

2 16.6 15.0 21.4 20.6 11.7 10.4 46.4 32.8 27.0 21.2

10 月 3 13.4 15.1 19.2 20.4 7.6 11.0 5.7 14.0 16.4 20.3

4 11.6 12.5 17.9 18.5 5.3 7.5 1.5 40.7 18.2 27.9

5 11.2 12.4 19.8 18.3 2.7 7.3 29.2 19.2 41.2 24.5

6 12.7 10.6 19.1 16.3 6.4 5.4 39.1 28.0 21.0 24.5

平均(合計) 14.0 13.7 20.1 19.3 8.0 9.1 134.6 165.0 141.5 136.6

1 9.3 10.1 14.3 16.0 4.3 4.3 7.0 24.3 10.1 24.1

2 10.4 9.5 16.8 15.6 4.0 3.4 0.2 20.0 29.9 28.1

11 月 3 8.6 8.7 13.8 13.7 3.5 3.6 43.6 27.7 22.4 12.3

4 5.0 6.3 9.3 11.1 0.7 1.4 11.3 17.4 10.5 12.1

5 4.7 6.5 10.6 12.6 -1.2 0.5 3.7 10.0 28.9 18.4

6 6.6 6.6 12.5 10.8 0.8 2.3 0.6 28.9 8.2 11.8

平均(合計) 7.4 7.9 12.9 13.3 2.0 2.6 66.4 128.4 110.0 106.7

1 3.9 4.5 7.4 9.6 0.4 -0.7 27.1 28.7 7.3 12.7

2 3.8 3.5 8.9 7.7 -1.3 -0.8 18.1 22.8 17.2 12.4

12 月 3 5.2 2.4 7.8 6.6 2.6 -1.9 31.2 23.6 5.2 12.1

4 3.1 2.5 7.7 7.0 -1.6 -1.9 5.8 17.6 16.9 12.6

5 4.7 1.6 8.7 6.1 0.7 -2.9 22.5 23.3 6.6 14.9

6 2.7 1.1 7.9 5.5 -1.9 -0.7 51.8 22.5 16.3 16.0

平均(合計) 3.9 2.6 8.1 7.1 -0.2 -1.5 156.5 138.4 69.5 80.6

気 温（℃）
降水量（mm） 日照時間（ｈ）

平 均 最 高 最 低
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